
大大学学のの中中期期目目標標 大大学学のの中中期期計計画画

①－４　国際社会の発展に寄与する人材を育成する
ため，ジョイント・ディグリー・プログラムをはじめとす
る海外大学との共同教育プログラムを新たに10件以
上開設するなど，国際通用性のある大学院教育を実
施する。

①－１　第2期中期目標期間に導入したURA，産学協
働マネージャー等を活用した研究開発マネジメント体
制をさらに拡充するとともに，平成30年度までに技術
職員組織の一元化を行うなど，研究支援体制を強化
する。また，産学協働ファシリテーター育成プログラ
ム等の各種研修プログラムを充実させ，それらを担う
人材を育成する。

①－２　本学の特長である高度な研究設備を学内外
に共用するシステム「オープンファシリティ」におい
て，最先端設備等の登録台数，利用者数を，平成27
年度比で10％以上，また，設備共用に係る連携・協
力機関等を新たに10機関以上増加させるなど，世界
水準の研究基盤共用プラットフォームに拡充する。

①－２　平成28年度に公開スペースを大幅に拡充す
る総合博物館，国内屈指の蔵書数を誇る図書館，札
幌市民の憩いの場である植物園等，多様な学内施
設を活用し，地域交流を推進する。

４４　　そそのの他他のの目目標標
（（１１））ググロローーババルル化化にに関関すするる目目標標

①徹底した「大学改革」と「国際化」を全学的に断行
することで国際通用性を高め，ひいては国際競争
力を強化するとともに，世界的に魅力的なトップレ
ベルの教育研究を行い，世界大学ランキングトッ
プ100を目指すための取組を進める。

①－２　学際的な知的交流を促進するため，世界の
研究者と協力して夏の北海道で国内外の学生を教
育する「サマー・インスティテュート」，連携した海外大
学で，本学と世界の学生が共に学ぶ「ラーニング・サ
テライト」等，多様な教育プログラムを展開する。これ
らにより，日本人学生の海外留学経験者を1,250名
以上，外国人留学生の年間受入数を2,200名以上に
増加させる。

・外国人特別選抜（渡日前入試），オンライン出願，Ｓｋｙｐｅ等を活用した口頭試験実施
など，グローバル化に対応した入試改革により留学生受入数の増加。

・異文化理解力，英語での交渉力，専門知識活用力を併せ持つ国際性豊かな人材を
育成するために，理学系の大学院教育における異分野連携・グローバル化の中心の
場を設置。

・理学研究院アクティブ・ラーニング推進室と新渡戸スクールが連携してアクティブ・ラー
ニング教育を進め，特に専門理学教育への応用を推進する。さらに，理学系分野の学
生に最も適したアクティブ・ラーニングやＩＣＴに関連する教育技法の開発と実践。

・教員組織と大学院教育組織の分離により分野連携を推進し，異分野を有機的に融合
したグローバルな大学院教育を展開。

・最先端設備，特殊施設などのオープン化を推進し，本学が目指す世界トップレベルの
研究基盤共用プラットホームの構築に積極的に参画。

・世界トップレベルの研究を推進するために英語対応も可能な先端理学（教育）研究推
進室を設置し，研究力を強化するための研究者支援体制の整備とその効果的運用で
実現される世界トップレベルの研究を推進。

・市民講演会等を積極的に開催することによる社会の科学的リテラシー向上に貢献。

・高大連携事業，ＳＳＨ，出前講義，体験入学などを通して高校との連携を深め，高校
教育へ大学の有する教育リソースを還元。

・大学の研究リソースを社会に還元するための積極的な産学官連携の推進と地域社会
に根ざしたイノベーションの創出。

・地域が直面する自然災害被害軽減のため自治体との共同研究を推進，自治体防災
担当者を含む教育を実施，また，自治体に対し防災に係る政策提言を行う。

ⅠⅠ　　大大学学のの教教育育研研究究等等のの質質のの向向上上にに関関すするる目目標標
　　１１　　教教育育にに関関すするる目目標標

（（１１））教教育育内内容容及及びび教教育育のの成成果果等等にに関関すするる目目標標
①専門的知識に裏づけられた総合的判断力と高

い識見並びに異文化理解力と国際的コミュニケー
ション能力を有し，国際社会の発展に寄与する指
導的・中核的な人材を育成する。

①－１　教職員等の教育力・教育支援力を高めるた
め，平成27年度に開設した「高等教育研修センター」
において，ニーズに対応したファカルティ・ディベロッ
プメント（ＦＤ），スタッフ・ディベロップメント（ＳＤ）等の
研修プログラムを一元的に開発し，実施する。また，
英語による授業を拡充するため，英語を母語とする
講師によるFDプログラムを拡充する。

（（２２））教教育育のの実実施施体体制制等等にに関関すするる目目標標
①教育の質を向上させるため，教育力・教育支援

力を高度化する体制を整備する。

・理学部／理学院において臨床心理士の雇用を含め，学生の心のケアのための各種
方策を実施する。

理理学学研研究究院院・・理理学学部部・・理理学学院院のの第第３３期期中中期期目目標標期期間間ににおおけけるる中中期期計計画画一一覧覧

①－１　グローバルに活躍する力を養うため，第2期
中期目標期間に開設した全学横断的な教育プログラ
ムである「新渡戸カレッジ（学士課程）」及び「新渡戸
スクール（大学院課程）」をさらに充実させた教育内
容で実施し，両プログラムにおいて合わせて延べ
1,000名以上の修了者を輩出する。また，新渡戸カ
レッジ及び新渡戸スクールにおいて，学生の学修過
程を可視化できる修学ポートフォリオを開発し，各学
部・研究科等においても順次導入する。

①－２　学生の主体的な学びを促進させるため，教
育環境の整備を進め，アクティブ・ラーニング及び情
報コミュニケーション技術等を活用した授業科目の開
講数を増加させる。また，社会的ニーズに対応し，全
学部を横断する新たな共通科目群を開設するととも
に，ビジネス・スキル，専門職倫理等の授業科目を
開設する。

理理学学研研究究院院・・理理学学部部・・理理学学院院のの中中期期計計画画

・リーディング大学院プログラムを発展させ，異分野を有機的に融合したグローバルな
大学院教育を展開。

・変化する社会の要請に応え，学生のニーズに対応した魅力あるカリキュラムへの改
訂。

・ＩＣＴ（Information and Communication Technology）を導入することにより，学生が快適
に学べる環境を整備・充実。

（３）学生への支援に関する目標
①総合的な学生支援体制の下，多様な背景を

持つ学生への支援を充実させる。

・理学部はＩＳＰにおける自然科学基礎科目の教育（数学，物理，化学，生物），及び理
学専門科目（物理，化学，生物）の教育において中心的役割を担うとともに，理学院に
おいても学部教育と連携した教育を実施。

・英語による授業の大幅な拡大と外国人教員の積極的な採用による大学院のグローバ
ル化や大学間国際ネットワークの構築と連携強化を推進する教育組織への再編。

・DD，コチュテル（博士論文国際共同指導）等の共同教育プログラムを展開。

①－１　学生が安心・安全で充実したキャンパスライ
フを送ることができるようにするため，学生支援組織
間の連携を強化し，進路・履修相談，経済的支援，
就
職支援，キャリア支援等の取組を実施する。また，
奨学金及び授業料免除については，既存制度の検
証を行い，よりきめ細かな支援制度に改善する。

・日本人学生の留学前相談体制の充実，留学生のキャリア支援，経済的支援及び生
活支援などをワンストップで提供し，教育研究支援体制の国際化対応力強化。

（（４４））入入学学者者選選抜抜にに関関すするる目目標標
①広く世界に優秀な人材を求め，本学の教育を受

けるにふさわしい学力・能力を備えた人材を多様
な選抜制度により受け入れる。

①－１　第2期中期目標期間に導入した，入学後に
所属する学部を決める「総合入試」制度を検証する。
また，ボーダレスなグローバル社会をリードする意欲
と資質を持った人材を人物本位で選抜するため，平
成30年度入試から国際バカロレア等を用いた｢国際
総合入試」を開始する。さらに，大学院課程を中心
に，テレビ会議システム，海外オフィスを活用した渡
日前入試を拡大するなど，国際化に対応した入学者
選抜を実施する。

・学術的・社会的なニーズ等を踏まえるとともに，大学院教育の質の維持・向上を図る
ために，理学院博士後期課程の各専攻の入学定員を適正化。

２２　　研研究究にに関関すするる目目標標
（（２２））研研究究実実施施体体制制等等にに関関すするる目目標標

①研究力を強化するための基盤となる体制を整備
する。

①－１　知の還元と教育のオープン化を推進するた
め，社会人及び高校生を対象とした教育プログラム，
高等学校との連携事業等を実施するとともに，様々
な教育コンテンツをオープンコースウェア・ＭＯＯＣ
（Massive Open Online Course）等で公開する。また，
「HUSCAP（北海道大学学術成果コレクション）」にお
いて，本学の教育研究成果を年間3,000コンテンツ以
上発信する。

３３　　社社会会ととのの連連携携やや社社会会貢貢献献及及びび地地域域をを指指向向ししたた教教
　　育育・・研研究究にに関関すするる目目標標

①大学の教育研究活動の成果を活用し，地域・社
会の活性化，課題解決及び新たな価値創造に貢
献する。

①－３　地方自治体等との協働により，政策提言等
を行うとともに，地域企業との事業化に向けた共同
研究を平成27年度比で10％以上増加させる。
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②次世代を担う優秀な教職員の採用により，組織
の活性化・国際化・男女共同参画を促進すると
ともに，各教職員が働きやすい環境を整備する。

②－１　優れた業績を持つ教員の獲得，教員の職務
に対するモチベーションの更なる向上及び流動性の
促進のため，第2期中期目標期間に創設した正規教
員の年俸制，クロスアポイントメント（混合給与）制
度，ディスティングイッシュトプロフェッサー制度等，
柔軟な人事・給与制度の適用を促進する。特に，年
俸制については，より公平かつ透明性のある制度と
して推進し，正規教員の適用者を800名以上に増加
させる。

　　２２　　教教育育運運営営組組織織のの見見直直ししにに関関すするる目目標標
①社会の変化に対応しつつ，本学の強み・特色
をいかすために教育研究組織を最適化する。

①－１　教育研究組織の機能を強化するため，平成
29年度までに組織等の在り方を不断に検証し改革す
る仕組みを導入する。また，教員組織と大学院教育
組織の分離，国際大学院の設置等に取り組み，8大
学院以上の組織再編を行う。

ⅤⅤ　　そそのの他他業業務務運運営営にに関関すするる重重要要目目標標
　　４４　　法法令令遵遵守守等等にに関関すするる目目標標

①公平・公正な大学運営を行うため，コンプライア
ンスを推進する。

①－１　研究費不正使用及び研究活動上の不正行
為を防止するため，第2期中期目標期間に構築した
独自のeラーニングシステムによる不正防止研修の
受講を義務化し，受講率100％を堅持する。また，物
品検収体制の徹底，ハンドブックによる啓発活動等
を実施する。

　　５５　　他他大大学学等等ととのの連連携携にに関関すするる目目標標
①他大学，自治体等，広く関係機関と連携し，
効果的・効率的な大学運営を行う。

その他

出典：理学・生命科学事務部庶務担当データ

・研究に係る不正防止への積極的な対応と構成員への周知。

・サバティカル制度を含めた柔軟で多様な研修制度の導入により，教員のグローバル
化並びに研究促進のための環境を整備。

・必要に応じて理学部の学科を見直し，急速な科学の進歩と現代社会の要請に対応で
きる教育を実践する組織へ再編。

・国際化支援室と先端理学（教育）研究支援室が連携して戦略的国際広報活動を実施
し，理学系研究分野の研究成果を国際社会に向けて迅速かつ積極的に発信し，世界
に存在感を示すとともに，グローバルに産学官連携を推進しイノベーション創出を展
開。

・社会と大学をつなぐ双方向の広報活動を充実させることで，教育研究の成果を世界
に広く発信し，産学官連携へも展開することでイノベーションを創出。

ⅣⅣ　　自自己己点点検検・・評評価価及及びび当当該該状状況況にに係係るる情情報報のの提提供供にに
　　関関すするる目目標標
　　２２　　情情報報公公開開やや情情報報発発信信等等のの推推進進にに関関すするる目目標標

①社会と大学をつなぐ双方向の広報活動を展開し，
教育研究活動及びその成果を広く国内外に発信
する。

①－１　グローバル社会における情報ニーズに対応
した広報体制を整備し，広報媒体の多言語化，ソー
シャル・ネットワーキング・サービス，同窓会組織との
連携等を活用した戦略的広報活動を実施する。

・理学研究院長の下に業績評価委員会を常置することによる理学研究院教員の公平
で透明性の高い業績評価制度を確立。

・年俸制，混合給与などの給与体系を用いて，国際的に優れた研究者，外国人教員，
優秀な若手研究者，女性研究者を積極的に採用。

ⅡⅡ　　業業務務運運営営のの改改善善及及びび効効率率化化にに関関すするる目目標標
　　１１　　組組織織運運営営のの改改善善にに関関すするる目目標標

①総長のリーダーシップの下，持続的発展を見据
えた大学運営を推進する。

①－１　総長のリーダーシップの下，総長補佐体制
の整備，監事による業務監査，経営協議会，海外ア
ドバイザリーボード，大学力強化推進本部での学外
委員の意見の活用等により，ガバナンス機能をより
強化する。また，平成27年度に設置した「総合IR室」
において，教育，研究，管理運営等の諸活動に関す
る情報を収集・分析し，経営戦略策定を支援する。

・教員それぞれの個性を持った総合力の向上を目指しての教育・社会貢献・大学行政
等の貢献も総合的に勘案した業績評価制度の確立。
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理理学学部部のの学学位位授授与与のの方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

理学部では，本学の４つの基本理念（フロンティア精神，国際性の涵養， 

全人教育，実学の重視）の下，自然科学全般にわたる基礎的な知識及び技術 

を教授することにより，大学院における修学及び研究に必要な観察力及び創 

造性を有し，並びに社会に貢献するために必要な自然科学に関する基礎的素 

養を有する人材を育成することを教育目標としています。 

理学部では，この目標とする人材像に求められる具体的な能力（学位授与 

水準）を学科毎に定め，当該能力を身につけ，かつ所定の基準を満たした学 

生に学士の学位を授与します。 

資料Ⅰ（理学部）-２ 理学部の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）（2019年度）
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数数学学科科のの学学位位授授与与のの方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

 

数学は人類が長い年月をかけて築き上げた学問であり，真理の探究を通して文化を豊か

なものとし，文明の進歩を支えてきました。高度に進化し，範囲を広げながら発展する現代

数学は，その普遍性から諸科学の礎としての役割も果たしています。 

数学科では，世界共通の理論体系を備えた現代数学の基礎を学び，培った数学的能力や科

学的素養などをもとに，社会のさまざまな分野において活躍できる人材を養成することを

目標とします。下記の能力を有すると認めた学生に対し，学士の学位を授与します。 

 

【知識・理解】 

・現代数学の基礎理論における数学的概念を正しく理解している。 

・修得した理論や知識を正しく運用し，問題解決等に役立てることができる。 

 

【論理的思考力】 

・数学の学修等を通して，論理的に分析や考察を行うことができる。 

・抽象的な概念を具体化して適切に扱うことができる。 

 

【汎用的技能】 

・必要に応じて計算機を活用し，学習等に役立てることができる。 

・身につけた知識や概念を工夫して他者に正しく伝えることができる。 

 

【態度・志向性】 

・多様な知識に対する価値を理解し，尊重できる。 

・向上心を持って積極的に学ぶ姿勢を有し，主体的な学習ができる。 

 

本学科においては，難しい概念の理解を伴う数学科目，数学が関係している事象を含む科

目等を意欲的に履修することを推奨し，学生が積極的に学ぶ姿勢を適切に評価しうるよ

うな卒業認定基準を設けます。 
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物物理理学学科科のの学学位位授授与与のの方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

 

自然界のすべてのものが従う普遍的な法則や原理を追及する物理学を学ぶことは，未

知の現象を根本的に分析・理解する素養を身に着けることにつながります。物理学科の教

育スタッフは「創造的研究活動と教育実践の融合」という理念のもと，質の高い教育・研

究活動を行い，つぎのような人材の育成を目指します。 

  

１１．．物物理理学学的的知知識識とと思思考考法法：：  

今日の科学技術の発展に大きな貢献をしてきた現代物理学，およびその基盤をなす基

礎的知識を体系的に理解している。 

  

２２．．問問題題解解決決能能力力：：  

習得した物理学的知識に基づき，物理的思考法を用いた問題解決能力を具えている。 

  

３３．．科科学学的的論論理理のの表表現現力力：：  

わかりやすい論理的説明能力やプレゼンテーション能力を有する。 
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化化学学科科のの学学位位授授与与水水準準（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

 

化学科では、自然界における化学現象の基本原理を学ぶとともに、社会に大きく貢献する

広範な科学技術と密接にかかわる先端的化学に貢献できる能力を身に付けます。また、幅

広い教養に基づいた自己管理力や、社会の一員としての責任や倫理観を身に付けます。本

学科では、このような教育課程により、理学部の教育目標に基づき、批判的思考や論理に

基づいた行動ができ、社会の広い分野で活躍できる人材を養成することを目標としてお

り、次の能力をもつと認められ、かつ、必要な単位を修得した学生に対し、学士の学位を

授与します。 

 

【知識・理解】 

• 原子から生命体までを対象として、分子や物質を扱う化学分野の基本的な知識を修得

し、また体系的に理解することができる。 

• 化学の体系的な知識に基づき、科学技術の発展や時代背景に対応して、化学の重要性

や安全性・危険性を理解し、論じることができる。 

• 広範な科学技術と密接に関わる化学の幅広さと重要性を理解し、新たな社会的ニーズ

を生み出すシーズの創造をめざして、化学分野の基本的な知識を新たな学習に生かす

ことができる。 

• 世界における化学の先端について、情報を集めて理解することができる。 

【志向性】 

• 化学の幅広い基礎知識を基盤とし、自らの個性に応じて知識を深化させ、自らの能力

を伸ばすことができる。 

【問題解決力】 

• 広範な化学の基礎的素養を授業・演習・実験を通じて身に付けることにより、化学に

関する問題を解決に導くことができる。 

• 自然界や人間社会における分子・物質の性質やそれらの活用などについて、問題を見

出し、解決に必要な情報や実験結果を集め分析し、また他者と協力して問題を解決に

導くことができる。 

【学習力】 

• 自らの知識を深め主体的に学習することができる。 

• 学習した事項を、自然界や人間社会のさまざまな課題に適用することができる。 
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生生物物科科学学科科（（生生物物学学専専修修））学学位位授授与与のの方方針針（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

 

生物科学科（生物学専修）では，分子・細胞から個体・集団レベルにおける様々な生命現

象の共通性および多様性の基礎原理や法則を理解し，発展が著しい医学・農学・環境学・

工学などの応用科学と強く結びついている最先端の生物科学を学びます。また，幅広い教

養に加えて生涯学習のための自己管理力や，市民としての責任や倫理観を身につけます。 

本学科では，体系的な教育課程により，分子から生態系，基礎から応用に至る様々なレベ

ルでの生命原理を理解する人材の養成をめざすとともに，学部の教育目標に基づき，論理

的ならびに批判的な思考力を備え，広範な分野で活躍できる人材の養成を目標としてお

り，次の能力をもつと認められる学生に対し，学士の学位を授与します。 

 

【知識・理解】 

・人文科学，社会科学，自然科学全般について幅広い知識を備え，かつ，それぞれの事項

に潜む機構を洞察することができる。 

・生物の多様性およびそれら多様な生物に見られる生命現象を深く理解し，それをもとに

様々な分野の新たな学習ができる。 

【論理的思考力】 

・分子・細胞から個体・集団レベルの知識と実験・調査データに基づき多面的に生命現象

を考察し，新たな理論の構築や技術開発に発展させることができる。 

・生物学は基礎科学に留まらず，医学・農学・環境学・工学などの応用科学の基礎でもあ

り，将来，応用的学問分野に進んだ際にも論理的思考によりその知識と技術を応用でき

る。 

【問題解決力】 

・論理的および批判的思考に基づき，生物学における様々な問題を解き，さらに新たな課

題を見出すことができる。 

・演習や実験により，数量的スキル，実験技術，情報リテラシーを修得し，それらを駆使

して新たな問題を解決することができる。 

【生涯学習力】 

・卒業後も生涯にわたり学び続けることを可能にする自己管理に基づく主体的学習がで

きる。 

・市民としての責任を自覚し倫理観を身につけ，それらを規範に社会の様々な課題に取り

組むことができる。 
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生生物物科科学学科科（（高高分分子子機機能能学学専専修修分分野野））のの学学位位授授与与水水準準（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

  

生物科学科（高分子機能学専修分野）では，生命現象の基本法則を広い視野の下に学ぶと

ともに、最先端の科学技術を用いて物質科学と生命科学の学際領域の高度な学問的素養

を修得します。また、幅広い教養に加えて生涯学習のための自己管理力や、市民としての

責任や倫理観を身につけます。 

本専修分野では、こうした教育課程を経て、学部の教育目標に基づき、批判的思考や論理

的思考力など汎用的技能をそなえ広範な分野で活躍できる人材を養成することを目標と

しており、次の能力をもつと認められる学生に対し、学士の学位を授与します。 

  

知知識識・・理理解解  

社会、文化、自然科学全般について幅広い知識を身につけ理解することができる。 

生命科学と物質科学の高度な学問的素養を修得し、それをもとに自律的に知的活動を展

開することができる。 

論論理理的的思思考考力力  

情報や知識を複眼的、論理的・批判的に分析し、表現できる。 

問問題題解解決決力力  

生命科学と物質科学の学際領域の問題を発見し、解決に必要な情報を収集・分析・整理

し、その問題を確実に解決できる。 

生命科学と物質科学の学際領域の演習や実験により定量的思考、基本的な分析・実験技術、

情報リテラシーを用いて、多様な情報を収集・分析して適正に判断し、モラルに則って効

果的に活用することができる。 

自自己己管管理理力力  

市民としての社会的責任や倫理観を身につけ、社会の発展のために積極的に関与でき

る。 

 チームワーク・リーダーシップを発揮できる。 

生生涯涯学学習習力力  

世界における市民としての自覚をもって社会に参加でき、学問やコミュニケーション・

スキルを身につけることができる。 

卒業後も生涯にわたり学び続けるために、自己管理し主体的学習ができる。 

統統合合的的なな学学習習経経験験とと創創造造的的思思考考力力  

これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し、自らが立てた新たな課題に

それらを適用し、その課題を解決することができる。 

 

 

 

422



地地球球惑惑星星科科学学科科のの学学位位授授与与水水準準（（デディィププロロママ・・ポポリリシシーー））  

 

地球惑星科学科では，基礎的な数学的手法や物理学•化学•生物学の法則に基づいて，地

球と惑星を対象として，それらで生起する様々な時空間スケールの現象について学びま

す． 

本学科では，学部の教育目標に基づき，地球および惑星で生じる諸現象に関する幅広い

教養を身につけ，それらについて主体的に科学的判断を下せるような人材の養成を目標

として，次の能力をもつと認められる学生に対し，学士の学位を授与します． 

 

【知識・理解】 

•地球と惑星におけるさまざまな現象を理解するための基礎となる数学的手法，現象の

背景にある物理学的•化学的•生物学的な原理や法則を理解しており，それらを元に

地球惑星科学のさまざまな分野の新たな学習ができる． 

•地球と惑星の現在や過去の姿や構造に関する基礎知識を習得している． 

【データの取得と解析】 

•地球惑星科学で扱うさまざまなデータを取得するための観測技術や実験技術の原理

を理解し，それらの技術や手法を用いてデータを取得できる． 

•取得したデータを科学的に解析するための数量的スキルや情報リテラシーを身につけ，

新たなデータに適用して解析できる． 

【論理的思考力】 

•データや情報を論理的に整理し，多面的に分析できる論理的思考力を身につけている． 

【問題解決力】 

•基礎的な知識，情報，関連する技術を総合的に活用して，さまざまな地球惑星科学の

問題を分析，整理し，解決できる． 

【表現・伝達】 

•文書や口頭で学習内容や研究成果を分かりやすく表現し，論理的に伝達できるコミュ

ニケーション能力やプレゼンテーション能力を有している． 

【態度・志向性】 

・自らを律して行動でき，また他者と協調・協働して行動できる． 

・自ら学習目的を認識し，学習の計画を立て，主体的に学習できる． 

 

 

 

 

 

出典：理学部教務委員会資料 
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資料Ⅰ（理学部）-３ 理学部の教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）（2019年度）

理理学学部部のの教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  

理学部では，学位授与の方針に掲げた教育目標を達成するため，「数学科」，「物理学科」，

「化学科」，「生物科学科」，「地球惑星科学科」の５学科を設置し，このうち生物科学科には

履修上の区分として「生物学専修分野」と「高分子機能学専修分野」の２専修分野を設置し

ています。 

これらの学科では，専攻分野によらない共通の素養を身につけるための「全学教育科目」

及び広い視野を養いながら専門性を高めるために体系的に配置された「学部専門科目」をも 

って，４年間の学士課程における教育課程を編成します。 

本学部の学部専門科目については，学科毎に教育課程編成・実施の方針を定め，それぞれ

育成する人材像に沿ったカリキュラムを編成し，実施します。 
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数数学学科科のの教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  

 

数学科では，学位授与水準に定めた能力を持つ人材を育成するために，以下のようなカリ

キュラムを編成し実行します。 

 

・１年次総合教育部において，本学が定める全学教育のカリキュラム・ポリシーのもとで，

「全学教育科目」の履修を要請します。 

・２～４年次現代数学を学ぶ上で必要性の高い内容を扱う基礎的な講義科目および演習・講

究科目を「選択必修科目Ｂ」として設定します。比較的専門性の高い科目は，「選択科目」

として配置します。主な履修対象学年を示し，順に履修していけるような体系的科目編成

にします。これらの講義科目と演習・講究科目を通して，学生は現代数学の基礎概念を学

び，定理や公式を適用する能力を養います。学生が自身でテーマを選び，学習した内容を

発表する講読科目は選択科目に属し，２，３年次学生を対象に開講されます。この科目を

通して，学生は数学的な考察力，自ら学ぶ積極性，コミュニケーション能力，等を養いま

す。科学の一般基礎教養に関しては，「選択必修科目Ａ」として理学の諸分野にわたる科

目を開講します。多様な知識の重要性を理解し，幅広い知識を身に付けるために，複数分

野にわたり履修し単位を取得することを要請します。 

・４年次４年次学生を対象として，卒業研究（通年）を必修科目として設定します。卒業研

究を通して，学位授与水準に定めた能力の向上を図ります。 
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物物理理学学科科のの教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  

  

力学、物理数学、熱力学、電磁気学、量子力学、統計力学を「コア科目」（物理学を学ぶ

のに必要な基本となる科目）と考え、全てに対応する演習が選択科目として開講されます。

これらのコア科目群を習得することにより物理学という共通の言語で様々な現象を議論し

理解することができるようになり、素粒子・原子核の極微な世界から、半導体や超伝導や磁

性などの種々の凝縮系物質、そして、最もスケールの大きな宇宙まで、さまざまな研究を進

めるスタ－トライン立つことができるようになります。 

 

特徴： 

【専門コア科目制度】 

専門科目の軸として，コア科目を体系的・重点的に学習し，対応する演習科目でそれらの

理解を深めます。 

【外国語文献講読】 

少人数のグループにわかれ英語文献を読解し，語学と専門（物理）双方の観点から英語で

表現された物理学を読破する力を養います。また、発表を通じてプレゼンテーション能力、

説明能力の向上を目指します。 

【物理学実験】 

少人数のグループに分かれて、実験、データ解析、考察などによりそれぞれのテーマに取

り組みます。 

【早期卒業制度】 

優秀な成績を修めた学生は半年間卒業を短縮する制度があり，より早く大学院での研究

活動を開始することができます。 

 

成績評価と教育方法の向上： 

【成績評価】 

試験・レポートなどに基づいた達成度の評価を厳格に行います。 

【授業アンケート】 

理学部として独自の授業アンケートを行い，学生による評価を受けながら講義を改善し

て行きます。 
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化化学学科科のの教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  

 

理学部化学科では、学位授与水準に定めた能力を持つ人材を育成することを目標として、

以下のとおりカリキュラムを編成し、実施します。 

主に１年次学生を対象とする全学教育科目では、専攻する分野にかかわらず、本学の学生

であれば当然身につけておかなければならない共通の素養として、高いコミュニケーショ

ン能力、人間や社会の多様性への理解、独創的かつ批判的に考える能力、社会的な責任と倫

理を身につけることを目的として、カリキュラムを編成しています。具体的には「一般教育

演習」、「総合科目」、「主題別科目」、「外国語科目」、「外国語演習」、「共通科目」に区分され

る教養科目（コアカリキュラム）を開講します。また、専門科目を学ぶ心構え、基礎知識を

身につけることができるように、基礎科目を開講します。 

２年次以降では、化学に関する専門性を深め、化学分野における問題解決能力を養うため、

学部専門科目を体系的に開講します。これとともに、理学の他分野との関わりを理解できる

ようにするため、理学部共通の選択必修科目を開講し、異分野の学習も促します。 

2年次では、広範な化学の素養を身に付けるため、「物理化学」、「有機化学」、「無機化学」、

「分析化学」、「生物化学」を必修科目として開講するとともに、実践的問題解決能力と応用

力を養うため、これら必修科目には学習支援として「演習」を併設して開講します。 

世界の化学に英語で接することができる能力を養うために化学英語を学ぶ「化学講読」を

必修科目として開講します。 

実験を通じて課題を解決できる基礎的能力を養うため、2年次から 3年次にかけて、必修

科目に対応する「化学実験」を開講します。さらに、計算化学の素養を養うため「計算機実

習」を開講します。 

3年次では、学生の個性と興味の深化に対応し、より深い理解を促すために、原子・分子

から生命にいたる広範な化学の領域を細分化した授業科目を選択科目として開講します。

これらの科目により、学生は自らの個性に応じた化学の能力を伸ばすことができます。 

4年次では、化学における実践的なスキルの向上を促すために、一年を通じて「化学研究

実験」を行い、専門分野ごとにきめ細かなサポートを行います。また、「化学文献講読」を

通じて、世界における化学の最先端の研究に触れて理解し、さらに批判的な議論ができるよ

うになるための指導を行います。これにより、将来の研究者を目指すことや、科学技術の発

展に貢献する技術者やその人材を育成する教育者を目指すことができます。 
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生生物物科科学学科科（（生生物物学学専専修修））教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  

 

理学部生物科学科（生物学専修）では，学位授与水準に定めた能力を持つ人材を育成する

ことを目標として，以下のとおりカリキュラムを編成し，実施します。 

 

・主に１年次学生を対象とする全学教育科目では，専攻する分野にかかわらず，本学の学

生であれば当然身につけておかなければならない共通の素養として，高いコミュニケ

ーション能力，人間や社会の多様性への理解，独創的かつ批判的に考える能力，社会的

な責任と倫理を身につけることを目的として，カリキュラムを編成しています。具体的

には「一般教育演習」，「総合科目」，「主題別科目」，「外国語科目」，「外国語演習」，「共

通科目」に区分される教養科目（コアカリキュラム）を開講します。また，専門科目を

学ぶ心構え，基礎知識を身につけることができるように，基礎科目を開講します。 

 

・２年次以降では，生物学に関する専門性を深めるため，学部専門科目を開講します。 

 

・２年次では，まず，生物学の基本概念を理解し，データ解析に必要となる理論や技術的

手法を身につけることができるように，分子・細胞から個体・集団レベルまでの生物学

の基礎分野の講義と総合的な実習を開講します。また，生物学において日常的に必要と

なるライティングとプレゼンテーションのスキルを実践的に学ぶ科目も開講します。

さらに，自然科学の広い分野を理解するため，他学科が開講する理学部共通科目の履修

を選択必修とします。逆に，他学科の学生に現代生物学の概要を理解させるため，オム

ニバス形式で各担当教員の専門分野における最新の話題を紹介する講義を開講します。 

 

・３年次では，２年次に学修した内容に基づいてさらに深く生物学の各分野を学ぶことが

できるように，専門分野の講義と実習を開講します。 

 

・４年次では，基本的に，各研究室において特定の研究実習テーマに取り組み，研究姿勢

および技術的手法を修得するとともに，複眼的に分析する論理的思考力，修得した知識

と技術を基盤とする問題解決力，既存の考えにとらわれない論理的・批判的思考力，成

果をわかりやすく伝える発表能力を養成します。 
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生生物物科科学学科科（（高高分分子子機機能能学学専専修修分分野野））のの教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針  

（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  

 

理学部生物科学科（高分子機能学専修分野）では、学位授与水準に定めた能力を持つ人

材を育成することを目標として、以下のとおりカリキュラムを編成・実施します。 

  

11年年次次  

主に１年次学生を対象とする全学教育科目では、専攻する分野にかかわらず、本学の

学生であれば当然身につけておかなければならない共通の素養として、高いコミュニ

ケーション能力、人間や社会の多様性への理解、独創的かつ批判的に考える能力、社会

的な責任と倫理を身につけることを目的として、カリキュラムを編成しています。 

具体的には「一般教育演習」、「総合科目」、「主題別科目」、「外国語科目」、「外国語演

習」、「共通科目」に区分される教養科目（コアカリキュラム）を開講します。また、専

門科目を学ぶ心構え、基礎知識を身につけることができるように、基礎科目を開講しま

す。 

  

22年年次次以以降降  

２年次以降では、生物科学科（高分子機能学専修分野）の専門性を深めるため、１年

次全学教育科目の基礎科目から化学、物理学、生物学の科目を幅広く履修することを推

奨します。 

理学部共通開講科目から幅広い分野を履修することを推奨します。 

専門科目（講義・演習）は「物理・物理化学系」、「化学・物理化学系」、「生物科学系」

からなり、それぞれ複数の科目を４学期制で集中開講します。 

全ての専門科目（講義・演習・実験）は体系的に基礎的科目、発展的科目、実践的科

目として学期ごとに開講します。 

英語で学ぶ専門科目を２〜４年次に開講します。 

実験科目は２−３年次のグループ学習と、３−４年次の個別実践学習として開講しま

す。 

個別実践型実験科目では、研究室配属型指導体制とし、主体的な学習経験を利用しや

すい環境を提供します。 

在学中の海外留学による学修成果は、学位授与水準に定めた能力を持つ人材として

評価します。 
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地地球球惑惑星星科科学学科科のの教教育育課課程程編編成成・・実実施施のの方方針針（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））  

 

理学部地球惑星科学科では，学位授与水準に定めた能力を持つ人材を育成することを

目標として，以下のとおりカリキュラムを編成し，実施します。 

 

・主に１年次学生を対象とする全学教育科目では，専攻する分野にかかわらず，本学の

学生であれば当然身につけておかなければならない共通の素養として，高いコミュ

ニケーション能力，人間や社会の多様性への理解，独創的かつ批判的に考える能力，

社会的な責任と倫理を身につけることを目的として，カリキュラムを編成していま

す。具体的には「一般教育演習」，「総合科目」，「主題別科目」，「外国語科目」，「外国

語演習」，「共通科目」に区分される教養科目（コアカリキュラム）を開講します。（物

理学科と同じ）また，地球惑星科学の基礎知識を習得できるように，「地球惑星科学

Ⅰ」「地球惑星科学Ⅱ」を開講します． 

・２年次以降は，専門性を深めるため，学部専門科目を開講します． 

・２年次の「地球惑星科学セミナー」は必修科目で，一泊二日の学外演習と地球惑星科

学の様々な分野の講義演習を通じて，広い地球惑星科学の個別分野を学ぶ前段階と

して，全体を俯瞰しながら，基礎知識を学びます． 

・２年次には選択必修科目 B および C として，地球惑星科学の基礎となる数学，物理

学，化学を習得するための講義，データ取得と解析の基礎を学ぶための講義，地球惑

星科学の基礎知識を習得するための講義が開講されます．また，これらに関連する演

習，実習，実験も開講されます．演習科目や実習科目では，座学の講義で教わった知

識や手法を実際の問題に適用していくことによって，論理的思考力や問題解決力の

向上を目指します．実習科目や実験科目では，さまざまなデータの取得と解析を行い，

科学的に解析するための数量的スキルや情報リテラシーを習得します．また実習や

実験では，レポートの作成と提出を通じて，表現•伝達能力の向上も図ります． 

・３年次からは，２年次に習得した基礎知識，手法や技術を前提として，より専門的な

科目が開講されます． 

・３年前期には選択必修 D として，地球と惑星の現在や過去の姿や構造に関する基礎

知識の習得を目指した講義が開講されます．また，関連する分野の実験や実習科目が

開講され，さまざまなデータを取得技術や手法を学ぶとともに，科学的に解析するた

めの数量的スキルや情報リテラシー，論理的思考力，問題解決力の一層の向上を図り

ます．またレポートの作成と提出を通じて，表現•伝達能力の向上を図ります． 

・３年後期は全て選択科目となり，個別専門分野への各自の興味に応じて，履修科目を

選択します．より専門的な地球惑星科学の知識の習得を目指す講義科目および，関連

する実習科目•実験科目が開講され，より専門的で高度なデータ取得や解析手法の習

得を目指すとともに，レポート課題の作成と提出を通じて表現•伝達能力の一層の向
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上を図ります． 

・４年に進級する際に，各研究室に分属します。分属の希望調査は３年後期の 1月頃に

行われ，分属先の研究室が決定するのは，3月末頃です．各研究室に分属して，通年

の「地球惑星科学文献講読」といわゆる卒業研究である「地球惑星科学研究」とを履

修します．これらの履修によって，知識をさらに拡充するだけでなく，最先端の研究

課題に取り組むことによって，データの取得と解析能力のトレーニング，論理的思考

力や問題解決力の向上を目指します．また，分属先研究室でのセミナーや卒業研究発

表会では，自分の研究内容や成果について発表することによって，分かりやすく表現

し，伝達する能力を養成します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：理学部教務委員会資料 
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理学部数学科 カリキュラム・マップ イメージ

　　【知識・理解】

　　【論理的思考力】

　　【汎用的技能】

　　【態度・志向性】
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DDPP７７　　多様な知識に対する価値を理解し，尊重できる。

DDPP８８　　向上心を持って積極的に学ぶ姿勢を有し，主体的な学習ができる。

１年次 ２年次 1学期  ３年次  2学期 ４年次 学位授与の方針

DDPP６６　　身につけた知識や概念を工夫して他者に正しく伝えることができる。

DDPP１１　　現代数学の基礎理論における数学的概念を正しく理解している。

DDPP２２　　修得した理論や知識を正しく運用し，問題解決等に役立てることができる。

DDPP３３　　数学の学修等を通して，論理的に分析や考察を行うことができる。

DDPP４４　　抽象的な概念を具体化して適切に扱うことができる。

DDPP５５　　必要に応じて計算機を活用し，学習等に役立てることができる。

専専門門数数学学科科目目((33年年ままたたはは44年年次次))

3610 統計学

4330 代数学C (体論)

4550 解析学F (確率論)

教養科目GEN_LIB

一般教育演習

1000 一般教育演習

総合科目

1100 環境と人間

1110 健康と社会

1120 人間と文化

1130 特別講義

主題別科目

1200 思索と言語

1210 歴史の視座

1220 芸術と文学

1230 社会の認識

1240 科学・技術の世界

外国語科目Ⅰ

1300 英語Ⅰ

1310 英語Ⅱ

共通科目

1700 体育学A

1710 体育学B

1720 情報学Ⅰ 1730 情報学Ⅱ

1740 統計学

1750 インターンシップＡ

1760 インターンシップＢ

外国語科目Ⅱ

1410 独語Ⅱ

1430 仏語Ⅱ

1450 露語Ⅱ

1470 西語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1400 独語Ⅰ

1420 仏語Ⅰ

1440 露語Ⅰ

1460 西語Ⅰ

外国語科目Ⅰ

1320 英語Ⅲ

1330 英語Ⅳ

外国語科目Ⅲ

1500 中国語Ⅰ

1520 韓国語Ⅰ

外国語科目Ⅲ

1510 中国語Ⅱ

1530 韓国語Ⅱ

外国語演習

1600 英語演習

1610 ドイツ語演習

1620 フランス語演習

1630 ロシア語演習

1640 スペイン語演習

1650 中国語演習

1660 韓国語演習

1670 外国語特別演習

基礎科目 GEN_FMC

（文系）

1000 人文・社会科学の基礎

（数学）

1120 線形代数学Ⅰ

1140 微分積分学Ⅰ

(1100 入門線形代数学)

（理科）

1200 物理学Ⅰ 1210 物理学Ⅱ

1300 化学Ⅰ 1310 化学Ⅱ

1400 生物学Ⅰ 1410 生物学Ⅱ

1500 地球惑星科学Ⅰ  1510 地球惑星科学Ⅱ

（実験系）

1600 心理学実験

1620 自然科学実験

日本語学及び日本事情に関する科目

GEN_JPN

1000 日本語Ⅰ 1010 同Ⅱ 1020 同Ⅲ 

1030 同Ⅳ 1040 日本事情

卒卒業業研研究究
4900 数学卒業研究

【必修科目】

数数学学科科 SSCCII__MMAATTHH

１.フロンティア精神 DDPP１１ DDPP４４ DDPP７７ DDPP88 ２.国際性の涵養 DDPP２２ DDPP３３ DDPP８８ ３.全人教育 DDPP１１ DDPP２２ DDPP６６ DDPP７７ DDPP８８ ４.実学の重視 DDPP１１ DDPP４４ DDPP５５ DDPP６６ DDPP７７

全全学学教教育育科科目目

学学部部共共通通科科目目
2000 微分積分学続論

2010 代数学・幾何学序論

2020 ベクトル解析

（数学）

2160 数学概論
(級数入門),

(微分方程式入門)

専専門門数数学学科科目目
((22年年ままたたはは33年年,,  ままたたはは44年年次次))

2600 確率・統計入門

基基礎礎数数学学科科目目
2100 基礎数学A (線形代数)

2110 基礎数学演習A

2120  基礎数学B (位相)

2130  基礎数学演習 B

2140 基礎数学C (微分積分)

2150 基礎数学演習C

2160 基礎数学D (微分積分)

2170 基礎数学演習D

2180 コンピュータ

専専門門数数学学科科目目
3200 代数学基礎 (代数系の基礎)

3210 代数学基礎演習

3220  幾何学基礎

(曲線と曲面の幾何学)

3230  幾何学基礎講究

3240  解析学基礎A

(複素関数論入門)

3250  解析学基礎演習A

3280  数理科学基礎 (現象の数理)

専専門門数数学学科科目目
3300 代数学A（環論）

3310 代数学演習

3400  幾何学A (多様体論)

3410  幾何学B (ホモロジー)

3420  幾何学演習

3500  解析学A (続・複素関数論)

3510  解析学B (常微分方程式論)

3260  解析学基礎B 

(ルベーグ積分論)

3270  解析学基礎演習B

3620  数理科学A

(数値解析・数値計算)

3630  数理科学演習

専専門門数数学学科科目目
4320  代数学B (群論)

4340 代数学続論（続・環論）

4430  幾何学C (基本群と被覆空間)

4440  幾何学続論 (多様体続論)

4520  解析学C (測度論)

4530  解析学D (関数解析入門)

4540  解析学E (力学系入門)

4560  解析学G (フーリエ解析)

4660  数理解析学続論

(バナッハ空間論)

4640  数理科学B (非線形解析学) 

4650  数理科学講究

4660  数理解析学続論 (非線形数学)

数学科推奨科目
力学Ⅰ

力学Ⅱ

熱物理学

量子力学Ⅰ

統計力学Ⅰ

電磁気学Ⅰ

講講読読
3800 数学講読

(２年次向け）

（数学）

1130 線形代数学Ⅱ

1150 微分積分学Ⅱ

講講読読
3800 数学講読

（３年次向け）

出典：理学部ホームページ

資料Ⅰ（理学部）-４ 理学部数学科カリキュラム・マップ （2019年度）
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理学部物理学科 カリキュラム・マップ イメージ

　　【物理学的知識と思考法】

　　【問題解決能力】

　　【科学的論理の表現力】

DDPP１１　　今日の科学技術の発展に大きな貢献をしてきた現代物理学，およびその基盤をなす基 礎的知識を体系的に理解している。

DDPP２２　　習得した物理学的知識に基づき，物理的思考法を用いた問題解決能力を具えている。

DDPP３３　　わかりやすい論理的説明能力やプレゼンテーション能力を有する。
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次 学位授与の方針
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念

】

フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神

国
際
性
の
涵
養

全
人
教
育

実
学
の
重
視

教養科目GEN_LIB

一般教育演習

1000 一般教育演習

総合科目

1100 環境と人間

1110 健康と社会

1120 人間と文化

主題別科目

1200 思索と言語

1210 歴史の視座

1220 芸術と文学

1230 社会の認識

1240 科学・技術の世界

外国語科目Ⅰ

1300 英語Ⅰ

1310 英語Ⅱ

共通科目

1700 体育学A

1710 体育学B

1720 情報学Ⅰ 1730 情報学Ⅱ

1740 統計学

1750 インターンシップＡ

1760 インターンシップＢ

外国語科目Ⅱ

1410 独語Ⅱ

1430 仏語Ⅱ

1450 露語Ⅱ

1470 西語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1400 独語Ⅰ

1420 仏語Ⅰ

1440 露語Ⅰ

1460 西語Ⅰ

外国語科目Ⅰ

1320 英語Ⅲ

1330 英語Ⅳ

外国語科目Ⅲ

1500 中国語Ⅰ

1520 韓国語Ⅰ

外国語科目Ⅲ

1510 中国語Ⅱ

1530 韓国語Ⅱ

外国語演習

1600 英語演習

1610 ドイツ語演習

1620 フランス語演習

1630 ロシア語演習

1640 スペイン語演習

1650 中国語演習

1660 韓国語演習

1670 外国語特別演習

基礎科目 GEN_FMC

（文系）

1000 人文・社会科学の基礎

（数学）

1100 入門線形代数学

1110 入門微分積分学

1120 線形代数学

1130 線形代数学Ⅱ

1140 微分積分学Ⅰ

1150 微分積分学Ⅱ

（理科）

1200 物理学Ⅰ 1210 物理学Ⅱ

1300 化学Ⅰ 1310 化学Ⅱ

1400 生物学Ⅰ 1410 生物学Ⅱ

1500 地球惑星科学Ⅰ

1510 地球惑星科学Ⅱ

（実験系）

1600 心理学実験

1620 自然科学実験

日本語学及び日本事情に関する科目

GEN_JPN

1000 日本語Ⅰ 1010 同Ⅱ 1020 同Ⅲ 

1030 同Ⅳ 1040 日本事情

卒業研究
4800 物理学卒業研究Ⅰ

4810 物理学卒業研究Ⅱ

海外留学

推奨時期

物物理理学学科科 SSCCII__PPHHYYSS

１.フロンティア精神 DDPP１１ DDPP２２ ２.国際性の涵養 DDPP１１ DDPP３３ ３.全人教育 DDPP１１ DDPP２２ DDPP３３ ４.実学の重視 DDPP２２ DDPP３３

全全学学教教育育科科目目

（数学）

2160 数学概論

2140 熱物理学

2150 電磁気学Ⅰ

2250 電磁気学演習Ⅰ

2000 現代物理学

2120 力学Ⅰ

2220 力学演習Ⅰ

2100 物理数学Ⅰ

2200 物理数学演習Ⅰ
2110 物理数学Ⅱ

2210 物理数学演習Ⅱ

2130 力学Ⅱ

2230 力学演習Ⅱ

2170 統計力学Ⅰ

2270 統計力学演習Ⅰ

3630 素粒子物理学

3710 凝縮系物理学

2320 統計力学Ⅱ

2420 統計力学演習Ⅱ

3660 物性物理学

2160 量子力学Ⅰ

2260 量子力学演習Ⅰ
2310 量子力学Ⅱ

2410 量子力学演習Ⅱ

3610 場の理論

3620 原子核物理学

3600 相対論

3640 宇宙物理学

3650 流体力学

2280 物理学外国語文献購読Ⅰ 2430 物理学外国語文献購読Ⅱ 2440 物理学外国語文献購読Ⅲ

2300 電磁気学Ⅱ

2400 電磁気学演習Ⅱ

2500 物理学実験Ⅰ

2510 物理学実験Ⅱ

2520 物理学実験Ⅲ

2530 物理学実験Ⅳ

出典：理学部ホームページ

資料Ⅰ（理学部）-５ 理学部物理学科カリキュラム・マップ （2019年度）
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理学部化学科 カリキュラム・マップ イメージ

　　　【知識・理解】

DDPP１１

DDPP２２

DDPP３３

DDPP４４

　　　【志向性】

DDPP５５

　　　【問題解決力】

DDPP６６

DDPP７７

　　　【学習力】

DDPP８８

DDPP９９

DD
PP
55

DD
PP
66

自らの知識を深め主体的に学習することができる。

学習した事項を，自然界や人間社会のさまざまな課題に適用することができる。

１年次 ３年次

DD
PP
88

４年次 学位授与の方針２年次

DD
PP
77

DD
PP
99

原子から生命体までを対象として，分子や物質を扱う化学分野の基本的な知識を修得し，また体系的に理解することができる。

世界における化学の先端について，情報を集めて理解することができる。

化学の幅広い基礎知識を基盤とし，自らの個性に応じて知識を深化させ，自らの能力を伸ばすことができる。

広範な化学の基礎的素養を授業・演習・実験を通じて身に付けることにより，化学に関する問題を解決に導くことができる。

自然界や人間社会における分子・物質の性質やそれらの活用などについて，問題を見出し，解決に必要な情報や実験結果を集め分析し，また他者と協力して問題を解決に導くことができる。

【

基
本
理
念

】

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

国
際
性
の
涵
養

全
人
教
育

実
学
の
重
視

化学の体系的な知識に基づき，科学技術の発展や時代背景に対応して，化学の重要性や安全性・危険性を理解し，論じることができる。

広範な科学技術と密接に関わる化学の幅広さと重要性を理解し，新たな社会的ニーズを生み出すシーズの想像をめざして，化学分野の基本的な知識を新たな学習に生かすことができる。

DD
PP
11

DD
PP
22

DD
PP
33

DD
PP
44

基礎講義
化学のための数学

（2820）

基礎演習
化学講読

（2810）

発展講義

基礎科目 GEN_FMC

（文系）

1000 人文・社会科学の基礎

（数学）

1100 入門線形代数学

1110 入門微分積分学

1120 線形代数学

1130 線形代数学Ⅱ

1140 微分積分学Ⅰ

1150 微分積分学Ⅱ

（理科）

1200 物理学Ⅰ 1210 物理学Ⅱ

1300 化学Ⅰ 1310 化学Ⅱ

1400 生物学Ⅰ 1410 生物学Ⅱ

1500 地球惑星科学Ⅰ

1510 地球惑星科学Ⅱ

（実験系）

1600 心理学実験

1620 自然科学実験

日本語学及び日本事情に関する科目

GEN_JPN

1000 日本語Ⅰ 1010 同Ⅱ 1020 同Ⅲ 

1030 同Ⅳ 1040 日本事情

教養科目GEN_LIB

一般教育演習

1000 一般教育演習

総合科目

1100 環境と人間

1110 健康と社会

1120 人間と文化

1130 特別講義

主題別科目

1200 思索と言語

1210 歴史の視座

1220 芸術と文学

1230 社会の認識

1240 科学・技術の世界

外国語科目Ⅰ

1300 英語Ⅰ

1310 英語Ⅱ

共通科目

1700 体育学A

1710 体育学B

1720 情報学Ⅰ 1730 情報学Ⅱ

1740 統計学

1750 インターンシップＡ

1760 インターンシップＢ

外国語科目Ⅱ

1410 独語Ⅱ

1430 仏語Ⅱ

1450 露語Ⅱ

1470 西語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1400 独語Ⅰ

1420 仏語Ⅰ

1440 露語Ⅰ

1460 西語Ⅰ

外国語科目Ⅰ

1320 英語Ⅲ

1330 英語Ⅳ

外国語科目Ⅲ

1500 中国語Ⅰ

1520 韓国語Ⅰ

外国語科目Ⅲ

1510 中国語Ⅱ

1530 韓国語Ⅱ

外国語演習

1600 英語演習

1610 ドイツ語演習

1620 フランス語演習

1630 ロシア語演習

1640 スペイン語演習

1650 中国語演習

1660 韓国語演習

1670 外国語特別演習

基礎実習
計算機実習

（2770）

（数学）

2160 数学概論

海外留学

推奨時期

化学科 SSCCII__CCHHEEMM

１.フロンティア精神 DDPP４４ DDPP５５ DDPP６６ DDPP８８ DDPP９９ ２.国際性の涵養 DDPP４４ DDPP７７ DDPP９９ ３.全人教育 DDPP３３ DDPP６６ DDPP７７ ４.実学の重視 DDPP１１ DDPP２２ DDPP９９

全全学学教教育育科科目目

基礎講義
基礎有機化学

（2000）

基礎講義
物理化学Ⅲ

（2130）

基礎講義
物理化学Ⅱ

（2120）

基礎講義
分析化学Ⅰ

（2410）

基礎講義
分析化学Ⅱ（2420）

基礎講義
有機化学Ⅱ

（2220）

基礎講義
有機化学Ⅰ

（2210）

基礎実験
化学実験Ⅰ

（2710）

基礎

実験
化学実験Ⅲ

（2730）

基礎

実験
化学実験Ⅱ

（2720）

発展実験
化学実験Ⅳ

（2740）

発展講義
量子化学Ⅰ

（3610）

発展講義
電気化学

（3110）

発展講義
固体化学

（3120）

発展講義
物質電子論

（3130）

基礎講義
無機化学Ⅰ

（2310）

基礎講義
無機化学Ⅱ

（2320）

発展講義
無機化学Ⅲ

（2330）

発展講義
有機機器分析

（3240）

発展講義
有機化学Ⅲ

（2230）

基礎講義
生物化学Ⅰ

（2510）

発展講義
生物化学Ⅱ

（2520）

発展講義
情報生化学

（3510）

物理学通論

（3810）

熱・統計力学Ⅰ

（3150）

発展講義
熱・統計力学Ⅱ

（3160）
基礎磁気化学

（3310）

錯体化学

（3320）

分子分光学

（3140）

有機合成化学

（3210）

有機金属化学

（3220）

有機反応化学

（3230）

機能生化学

（3520）

発展講義
ナノ物性化学

（3180）

発展講義
触媒化学

（3170）

発展

実験
化学実験Ⅵ

（2760）

量子化学Ⅱ

（3620）

基礎講義
基礎物理化学

（2010）

基礎講義
物理化学Ⅰ

（2110）

発展

実験
化学実験Ⅴ

（2750）

発展演習
化学文献講読

（4810）

発展講義
分子生理学

（3540）

遺伝生化学

（3530）

発展実験
化学研究実験

（4710）

発展講義
化学特別講義Ⅰ～Ⅱ（3820,3830）

出典：理学部ホームページ
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理学部生物科学科（生物学） カリキュラム・マップ イメージ

　　　【知識・理解】

DDPP１１

DDPP２２

　　　【論理的思考力】

DDPP３３

DDPP４４

　　　【問題解決力】

DDPP５５

DDPP６６

　　　【生涯学習力】

DDPP７７

DDPP８８

DD
PP
77

DD
PP
88

【

基
本
理
念

】

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

国
際
性
の
涵
養

全
人
教
育

実
学
の
重
視

DD
PP
11

DD
PP
22

DD
PP
33

DD
PP
44

DD
PP
55

DD
PP
66

卒業後も生涯にわたり学び続けることを可能にする自己管理に基づく主体的学習ができる。

市民としての責任を自覚し倫理観を身につけ，をれらを規範に社会の様々な課題に取り組むことができる。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 学位授与の方針

演習や実験により，数量的スキル，実験技術，情報リテラシーを修得し，それらを駆使して新たな問題を解決することができる。

人文科学，社会科学，自然科学全般について幅広い知識を備え，かつ，それぞれの事項に潜む機構を洞察することができる。

生物の多様性およびそれら多様な生物に見られる生命現象を深く理解し，それをもとに様々な分野の新たな学習ができる。

分子・細胞から固体・集団レベルの知識と実験・調査データに基づき多面的に生命現象を考察し，新たな理論の構築や技術開発に発展させることができる。

生物学は基礎科学に留まらず，医学・農学・環境学・工学などの応用科学の基礎でもあり，将来，応用的学問分野に進んだ際にも論理的思考によりその知識と技術を応用できる。

論理的および批判的思考に基づき，生物学における様々な問題を解き，さらに新たな課題を見出すことができる。

教養科目GEN_LIB

一般教育演習

1000 一般教育演習

総合科目

1100 環境と人間

1110 健康と社会

1120 人間と文化

主題別科目

1200 思索と言語

1210 歴史の視座

1220 芸術と文学

1230 社会の認識

11224400 科科学学・・技技術術のの世世界界

外国語科目Ⅰ

1300 英語Ⅰ

1310 英語Ⅱ

共通科目

1700 体育学A

1710 体育学B

1720 情報学Ⅰ 1730 情報学Ⅱ

1740 統計学

1750 インターンシップＡ

1760 インターンシップＢ

外国語科目Ⅱ

1410 独語Ⅱ

1430 仏語Ⅱ

1450 露語Ⅱ

1470 西語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1400 独語Ⅰ

1420 仏語Ⅰ

1440 露語Ⅰ

1460 西語Ⅰ

外国語科目Ⅰ

1320 英語Ⅲ

1330 英語Ⅳ

外国語科目Ⅲ

1500 中国語Ⅰ

1520 韓国語Ⅰ

外国語科目Ⅲ

1510 中国語Ⅱ

1530 韓国語Ⅱ

外国語演習

1600 英語演習

1610 ドイツ語演習

1620 フランス語演習

1630 ロシア語演習

1640 スペイン語演習

1650 中国語演習

1660 韓国語演習

1670 外国語特別演習

基礎科目 GEN_FMC

（文系）

1000 人文・社会科学の基礎

（数学）

1100 入門線形代数学

1110 入門微分積分学

1120 線形代数学

1130 線形代数学Ⅱ

1140 微分積分学Ⅰ

1150 微分積分学Ⅱ

（理科）

1200 物理学Ⅰ 1210 物理学Ⅱ

1300 化学Ⅰ 1310 化学Ⅱ

11440000 生生物物学学ⅠⅠ 11441100 生生物物学学ⅡⅡ

1500 地球惑星科学Ⅰ

1510 地球惑星科学Ⅱ

（実験系）

1600 心理学実験

1620 自然科学実験

日本語学及び日本事情に関する科目

GEN_JPN

1000 日本語Ⅰ 1010 同Ⅱ 1020 同Ⅲ 

1030 同Ⅳ 1040 日本事情

卒業研究
生物科学研究実習

（4900，4901）

生物科学文献講読

（4910，4911）

応用講義

生物統計学（4920）

科学技術基礎論（4930）

基礎講義

多様性生物学

Ⅰ（2100）

Ⅱ（2110）

Ⅲ（2120）

基礎講義

細胞生物学

Ⅰ（2130）

Ⅱ（2140）

Ⅲ（2150）

基礎講義

機能生物学

Ⅰ（2160）

Ⅱ（2170）

Ⅲ（2180）

基礎実習

基礎生化学実習

（2220）

基礎形態学実習

（2230）

基礎生物学実習

（2210）

科学論文演習

（2201）

発展講義

系統進化学

（3340）

系統分類学Ⅰ・

Ⅱ

（3320，3330）

発展講義

環境分子生物学

（3750）

環境生物学Ⅰ・Ⅱ

（3730，3740）

発展講義

形態機能学Ⅰ・Ⅱ

（3410，3420）

発展講義

生殖発生生物学

Ⅰ・Ⅱ

（3610，3620）

発展講義

脳と行動の進化

（3530）

行動神経生物学

Ⅰ・Ⅱ

（3510，3520）

発展実習

生態学実習

（3700）

研究林実習

（3770）

発展実習

遺伝学実習

（3710）

発展講義

分子遺伝学

（3630）

発展実習

形態機能学実習

（3400）

発展実習

発生学実習

（3600）

発展実習

行動神経生物学

実習

（3500）

発展実習

環境生物学実習

（3720）

発展実習

海洋生態学実習

（3370）

海藻学実習

（3380）

（数学）

2160 数学概論

海外留学

推奨時期

発展実習

系統分類学実習

（3300，3310）

臨海実習Ⅰ・Ⅱ

（3350，3360）

生物科学科（生物学） SSCCII__BBIIOOLL

１.フロンティア精神 DDPP１１ DDPP４４ DDPP７７ DDPP88 ２.国際性の涵養 DDPP２２ DDPP３３ DDPP８８ ３.全人教育 DDPP１１ DDPP２２ DDPP６６ DDPP７７ DDPP８８ ４.実学の重視 DDPP１１ DDPP４４ DDPP５５ DDPP６６ DDPP７７

全全学学教教育育科科目目

出典：理学部ホームページ

資料Ⅰ（理学部）-７ 理学部生物科学科（生物学専修分野） カリキュラム・マップ（2019年度）
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＜理系＞理学部 生物科学科(高分子機能学専修分野)　カリキュラム・マップ

　　　【知識・理解】

　　　【論理的思考力】

　　　【問題解決力】

　　　【自己管理力】

　　　【生涯学習力】

　　　【総合的な学習経験と創造的思考力】

春ターム 夏ターム 秋ターム 冬ターム 春ターム 夏ターム 秋ターム 冬ターム

DD
PP
44

DDPP１１００　　これまでに獲得した知識・技能・態度等を総合的に活用し，自らが立てた新たな課題にそれらを適用し，その課題を解決することができる。

【

基
本
理
念

】

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神

国
際
性
の
涵
養

全
人
教
育

実
学
の
重
視

２年次 ３年次

DD
PP
99

DD
PP
1100

DD
PP
11

DD
PP
22

DD
PP
33

DD
PP
55

DD
PP
66

DD
PP
77

DD
PP
88

学位授与の方針４年次１年次

DDPP７７　　チームワーク・リーダーシップを発揮できる。

DDPP８８　　世界における市民としての自覚をもって社会に参加でき，学問やコミュニケーション・スキルを身につけることができる。

DDPP１１　　社会，文化，自然科学全般について幅広い知識を身につけ理解することができる。

DDPP２２　　生命科学と物質科学の高度な学問的素養を修得し，それをもとに自律的に知的活動を展開することができる。

DDPP３３　　情報や知識を複眼的，論理的・批判的に分析し，表現できる。

DDPP４４　　生命科学と物質科学の学際領域の問題を発見し，解決に必要な情報を収集・分析・整理し，その問題を確実に解決できる。

DDPP６６　　市民としての社会的責任や倫理観を身につけ，社会の発展のために積極的に関与できる。

DDPP５５　生命科学と物質科学の学際領域の演習や実験により定量的思考，基本的な分析・実験技術，情報リテラシーを用いて，多様な情報を収集・分析して適正に判断し，モラルに則って効果的に活用することができる。

DDPP９９　　卒業後も生涯にわたり学び続けるために，自己管理し主体的学習ができる。

（英語・演習・境界領域）

（実験系）

（生物科学系）

（生物系の化学分野）

（生物系の物理分野）

教養科目GEN_LIB

一般教育演習

1000 一般教育演習

総合科目

1100 環境と人間

1110 健康と社会

1120 人間と文化

1130 特別講義

主題別科目

1200 思索と言語

1210 歴史の視座

1220 芸術と文学

1230 社会の認識

11224400 科科学学・・技技術術のの世世界界

共通科目

1700 体育学A

1710 体育学B

11772200 情情報報学学ⅠⅠ 1730 情報学Ⅱ

1740 統計学

1750 インターンシップＡ

1760 インターンシップＢ

外国語演習

1600 英語演習

1610 ドイツ語演習

1620 フランス語演習

1630 ロシア語演習

1640 スペイン語演習

1650 中国語演習

1660 韓国語演習

1670 外国語特別演習

日本語学及び日本事情に関する科目

GEN_JPN

1000 日本語Ⅰ 1010 同Ⅱ 1020 同Ⅲ 

1030 同Ⅳ 1040 日本事情

海海外外留留学学

推推奨奨時時期期
外国語科目Ⅰ

1300 英語Ⅰ

1310 英語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1410 独語Ⅱ

1430 仏語Ⅱ

1450 露語Ⅱ

1470 西語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1400 独語Ⅰ

1420 仏語Ⅰ

1440 露語Ⅰ

1460 西語Ⅰ

外国語科目Ⅰ

1320 英語Ⅲ

1330 英語Ⅳ

外国語科目Ⅲ

1500 中国語Ⅰ

1520 韓国語Ⅰ

外国語科目Ⅲ

1510 中国語Ⅱ

1530 韓国語Ⅱ

基礎科目 GEN_FMC

（文系）

1000 人文・社会科学の基礎

（実験系）

1600 心理学実験

11662200 自自然然科科学学実実験験

（理科）

11220000 物物理理学学ⅠⅠ        11221100 物物理理学学ⅡⅡ

11330000 化化学学ⅠⅠ       11331100 化化学学ⅡⅡ

11440000 生生物物学学ⅠⅠ       11441100 生生物物学学ⅡⅡ

1500 地球惑星科学Ⅰ

   1510 地球惑星科学Ⅱ

（数学）

1100 入門線形代数学

1110 入門微分積分学

1120 線形代数学

1130 線形代数学Ⅱ

1140 微分積分学Ⅰ

1150 微分積分学Ⅱ
（数学）

2160 数学概論

１.フロンティア精神 DDPP２２ DDPP６６ DDPP９９ DDPP１１００ ２.国際性の涵養 DDPP１１ DDPP６６ DDPP８８ DDPP１１００ ３.全人教育 DDPP２２ DDPP５５ DDPP６６ DDPP７７ DDPP８８ ４.実学の重視 DDPP３３ DDPP４４ DDPP５５ DDPP６６ DDPP１１００

全全学学教教育育科科目目

実践的科目

(実験・演習）

高分子機能学特別講義

(4440)

高分子機能学文献講読

(4450)

高分子機能学卒業研究

（4540）

理学部 生物科学科（高分子） SCI_BIOMOL

発展的科目(実験）

生体高分子学実験Ⅰ

(3510)

発展的科目(実験)

生体高分子学実験Ⅱ

(3520)

実践的

科目

(実験）

生体高分子学

実験 III

(4530)

基礎的科目(実験)

高分子機能学基礎実験

(2500)

基礎的科目(講義)
実験生物科学 (2400)

基礎的科目（学部共通）
生物系のための物理学 (2000)

基礎的科目（学部共通）
生物系のための有機化学 (2010)

基礎的科目（学部共通）
（数学，物理学，化学，生物学，高分子機能学，地球惑星科

学）→２分野選択

基礎的科目

（講義）

生物系の熱力学

(2100)

基礎的科目

（講義）

分子生物学概論

(2300)

基礎的科目

（講義）

生物系の溶液論

(2210)

基礎的科目

（講義）

生物系の反応速

度論 (2220)

基礎的科目

（講義）
生物系の電解質論

(2110)

基礎的科目

（講義）

生物系のX線結

晶学 (3170)

基礎的科目

（講義）

分子遺伝科学Ⅰ

(2310)

基礎的科目

（演習）

基礎化学英語

(2411)

基礎的科目

（講義）

生命有機化学

(2200)

基礎的科目

（講義）

生物系の量子力

学 (2120)

発展的科目

(講義）

生物系の分析化

学 (3260)

基礎的科目

（講義）

細胞構造科学Ⅰ

(2320)

発展的科目

(講義）

生物系の統計力

学 (3130)

発展的科目

(講義）
生物系の分光学

(3140)

発展的科目

(講義）

基礎高分子合成

化学 (3230)

発展的科目

(講義）

分子遺伝科学

Ⅱ (3340)

発展的科目

(演習）

生命情報科学

演習 (3420)

発展的科目

(演習）

科学英語講読

(3431)

発展的科目

(講義）

細胞構造科学

Ⅱ (3350)

発展的科目

(演習）

有機化学演習

(3250)

発展的科目

(講義）

細胞構造科学

Ⅲ(3360)

発展的科目

(講義）

生物系の物質輸

送論 (3150)

発展的科目

(講義）

応用生物有機

化学 (3242)

発展的科目

(講義）

細胞情報科学

Ⅱ (3370)

発展的科目

(講義）

生体高分子物

性論 (3161)

発展的科目

(講義）

レオロジー

(3180)

発展的科目

(講義）

細胞情報科学

Ⅰ (2330)

基礎的科目（学部共通）
（理学共通講義・演習） (2000)

出典：理学部ホームページ

資料Ⅰ（理学部）-８ 理学部生物科学科（高分子機能学専修分野）カリキュラム・マップ（2019年度）
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＜理系＞理学部 地球惑星科学科　カリキュラム・マップ

　　　【知識・理解】

　　　【データの取得と解析】

　　　【論理的思考】

　　　【問題解決力】

　　　【表現・伝達】

　　　【態度・志向性】

DD
PP
77

DD
PP
88

DD
PP
99

【

基
本
理
念

】

フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
精
神

国
際
性
の
涵
養

全
人
教
育

実
学
の
重
視

DD
PP
11

DD
PP
22

DD
PP
33

DD
PP
44

DD
PP
55

DD
PP
66

DDPP７７　　文文書書やや口口頭頭でで学学習習内内容容やや研研究究成成果果をを分分かかりりややすすくく表表現現しし，，論論理理的的にに伝伝達達ででききるるココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力ややププレレゼゼンンテテーーシショョンン能能力力をを有有ししてていいるる。。

DDPP８８　　自自ららをを律律ししてて行行動動でできき，，ままたた他他者者とと協協調調・・協協働働ししてて行行動動ででききるる。。

DDPP９９　　自自らら学学習習目目的的をを認認識識しし，，学学習習のの計計画画をを立立てて，，主主体体的的にに学学習習ででききるる。。

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 学位授与の方針

DDPP１１　　地地球球とと惑惑星星ににおおけけるるささままざざままなな現現象象をを理理解解すするるたためめのの基基礎礎ととななるる数数学学的的手手法法，，現現象象のの背背景景ににああるる物物理理学学的的••化化学学的的••生生物物学学的的なな原原理理やや法法則則をを理理解解ししてておおりり，，そそれれららをを元元にに地地球球惑惑星星科科学学ののささままざざままなな分分野野のの新新たたなな学学習習ががででききるる。。

DDPP２２　　地地球球とと惑惑星星のの現現在在やや過過去去のの姿姿やや構構造造にに関関すするる基基礎礎知知識識をを習習得得ししてていいるる。。

DDPP４４　　取取得得ししたたデデーータタをを科科学学的的にに解解析析すするるたためめのの数数量量的的ススキキルルやや情情報報リリテテララシシーーをを身身ににつつけけ，，新新たたななデデーータタにに適適用用ししてて解解析析ででききるる。。

DDPP５５　　デデーータタやや情情報報をを論論理理的的にに整整理理しし，，多多面面的的にに分分析析ででききるる論論理理的的思思考考力力をを身身ににつつけけてていいるる。。

DDPP６６　　基基礎礎的的なな知知識識，，情情報報，，関関連連すするる技技術術をを総総合合的的にに活活用用ししてて，，ささままざざままなな地地球球惑惑星星科科学学のの問問題題をを分分析析，，整整理理しし，，解解決決ででききるる。。

DDPP３３　　地地球球惑惑星星科科学学でで扱扱ううささままざざままななデデーータタをを取取得得すするるたためめのの観観測測技技術術やや実実験験技技術術のの原原理理をを理理解解しし，，そそれれららのの技技術術やや手手法法をを用用いいててデデーータタをを取取得得ででききるる。。

選択科目

教養科目GEN_LIB

一般教育演習

1000 一般教育演習

総合科目

1100 環境と人間

1110 健康と社会

1120 人間と文化

1130 特別講義

主題別科目

1200 思索と言語

1210 歴史の視座

1220 芸術と文学

1230 社会の認識

1240 科学・技術の世界

共通科目

1700 体育学A

1710 体育学B

1720 情報学Ⅰ 1730 情報学Ⅱ

1740 統計学

1750 インターンシップＡ

1760 インターンシップＢ

外国語演習

1600 英語演習

1610 ドイツ語演習

1620 フランス語演習

1630 ロシア語演習

1640 スペイン語演習

1650 中国語演習

1660 韓国語演習

1670 外国語特別演習

日本語学及び日本事情に関する科目

GEN_JPN

1000 日本語Ⅰ 1010 同Ⅱ 1020 同Ⅲ 

1030 同Ⅳ 1040 日本事情

海海外外留留学学

推推奨奨時時期期

外国語科目Ⅰ

1300 英語Ⅰ

1310 英語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1410 独語Ⅱ

1430 仏語Ⅱ

1450 露語Ⅱ

1470 西語Ⅱ

外国語科目Ⅱ

1400 独語Ⅰ

1420 仏語Ⅰ

1440 露語Ⅰ

1460 西語Ⅰ

外国語科目Ⅰ

1320 英語Ⅲ

1330 英語Ⅳ

外国語科目Ⅲ

1500 中国語Ⅰ

1520 韓国語Ⅰ

外国語科目Ⅲ

1510 中国語Ⅱ

1530 韓国語Ⅱ

基礎科目 GEN_FMC

（文系）

1000 人文・社会科学の基礎

（実験系）

1600 心理学実験

1620 自然科学実験

（理科）

1200 物理学Ⅰ 1210 物理学Ⅱ

1300 化学Ⅰ 1310 化学Ⅱ

1400 生物学Ⅰ 1410 生物学Ⅱ

1500 地球惑星科学Ⅰ

1510 地球惑星科学Ⅱ

（数学）

1100 入門線形代数学

1110 入門微分積分学

1120 線形代数学

1130 線形代数学Ⅱ

1140 微分積分学Ⅰ

1150 微分積分学Ⅱ
（数学）

2160 数学概論

１.フロンティア精神 DDPP１１ DDPP４４ DDPP５５ DDPP６６ DDPP９９ ２.国際性の涵養 DDPP７７ DDPP８８ ３.全人教育 DDPP４４ DDPP７７ DDPP８８ ４.実学の重視 DDPP１１ DDPP２２ DDPP３３ DDPP６６

全全学学教教育育科科目目

必修科目

地球惑星科学

セミナー

（2100）

必修科目

地球惑星科学

文献講読

（4900）

地球惑星科学研究

（4910）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅲ

（宇宙地球化学

実験）

（3850）

専門実習

野外巡検

（3870）

専門講義

宇宙物理学

（3740）

専門講義

地球惑星

流体力学

Ⅰ・Ⅱ

（3722）

専門講義

海洋気候

物理学

（3750）

専門講義

流体力学

（3710）

専門講義

相対論

（3700）

専門講義

陸水循環

物理学

（3760）

専門講義

宇宙測地学

（3770）

専門講義

地球惑星

電磁気学

（3730）

専門講義

地球資源科学

（3810）

専門講義

鉱物物理化学

（3800） 専門講義

有機地球化学

（3820）

専門講義

古生物学

（3830）

専門講義

地球環境学

（3840）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅲ

（陸水学実験）

（3850）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅳ

（3860）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅲ

（鉱物学実験）

（3850）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅲ

（変動帯岩石学

実験）

（3850）

専門講義

惑星大気

構造学

（3610）

専門講義

気象学

（3600）

専門講義

地球化学

（3500）

専門実習

地球計測実習

（3650）専門講義

地球内部

物理学

（3620）

専門講義

地震学

（3630）

専門講義

火山学

（3640）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅱ

（気象学）

（3660）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅱ

（地震学）

（3660）

専門実験

地球惑星科学

実験Ⅱ

（堆積学）

（3660）

専門講義

変動帯岩石科

学

（3510）

専門講義

海洋地質学

（3520）

専門実習

地質学実習

（3530）

基礎講義

地球惑星科学

のための

電磁気学

（2320）

基礎講義

地球連続体

力学

（2330）

基礎講義

惑星学

（2400）

基礎講義

量子力学Ⅰ

（2410）

基礎講義

統計力学Ⅰ

（2420）

基礎講義

データ解析学

（2340）

基礎講義

マグマ科学

（2350）

基礎講義

岩石変形学

（2360）

基礎講義

地球史

（2370）

基礎演習

地球惑星科学

のための

物理数学Ⅱ

演習

（2310）

基礎講義

地球惑星科学

のための

物理数学Ⅱ

（2300）

基礎実験

地球惑星科学

実験Ⅰ

（基礎岩石・

鉱物学実験）

（2380）

基礎演習

地球惑星科学

のための

古典力学

演習

（2210）

基礎講義

地球惑星科学

のための

古典力学

（2200）

基礎演習

地球惑星科学

のための

物理数学Ⅰ

演習

（2230）

基礎講義

地球惑星科学

のための

物理数学Ⅰ

（2220）

基礎講義

地球惑星

基礎化学

（2260）

基礎講義

鉱物学

（2270）

基礎講義

堆積学

（2280）

基礎実習

地球惑星

物質科学

実習

（2240）

基礎実習

情報実習

（2250）

選択必修科目B 選択必修科目C 選択必修科目D

宇宙
・

惑星

気象
・

海洋
・

陸⽔

地震
・

⽕⼭

地球史
・

地球
環境

岩⽯
・

鉱物
・

資源

出典：理学部ホームページ

資料Ⅰ（理学部）-９ 理学部地球惑星科学科カリキュラム・マップ （2019年度）
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出典：インテグレイテッドサイエンスプログラム学生便覧 

資料Ⅰ（理学部）-11 インテグレイテッドサイエンスプログラム（ISP）履修イメ-ジ（2019年度）
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理理学学共共通通講講義義・・理理学学共共通通演演習習関関連連のの開開講講実実績績ががわわかかるる資資料料  

＜＜理理学学共共通通講講義義・・理理学学共共通通演演習習開開講講実実績績＞＞  

＜＜ララーーニニンンググササテテラライイトト・・ササママーーイインンスステティィテテュューートト実実績績＞＞  

・ラーニングサテライト

開 講

年度 

事業名 責任者 授業科目名 履修者 

2017 沿岸の生物多様性と生態学 - 海洋資源の Helana 生物学特別講義Ⅵ 5 

開講

年度 

科目名 講義題目名 教員名 履修者 備考 

2018 理学共通演習Ⅱ アクティブ・ラーニングで学ぶ自

然科学 2018 

小田 研 23 物理学特別

講義，物理学

特別講義 A

と合同開講 

2019 理学共通講義Ⅰ How to make and keep a 

habitable planet - 

biogeochemistry-climate 

feedbacks and astrobiology 

Maria 

Helena 

Fortunato 

Martins 

0 LS2019 

2019 理学共通講義Ⅰ 人為的影響下の海洋生物多様性

（公害、過剰暴露、気候変動） 

Maria 

Helena 

Fortunato 

Martins 

18 HSI2019 

専門横断科

目と合同開

講 

2019 理学共通演習Ⅰ 理学分野における特定課題研究

2019 

河村 裕 5 HSI2019 

専門横断科

目と合同開

講 

2019 理学共通演習Ⅰ キャリアシンキング「現代社会の

課題発見と解決策の提案」～理学

部の先輩と未来を考える～ 

中冨晶子 20 キャリアカ

フェ集中講

義 

2019 理学共通演習Ⅱ アクティブ・ラーニングで学ぶ自

然科学 2019 

小田 研 27

資料Ⅰ（理学部）-12 理学共通講義・理学共通演習関連の開講実績がわかる資料（2018～2019年度）
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2018 持続可能な利用のための学習と経験の共有 Fortunato 生物学特別講義Ⅵ 3 

2019 生物多様性と気候変動：バルト海からの教

訓 

Helana 

Fortunato 

生物学特別講義Ⅵ 

理学共通講義Ⅰ 

6 

2020 生物学特別講義Ⅵ 

理学共通講義Ⅰ 

未実施 

・サマーインスティテュート

開 講

年度 

事業名 責任者 授業科目

名 

履修者 

（学内） 

履修者 

（海外） 

2019 地球規模の海洋と資源の持続可能性 

(1) 人為的影響下の海洋生物多様性（公

害，過剰暴露，気候変動） 

Helana 

Fortunato 

理学共通

講義Ⅰ 

専門横断

科目 

9 9 

理学分野における特定課題研究 2019  河村 裕 理学共通

演習Ⅰ 

専門横断

科目 

0 5 

出典：理学・生命科学事務部教務担当データ 
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アクティブラーニングで学ぶ⾃然科学2019 授業前アンケート集計

AL授業に期待すること 回答数 率
様々な学科の内容を扱うこと 15 21%
様々な学科の学⽣と交流できること 10 14%
様々な学科の教員の授業が受けられること 8 11%
座学（普通の講義）がつまらないから 8 11%
単位が取やすそうなこと 16 23%
⾃分で考えて意⾒を⾔うこと 7 10%
他⼈と意⾒交換できること 5 7%
教育実習の参考として 1 1%

グループ学習の経験 ⼈数 率
あり 20 77%
なし 6 23%
いつ、どの様な授業で（ありと答えた⼈のみ）
以前のアクティブラーニング 5 25%
理学部の通常授業 2 10%
１年次の教養科⽬ 3 15%
他の集中講義 3 15%
⾼校以前 5 25%
その他 2 10%

AL授業における⽬標 回答数 率
様々な学科の知識を学ぶこと 13 17%
様々な学科の学⽣と友達になること 4 5%
積極的に意⾒を⾔う⼒ 7 9%
相⼿の意⾒を聞く⼒ 10 13%
じっくり考える⼒ 11 14%
質問する⼒ 1 1%
メンバーの意⾒や考えを引き出す⼒ 4 5%
グループをまとめる⼒ 0 0%
プレゼンテーション⼒ 6 8%
⾃分の考えを⾔語化する⼒ 2 3%
単位取得 18 23%
特にない 1 1%

資料Ⅰ（理学部）-13 アクティブラーニングで学ぶ自然科学2019授業アンケ-ト集計（2019年度）
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

理入学 生入学 1年ガ 2年ガ
7休
大学祭

14 15② 16② 17② 18② 19③ 20 12 13④ 14⑤ 15⑤ 16⑤ 17⑥ 18 9 10⑧ 11⑨ 12⑨ 13⑨ 14⑨ 15

21 22③ 23③ 24③ 25③ 26④ 27 19 20⑤ 21⑥ 22⑥ 23⑥ 24⑦ 25 16 17⑨ 18⑩ 19⑩ 20⑩ 21⑩ 22

28 29 30 26 27⑥ 28⑦ 29⑦ 30⑦ 31⑧ 23 24⑩ 25⑪ 26⑪ 27⑪ 28⑪ 29
↑4/4学部入学式も実施 30

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1⑪ 2⑫ 3⑫ 4⑫ 5⑫ 6 1⑯ 2⑯ 3 1 2 3 4 5 6 7

7 8⑫ 9⑬ 10⑬ 11⑬ 12⑬ 13 4 5⑮ 6月⓰ 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14

14 15 16⑭ 17⑭ 18⑭ 19⑭ 20 11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21

21 22⑬ 23⑮ 24⑮ 25⑮ 26⑮ 27 18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27① 28

28 29⑭ 30⑯ 31⑯ 25 26 27 28 29 30 31 29 30①

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1① 2① 3① 4② 5 1月⓰ 2 1 2⑧ 3⑨ 4⑩ 5⑩ 6⑩ 7

6 7② 8② 9② 10② 11③ 12 3 4 5⑤ 6⑥ 7⑥ 8⑥ 9 8 9⑨ 10⑩ 11⑪ 12⑪ 13⑪ 14

13 14 15③ 16③ 17③ 18④ 19 10 11⑤ 12⑥ 13⑦ 14⑦ 15⑦ 16 15 16⑩ 17⑪ 18⑫ 19⑫ 20⑫ 21

20 21③ 22 23④ 24④ 25⑤ 26 17 18⑥ 19⑦ 20⑧ 21⑧ 22⑧ 23 22 23⑪ 24⑫ 25 26 27 28

27 28④ 29④ 30⑤ 31⑤ 24 25⑦ 26⑧ 27⑨ 28⑨ 29⑨ 30 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 1 2 3 4 5 6 7

5 6⑫ 7⑬ 8⑬ 9⑬ 10⑬ 11 2 3⑮ 4⑯ 5 6 7 8 8 9 10 11 12 13 14

12 13 14金⓰ 15⑭ 16⑭ 17休 18 9 10 11 12 13 14 15 15 16 17 18 19 20 21

19 20⑬ 21⑭ 22⑮ 23⑮ 24⑭ 25 16 17 18 19 20 21 22 22 23 24 25 26 27 28

26 27⑭ 28⑮ 29⑯ 30⑯ 31⑮ 23 24 25 26 27 28 29 29 30 31

2019/3/11現在

全学教育関係 ①〜⑯：授業日 ターム区切り

天皇退位・即位関係 ⓰：補講日（16週目）

曜日入替日：全学教育の入替日に理学も従う。8/6は理学独自設定

休業期間

5① 1

2 3⑦ 4⑧ 5⑧ 6⑧ 8

2 3 4

5 6 7④ 8④ 9④ 10⑤ 11

７月 ８月 ９月

6

7 8① 9① 10① 11① 12② 13

1

【２０１９−２０２０】
〔第１学期〕

４月 ５月 ６月

出典：理学・生命科学事務部教務担当データ

〔第２学期〕

１０月 １１月 １２月

１月 ２月 ３月

資料Ⅰ（理学部）-14 学年暦（2019年度）
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資料Ⅰ（理学部）-15 理学部学生便覧（2019年度進級者用）
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こ の 便 覧 の 利 用 方 法 

この便覧は，理学部に移行したみなさんがどのように

学修を進めればよいのか，どのような点に注意したらよ

いのかについて，重要なことを説明しています。

知っておかなければならない内容ばかりですので，折に

触れて読み返し，卒業まで大切に使用してください。

なお，全学教育科目については入学時に配付されてい

る「総合教育部便覧」で説明されていますので，引き続

きそちらをご覧ください。

また，図書館をはじめとする全学の施設，奨学金をは

じめとする学生生活上の留意点については，入学時に配

付されている「学生生活の案内」などに説明されていま

すので，そちらをご覧ください。

※ 最新の情報は理学部公用掲示板に掲示しますので，

こまめに確認してください。
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平成３１年度 理学部行事予定表 

                                          （理学部専門科目行事予定：２～４年次対象） 

   ３月上旬〜４月上旬  ≪教職関係≫ 介護等体験受付期間（H31 年度分） 

   ４日(木)  ２年次進級ガイダンス 

   ５日(金)  第１学期授業開始（春ターム開始）（理学部専門科目） 

  10 日（水）午後  日本学生支援機構奨学金募集説明会（２年次以上） 

４  11 日(木)午前  健康診断（３年生） 午前 

月  12 日(金)午前  健康診断（２年生） 午前 

   16 日(火)午後  健康診断（４年生） 午後 

   17 日(水)～23 日(火)  履修登録期間（Web 入力） 

５

月 
 ４月 27 日（土）〜５月６日（月）  休祝日のため授業無し 

   ６月上旬〜９月末  ≪教職関係≫ 教育実習参加希望者受付期間（H32 年度分） 

６

月 

 ７日(金)～９日(日)   大学祭 【７日(金) 休講】 

 春ターム終了日  春ターム終了日：月 10 日，火 ４日，水 ５日，木 ６日，金 ５/31 日 

 夏ターム開始日  夏ターム開始日：月 17 日，火 11 日，水 12 日，木 13 日，金 14 日 

   10 日(月)～12 日(水) 
 第１学期履修登録した科目の取消し受付 

（４学期制春ターム，夏タームは欄外参照） 

７

月 

 30 日(火)  火曜日の授業終了日 

 31 日(水) 
 水曜日の授業終了日 

（注：全学教育科目は初習外国語統一試験日で休講） 

   ８月上旬〜９月下旬  授業料免除申請受理期間（後期分） 

   １日(木)  木曜日の授業終了日 

８  ２日(金)  金曜日の授業終了日 

月  ４日(日)～５日(月)（予定）  オープンキャンパス 【５日（月）は授業日】 

   ６日(火) 
 月曜日授業実施日（火曜日授業は行わない） 

第１学期終了（夏ターム終了） 

   ７日（水）～９月 26 日（木）  夏季休業日 
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９

月 

25 日(水) ISP 入学式 

27 日(金) 第２学期授業開始（秋ターム開始） 

10 10 月上旬〜10 月下旬 ≪教職関係≫ 教員免許一括申請受付期間（４年次卒業予定者対象） 

月 ８日(火)～15 日(火) 履修登録期間（Web 入力） 

11 

月 

１日(金) 月曜日授業実施日（金曜日授業は行わない・全学教育科目も同じ） 

秋ターム終了日 秋ターム終了日：月 25 日，火 26 日，水 20 日，木 21 日，金 22 日 

冬ターム開始日 冬ターム開始日：月 12/２日，火 12/３日，水 27 日，木 28 日，金 29 日 

25 日(月)～27 日(水) 
第２学期履修登録した科目の取消し受付 

（４学期制秋ターム，冬タームは欄外参照） 

12 
25 日(水)～１月３日(金) 冬季休業日（全学教育科目は 25 日（水）は実施） 

月 

１ 

月 

６日(月) 授業再開 

14 日(火) 金曜日授業実施日（火曜日授業は行わない・全学教育科目も同じ） 

18 日(土)・19 日(日) 大学入試センター試験 【17 日(金) 休講】 

29 日(水) 水曜日の授業終了日（注：全学教育科目は初習外国語統一試験日で休講） 

30 日(木) 木曜日の授業終了日 

31 日(金) 金曜日の授業終了日 

２ 

月 

２月上旬〜３月下旬 授業料免除申請受理期間（次年度前・後期分） 

３日(月) 月曜日の授業終了日 

４日(火) 火曜日の授業終了日 第２学期終了（冬ターム終了） 

14 日(金) 本学私費外国人留学生入試【13 日(木) 試験場設営】 

25 日(火) 本学一般入試（前期日程）【24 日(月) 試験場設営】 

３ 12 日(木) 本学一般入試（後期日程）【11 日(水) 試験場設営】 

月 25 日(水) 学位記授与式 

※４学期制履修取消期間：春ターム 5/13-5/15，夏ターム 7/8-7/10，秋ターム 11/5-11/7，冬ターム 1/6-1/8

※各タームの開始・終了については，学科や科目によって上記と異なる場合があるので，各授業の開始日及び終

了日については，授業担当者へ確認すること。
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昭和45年 理学部に附属襟裳岬地殻変動観測所（のち附属えりも地殻変動観測所）を設置。 

昭和 47年 理学部に附属札幌地震観測所を設置。 

昭和 51年 理学部に附属地震予知観測地域センターを設置。 

理学研究科に環境構造学専攻を設置。 

昭和 52年 理学部に附属有珠火山観測所を設置。 

理学研究科の環境構造学専攻が廃止され，環境科学研究科へ振替。 

昭和 54年 理学部に附属海底地震観測施設を設置。 

昭和 55年 地球物理学科に海洋物理学講座を増設。 

理学部創立５０周年記念式典を挙行。 

昭和 56年 理学部に高分解能核磁気共鳴装置研究室を設置。 

物理学科に理論物理学講座を増設。 

昭和 57年 物理学科に実験物理学講座を増設。 

昭和 58年 附属海藻研究施設創設５０周年記念式典を挙行。 

昭和 60年 理学部にエネルギー分散・波長分散螢光Ｘ線分析研究室を設置。 

化学科に環境化学講座を増設。 

昭和 61年 化学第二学科平衡論講座を遺伝生化学講座に名称変更。 

昭和 62年 数学科に応用数理講座を増設。 

理学部で全学共同利用施設忍路臨海実験所を管理。 

昭和 63年 理学部に量子干渉方式広温度領域磁化測定研究室を設置。 

平成元年 生物学科に細胞生物学講座を増設。 

平成 3 年 地質学鉱物学科に地球変遷学講座を増設。 

平成 4 年 数学科に計算数理学講座を増設。 

平成 5 年 理学研究科の植物学専攻，動物学専攻及び高分子学専攻を再編成，生物科学専攻設置。 

系統進化学，形態機能学，行動知能学，生体情報分子学，生体高分子解析学，生体高

分子設計学の６大講座と海洋生物科学，資源海藻学の２協力講座を設置。 

理学部の生物学科及び高分子学科を再編成し，生物科学科を設置。｢生物学｣，「高分

子機能学」の２学科目を設置。 

大学院地球環境科学研究科の設置に伴い，化学科環境化学講座，地質学鉱物学科地球

変遷学講座の一部，生物学科及び高分子学科の一部が同研究科に移行。 

学部教育組織として「化学」，「地球惑星物質科学」の学科目を設置。 

地球物理学科に地球圏物質循環学講座を増設。 

平成 6 年 理学研究科の物理学専攻を再編成し，新たに物理学専攻を設置。 

量子物理学，電子物性物理学，凝縮系物理学，非線形物理学の４大講座と量子物性物

理学 （電子科学研究所），相転移物性物理学 （電子科学研究所）の２協力講座を設置。 

地質学鉱物学専攻と地球物理学専攻を再編成し，地球惑星科学専攻を設置。 

地球惑星物質圏科学，地球惑星進化科学，地球惑星流体科学，地球惑星物理科学の４

大講座と地球惑星変動学（附属地震火山研究観測センター）の協力講座を設置。 

理学部の物理学科を再編成し，新たな物理学科を設置。 

学科目「物理学」を設置。 

地質学鉱物学科と地球物理学科を再編成し，地球科学科を設置。 

学科目「地球物理学」を設置，「地球惑星物質科学」と併せて２学科目となる。 

平成 7 年 理学研究科の数学専攻を再編成し，新たに数学専攻を設置。 

代数構造学，空間構造学，数理解析学の３大講座と情報数理 （電子科学研究所）の協

力講座を設置。 

化学専攻と化学第二専攻を再編成し，新たな化学専攻を設置。分子構造化学，物性解

析化学，機能分子化学，生命分子化学，分子変換化学の５大講座と超分子化学 （電子

科学研究所），生体防御化学（免疫科学研究所）の２協力講座を設置。 

５専攻全てが大学院重点化されたことにより，理学研究科が部局化される。 

理学部の数学科を再編成し，新たな数学科を設置。 

学科目「数学」を設置。 

化学科と化学第二学科を再編成し，新たな化学科を設置。（学科目「化学」は，平成

５年度設置。） 

平成 8 年 附属臨海実験所水族館が博物館に相当する施設の指定を取消す。 
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平成10年 理学部附属の浦河地震観測所，えりも地殻変動観測所，札幌地震観測所，地震予知観

測地域センター，有珠火山観測所及び海底地震観測施設が理学研究科附属地震火山研

究観測センターとして転換。 

平成 13年 北方生物圏フィールド科学センターの設置に伴い，理学部附属の臨海実験所，海藻研

究施設及び全学共同利用施設忍路臨海実験所が同センターに移行。 

先端科学技術共同研究センターの整備に伴い，理学部附属の染色体研究施設が同セン

ターに移行。 

平成 14年 化学専攻に触媒化学（触媒化学研究センター）の協力講座を設置。 

理学研究科に宇宙電波望遠鏡（口径１１メートル）を設置。 

平成 15年 生物科学専攻に基礎産業生物科学講座（連携講座）を設置。 

生物科学専攻に糖鎖精密化学講座（寄附講座），計算分子生命科学講座（寄附講座）

及び生命分子機能学（塩野義）講座（寄附講座）を設置。 

平成 17年 大学院地球環境科学研究院の設置に伴い，生物科学専攻の海洋生物科学，資源海藻学

の２協力講座を同研究院に移行。 

生物科学専攻に分子細胞遺伝学講座 （先端科学技術共同研究センター）の協力講座設

置。 

理学部創立７５周年記念式典を挙行。 

平成 18年 理学研究科を「理学研究院」と「理学院」に改組。 

理学研究院に数学部門，化学部門，物理学部門，自然史科学部門，生命理学部門の５

部門を設置。 

理学院に数学専攻，化学専攻，量子理学専攻，宇宙理学専攻，自然史科学専攻，生命

理学専攻の６専攻を設置。 

理学院への改組に伴い，他部局から参加する教員も基幹講座の教員として取り扱うた

め協力講座を廃止。 

理学部の学科目｢地球惑星物質科学｣と｢地球物理学｣を統合し，｢地球科学｣を設置。 

理学研究科附属地震火山研究観測センターは，理学研究院附属となる。 

理学研究科生物科学専攻の大学院連携講座「基礎産業生物科学」((独)産業技術総合

研究所)は，理学院生命理学専攻の大学院連携分野となる。 

理学研究科生物科学専攻の糖鎖精密化学，計算分子生命科学，生命分子機能学(塩野

義）の３寄附講座は，大学院先端生命科学研究院の設置に伴い，同研究院の寄附分野

に移行。 

平成 19年 理学研究院に原子核反応データ研究開発センター(研究院内措置)を設置。 

理学院の宇宙理学専攻に大学院連携分野｢核データ｣((独)日本原子力研究開発機構)

を設置。 

理学研究院に分子情報連携研究センター(研究院内措置)を設置。 

理学研究院に宇宙観測基礎データセンター(研究院内措置)を設置。 

平成 20年 理学院化学専攻に大学院連携分野 「先端機能化学」((独)物質 ・材料研究機構)を設置。 

理学研究院に附属ゲノムダイナミクス研究センターを設置。 

平成 21年 理学院の量子理学専攻に大学院連携分野 「先端機能物質物理」（（独）物質 ・材料研究

機構）を設置。 

理学院の宇宙理学専攻に大学院連携分野 「飛翔体観測」（（独）宇宙航空研究開発機構）

を設置。 

平成 22年 大学院総合化学院の設置に伴い，化学専攻は同学院に移行。 

大学院生命科学院の改組に伴い，生命理学専攻は同学院に移行。 

理学院量子理学専攻が物性物理学専攻に名称変更。 

平成 23年 理学部地球科学科が地球惑星科学科へ名称変更。 

理学研究院に附属原子核反応データベース研究開発センターを設置。 

平成 24年 理学研究院に国際化支援室を設置。 

平成 27年 理学研究院自然史科学部門が地球惑星科学部門へ名称変更。 

理学院の物性物理学専攻に大学院連携分野 「スピン共鳴性物理学」（（独）理化学研究

所）を設置。 

理学研究院にアクティブラーニング推進室を設置。 

学内共同利用施設のエネルギー分散 ・波長分散蛍光Ｘ線分析研究室が地球惑星固体物

質解析システム研究室に名称変更。 
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平成28年 理学研究院に学生生活相談室，国際理学連携教育センター，研究戦略室，広報企画推

進室を設置。 

国際理学連携教育センターに医理工連携教育推進室，理学教育国際化推進室を設置。 

国際理学連携教育センター設置に伴い，アクティブラーニング推進室を同センターへ

移行。 

平成 29年 国際理学連携教育センターに数理連携推進室を設置。 

平成 31年 地球惑星科学部門に北海道気象予測技術開発分野（北海道気象技術センター）（寄附

分野）を設置。 

国際理学連携教育センターに化学連携教育推進室を設置。 

研究戦略室が教育研究戦略室へ名称変更。 
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第 １ 部

教 育 課 程 等
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第１部　教育課程等

北海道大学理学部　

講義 演習 実験実習

 卒業必要単位数　16単位

16 通　年 8 4

（選択必修科目Ａ） （分野）  卒業必要単位数　６単位

微分積分学続論 数学 2 第１学期 2 2 ［表の末尾の（注）を参照］

代数学・幾何学序論 数学 2 第１学期 2 2

ベクトル解析 数学 2 第２学期 2 2

現代物理学 物理学 2 第１学期 2 2

振動と波動の物理 物理学 2 第２学期 2 2

現代天文学 物理学 2 第２学期 2 2

基礎有機化学 化学 2 第１学期 2 2

基礎物理化学 化学 2 第１学期 2 2

細胞生物学概論 生物学 2 第１学期 2 2

生物多様性概論 生物学 2 第２学期 2 2

生物系のための有機化学 高分子機能学 2 第１学期 2 2

生物系のための物理学 高分子機能学 2 第１学期 2 2

現代地球惑星科学概論１ 地球惑星科学 2 第１学期 2 2

現代地球惑星科学概論２ 地球惑星科学 2 第２学期 2 2

 卒業必要単位数  32単位

4 第１学期 4 2 ［表の末尾の（注）を参照］

2 第１学期 4 2

4 第２学期 4 2

2 第２学期 4 2

4 第１学期 4 2

2 第１学期 4 2

4 第２学期 4 2

2 第２学期 4 2

2 第２学期 4 2

4 第１学期 4 3

2 第１学期 4 3

4 第１学期 4 3

2 第１学期 4 3

2 第１学期 2 3

2 第１学期 4 3

2 第２学期 2 3

2 第２学期 4 3

2 第１学期 2 3

2 第２学期 2 2～4

2 第２学期 2 3～4

 卒業必要単位数 26単位

2 第２学期 2 3 ［表の末尾の（注）を参照］

2 第２学期 4 3

2 第１学期 2 4

2 第２学期 2 3～4

2 第２学期 2 3

2 第２学期 2 3

2 第２学期 4 3

2 第１学期 2 4 次頁の備考も参照のこと→幾何学Ｃ

代数学演習

（選択科目）

代数学Ａ

　ただし，２以上の分野に
 わたって修得すること。

（選択必修科目Ｂ）

基礎数学Ａ

基礎数学演習Ａ

基礎数学Ｂ

コンピュータ

数学卒業研究

基礎数学演習Ｂ

基礎数学Ｃ

基礎数学演習Ｃ

基礎数学Ｄ

基礎数学演習Ｄ

代数学基礎

代数学基礎演習

幾何学演習

幾何学Ｂ

幾何学Ａ

代数学Ｃ

代数学Ｂ

幾何学基礎

幾何学基礎講究

解析学基礎Ａ

解析学基礎演習Ａ

解析学基礎Ｂ

解析学基礎演習Ｂ

数理科学基礎

確率・統計入門

統計学

１．理学部専門科目 実行教育課程表（平成３１年度２年次進級者用）

　実行教育課程表とは，卒業するための要件を示すものである。実行教育課程表は全学教育科目と理
学部専門科目から成る。全学教育科目については総合教育部便覧を確認すること。理学部専門科目は
各学科毎に定められているため，自学科の実行教育課程表を確認すること。

（必修科目）

週当配当時間数 主な対
象学年

備　 　考

　数　学　科　№１

授　業　科　目 単位 開講学期
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北海道大学理学部　

講義 演習 実験実習

 卒業必要単位数　17単位

1 第１学期 2 2

4 通　年 4 4

12 通　年 12 4

（選択必修科目Ａ） （分野）  卒業必要単位数　６単位

微分積分学続論 数学 2 第１学期 2 2 ［表の末尾の（注）を参照］

代数学・幾何学序論 数学 2 第１学期 2 2

ベクトル解析 数学 2 第２学期 2 2

現代物理学 物理学 2 第１学期 2 2

振動と波動の物理 物理学 2 第２学期 2 2

現代天文学 物理学 2 第２学期 2 2

基礎有機化学 化学 2 第１学期 2 2

基礎物理化学 化学 2 第１学期 2 2

細胞生物学概論 生物学 2 第１学期 2 2

生物多様性概論 生物学 2 第２学期 2 2

生物系のための有機化学 高分子機能学 2 第１学期 2 2

生物系のための物理学 高分子機能学 2 第１学期 2 2

現代地球惑星科学概論１ 地球惑星科学 2 第１学期 2 2

現代地球惑星科学概論２ 地球惑星科学 2 第２学期 2 2

 卒業必要単位数　８単位

2 第１学期 2 2 ［表の末尾の（注）を参照］

1 第１学期 2 2

2 第１学期 2 2

1 第１学期 2 2

2 第１学期 2 2

2 第１学期 2 2

2 第１学期 2 2

3 第１学期 6 2

2 第１学期 4 2～4

 卒業必要単位数　10単位

2 第２学期 2 2 ［表の末尾の（注）を参照］

1 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 2 2

2 第２学期 4 2

 卒業必要単位数　10単位

2 第１学期 2 3 ［表の末尾の（注）を参照］

2 第１学期 2 3

2 第１学期 2 3

2 第１学期 2 3

2 第１学期 2 3

2 第１学期 2 3

2 第１学期 2 3

2 第１学期 2 3

2 第１学期 4 3

2 第１学期 4 3～4

4 第１学期 8 3

　地球惑星科学科　№１

授　業　科　目 単位 開講学期

マグマ科学

堆積学

鉱物学

地球惑星物質科学実習

情報実習

（選択必修科目Ｃ）

地球惑星科学のための物理数学Ⅱ

地球惑星科学のための物理数学Ⅱ演習

地球惑星科学のための電磁気学

地球連続体力学

データ解析学

惑星学

週当配当時間数

地球惑星基礎化学

備　 　考

(必修科目）

地球惑星科学セミナー

地球惑星科学文献講読

地球惑星科学研究

　ただし，２以上の分野に
　　 わたって修得すること。

主な対
象学年

（選択必修科目Ｂ）

地球惑星科学のための物理数学Ⅰ

地球惑星科学のための物理数学Ⅰ演習

地球惑星科学のための古典力学

地球惑星科学のための古典力学演習

変動帯岩石科学

岩石変形学

地球史

量子力学Ⅰ

統計力学Ⅰ

地球惑星科学実験Ⅰ

地震学

（選択必修科目Ｄ）

惑星大気構造学

海洋地質学

地球化学

火山学

地球内部物理学

気象学

地球惑星科学実験Ⅱ

地球計測実習

地質学実習
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２．在学年限 及び 休学可能期間 

（１）在学年限
１）進級又は卒業の要件を満たさないまま在学できる最長の年数を「在学年限」という。

在学年限に対し，卒業するために在学しなければならない最短の年数を「修業年限」と

いう。

ただし，休学期間及び停学期間は，在学年数に算入しない。

２）北海道大学の「修業年限」は総合教育部在学時も含めた４年であり，理学部における「在

学年限」については，次のとおり定められている。

「本学部においては，第２年次進級以降に６年を超えて在学することはできない。」

２年次進級後，６年間在学して卒業できない場合は，除籍となる。なお，在学年限内に

自主退学することはできる。

※ 退学手続きは，「第３部３．休学，復学及び退学の手続きについて」を参照のこと。

（２）休学可能期間
理学部の「休学可能期間」については，次のとおり定められている。

「本学部においては，第２年次進級以降に３年を超えて休学することはできない。ただ

し，通算して４年（第１年次において休学した期間を含む。）を超えて休学することはでき

ない。」

※ 休学手続きは，「第３部３．休学，復学及び退学の手続きについて」を参照のこと。

３．卒業認定及び学位の取扱い 

（１）本学部において，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した者で，かつ，学科ごと

に定める卒業に必要な基準を満たした者について，総長が卒業を認定する。

【卒業要件】

１．卒業に必要な単位を修得していること。

①全学教育科目 本学部では卒業に必要な全学教育科目の単位数を４６単位と定め

ている。

ただし，必修科目及び選択必修科目等の定めがあるので，「総合教

育部便覧」を参照すること。

②理学部専門科目 卒業要件は学科によって異なるが，全学教育科目と理学部専門科

目との必要単位数の合計は１２６単位とされている。ただし，学

科により必修科目及び選択必修科目等の定めがあるので，「第１

部１．理学部専門科目 実行教育課程表」を参照すること。
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２．学科ごとに以下のとおり定める卒業に必要な基準を満たしていること。

卒業時の通算ＧＰＡ 左記基準に満たない場合の基準

数 学 科 ２．０以上

卒業時における通算ＧＰＡの対象科目とな

る科目のＧＰの総和が卒業に必要な単位数

の 2.2 倍以上であること 

物 理 学 科 ２．０以上 なし

化 学 科 ２．０以上 なし

生 物 科 学 科 

[生物学専修分野]
２．０以上 なし

生 物 科 学 科 
[高分子機能学専修分野]

２．０以上 なし

地球惑星科学科 ２．０以上
卒業時における通算ＧＰＡの対象科目とな

る科目のＧＰの総和が 260 以上であること 

（２）総長が卒業を認定した者について，学士（理学）の学位を授与する。
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４．早期卒業について 

本学部では，「早期卒業」の制度があり，物理学科２年次に進級後，２年６ヶ月（通算３年

６ヶ月）以上在学し，卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認められ，かつ，学科ご

とに定める卒業に必要な基準を満たした場合は，４年次第１学期末で卒業することができる。

ただし，転部・転学科及び編入学した者は，早期卒業の対象にはならない。

申請時期，要件等の概要については以下のとおりである。

なお，詳細については理学部教務担当及び学科に確認すること。

【対象学科】物理学科（物理学科以外の学科には同制度は適用されない）

【申 請】申請時期：第３年次第１学期の所定期間（別途指示）

早期卒業候補者としての認定要件：

１．全学教育科目に係る卒業に必要な単位を修得していること。

２．１以外に卒業に必要な８０単位のうち，５６単位以上を修得しているこ

と。

３．１及び２に規定した単位の通算ＧＰＡが３．５０以上であること。

４．所属学科において早期卒業の候補者として相応しいと判断された者。

【卒 業】卒業時期：第４年次第１学期末

卒業要件：１．卒業に必要な単位を修得していること。

２．通算ＧＰＡが３．５０以上であること。
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７．教育職員免許状の取得について

（１）教員免許を取得しようとする学生諸君へ

はじめに

諸君の中には北海道大学で教育職員免許状（教員免許）を取得できることを知って，自分も教員とな

るための免許状を取得したいと考えた人がいるかもしれない。その考えは，北海道大学で学んだ専門性

を生かして教員となることで，教育界で果たす役割も大きいものとなりうる可能性を秘めている。

今，教員は国際化，高度な情報化など時代に適応できる資質が求められている。さらに，幅広い視野，

深い知識及び豊かな人間性を備えなければならない。また，教員一人ですべての分野をカバーすること

は難しく，それぞれの得意分野で活躍することが望まれる。

幸い諸君は基幹総合大学である北海道大学に学ぶことで，多様な資質を身につけて社会に巣立つこと

になるので，教員となってそれらを最大限に生かして社会に還元することもすばらしいことである。

ここでは，北海道大学で取得できる教育職員免許状とはどのようなもので，どのような仕組みになっ

ているかを説明する。

１）教育職員免許状とは？

教育職員〔小・中・高等学校，特別支援学校及び幼稚園の教員〕となるためには，教育職員免許法で

定められた一定の資格要件を満たした上で免許状を授与されることが必要である。この後，教育職員と

しての活動を行うことができる。教員養成は基本的に大学において行うことになっており，幅広い視野

と高度の専門的知識を備えた人材を広く求めるため，教員養成大学・学部のみならず，一般大学・学部

においても教員養成を行っている（開放制の教員養成という）。これは画一的な教員像を求めるのでは

なく，多様な資質を持つ個性豊かな人材を求めるためである。

北海道大学では，現在，９学部・11大学院において免許状を取得できる教職課程を開設している（詳

細は，後頁の表４及び表５を参照）。

教職課程で教員となるための必要単位数を修得し，本人からの申請で教育委員会から中学校教諭また

は高等学校教諭普通免許状（教科別に）あるいは特別支援学校教諭免許状が授与される（一種または専

修免許状）。なお，北海道大学には小学校及び幼稚園の教員になるための教職課程はない。

２）普通免許状の種類と基礎資格

現行の教育職員免許法では，普通免許状に以下の３種類のものがあり，それぞれの基礎資格は次のよ

うに定められている。

（１）二種免許状 短期大学卒業程度を基礎資格とするもの

（２）一種免許状 学士の学位を有すること

（３）専修免許状 修士の学位を有すること

これらの免許状はすべての都道府県で有効である。

なお，普通免許状の外に，特別免許状及び臨時免許状があるが，それらは“大学における養成による

免許状”ではないので説明は省略する。

３）免許状の有効期間について

平成 21 年４月から教員免許更新制が導入されている。更新制導入後に普通免許状及び特別免許状を

授与される場合，有効期間は免許状の授与に必要な資格を得た日から 10 年後の年度末までとなる（平

成 31 年３月 25 日に所要資格を得た免許状は平成 41 年３月 31 日まで有効）。有効期間を更新するため

には，免許状更新講習を受講・修了し，有効期間の更新を受ける必要がある。決められた期間内に免許

状更新講習を修了できなかった場合には，免許状は失効する。ただし，免許状が失効した場合でも，免

許状を取得した際に授与の基礎となった教職課程の単位まで無効にはならない。よって，改めて大学で

教職課程を受講する必要はなく，免許状更新講習を受講・修了すれば，有効な免許状を授与されること
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ができる。なお，校長，教頭などの教員を指導する立場にある人や，優秀教員表彰を受けた人について

は，免許状更新講習を免除されることもある。 

４）教育職員免許状取得に必要な科目の種類と単位数

「教科に関する科目」，「教職に関する科目」等を履修することで教育職員免許状の取得に必要な単位

を修得できる。これらの科目を履修することは，卒業に必要とされるよりも多くの単位を取ることにな

るので，十分考えて計画的に履修する必要がある。それぞれの免許状に必要な単位数は表１のとおりで

ある。 

表１ 教育職員免許状取得に必要な科目の種類と単位数 

免許状の種類 

修得することを必要とする最低単位数 

① ② ③ ④ ⑤ 

教科に 

関する科目 

教職に 

関する科目 

教科又は教職 

に関する科目 

免許法施行規則 

第 66 条の 6 

に定める科目 

特別支援 

教育に 

関する科目 

中学校教諭一種免許状 

20 

31 
8＊１ 

8＊２ － 
中学校教諭専修免許状 32(8＊１＋24) 

高等学校教諭一種免許状 
23 

16 

高等学校教諭専修免許状 40(16＋24) 

特別支援学校教諭一種免許状 

(知的障害者に関する教育の領域)＊３ 中学校又は高等学校教諭の 

普通免許状授与資格を有すること 

26 

特別支援学校教諭専修免許状＊４ 50 

注＊１ 中学校教員免許を取得しようとする場合は，「教科又は教職に関する科目」として「介護等体験実習」（１単位）

の履修が必要である〔小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律

（介護等体験特例法）〕。 

注＊２ 日本国憲法（２単位），体育（２単位），外国語コミュニケーション（２単位），情報機器の操作（２単位）の

８単位である。 

注＊３ 教育学部のみ 

注＊４ 教育学院のみ 

専修免許状は，取得した一種免許状に定められている教育領域について取得できる。 

例）一種免許状に知的障害者・肢体不自由者・病弱者の３領域を定めている場合 

→専修免許状には知的障害者・肢体不自由者・病弱者の３領域が定められる。

５）「教科に関する科目」の履修について（表１の①欄）

教科に関する科目は，各学部の教職課程で異なり，それぞれの学部から配付される『学生便覧』に掲

載されている。20単位以上を修得する必要がある。 

「教科に関する科目」の修得することを必要とする最低単位数
．．．．．．．．．．．．．．．．．

（中・高等学校教諭免許状では 20 単

位）を超えて履修した単位数は，項目７）で説明する「教科又は教職に関する科目」の単位として算入

することができる。 

６）「教職に関する科目」の履修について（表１の②欄）

 教職に関する科目は，中学校教諭免許状では 31単位以上，高等学校教諭免許状では 23単位以上履修

する必要がある。教職に関する科目として開講されている科目は表２のとおりである。開講時期・教室

などについては教職関連の掲示板に掲示される。 

「教職に関する科目」の修得することを必要とする最低単位数
．．．．．．．．．．．．．．．．．

（中学校教諭免許状では 31 単位，高

等学校教諭免許状では 23 単位）を超えて履修した単位数は，項目７）で説明する「教科又は教職に関

する科目」の単位として算入することができる。 
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① 教職入門は１年次に開講されるので，高等教育推進機構の履修掲示板の指示に従うこと。

② 教科教育法については，取得しようとする免許教科によって異なるので，各学部の学生便覧を参照すること。

③ 道徳教育論については，中学校の免許状を取得しようとする場合は必ず修得しなければならない（教育職員免許法

施行規則第６条表備考五の関係）。なお，高等学校の免許状を取得しようとする学生が，道徳教育論を修得した場

合，その単位は「教科又は教職に関する科目」の単位として算入することができる。

④ 教育実習Ａ（高等学校）は，中・高等学校の免許状を取得しようとする場合に必要とする２単位である。

教育実習Ｂ（中学校）は，中学校の免許状を取得しようとする場合にのみ必要とする２単位である。なお，中学校

または高等学校での３週間の教育実習をもって，教育実習Ａ及び教育実習Ｂの合計４単位が認定される。

⑤ 教育実習Ｃ（事前・事後指導）は，中・高等学校の免許状を取得しようとする場合に必要とする１単位である。

⑥ 中学校の免許状を取得しようとする場合は教育実習Ａ，Ｂ，Ｃ（合わせて５単位）を，高等学校の免許状を取得し

ようとする場合は教育実習Ａ及びＣ（合わせて３単位）を修得しなければならない。

⑦ 教職実践演習の受講は，教育実習を終了した者に限る。

７）「教科又は教職に関する科目」の履修について（表１の③欄）

教科又は教職に関する科目として開講されている科目は次表のとおりである。 

教科又は教職に関する科目

教科又は教職 

に関する科目 

（最低修得単位数） 

中 学 校  8 単位 

高等学校 16 単位 

授業科目 単位数 備考 

学校インターンシップ 2 「教科又は教職に関する科目」又

は最低修得単位を越えて履修し

た「教科に関する科目」もしくは

「教職に関する科目」について，

併せて中８，高 16 単位以上修得 

新聞づくりを生かしたシティズンシップ教育 2 

介護等体験実習《中一種免必修》※ 1 

（１）中学校一種免許状を取得しようとする場合：「教科又は教職に関する科目」の必要単位数は８

単位である。この単位の修得方法は，上表の「教科又は教職に関する科目」を履修し修得した

単位数と「教科に関する科目」に指定されている科目（各学部で異なる）から 20 単位あるい

は「教職に関する科目」のうち 31 単位を超えて修得している単位数の合計が８単位に達して

いる必要がある。なお，「教科又は教職に関する科目」のうち「介護等体験実習」１単位は必

ず修得しなければならない（「介護等体験実習」の詳細は，項目 12）で説明する）。

（２）高等学校一種免許状を取得しようとする場合：「教科又は教職に関する科目」の必要単位数は

16 単位である。この単位の修得方法は，上表の「教科又は教職に関する科目」を履修し修得し

た単位数と「教科に関する科目」に指定されている科目（各学部で異なる）から 20 単位ある

いは「教職に関する科目」のうち 23単位を超えて修得している単位数の合計が 16 単位に達し

ている必 要がある。

（３）中学校又は高等学校専修免許状を取得しようとする場合：この単位の修得方法は，一種免許状

を取得しようとする場合の修得要件（中学校では８単位，高等学校では 16 単位）に加えて，

大学院の課程で開設される科目（大学院ごとに異なる）もしくは「教職に関する科目」（大学

院に入学後，新たに履修する科目）から合わせて 24 単位を修得しなければならない。すなわ

ち，中学校では 32（８＋24）単位，高等学校では 40（16＋24）単位である。 

８）教育職員免許状取得に必要とする４科目の履修について（表１の④欄）

「教科に関する科目」，「教職に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」の他に，表１の④

欄に定める８単位に相当する４科目（教育職員免許法施行規則第 66 条の６に定める科目）を履修し

なければならない。実際には，全学教育科目あるいは学部専門科目として開講されている科目のうち，

表３に掲げる授業科目から修得する。日本国憲法は全学教育科目のなかで「社会の認識（日本国憲法）」

として開講されている。 
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表３ 教育職員免許状取得に必要とする４科目 

（教育職員免許法施行規則第 66 条の６に定める科目） 

教育職員免許法施行規則 

第 66 条の 6 に定める科目 

左記に対応する 

本学での開設授業科目 備 考 

科 目 必要単位数 科 目 名 単位数 

日本国憲法 2 
社会の認識(日本国憲法) 2 法学部を除く(全学教育科目) 

憲法Ⅰ 4 法学部のみ(学部専門科目) 

体育 2 
体育学Ａ 

体育学Ｂ 

1 

2 

2 単位以上選択必修 

(いずれも全学教育科目) 

外国語 

コミュニケーション
2 

英語Ⅰ 

英語Ⅱ 

英語Ⅲ 

ドイツ語Ⅰ 

ドイツ語Ⅱ 

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

ロシア語Ⅰ

ロシア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

スペイン語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

韓国語Ⅰ

韓国語Ⅱ

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 単位以上選択必修 

(いずれも全学教育科目) 

情報機器の操作 2 情報学Ⅰ 2 (全学教育科目) 

９）「特別支援教育に関する科目」の履修について（表１の⑤欄）

 中学校又は高等学校教諭の普通免許状授与資格を有する者で，特別支援学校教諭免許状の取得を希望

する場合に必要となる科目である。なお，北海道大学では，特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者

に関する教育の領域）を取得できる（「視覚障害者」，「聴覚障害者」，「肢体不自由者」及び「病弱者」

に関する教育の領域についての一種免許状は取得できない）。専修免許状は，取得した一種免許状に定

められている教育領域について取得できる。詳細は，教育学部の『学生便覧』を参照すること。

10）教育実習について

「教科に関する科目」及び「教職に関する科目」を受講し，一定条件（各学部の教職担当で確認する）

を満たした者が，教育実習事前指導を受けた後に教育実習を行うことができる。教職課程の最終コース

に位置している教育実習の意義は，実習生としての実践を通して，教えることの充実感や生徒と分かち

合える新しい発見の喜びを実感し，自らの成長の機会とすることである。 

 教育実習を希望する学生は多いが，実習態度によっては実習校の正常な教育活動に支障をきたすこと

も考えられる。したがって，ただ漫然と単位を取ればよいのではなく，誠意をもって実習に参加し，教

育に対して情熱を有することが求められる。 

教育実習の受講を希望する者は，実習を行う前年度の９月末までに（詳細は掲示等で確認すること）

所属する学部の教職担当へ受講申込みを行う。受講申込みまでに，実習校から受入れの内諾を得ておく

必要があるので，できるだけ早めに出身校などと交渉して内諾を得ておくこと。教育実習の受講申込み

方法や各種手続き等については，各自の所属する学部の教職担当から指示がある。 

特に，中学校の免許状を取得する場合には，３週間にわたる実習を行うことになるので，卒業に必要

な専門教育科目の履修に支障が生じないように計画的な履修を心掛ける必要がある。 

また，特別支援学校教諭一種免許状（知的障害者に関する教育の領域）を取得する場合は，基礎とな
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る免許状取得のための教育実習（高等学校は教育実習Ａ及びＣ，中学校は教育実習Ａ，Ｂ及びＣ）に加

えて，教育実習Ｄ（特別支援学校）を履修する必要がある。履修計画を立てる際は，所属する学部の教

職担当に相談すること。 

11）取得免許状の種類と教育実習先について

中学校又は高等学校教諭の普通免許状の取得を希望する場合の教育実習先は，中学校又は高等学校で

ある。特別支援学校教諭の場合は，特別支援学校で実習を受講する。 

12）「介護等体験実習」について（表１の脚注＊１） 

 中学校の教育職員免許状を取得しようとする者は，「教科又は教職に関する科目」として介護等体験

実習（１単位）を修得する必要がある。 

 なお，高等学校の教員免許状を取得しようとする学生が，介護等体験実習を修得しても，その単位を

「教科又は教職に関する科目」の単位として算入することはできないので，注意されたい。 

 介護等体験実習の受講を希望する者は，所属する学部の教職担当へ受講申込みを行い，介護等体験実

習事前指導を受ける必要がある。受講申込み方法や介護等体験実習事前指導の時期等については，掲示

等によって指示するので注意されたい。 

内  容：介護等体験実習とは，特別支援学校，養護老人ホームなどの社会福祉施設等で，障害者・

高齢者に対する介護・介助・交流などの体験を行うことである。 

対 象 者：中学校の教育職員免許状を取得しようとする者が対象となる。ただし，介護等に関する専

門的知識・技術を有すると認められる者，または身体上の障害により介護体験等を行うこ

とが困難な者は，対象とならない。 

期  間：７日間以上の体験を行うことが必要である（現状では，特別支援学校で連続２日以上，社

会福祉施設等で連続５日以上となっている）。 

資  格：18歳に達した者が，介護等体験実習を履修出来る。 

申し込み：所属する学部の教職担当に申し込む（毎年実習を行う年の４月初旬）。 

そ の 他：介護等体験実習を履修するためには経費が必要となる。 

13）教職課程における履修の実際

教職課程では４年間の学士課程（一種免許状）あるいは大学院の博士前期課程（２年間，専修免許状）

を含めて履修することになる。教職課程の単位はどの学年でも履修可能であるが，基礎的な教職科目は

低学年の時間割のなかで開講されているので，各自の全学教育科目と専門教育科目の履修計画を考慮し

ながら計画的に履修することが望まれる。すなわち，教育職員を理解するための「教職入門」が１年次

で，教育の基礎理論に関する「教育学」，「教育心理学」，「教育制度論」，「教育関係論」，「教育方法論」

などが２年次で，それ以外の科目は３年次以降に順次履修できるように設計されている。 

「教科教育法」は，各学部の教職課程で必要な教科に応じて２年次以降に履修できるようになってい

る。「教科教育法Ⅰ」のみ必修であるが，教育実習に備えて「教科教育法Ⅱ」も履修しておくことが望

まれる。 

教育実習については表２の欄外の注意事項及び項目 10）を参考にしながら，実習先の学校の学事予定

及び各自の専門教育科目の履修を考えながら注意深い計画を心掛けなければならない。 

「教職実践演習」については，教育実習終了後に履修する。詳細については，それぞれの学部の教職

関連掲示板で指示がある。 

14）免許状授与申請と教員採用試験など

免許状を授与されるためには，各学部の教職担当で必要単位数の確認等を受け，指示に従って申請手

続きをしなければならない。 

 実際に公立学校の教員となるためには，別に各都道府県や市の教育委員会が実施している教員採用候

補者検査（教養，教科，面接試験など）を受験して候補者名簿に登録される必要がある（普通免許状を
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持っていること又は取得見込みが条件）。また，私立学校の教員を目指す場合は，それぞれ希望の学校

の募集要領に基づいて出願する必要がある。 

上述の教員採用候補者検査実施要領や募集要領等は，教務関係の掲示板あるいは各自で資料を取り寄

せて確認しなければならない。 

15）教職課程の運営・事務の体制

教職課程の認定を受けている各学部がそれぞれ責任をもって必要なカリキュラムを組まなければな

らないが，過密化している全学教育科目及び専門科目のカリキュラムに支障をきたす恐れがある。そこ

で，北海道大学の教職課程の運営体制は，総合大学として責任ある教員養成を進めるため，北海道大学

教務委員会の下に関連する学部・大学院からの委員で構成する教職課程専門委員会を設置し，全学的な

支援で取組む方式を取っている。そこでは，教育職員免許状取得のために必要な科目開講を含めたカリ

キュラムの編成，課程認定を受けている学部間の調整，全学教育部との調整等を行っている。

教育実習の受講申込みは，教育学事務部教務担当が中心となって取りまとめ，関連学部と連絡をとり

ながら事務処理の円滑化を図り，教職課程専門委員会が責任をもって実習校へ正式な依頼を行っている。

また，教育委員会への免許状授与申請は，各学部で受け付けた申請書を北海道大学学務部学務企画課で

一括して取りまとめを行っている。 

16）その他

教員免許に関連した疑問や質問の問合せ先は，すべて各学部の教職担当である。

教職課程に関連する掲示は，全学教育科目及び学部専門科目とは別に掲示されるので，見落としのな

いように日頃から特に注意する必要がある。 

学部別及び大学院別の取得可能な免許状は表４及び表５に示す。

おわりに

以上のように教員免許の取得方法はたいへん複雑であるので，疑問を感じた時にはすぐに所属学部の

教職担当に問い合わせることが大切である。特に，履修単位の不足や手続き期日に間違いが生じないよ

うに心掛けると同時に，全学教育科目及び学部専門科目の履修に支障が生じないように計画的な履修を

心掛けなければならない。 
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表４ 学部別取得可能な免許状の種類 

学 部 中学校教諭一種 高等学校教諭一種 その他 

文学部 

国語 

社会 

英語 

国語 

地理歴史 

公民 

英語 

教育学部 
社会 

保健体育 

地理歴史 

公民 

保健体育 

特別支援学校教諭一種 

(知的障害者に関する教

育の領域) 

法学部 社会 
地理歴史 

公民 

経済学部 社会 
公民 

商業 

理学部 
数学 

理科 

数学 

理科 

薬学部 理科 理科 

工学部 理科 

数学 

理科 

情報 

工業 

農学部 社会 

公民 

理科 

農業 

水産学部 
理科 

水産 
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表５ 大学院別取得可能な免許状の種類 

大 学 院 中学校教諭専修 高等学校教諭専修 その他 

法学研究科 社会 公民 

水産科学院 水産 

環境科学院 理科 理科 

理学院 
数学 

理科 

数学 

理科 

農学院 農業 

生命科学院 理科 理科 

教育学院 
社会 

保健体育 

地理歴史 

公民 

保健体育 

特別支援学校教諭専修 

(知的障害者に関する教

育の領域) 

工学院 
工業 

理科 

総合化学院 理科 理科 

経済学院 
公民 

商業 

文学院 

国語 

社会 

英語 

国語 

地理歴史 

公民 

英語 
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（２）理学部における教育職員免許状の取得について

《理学部において取得可能な教育職員免許状の種類》 

数学科 

中学校教諭一種免許状 (数学) 

高等学校教諭一種免許状 (数学) 

物理学科，化学科，生物科学科[生物学・高分子機能学]，地球惑星科学科 

中学校教諭一種免許状 (理科) 

高等学校教諭一種免許状 (理科) 

学部を卒業し，｢教科に関する科目｣，｢教職に関する科目｣，｢教科又は教職に関する科目｣及び｢教

育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目｣のそれぞれについて所定の単位を修得した者

は，該当する中学教諭一種免許状または高等学校教諭一種免許状(以下「一種免許状」という。)

を申請することができる。 

次頁以降では，一種免許状取得に必要となる｢教科に関する科目｣の一覧表を掲載している。｢教

科に関する科目｣は，学科ごとに設定科目や修得要件が異なるので，該当部分を十分に確認し，修

得もれ等がないよう注意すること。 

なお，一種免許状の取得に必要な所定の単位を修得した者が大学院修士課程を修了し，該当す

る｢教科又は教職に関する科目｣(大学院授業科目)を２４単位以上修得した者は，当該科目の専修

免許状を申請することができる。 

理学部において，教職課程科目の履修，介護等体験実習，教育実習(事前・事後指導を含む)及

び教育職員免許状(以下「教員免許」という。)の申請等にかかる諸手続きについては，全て掲示

により連絡をするので，教員免許取得を希望する者は，こまめに理学部中央掲示板(２号館１Ｆロ

ビー)を確認すること。 

※ 教員免許取得について不明なことが生じた場合には，自身でそのままにせず，随時本冊子の内

容を確認するとともに，理学部教務担当窓口へ問い合わせること。
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１０．図書室の利用等について 

（１）図書室について
本学には附属図書館（本館・北図書館）の他に，各学部・研究科等に各専門分野の学術

資料（図書・雑誌等）を扱う図書室があります。理学研究院・理学院・理学部には，中央

図書室と部門図書室があり，学術資料を収集し，学生・教職員の皆様の利用に供していま

す。資料は学生証により借用できます。

各図書室の配置場所は以下のとおりです。建物の場所は，理学部又は附属図書館のホー

ムページ，案内板等でご確認ください。

①中央図書室 ６号館（高層棟）6-1-05 
②数学部門図書室 ３号館 3-201 
③物理学部門図書室 ５号館 5-2-08 
④地震火山研究観測センター（防災情報資料室）４号館 4-208

※ご利用は資料室となりの事務室へお申込みください。

（２）中央図書室（６号館 6-1-05）
〇月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：00  (土日祝日，年末年始は閉室)
※教員，研究員，大学院学生に限り 17：00 ～ 21：00 まで利用できます。（貸出は不可） 

〇貸出冊数及び期間

〇返却：カウンターまでお持ちください。閉室時はブックポストをご利用ください。

〇複写

・校費：コピーカードによるセルフ方式です。(4 年生以上で指導教員の許可が必要)
コピーカードは図書室カウンターの上のカードケースに収納してあります。複写の

際は，複写機使用簿に必要事項を記入してください。

・私費：生協プリペイドカード専用複写機をご利用ください。（要コピーカード）

（３）数学図書室（３号館 3-201）
〇月曜日～金曜日 9：00 ～ 17：00  (土日祝日，年末年始は閉室)
※教員，研究員，大学院学生は 24 時間利用できます。（貸出は時間外借用証にて可）

〇貸出冊数及び期間

※他学科生は図書が 3 冊 15 日間，雑誌は当日貸出。

〇返却：カウンターまでお持ちください。閉室時はブックポストをご利用ください。

〇複写

・校費：コピーカードによるセルフ方式です。(指導教員の許可が必要)
・私費：生協中央店，または中央図書室の生協プリペイドカード専用複写機をご利用く

ださい。

資料区分 冊数 期間

図書 ５冊 １５日

製本雑誌 ５冊 ７日

未製本雑誌 ５冊 ２日

資料区分 冊数 期間

図書 ４冊 １ヵ月

製本雑誌
当日貸出

未製本雑誌
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（４）物理図書室（５号館 5-2-08）
〇月曜日～金曜日 10：15 ～ 17：00  (土日祝日，年末年始，12 時 15 分～13 時は閉室)

〇貸出冊数及び期間

〇返却：カウンターまでお持ちください。

〇複写：

図書室内にコピー機は用意しておりません。カウンターの一時貸出簿に記載の上，生協

等のコピー機をご利用いただきますようお願いします。(当日 17 時までにご返却下さい) 

（５）貸出期間の延長・予約
〇延長：

貸出期間を延長したい場合は，返却期限日までに当該資料と学生証をカウンターにお持

ちいただくか，図書館 Web サービスから手続きを行ってください。（延長は１回限り可

能。）返却期限日を過ぎた場合や，当該資料に予約が入っている場合は延長できません。 
※数学科の学生は数学図書室利用の場合，自動延長となります。他学科生は除外。

〇予約：

貸出中の図書には予約をかけることができます。当該図書が返却されたら連絡を差上げ

ます。取置期間は一週間です。

（６）利用できるサービス
１）図書・雑誌等

中央図書室には理学関係の学生用図書，雑誌，参考図書，新聞等があり，自由に閲覧

することができます。

図書は分類番号順（背表紙のラベルに貼付）に，雑誌は誌名のアルファベット順に配

架されています。室内の案内図等をご覧ください。北大で所蔵している図書・雑誌等は

全て北海道大学蔵書目録で検索できます。

２）電子ジャーナル・電子ブック

北大で契約している電子ジャーナル・電子ブックは，学内 LAN に接続されている端

末であれば，どこからでも利用できます。

リモートアクセスサービスにより，自宅等学外からも利用できるものもあります。詳

細は附属図書館ホームページをご覧ください。

３）データベース

北大で契約している各種データベースを利用できます。

理学関係では，

・Web of Science ・MarinLit
・SciFinder ・Medline
・Reaxys ・MathSciNet
・Biological Abstracts ・化学書資料館（実験化学講座等）

等が有用です。詳細は附属図書館ホームページをご覧ください。

専門家によるデータベース使用方法の講習会が随時開催されます。ホームページや図

書室の掲示板等でお知らせしますので，奮ってご参加ください。

資料区分 冊数 期間

図書 ５冊 ３０日

製本雑誌 当日貸出
カウンターの「貸出表」に記載をお願いします。未製本雑誌
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４）博士学位論文の利用

平成 25 年度以降学位取得の博士論文は，北海道大学学術成果コレクション

「HUSCAP」で閲覧可能です。（一部非公開）

平成24年度末までに学位取得された博士論文の利用については, 中央図書室カウンタ

ーにご相談ください。なお，著者の許諾が無い限り，博士学位論文の複写は出来ません。

５）所蔵資料等の調査

北大に所蔵していない資料の調査や，論文調査，事項調査等も受け付けしています。

お気軽にお尋ねください。

６）パソコン・学内 LAN の利用

中央図書室と数学図書室の閲覧机には，手持ちパソコンを学内 LAN に接続するための

情報コンセントがあります。利用には DHCP 端末接続申請が必要です。情報基盤センタ

ーポータルページをご覧ください。(URL：http://www.hines.hokudai.ac.jp/terminal/) 
ELMS-ID 認証でネットワークが利用可能なパソコンも設置しています。 

（７）他部局の図書室の利用
学生証を持参することで，他部局の図書室も利用することができます。貸出条件等は

各図書室により異なります。校費で複写する場合は，指導教員の押印のある「複写機使

用伝票」を持参してください。なお，直接出向かずに複写物を取り寄せることが可能な

場合があります。詳しくは中央図書室へお問い合わせください。

（８）他大学からの文献の取り寄せ（有料）
１）複写物の取り寄せ

他大学所蔵の図書・雑誌の複写物を取り寄せることが出来ます。

２）図書の借用

北大に所蔵していない図書を他大学等の図書館から借用できます。

中央図書室カウンター（数学科の学生は数学部門図書室）又は図書館 Web サービスで

お申し込みください。

（９）図書館 Web サービス
Web 上で，図書の貸出期間の延長や，図書室で購入してほしい図書のリクエスト，複写

物の取り寄せ・図書の借用の申込等が出来るサービスです。詳しくは附属図書館ホームペ

ージをご覧下さい。

（１０）お問い合せ先・図書館ホームページ
ご不明な点等があれば，中央図書室までお問い合わせください。

Tel: 011-706-2667 / E-mail: sci@lib.hokudai.ac.jp 

利用できるサービスの詳細や最新情報等は，附属図書館ホームページをご覧ください。

https://www.lib.hokudai.ac.jp 

Facebook でも情報を発信しています。 
https://www.facebook.com/hokudailibrary/ 

＜ホームページ＞ ＜Facebook＞ 
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１１．理学部情報端末室について 

理学部には，下記のような情報端末室があります。ここでは，全学の情報処理教育のた

めの共同施設である「情報基盤センター」教育情報システムのクライアントコンピュータ

を利用することができます。 

設置場所 利用可能者 
パソコン 

台数 

① 理 5号館 1-12 物理学科 2年生以上の学部学生 15 

② 理 5 号館 3-14 生物科学科(生物・高分子)2 年生以上の学部学生 15 

③ 理 8 号館 1-04 
理学関係学生（理学部、理学院、生命科学院、総

合化学院及び医理工学院等）であれば入室可能 
20 

①～③の場所は次ページを参照すること。

（１）端末室を利用するときに注意すべきこと
・室内は飲食厳禁となっており，飲食物を持ち込む必要がある場合は，必ずカバンの中

に入れておいてください。

・端末室は盗難防止等を考慮し，常時施錠されています。ドアに障害物を挿めるなどし

て，施錠の邪魔をしないようにしてください。

・講義で利用している場合は講義が優先になります。また講義でも使用する場所になり

ますので，きれいに使用してください。

・私語を控え，打合せ等端末操作に関係のない用件で端末室を利用しないようにしてく

ださい。

・ごみは端末室から各自持ち帰るようにしてください。

（２）パソコンを利用するときに注意すべきこと
本学では，大学の保有する情報や情報システムの利用に関して，法的あるいは社会的

通念から倫理上問題となる行為を防止し，情報及び情報システムの適正かつ円滑な利用

を促進することにより，教育・研究の充実を図ることを目的として，「情報倫理ガイドラ

イン」を定めています。

みなさんが大学のパソコンを利用する場合は，以下の事項を必ず遵守してください。

①教育・研究目的並びにそれらに関する業務目的以外の利用を行わない。

②名誉毀損，誹謗中傷，人権侵害，またはハラスメントに当たる行為を行わない。

③公序良俗に反する情報の取得及び情報の発信を行わない。

④個人のプライバシー及び肖像権を侵害しない。

⑤著作権，特許権等の知的所有権を侵害しない。

⑥虚偽の情報を提供する行為，詐欺行為，他人を詐称する行為を行わない。

⑦政治活動，宗教活動及び営利を主たる目的とした行為を行わない。

⑧秘密の保全の必要のある情報を漏洩しない。

⑨身分証及び利用識別番号（ＩＤ）を第三者に譲渡または貸与しない。

⑩パスワードを第三者に開示しない。

⑪情報システムの円滑な利用及び運用の支障となる行為を行わない。

⑫その他法令及び社会的通念に反する行為を行わない。
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２．理学部担当教員一覧

（註）研究室は，基本的に理学部関係の教員研究棟を記載
　「２－　」：理学部２号館研究棟 「環　」：地球環境科学研究院
　「３－　」：理学部３号館研究棟 「低　」：低温科学研究所
　「４－　」：理学部４号館研究棟 「遺　」：理ゲノム西棟（遺伝子実験棟）
　「５－　」：理学部５号館研究棟 「実　」：理ゲノム東棟（実験生物棟）
　「６－　」：理学部６号館研究棟 「次世代」：次世代物質生命科学研究棟
　「７－　」：理学部７号館研究棟 「創　」：創成科学研究棟
　「８－　」：理学部８号館研究棟 「博　」：総合博物館

（註) ４桁の学内電話番号へ外線電話，携帯電話等からかける場合は，学内電話番号の前に
 “０１１－７０６－”をつけること

《数学科》
職　名 　氏　名 研究室 学内電話
（代数系）
理学研究院
教授 朝倉 政典 4-502 2720
教授 齋藤 睦 3-605 2630
教授 松本 圭司 4-407 2675
教授 山下 博 4-504 2626
准教授 澁川 陽一 3-510 4835
准教授 ｾｯﾃﾊﾟﾈｰﾗ，ｼﾓｰﾅ 3-509 2617
准教授 田邊 顕一朗 3-614 2618
准教授 松下 大介 3-618 3515
助教 跡部 発 4-512 3727

（幾何系）
理学研究院
教授 秋田 利之 4-415 3747
教授 石川 剛郎 4-503 3728
教授 岩﨑 克則 4-513 3444
教授 大本 亨 3-512 4814
教授 吉永 正彦 3-615 3418
准教授 小林 真平 4-404 3833
准教授 秦泉寺 雅夫 3-607 3530
准教授 古畑 仁 4-406 3729
助教 神田 雄高 3-506 3568
助教 ﾄﾘｴｯﾘ，ﾐｹｰﾚ 3-507 4812

（解析系）
理学研究院
教授 洞 彰人 4-511 2674
教授 本多 尚文 4-412 4825
教授 正宗 淳 3-604 3417
准教授 小林 政晴 4-505 2672
准教授 戸松 玲治 3-517 4837
准教授 長谷部 高広 3-606 4823
准教授 浜向 直 4-405 2676
准教授 宮尾 忠宏 3-519 4829

（数理科学系）
理学研究院
教授 栄 伸一郎 3-612 4824
教授　 久保 英夫 3-518 2649

「電　」：北キャンパス総合研究棟5号館
「電（中央）」：中央キャンパス総合研究棟2号館
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教授 神保 秀一 3-610 4828
教授 由利 美智子 4-414 3823
准教授 黒田 紘敏 3-603 4822
准教授 坂井 哲 3-513 4669
准教授 行木 孝夫 3-514 4439
准教授 松本 健司 3-505 2627

電子科学研究所
教授 長山 雅晴 電（中央）05-105 3357
准教授 小林 康明 電（中央）05-103-2 2412
准教授 佐藤 譲 電05-102-2 9453
准教授 寺本 央 電05-103-2 9435
助教 秋山 正和 電（中央）05-103-1 3362

《物理学科》
職　名 　氏　名 研究室 学内電話
（実験物理学関係）
理学研究院
教授 網塚 浩 5-132 3484
教授 小田 研 5-217 3575
教授 河本 充司 5-129 4423
教授 野嵜 龍介 5-221 2691
准教授 三品 具文 5-131 3551
准教授 松山 秀生 5-220 4416
准教授 柳澤 達也 5-130 4422
准教授 徂徠 和夫 2-316 4435
准教授 松永 悟明 5-127 4427
准教授 武貞 正樹 5-218 2680
准教授 吉田 紘行 5-219 2682
講師 井原 慶彦 5-128 4426
助教 山本 夕可 5-122 4428
助教 日髙 宏之 2-210 3558
助教 延兼 啓純 5-124 4431
助教 黒澤 徹 2-104 2682
助教 福岡 脩平 5-120 4424

電子科学研究所
教授 石橋 晃 電03-101 9423
准教授 近藤 憲治 電03-102-1 9424

（理論物理学関係）
理学研究院
教授 鈴木 久男 2-1108 3438
教授 山本 昌司 2-1115 2681
教授 根本 幸児 2-1013 3441
教授 小林 達夫 2-1112 3539
准教授 北 孝文 2-1114 2687
准教授 中山 隆一 2-1110 2696
准教授 木村 真明 2-1008 2689
講師 末廣 一彦 2-1111 2686
講師 大原 潤 2-315 3668
講師 堀内 渉 2-1009 2684
講師 岡本 崇 2-914 2893
助教 奥田 浩司 2-1015 3442
助教 朴 銀鏡 2-1109 4415
助教 速水 賢 2-1113 2694
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（科学史・科学基礎論関係）
理学研究院
教授 松王 政浩 5-215 4420
准教授 川本 思心 5-216 2699

《化学科》
職　名 　氏　名 研究室 学内電話
（物理化学分野）
理学研究院
教授 石森 浩一郎 7-105 2707
教授 武次 徹也 7-501 3535
教授 村越 敬 6-707 2704
教授 佐田 和己 7-214 3473
教授 前田 理 7-304、フロンティア応用科学研究棟5-04 4921、8118
特任教授 武田 定 7-403 3505
准教授 角五 彰 7-215 3474
准教授 原田 潤 7-302 3563
准教授 内田 毅 7-104 3501
講師 小林 正人 7-504 3502
特任講師　 竹内 浩 7-103、5-213 3533
特任講師　 丸田 悟朗 5-213
助教 景山 義之 7-410 3532
助教 高橋 幸裕 7-306 3534
助教 小門 憲太 7-215 3474
助教 岩佐 豪 7-503 3821
助教 齋尾 智英 7-118 3506
助教 南本 大穂 6-709 4684
助教 周 睿風 6-709 4662
助教 李 笑瑋 6-709 3440
助教 原渕　祐 7-305、フロンティア応用科学研究棟5-04 4665、8118
助教 福島知宏 6-709 4811

電子科学研究所
教授 居城 邦治 創04-304 9360
教授 小松崎 民樹 電05-103-1 9434
教授 西井 準治 創05-306 9377
教授 松尾 保孝 創03-305 9340
准教授 三友 秀之 創04-105-1 9344
助教 藤岡 正弥 創03-304 9346

触媒科学研究所
教授 福岡 淳 創04-310-2 9140
教授 中野 環 創05-309-1 9155
教授 長谷川 淳也 創05-217-B 9145
准教授 中山 哲 創05-217-C 9145
准教授 中島　清隆 創04-309-2 9136
准教授 宋　志毅 創05-310-2 9157
助教 小林 広和 創04-309-2 9137
助教 Shrotri Abhijit 創04-309-2 9137
助教 高　敏 創05-217-C 9145
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（無機・分析化学分野）
理学研究院
教授 加藤 昌子 7-510 3817
教授 上野 貢生 6-705 2697
准教授 分島 亮 6-406 2706
准教授 小林 厚志 7-508 3479
准教授 三浦 篤志 6-702 3222
助教 土井 貴弘 6-406 2715
助教 吉田 将己 7-508 3819
助教 藤井 翔 6-703 2710
助教 諸角 達也 環-B506 2238

（有機・生命化学分野）
理学研究院
教授 澤村 正也 6-605 3434
教授 谷野 圭持 6-602 2705
教授 及川 英秋 7-409 2622
教授 鈴木 孝紀 6-504 2714
教授 坂口 和靖 6-503 2698
教授 村上 洋太 7-208 3813
准教授 鈴木 孝洋 6-601 2703
准教授 髙橋 正行 2-202 3814
准教授 南 篤志 7-407 3429
講師 清水 洋平 6-608 2719
助教 池内 和忠 6-607 2716
助教 高畑 信也 2-203 3815
助教 岩井 智弘 6-608 3432
助教 上遠野 亮 6-505 3396
助教 鎌田 瑠泉 6-507 2721
助教 劉 成偉 7-404 2612
助教 石垣 侑祐 6-509 2701
助教 尾﨑 太郎 7-404 2612
助教 Arteaga Arteaga Fernando 6-609 4647

遺伝子病制御研究所
教授 髙岡 晃教 N1-301 5020
教授 藤田 恭之 N4-208 5527
講師 佐藤 精一 N1-301 5536
講師 田守 洋一郎 N4-111 5530
助教 谷村 信行 N4-111 5530

（化学）
地球環境科学研究院
教授 小西 克明 環-B608 4538
教授 八木 一三 環-C401 4526
教授 沖野 龍文 環-実23 4519
教授 神谷 裕一 環-C409 2217
教授 野呂　真一郎 環-B702 2272
特任教授　 松田 冬彦 環-B604 4520
准教授 豊田 和弘 環-C408 4512
准教授 廣川 淳 環-B501 4528
准教授 川口 俊一 環-C511 2289
准教授 梅澤 大樹 環-C601 2358
准教授 七分 勇勝 環-B608 4509
准教授　 加藤 優 環-B504 2276
助教 中田 耕 環-C510 4537
助教 大友 亮一 環-B502 2259
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室蘭臨海実験所
特任教授 本村 泰三 (0143)22-2846
准教授 長里 千香子 (0143)22-2846

厚岸臨海実験所
教授 仲岡 雅裕 (0153)52-2056
准教授 伊佐田 智規 (0153)52-2056

総合博物館
講師 阿部 剛史 理本館N323B 4507

《生物科学科（高分子機能学）》
職　名 　氏　名 研究室 学内電話
先端生命科学研究院
教授 出村 誠 2-805 2771
教授 相沢 智康 2-713 3806
教授 芳賀 永 2-612 4909
教授 姚 閔 5-311 4481
教授 西村 紳一郎 次世代棟6F 9043
教授 比能 洋 次世代棟6F 9040
教授 金城 政孝 次世代棟6F 9005
教授 綾部 時芳 次世代棟4F 9049
教授 門出 健次 次世代棟4F 9041
教授 黒川 孝幸 次世代棟3F 9018
教授 龔 剣萍 次世代棟2F 9011
教授 幸田 敏明 プラットフォーム3F 9062
准教授 尾瀬 農之 5-312 3221
准教授 上原 亮太 次世代棟5F 9238
准教授 中村 公則 次世代棟4F 9051
准教授 中島 祐 次世代棟3F 9016
講師 菊川 峰志 2-806 3435
講師 北村 朗 次世代棟6F 9542
特任講師 中岡 慎治 2-706 2774
助教 塚本 卓 2-802 4475
助教 石原 誠一郎 2-602 4483
助教 ﾌｧｲﾅ･ﾏﾘｱ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾏﾙﾃｨﾝ 次世代棟5F 9033
助教 谷口 透 次世代棟4F 9048
助教 村井 勇太 次世代棟4F 9046
助教 ダニエル・R・キング 次世代棟3F 9016
特任助教 于 健 5-313 3433
特任助教 野々山 貴行 次世代棟3F 9016

電子科学研究所
教授 玉置 信之 創04-302 9356
教授 居城 邦治 創04-304 9360
教授 中垣 俊之 電02-106 9429
准教授 金 ゆ娜 創04-108 9350
准教授 三友 秀之 創04-105 9344
准教授 佐藤 勝彦 電02-107 9443
助教 松尾 和哉 創04-108 9350
助教 相良 剛光 創04-108 9350
助教 与那嶺 雄介 創04-105 9344
助教 西上 幸範 電02-107 9438

地球環境科学研究院
准教授 山田 幸司 環-B701 2254

521



− 63−

《地球惑星科学科》
職　名 　氏　名 研究室 学内電話
理学研究院
教授 稲津 將 8-215 3549
教授 倉本 圭 8-202 3827
教授 高橋 幸弘 8-208 9244
特任教授 竹下 徹 6-901 4636
教授 永井 隆哉 6-805 2732
教授 中川 光弘 6-1102 3520
教授 古屋 正人 8-316 2759
教授 日置 幸介 8-317 3826
教授 見延 庄士郎 8-319 2644
教授 圦本 尚義 創02-320 9173
教授 蓬田 清 8-312 2758
准教授 石渡 正樹 8-205 3564
准教授 伊庭 靖弘 6-1005 3538
准教授 亀田 純 6-1002 4642
准教授 川野 潤 6-804 2728
特任准教授 佐藤 陽祐 8-311
准教授 栗谷 豪 6-1103 2729
准教授 沢田 健 6-905 2733
准教授 高田 陽一郎 8-315 3526
准教授 吉澤 和範 8-310 3620
准教授 佐々木 克徳 8-320 4494
准教授 鎌田 俊一 8-207 3571
講師 佐藤 光輝 8-203 2763
講師 渡邊 剛 6-902 4637
助教 小高 正嗣 8-210 3566
助教 川﨑 教行 6-802 3586
助教 篠崎 彩子 6-806 2727
助教 馬上 謙一 6-801、創02-321 9174
助教 ﾏﾘ･ﾋﾟﾄﾝ 6-1003 4640
助教 吉村 俊平 6-1101 2723

地震火山研究観測センター
教授 髙橋 浩晃 4-213 3212
教授 谷岡 勇市郎 4-214 2640
教授 橋本 武志 4-313 4677
特任教授 村上 亮 4-303 4484
准教授 勝俣 啓 4-202 2642
准教授 西村 裕一 4-201 4675
准教授 村井 芳夫 4-215 3553
准教授 青山 裕 4-302 4845
講師 大園 真子 4-203 2911
助教 田中 良 4-312 4679
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総合博物館
教授　 小林 快次 理本館N317 4730
准教授 山本 順司 理本館N314A 4733

地球環境科学研究院
教授 久保川 厚 環-B401 2364
教授 谷本 陽一 環-B303 2367
教授 長谷部 文雄 環-C304 2365
准教授 藤原 正智 環-B405 2362
准教授 堀之内 武 環-B305 2366
准教授 山下 洋平 環-A203 2349
准教授 山本 正伸 環-A204 2379
助教 入野 智久 環-A202 2226
助教 水田 元太 環-A403 2357

低温科学研究所
教授 大島 慶一郎 低-N111 5481
教授 香内　晃 低-実験棟2F 5500
教授 三寺 史夫 低-330 5478
准教授 深町 康 低-N112 7432
講師 中村 知裕 低-329 7497

北極域研究センター
教授 杉本 敦子 環-E202 2233
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４．関係規程等 

北海道大学通則 

平成７年４月１日 

海大達第２号 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 北海道大学（以下「本学」という。）は，教育基本法（平成18年法律第120号）の

精神に則り，学術文化の中心として広く知識を授けるとともに，深く専門の学術を教授

研究し，平和的民主的な国家社会の形成に寄与することを目的とし，かつ，最高の教育

機関として国家社会の向上を図り，もって人類の永遠の平和と福利に貢献することをそ

の使命とする。 

（学部及び学科又は課程） 

第２条 本学に，次の学部及び学科又は課程を置く。 

文学部 人文科学科 

教育学部 教育学科 

法学部 法学課程 

経済学部 経済学科，経営学科 

理学部 数学科，物理学科，化学科，生物科学科，地球惑星科学科 

医学部 医学科，保健学科 

歯学部 歯学科 

薬学部 薬科学科，薬学科 

工学部 応用理工系学科，情報エレクトロニクス学科，機械知能工学科，環境社会工

学科 

農学部 生物資源科学科，応用生命科学科，生物機能化学科，森林科学科，畜産科学

科，生物環境工学科，農業経済学科 

獣医学部 共同獣医学課程 

水産学部 海洋生物科学科，海洋資源科学科，増殖生命科学科，資源機能化学科 

２ 各学部の学生の収容定員は，別表のとおりとする。 

（共同教育課程） 

第２条の２ 前条第１項の学科又は課程のうち，獣医学部共同獣医学課程は，大学設置基

準（昭和31年文部省令第28号）第43条第１項の共同教育課程とし，本学及び帯広畜産大

学が共同して教育課程を編成するものとする。 

（現代日本学プログラム課程） 

第２条の３ 本学に，第46条に規定する外国人留学生のための学位プログラムとして，現

代日本学プログラム課程（以下「現代日本学プログラム」という。）を置く。 

（インテグレイテッドサイエンスプログラム）

第２条の４ 本学に，第46条に規定する外国人留学生のための教育プログラムとして，イ

ンテグレイテッドサイエンスプログラムを置く。

（学部への進級）

第３条 本学に入学した第１年次の学生に係る修学指導，学籍管理等については，国立大

学法人北海道大学高等教育推進機構（以下「機構」という。）において行うこととし，

第１年次において所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した学生は，第２条第１

項に掲げる学部に進級するものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，現代日本学プログラムの第１年次の学生に係る進級は，別

に定めるところによる。 

３ 第２年次以降に所属する学部，学科等の決定は，別に定めるところによる。 

（大学院） 
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第４条 本学に，大学院を置く。 

２ 大学院については，別に定める。 

第２章 学部 

第１節 学年，学期及び休業日 

（学年及び学期） 

第５条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月31日に終わる。 

２ 学年を分けて，次の２学期とする。 

第１学期 ４月１日から９月30日まで 

第２学期 10月１日から翌年３月31日まで 

３ 学部，機構及び現代日本学プログラムにおいて必要と認めるときは，前項に定める各

学期の開始日及び終了日を変更することができる。 

４ 学部，機構及び現代日本学プログラムにおいて必要と認めるときは，第２項に定める

各学期を分けて，授業を行う期間を定めることができる。 

（休業日） 

第６条 授業を行わない日（以下「休業日」という。）は，次のとおりとする。 

日曜日及び土曜日 

国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

春季休業日 

夏季休業日 

冬季休業日 

２ 前項の春季休業日，夏季休業日及び冬季休業日は，学部，機構及び現代日本学プログ

ラムにおいて別に定める。

３ 臨時の休業日は，その都度総長が定める。 

４ 学部，機構及び現代日本学プログラムにおいて必要と認めるときは，休業日に授業を

行うことができる。 

第２節 修業年限及び在学年限 

（修業年限） 

第７条 修業年限は，４年とする。ただし，医学部医学科，歯学部歯学科，薬学部薬学科

及び獣医学部共同獣医学課程にあっては，６年とする。 

（在学年限） 

第８条 在学年限は，８年とする。ただし，医学部医学科，歯学部歯学科，薬学部薬学科

及び獣医学部共同獣医学課程にあっては，12年とする。 

２ 学部（第１年次の学生にあっては，本学）及び現代日本学プログラムにおいて必要と

認めるときは，進級等の基準を設け，同一年次等において在学することのできる年限を

定めることができる。 

第３節 入学 

（入学等の時期） 

第９条 入学，再入学，転入学，編入学及び転部の時期は，４月とする。ただし，学部及

び現代日本学プログラムにおいて必要と認めたときは，10月とすることができる。 

（入学資格） 

第10条 本学に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれ

に相当する学校教育を修了した者を含む。）

(3) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者
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(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が

定める日以後に修了した者

(6) 文部科学大臣の指定した者

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格

検定規程（昭和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含

む。）

(8) 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で，18歳に達したもの

（入学出願手続） 

第11条 前条に規定する者で入学を志願するものは，所定の期日までに，別に定める書類

に第35条第１項第１号に規定する検定料を添えて提出しなければならない。 

（入学試験） 

第12条 前条に規定する入学出願手続を行った者に対しては，入学試験を行う。 

２ 入学試験については，別に定める。 

（入学） 

第13条 前条に規定する入学試験を受験した者に対して，総長は，北海道大学入学者選抜

委員会の議を経て，合格及び不合格の決定を行う。 

２ 前項の規定により入学試験に合格した者で，所定の期日までに，別に定める書類を提

出したもののうち，第35条第１項第２号に規定する入学料を納付した者又は第36条第１

項の規定により入学料の免除若しくは第２項の規定により入学料の徴収の猶予を申請し

た者に対して，総長が入学を許可する。 

（編入学等の資格） 

第14条 次の各号のいずれかに該当する者については，学部及び現代日本学プログラムに

おいて選考し，当該学部の教授会（現代日本学プログラムにあっては，現代日本学プロ

グラム課程運営委員会。第15条第１項において同じ。）の議を経て，総長が入学を許可

することができる。 

(1) 本学の中途退学者で，再び同一の学部に入学を志願する者

(2) 他の大学に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した中途

退学者又は外国において学校教育における16年の課程に14年以上在学し，所定の学修

の成果を有する中途退学者で，入学を志願する者

(3) 本学若しくは他の大学を卒業した者又は外国において学校教育における16年の課程

を修了した者で，入学を志願する者

(4) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第104条第７項の規定により学士の学位を授与

された者で，入学を志願する者

(5) 短期大学若しくは高等専門学校を卒業した者又は外国において学校教育における14

年の課程を修了した者で，入学を志願する者

(6) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより

当該外国の学校教育における14年の課程を修了した者で，入学を志願する者

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定め

る基準を満たすものに限る。第21条第１項及び同条第３項において同じ。）を修了し

た者（学校教育法第90条第１項に規定する者に限る。）で，入学を志願する者

(8) 高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。第21条第１

項及び同条第３項において同じ。）の専攻科の課程（修業年限が２年以上であること

その他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限る。第21条第１項及び同条第３

項において同じ。）を修了した者（学校教育法第90条第１項に規定する者に限る。）

で，入学を志願する者
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２ 前項に規定する者のほか，他の大学に１年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所

定の単位を修得した中途退学者又は外国において学校教育における16年の課程に13年以

上在学し，所定の学修の成果を有する中途退学者で，法学部の第２年次に入学を志願す

る者については，法学部において，選考の上入学を許可することができる。 

（転入学） 

第15条 他の大学から本学に転入学を志願する者がある場合は，欠員のあるときに限り，

学部及び現代日本学プログラムにおいて選考し，当該学部の教授会の議を経て，総長が

入学を許可することができる。ただし，当該学部に別段の定めがある場合は，欠員がな

いときにあっても入学を許可することができる。 

２ 前項の規定により転入学を志願する者は，その際在学する大学の学部長又は学長の許

可証を願書に添えなければならない。 

（編入学等の入学出願手続等） 

第16条 第11条及び第13条の規定は，前２条の規定により入学する場合に準用する。 

（転部） 

第16条の２ 一の学部の学生であって他の学部に転部を志願する者がある場合は，欠員の

あるときに限り，学部において選考の上，学部長が転部を許可することができる。ただ

し，当該学部に別段の定めがある場合は，欠員がないときにあっても転部を許可するこ

とができる。 

２ 前項の規定により転部を志願する者は，その際在学する学部長の許可証を願書に添え

なければならない。 

第４節 教育課程及び履修方法等 

（教育課程の編成方針） 

第16条の３ 本学は，本学，学部，学科又は課程及び現代日本学プログラムの教育上の目

的を達成するために必要な授業科目を自ら開設し，体系的に教育課程を編成するものと

する。 

２ 教育課程の編成に当たっては，本学は，学部，学科又は課程及び現代日本学プログラ

ムの専攻に係る専門の学芸を教授するとともに，幅広く深い教養及び総合的な判断力を

培い，豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮しなければならない。

（教育課程の編成方法）

第17条 教育課程は，次に掲げる授業科目区分により開講する授業科目をもって編成す

る。 

(1) 教養科目

(2) 基礎科目

(3) 専門科目

(4) 国際交流科目

２ 前項に規定するもののほか，外国人留学生のための授業科目区分として日本語科目及

び日本事情に関する科目を置くことができる。 

３ 第１項第１号及び第２号並びに前項の授業科目区分の授業科目のうち，複数学部の学

生（第１年次の学生を含む。）を対象として共通の教育内容をもって開講される授業科

目を全学教育科目（獣医学部共同獣医学課程においては，一般教養教育科目）と称す

る。 

４ 第１項第３号の授業科目区分の授業科目のうち，複数学部の学生を対象として共通の

教育内容をもって開講される授業科目を専門横断科目と称する。 

５ 授業科目並びに授業科目の単位数及び履修方法に関し必要な事項は，学部及び現代日

本学プログラムの定めるところによる。 

６ 前項の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする

内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，

授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 
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(1) 講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で学部及び現代日本学プロ

グラムが定める時間の授業をもって１単位とする。

(2) 実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲で学部及び現代日本

学プログラムが定める時間の授業をもって１単位とする。ただし，芸術等の分野にお

ける個人指導による実技の授業については，学部が定める時間の授業をもって１単位

とすることができる。

(3) 一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併

用により行う場合の単位数を計算するに当たっては，その組み合わせに応じ，前２号

に規定する基準を考慮して学部及び現代日本学プログラムが定める時間の授業をもっ

て１単位とする。

７ 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究等の授業科目については，これらの学

修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な

学修等を考慮して，単位数を定めることができる。 

８ 第３項の全学教育科目に関し必要な事項は，北海道大学全学教育科目規程（平成７年

海大達第３号）の定めるところによる。 

９ 第４項の専門横断科目に関し必要な事項は，北海道大学専門横断科目規程の定めると

ころによる。 

10 第１項第４号の国際交流科目に関し必要な事項は，北海道大学国際交流科目規程（平

成９年海大達第50号）の定めるところによる。 

（授業の方法） 

第17条の２ 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれら

の併用により行うものとする。 

２ 前項の授業は，文部科学大臣が別に定めるところにより，多様なメディアを高度に利

用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ 第１項の授業を，外国において履修させることができる。前項の規定により，多様な

メディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合につい

ても，同様とする。

（成績評価基準等の明示等）

第17条の３ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，学生に対して，授業の方法及び内

容並びに１年間の授業の計画をあらかじめ明示するものとする。 

２ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当

たっては，客観性及び厳格性を確保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示

するとともに，当該基準に従って適切に行うものとする。 

（教育内容等の改善のための組織的な研修等） 

第17条の４ 学部は，当該学部の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及

び研究を実施するものとする。 

（履修科目登録の上限） 

第17条の５ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，学生が各年次にわたって適切に授

業科目を履修するため卒業要件として学生が修得すべき単位数について，学生が１年間

又は１学期に履修科目として登録することができる単位数の上限を定めるよう努めるも

のとする。 

２ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，その定めるところにより，所定の単位を優

れた成績をもって修得した学生については，前項に定める上限を超えて履修科目の登録

を認めることができる。 

（単位の授与等） 

第18条 一の授業科目を履修した学生に対しては，試験の上単位を与えるものとする。た

だし，卒業論文，卒業研究等の授業科目については，学修の成果を評価して単位を与え

ることができる。 
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（他学科又は他学部における授業科目の履修） 

第18条の２ 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が他の学科又は他の学部の

専門科目及び専門横断科目並びに国際交流科目を履修することを認めることができる。 

２ 前項の規定の実施に関し必要な事項は，学部の定めるところによる。 

３ 第１項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位の取扱いについて

は，学部の定めるところによる。 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第19条 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が他の大学又は短期大学の授業

科目を履修することを認めることができる。 

２ 前項の規定の実施に当たっては，当該大学又は短期大学との間において，履修できる

授業科目の範囲等必要な事項について協議するものとする。 

３ 前２項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位は，60単位を超え

ない範囲で当該学部における授業科目の履修により修得したものとみなすことができ

る。 

４ 前３項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を

我が国において履修する場合について準用する。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第19条の２ 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専

門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，当該学部におけ

る授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

２ 前項の規定により与えることのできる単位数は，前条第３項の規定により修得したも

のとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

（休学期間中の外国の大学における学修） 

第19条の３ 学部において教育上有益と認めるときは，学生が休学期間中に外国の大学に

おいて学修した成果について，本学における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことのできる単位数は，第19条第３項，前条

第１項及び第28条第２項の規定により当該学部において修得したものとみなす単位数と

合わせて60単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定及び在学年数の取扱い） 

第20条 学部において，教育上有益と認めるときは，新たに本学の第１年次に入学した学

生が，入学前に本学，他の大学若しくは短期大学において履修した授業科目について修

得した単位（大学及び短期大学において科目等履修生として履修した授業科目について

修得した単位を含む。）又は外国の大学若しくは短期大学において学修した成果を，本

学に入学した後の当該学部における授業科目の履修により修得したものとみなすことが

できる。 

２ 学部において，教育上有益と認めるときは，新たに本学の第１年次に入学した学生

が，入学前に行った第19条の２第１項に規定する学修を，本学に入学した後の当該学部

における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数は，本学

において修得した単位以外のものについては，第19条第３項，第19条の２第１項，前条

第１項及び第28条第２項の規定により当該学部において修得したものとみなす単位数と

合わせて60単位を超えないものとする。 

４ 本学における科目等履修生（大学又は短期大学の学生以外の者に限る。）として一定

の単位（学校教育法第90条の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）

を修得した者が，本学に入学する場合において，当該単位の修得により一の学部の教育

課程の一部を履修したと認められるときは，第１項の規定により入学した後に修得した

ものとみなすことのできる当該単位数，その修得した期間その他当該学部が必要と認め
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る事項を勘案し，当該学部が定める期間を教授会（教授会に属する職員のうちの一部の

者をもって構成される代議員会，専門委員会等を含む。以下同じ。）の議を経て，本学

における在学年数に算入することができる。ただし，その期間は，修業年限の２分の１

を超えてはならない。 

（編入学生等の既修得単位等及び在学年数の取扱い） 

第21条 第14条及び第15条の規定により入学を許可された者の，入学前に本学，他の大

学，短期大学若しくは高等専門学校において履修した授業科目について修得した単位又

は専修学校の専門課程，高等学校の専攻科の課程若しくは外国の大学若しくは短期大学

において学修した成果は，その一部又は全部を当該学部の教授会の議を経て，当該学部

における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。 

２ 学部において，教育上有益と認めるときは，前項に規定する者が，入学前に行った第

19条の２第１項に規定する学修（前項の規定を適用したものを除く。）を，本学に入学

した後の当該学部における授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。この

場合において与えることのできる単位数については，前条第３項の規定を準用する。 

３ 第１項に規定する者の入学前の本学，他の大学，短期大学，高等専門学校，専修学校

の専門課程，高等学校の専攻科の課程又は外国の大学若しくは短期大学における在学年

数については，その一部又は全部を当該学部の教授会の議を経て，本学における在学年

数に算入することができる。 

第５節 休学，転学，留学，退学，除籍及び懲戒 

（休学） 

第22条 学生が疾病その他の事由により２月以上修学できないときは，休学願に，疾病の

場合は医師の診断書を，その他の事由の場合は詳細な事由書を添えて当該学部長（第１

年次の学生にあっては国立大学法人北海道大学高等教育推進機構長，現代日本学プログ

ラムの学生（第１年次の学生を除く。）にあっては現代日本学プログラム課程長。以下

この節及び第40条第２項において同じ。）に提出し，許可を得てその学年の終わりまで

休学することができる。

第23条 疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては，当該学部長は，休学を命

ずる。 

（復学） 

第24条 休学している学生が，休学期間中にその事由が消滅したときは，復学願に医師の

診断書又は詳細な事由書を添えて当該学部長に提出し，許可を得て復学することができ

る。 

（休学期間） 

第25条 休学期間は，４年を超えることができない。ただし，医学部医学科，歯学部歯学

科，薬学部薬学科及び獣医学部共同獣医学課程にあっては，６年を超えることができな

い。 

２ 第８条第２項の規定は，休学期間について準用する。 

（休学期間の取扱い） 

第26条 休学期間は，在学年数に算入しない。 

（他大学への転学） 

第27条 学生が他の大学に転学を志願するときは，事由を記した書類を当該学部長に提出

し，その許可を受けなければならない。 

（留学） 

第28条 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が外国の大学又は短期大学に留

学することを認めることができる。 

２ 第19条第２項及び第３項の規定は，留学の実施及び学修の成果の取扱いについて準用

する。 

３ 留学期間は，在学年数に算入する。 
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（退学） 

第29条 学生が退学しようとするときは，詳細な事由を記した退学願を当該学部長に提出

し，その許可を受けなければならない。 

（除籍） 

第30条 次の各号のいずれかに該当する学生は，当該学部の教授会（第１年次の学生に係

るものにあっては国立大学法人北海道大学高等教育推進機構学務委員会，現代日本学プ

ログラムの学生（第１年次の学生を除く。）に係るものにあっては現代日本学プログラ

ム課程運営委員会。次条において同じ。）の議を経て，総長が除籍する。

(1) 第８条に規定する在学年限に達し，なお所定の単位を修得していないとき。

(2) 欠席が長期にわたるとき，又は成業の見込みがないとき。

(3) 第36条第５項，第７項又は第８項の規定により納付すべき入学料を納付しないと

き。

(4) 授業料の納付を怠り督促を受け，なお納付しないとき。

（懲戒）

第31条 総長は，学生が本学の規則に違反し，又はその本分に反する行為があったとき

は，当該学部の教授会の議を経て，懲戒する。ただし，同一の事由により懲戒すべき学

生が複数の学部（現代日本学プログラムを含む。）にいるとき及び第１年次の学生が含

まれるときは，当該学部の教授会及び教育研究評議会の議を経て，懲戒する。 

２ 懲戒は，譴責，停学及び退学とする。 

（停学期間の取扱い） 

第32条 停学期間は，在学年数に算入しない。 

（第１年次の学生に関する読み替え） 

第32条の２ 第18条の２から第20条まで及び第28条の規定は，第１年次の学生（現代日本

学プログラムの学生を除く。）の授業科目の履修等について準用する。この場合におい

て，第18条の２第１項，第19条から第20条まで及び第28条中「学部において」とあるの

は「本学において」と，第18条の２第１項中「他の学科又は他の学部の専門科目及び専

門横断科目並びに国際交流科目」とあるのは「国際交流科目」（インテグレイテッドサ

イエンスプログラムを履修する学生にあっては「学部の専門科目及び専門横断科目並び

に国際交流科目」）と，同条第２項中「学部」とあり，第19条から第19条の３まで及び

第20条第１項から第３項まで中「当該学部」とあるのは「本学」と読み替えるものとす

る。

（現代日本学プログラムの学生に関する読み替え）

第32条の３ 第18条の２から第21条まで及び第28条の規定は，現代日本学プログラムの学

生の授業科目の履修等について準用する。この場合において，次の表の左欄に掲げる規

定中同表の中欄に掲げる字句は，それぞれ同表の右欄に掲げる字句と読み替えるものと

する。 

第18条の2第1項， 

第19条第1項， 

第19条の2第1項， 

第19条の3第1項， 

第20条第1項， 

第20条第2項， 

第21条第2項， 

第28条第1項 

学部において 現代日本学プログラムにおいて 

第18条の2第1項 他の学科又は他の学部の専門科

目及び専門横断科目並びに国際

交流科目 

学部の専門科目及び専門横断科目

並びに国際交流科目 
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第18条の2第2項， 

第18条の2第3項 

学部 現代日本学プログラム 

第19条第3項， 

第19条の2第1項， 

第19条の3第2項， 

第20条第1項， 

第20条第2項， 

第20条第3項， 

第20条第4項， 

第21条第2項 

当該学部 現代日本学プログラム 

第20条第4項 一の学部 現代日本学プログラム 

第20条第4項 教授会 現代日本学プログラム課程運営委

員会 

第21条第1項， 

第21条第3項 

当該学部の教授会 現代日本学プログラム課程運営委

員会 

第21条第1項 当該学部における 現代日本学プログラムにおける 

第６節 卒業及び学位 

（卒業） 

第33条 本学に第７条に規定する年限以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位

を修得し，かつ，当該学部の定める卒業に必要な基準を満たした学部の学生に対して

は，当該学部の教授会の議を経て，総長が卒業を認定する。 

２ 本学に第７条に規定する年限以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修

得した現代日本学プログラムの学生に対しては，現代日本学プログラム課程運営委員会

の議を経て，総長が卒業を認定する。 

３ 前２項の単位のうち，第17条の２第２項に規定する授業の方法により修得した単位数

は，60単位を超えないものとする。ただし，卒業に124単位を超える単位の修得が必要な

場合において，同項に規定する授業以外の方法により64単位以上を修得しているとき

は，この限りでない。 

（早期卒業） 

第33条の２ 医学部医学科，歯学部歯学科，薬学部薬学科及び獣医学部共同獣医学課程を

除き本学に３年以上在学した者で，卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認めら

れ，かつ，当該学部の定める卒業に必要な基準を満たした学部の学生に対しては，前条

第１項の規定にかかわらず，当該学部の定めるところにより，教授会の議を経て，総長

が卒業を認定することができる。 

２ 本学に３年以上在学した者で，卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認めた現

代日本学プログラムの学生に対しては，前条第２項の規定にかかわらず，現代日本学プ

ログラムの定めるところにより，現代日本学プログラム課程運営委員会の議を経て，総

長が卒業を認定することができる。

（学位）

第34条 前２条の規定により卒業を認定した者に対し，総長が学士の学位を授与する。 

２ 学士の学位に関し必要な事項は，北海道大学学位規程（昭和33年海大達第12号）の定

めるところによる。 

第７節 検定料，入学料及び授業料 

（検定料，入学料及び授業料の額） 

第35条 本学における検定料及び入学料の額並びに授業料の年額は，次のとおりとする。 

(1) 検定料 17,000円

(2) 入学料 282,000円

(3) 授業料の年額 535,800円
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２ 本学の入学者選抜において，出願書類等による選抜（以下「第１段階目の選抜」とい

う。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第２段階目の選

抜」という。）を行う場合の検定料の額は，前項第１号の規定にかかわらず，第１段階

目の選抜に係る額は4,000円とし，第２段階目の選抜に係る額は13,000円とする。 

３ 現代日本学プログラム及びインテグレイテッドサイエンスプログラムにおける入学者

選抜に係る検定料の額は，第１項第１号の規定にかかわらず，5,000円とする。 

４ 第14条及び第15条に規定する編入学等及び転入学に係る検定料の額は，第１項第１号

の規定にかかわらず，30,000円とする。 

（入学料の免除及び徴収猶予） 

第36条 特別な事情により入学料の納付が著しく困難であると認められる者に対しては，

その者からの申請に基づき，入学料の全額又は半額を免除することができる。 

２ 経済的理由により入学料の納付期限までに入学料の納付が困難であり，かつ，学業優

秀と認められる者又は特別な事由により入学料の納付期限までに入学料の納付が困難で

あると認められる者に対しては，その者からの申請に基づき，入学料の徴収を猶予する

ことができる。 

３ 第１項の規定により入学料の免除又は前項若しくは第６項の規定により入学料の徴収

の猶予を申請した者に対しては，入学料の免除若しくは徴収の猶予が許可され，又は不

許可とされるまでの間は，入学料の徴収を猶予する。 

４ 第１項の規定により入学料の免除又は第２項の規定により入学料の徴収の猶予を申請

した者が入学前に入学を辞退したときは，納付すべき入学料を納付しなければならな

い。 

５ 第１項の規定により入学料の免除又は第２項の規定により入学料の徴収の猶予を申請

した者が，入学料の免除の不許可若しくは半額免除の許可又は徴収の猶予の許可若しく

は不許可を告知されたときは，所定の期日までに納付すべき入学料を納付しなければな

らない。 

６ 前項の規定により入学料の免除の不許可又は半額免除の許可を告知された者は，所定

の期日までに納付すべき入学料の徴収の猶予の申請をすることができる。 

７ 前項の規定により入学料の徴収の猶予を申請した者が，徴収の猶予の許可又は不許可

を告知されたときは，所定の期日までに納付すべき入学料を納付しなければならない。 

８ 第３項の規定により入学料の徴収を猶予された者及び第５項又は前項の規定により入

学料の徴収の猶予を申請し，その許可を告知された者が，当該猶予の期間中に退学を願

い出たときは，所定の期日までに納付すべき入学料を納付しなければならない。 

９ 前各項に定めるもののほか，入学料の免除及び徴収猶予の取扱いに関し必要な事項

は，別に定める。 

（授業料） 

第37条 授業料は，各年度に係る授業料について，前期（毎年４月１日から９月30日まで

とする。以下同じ。）及び後期（毎年10月１日から翌年３月31日までとする。以下同

じ。）の２期に区分して納付するものとし，前期にあっては５月，後期にあっては11月

にそれぞれ年額の２分の１に相当する額を納付しなければならない。ただし，総長が特

に必要と認めた場合には，この項本文の規定による納付の時期を延期することができ

る。 

２ 納付期限は，別にこれを定める。 

３ 前２項の規定にかかわらず，前期に係る授業料を納付するときに，当該年度の後期に

係る授業料を併せて納付することができる。 

４ 入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については，第１項及び第２項の規定

にかかわらず，入学を許可されるときに納付することができる。 

（休学者の授業料） 

第38条 前期又は後期の全期間を通じて休学するときは，その期分の授業料を免除する。 
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２ 前期又は後期の期間の全部又は一部の期間を休学するときの授業料の免除の取扱いに

ついては，別に定める。 

３ 休学により授業料を免除された者が前期又は後期の中途において復学したときは，そ

の者の授業料の年額の12分の１に相当する額（その額に10円未満の端数があるときは，

これを切り上げるものとする。以下同じ。）に復学した日の属する月から当該前期又は

後期の末日までの月数（１月未満の端数があるときは，これを１月とする。）を乗じて

得た額を，復学した日の属する月に納付しなければならない。 

（学年の中途で卒業する者の授業料） 

第38条の２ 特別の事情により，学年の中途で卒業する者の授業料の額は，その者の授業

料の年額の12分の１に相当する額に在学する月数を乗じて得た額とし，当該学年の５月

に納付しなければならない。ただし，卒業する月が10月以後であるときは，後期に在学

する期間に係る授業料を11月に納付しなければならない。 

２ 前項に定めるもののほか，学年の中途で卒業する者の授業料の取扱いについては，別

に定める。 

（退学者等の授業料） 

第39条 前期又は後期の中途において退学し，又は退学を命ぜられ若しくは除籍された場

合においては，別に定める場合を除き，これらの場合のいずれかに該当することとなっ

た日の属する期に係る授業料を納付しなければならない。 

２ 停学を命ぜられた期間中であっても，当該期間分の授業料を納付しなければならな

い。 

（授業料の免除及び徴収の猶予） 

第40条 経済的事由により納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる学生又は特別

な事情により授業料の納付が著しく困難であると認められる学生に対しては，授業料の

全部若しくは一部を免除することができる。 

２ 前項に規定する授業料の免除の許可を受けようとする学生は，所定の期日までに，事

由を付して当該学部長を経て総長に願い出なければならない。 

３ 授業料の免除を許可する学生は，各期ごとに定める。 

４ 第２項の規定により授業料の免除の許可を願い出た学生に対しては，授業料の全部若

しくは一部の免除が許可され，又は不許可とされるまでの間は，授業料の徴収を猶予す

る。 

５ 授業料の免除を申請した学生が，免除の不許可又は一部免除の許可を告知されたとき

は，所定の期日までに，納付すべき授業料を納付しなければならない。 

６ 授業料の免除の許可若しくは第４項の規定による徴収の猶予（以下この項において

「許可等」という。）を受けている学生の当該許可等を受けることとなった事由が消滅

したときは，当該許可等を取り消すものとし，当該学生は，所定の期日までに納付すべ

き授業料を納付しなければならない。 

７ 前各項に定めるもののほか，授業料の免除及び徴収の猶予の取扱いに関し必要な事項

は，別に定める。 

（検定料等の還付） 

第41条 既納の検定料，入学料及び授業料は，還付しない。ただし，次の各号のいずれか

に該当するときは，納付した者の申出により当該各号に定める額を還付する。 

(1) 本学の入学者選抜において，第１段階目の選抜を行い，第２段階目の選抜を行う場

合に，検定料を納付した者が，第１段階目の選抜で不合格となったとき 第35条第２

項に定める第２段階目の選抜に係る額に相当する額

(2) 大学入試センター試験を受けた者に対して行う本学の入学者を選抜するための試験

において，検定料を納付した者が，当該試験の受験に必要な大学入試センター試験の

科目を受験しなかったことが明らかとなったとき 第35条第２項に定める第２段階目

の選抜に係る額に相当する額
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(3) 前期に係る授業料を納付したときに後期に係る授業料を併せて納付した者が，その

年の９月末日までに後期の全期間を通じて休学を願い出たとき又は退学し若しくは退

学を命ぜられたとき 後期に係る授業料に相当する額

(4) 入学を許可されるときに授業料を納付した者が，その年の３月31日までに入学を辞

退したとき 当該授業料に相当する額

第８節 聴講生，科目等履修生，特別聴講学生，日本語研修生，研究生及び外国

人留学生 

（聴講生） 

第42条 本学において一又は複数の授業科目を聴講しようとする者がある場合は，当該学

部において適当と認め，かつ，支障のないときに限り，聴講生として許可することがで

きる。 

２ 聴講生に関して必要な事項は，北海道大学聴講生規程（平成７年海大達第21号）の定

めるところによる。 

（科目等履修生） 

第43条 本学において一又は複数の授業科目を履修し，単位を修得しようとする本学の学

生以外の者がある場合は，当該学部において適当と認め，かつ，支障のないときに限

り，科目等履修生として許可することができる。 

２ 科目等履修生に関し必要な事項は，北海道大学科目等履修生規程（平成５年海大達第

32号）の定めるところによる。 

（特別聴講学生） 

第44条 本学において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学若しく

は短期大学又は外国の大学若しくは短期大学の学生がある場合は，当該大学又は短期大

学との協議に基づき，学部において，特別聴講学生として許可することができる。 

２ 前項の規定によるもののほか，「北海道地区国立大学における教養教育の単位互換に

関する協定書（平成26年２月28日締結）」に基づき，本学において特定の全学教育科目

を履修し，単位を修得しようとする北海道地区の他の国立大学の学生がある場合は，機

構において，特別聴講学生として許可することができる。 

３ 前２項の規定によるもののほか，本学において専門横断科目又は国際交流科目のうち

日本語，日本文化及び日本事情に関する特定の授業科目を履修し，単位を修得しようと

する外国の大学の学生がある場合は，当該大学との協議に基づき，機構において，特別

聴講学生として許可することができる。 

４ 前項の特別聴講学生は，日本語・日本文化研修生と称する。 

５ 第１項から第３項までの規定によるもののほか，Hokkaidoユニバーサルキャンパス・

イニシアチブにおいて実施するHokkaidoサマー・インスティテュートに係る専門横断科

目を履修し，単位を修得しようとする他の大学又は外国の大学の学生がある場合は，当

該他の大学又は外国の大学との協議に基づき，機構において，特別聴講学生として許可

することができる。この場合において，外国の大学の学生に係る許可については，当該

外国の大学との協議に基づかないことができるものとする。

６ 特別聴講学生に係る検定料及び入学料は，徴収しない。 

７ 特別聴講学生に係る授業料の額は，北海道大学における聴講生等の検定料等の額に関

する規程（昭和53年海大達第15号。以下「検定料等規程」という。）の定めるところに

よる。 

８ 特別聴講学生に係る授業料は，１単位ごとに，本学が指定する日までに納付しなけれ

ばならない。ただし，特別聴講学生が北海道大学における特別聴講学生及び特別研究学

生に係る授業料等の不徴収に関する規程（平成16年海大達第267号）に基づく学生である

ときは，授業料を徴収しない。 

９ 特別聴講学生に係る既納の授業料は，還付しない。 

（日本語研修生） 
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第44条の２ 本学において日本語教育プログラムを受講しようとする外国の国籍を有する

者がある場合は，機構において，日本語研修生として許可することができる。 

（研究生） 

第45条 本学において特定の専門的事項について研究しようとする者がある場合は，当該

学部において適当と認め，かつ，支障のないときに限り，研究生として許可することが

できる。 

２ 研究生に関し必要な事項は，北海道大学研究生規程（平成３年海大達第３号）の定め

るところによる。 

（外国人留学生） 

第46条 外国人であって第12条又は第14条の規定によらないで本学に入学を志願する者が

ある場合は，支障のないときに限り，外国人留学生（この条において「留学生」とい

う。）として選考の上，総長が入学を許可することができる。 

２ 前項に規定する留学生として入学できる者の資格は，別に定める。 

３ 第１項の規定により入学を許可する留学生について，総長が特に必要と認めた場合に

は，入学料及び授業料を徴収しないことができる。 

４ 留学生は，定員外とすることができる。 

５ 留学生には，本通則を準用する。 

第２章の２ 特別の課程 

第46条の２ 総長は，学校教育法第105条に規定する特別の課程として本学の学生以外の者

を対象とした履修証明プログラムを編成し，これを修了した者に対し，修了の事実を証

する証明書を交付することができる。 

２ 前項に定めるもののほか，履修証明プログラムに関し必要な事項は，別に定めるとこ

ろによる。 

第３章 教育職員免許 

第47条 本学において，教育職員免許法（昭和24年法律第147号）に規定する基礎資格を取

得し，かつ，専門科目について所要の単位を修得した者は，同法に規定する教育職員免

許状授与の所要資格を取得することができる。 

２ 前項に規定する所要資格の取得方法及び取得することができる教育職員免許状の種類

については，教育職員免許状授与の所要資格の取得に関する規程（昭和51年海大達第29

号）の定めるところによる。 

第４章 公開講座 

第48条 社会人の教養を高め，文化の向上に資するため，本学に公開講座を開設すること

ができる。 

２ 公開講座講習料の額は，検定料等規程の定めるところによる。 

３ 公開講座講習料は，受講の申込みをするときに納付しなければならない。 

４ 既納の公開講座講習料は，還付しない。 

附 則 

１ この規程は，平成７年４月１日から施行する。 

（略） 

附 則（平成30年８月１日海大達第117号） 

この規則は，平成30年８月１日から施行する。 

附 則 

１ この規則は，平成31年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行日の前日までに第30条第４号の規定に該当し除籍となった者に係る

復籍については，改正後の北海道大学通則の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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６．附属教育研究施設等の紹介 

（１）地震火山研究観測センター
北海道は，世界的に見て地震活動や火山噴火が活発な場所である。太平洋側や日本海側の

海底では，巨大地震が数多く発生し，揺れや津波による大きな被害を受けてきた。内陸部

では，活断層が多数存在するとともに，巨大なカルデラを含む 20 の活火山があり，頻繁に

噴火が発生している。これらの活発な地震や火山活動は，千島海溝からの太平洋プレート

の沈み込みと，日本海側で大陸プレートの衝突という，広域テクトニクスで位置づけられ

る。北海道は，多様な地震火山現象を直接観測することが可能であり，発生メカニズム研

究の対象として格好のフィールドとなっている。 

本センターでは，北海道をはじめ日本列島とその周辺に起きる地震や火山を観測し，得ら

れたデータを解析することで，地震や噴火の発生メカニズムを明らかにする研究教育を実

施している。また，研究成果を活用し，災害軽減を目指す取り組みも積極的に行っている。

フィールドに恵まれた北海道の特性を生かし，地震や火山現象を地球科学の広い視野の中

で理解することに重点を置くことが教育研究の基本方針となっている。地震や噴火現象を

地球科学的に俯瞰し，全地球的な視野に立った教育研究を行うことによって，はじめて日

本の地震や火山の研究が進められる。このため本センターでは，北海道に限らず，国際共

同研究をはじめとする世界的なスケールの教育研究を推進している。

地震観測研究分野では，北海道内に約 50 ヵ所の地震地殻変動観測点を設置しており，観

測データを札幌キャンパスにリアルタイムで伝送して地震発生の仕組みを解明する研究を

行っている。超巨大地震と津波の発生が切迫している十勝根室沖での各種観測や，内陸地

震発生地域での重点的観測などを実施している。地震や火山活動を支配しているのはプレ

ートの運動である。北海道を含むアジア北東部の広域テクトニクスの研究をロシアや中国

と協力して進めている。 

海底地震津波研究分野は，海底地震計や数値計算，地質調査などを駆使し，海溝型巨大地

震とそれが引き起こす津波の研究を行っている。海底に地震計を配置して震源域の特徴的

な地下構造や地震活動を捉える観測を行うとともに，津波観測と数値計算を組み合わせ津

波発生メカニズムの研究を進めている。また，地質調査から，過去数千年に及ぶ古津波を

復元する研究を実施している。津波災害の軽減を目指し，即時的に津波浸水を予測する研

究も行っている。 

火山活動分野は，地球物理学的諸観測に基づき，火山活動の包括的な解明を目指した研究

を進めている。有珠山，駒ヶ岳，樽前山，十勝岳及び雌阿寒岳では，常時観測を実施して

いる。火山性地震・微動，火山性地殻変動・重力，熱，地球電磁気現象等の様々な観測に

よって，マグマや熱水系を含む総合的な火山活動をモデル化し，噴火の前兆現象や爆発機

構，ダイナミックな構造の理解を進めている。火山噴火予知連絡会や火山防災協議会など

を通じて，研究成果を災害軽減に生かす取り組みも積極的に行っている。 

地下構造研究分野では，地震学的・地球電磁気学・測地学など，さまざまな地球科学的な

調査手法を駆使して，地震発生帯や火山の地下構造を明らかにする研究を進めている。地

震が多発する場所では，特異な地下構造が見られる。火山の地下には，マグマ溜まりがあ

るはずである。これら，地殻やマントルの構造は，地震や火山噴火現象を支配する最も基

本的な情報であり，災害ポテンシャルの評価にとって重要な研究分野となっている。また，

再生可能エネルギーとして注目されている地熱資源の調査も進めている。 

地震火山地域防災情報支援室は，学内外の多様な研究分野や行政機関・社会との協働から，

地震火山災害の軽減を目指す組織である。本センターが進める地震や噴火の発生メカニズ

ム研究は災害誘因の評価に直結する。津波の即時的浸水予測の研究は，津波避難計画の基

本的情報となる。これらの研究成果を，社会で活用し実際の災害軽減にまで昇華させるた

めには，多くの研究分野をはじめ，行政や住民など社会組織との連携が必要となる。当室

には，そのハブ的な機能を果たすことが期待されている。

このように，本センターはフィールドサイエンスの研究を行いながら教育を行なう施設で

ある。学部生も大学院生も，それぞれのフィールドワークに参加してもらっている。また，

本センターの大きな特長は外国との研究協力が盛んなことで，大学院生も積極的に海外で

の観測に参加している。
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６．附属教育研究施設等の紹介 

（２）ゲノムダイナミクス研究センター
生物は DNA や染色体に記録された遺伝情報をもとにからだをつくり，様々な生命活動を営

んでいる。ひとつの生物をつくるために必要な全遺伝情報のセットがゲノムである。ヒト

の DNA は，23対 46 本の染色体として細胞の核の中に収納されている。1個の受精卵から体

が形作られていく発生過程や，個々の細胞が置かれた環境に応じて染色体から必要な遺伝

情報が読み出され，その情報にしたがって適切な反応が起こることにより，生物は発生や

組織分化を正常に進めることができる。ゲノムに記録された情報が読み出される遺伝子発

現の過程は巧妙に制御されており，この過程の異常や，細胞から細胞へとゲノムが受け継

がれる過程で遺伝情報自体に異常が起こると，多くの場合，発生異常や病気となって現れ

る。また，ゲノムは時間の流れの中で少しずつ変化して進化の源となり，多種多様な生物

を生み出してきた。現存する多様な生物のゲノムには生命の起源から現在までの歴史が刻

まれている。さらに今，私たちの生活を豊かにし，人類の発展を持続可能なものとするた

めに，生物がもつ機能を活用することが期待されている。生物の複雑で巧妙なしくみを理

解し，その機能を利用していくためには，ゲノムに記録された情報の機能と制御機構を解

析していくことが必要になる。 

ゲノムダイナミクス研究センターは学内共同利用施設として，医学や農学などの応用研究

を含む現代の生命科学研究に欠くことのできない，ゲノムの構造と機能およびその制御機

構の研究のための設備機器と技術を全学に提供している。さらに，研究対象としての様々

な生物を飼育・栽培できる設備と技術を提供し，多様な研究に対して支援を行っている。

運営に携わる教員は理学研究院生物科学部門に所属し，ゲノムの構造と機能ならびに進化

に関する研究プロジェクトを推進している。また，センターは理学部・理学院・生命科学

院等の学生教育にも活用されている。 

当研究センターには，以下の利用部門が設けられている。 

動物染色体共同利用部門： 

染色体の構造解析に必要な最新技術の供与・指導，絶滅危惧種を含む脊椎動物の多様な細

胞系統の保存を行っている。運営にあたる教員は，哺乳動物の不活性 X 染色体の再活性化

機構に関する研究を行っている。 

遺伝子実験共同利用部門： 

隔離温室，恒温培養室，組換え DNA 実験室およびゲノム解析機器を提供している。運営に

あたる教員は，絶滅危惧種を含む哺乳類・鳥類の DNA を用いた分子系統進化学および集団

遺伝学に関する研究を行っている。 

実験生物共同利用部門： 

マウス・ラットなどのげっ歯類，昆虫を含む中・小型動物，水棲動物に対応した飼育設備，

温室・圃場などの植物栽培設備を提供するとともに，飼育や栽培に関する技術支援も行っ

ている。運営にあたる教員は，減数分裂の制御機構に関する研究や，疾患モデルとなるマ

ウスやラットの変異に関する研究を行っている。また，昆虫のゲノム構造の比較を基に，

種の分化や多様性に関する研究を行っている。
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－平成１３年４月から北方生物圏フィールド科学センターへ移行した施設－ 

（３）厚岸臨海実験所
国内唯一の亜寒帯に位置する臨海実験所として 1931 年に設立された。寒流系沿岸海洋生

物の分類学，生態学，さらに沿岸生物海洋学などの諸分野の共同利用の教育研究施設とし

て利用されている。実習室・外来実験室・宿泊施設・実習研究船等を備えており，理学部

生物科学科生物学専修分野（臨海実習Ⅰ，海洋生態学実習）や他大学の臨海実習，北海道

大学１年生対象の一般教育演習集中講義，国公私立大学の生物系の学部学生対象の単位互

換の公開臨海実習などの実習教育が実施されている。平成 24年度からは文部科学省教育関

係共同利用拠点として室蘭臨海実験所とともに多様な教育プログラムを行っており，平成

29 年からはさらに 5 年間再認定されている。また，国内外の研究者・院生等の外来利用者

を多数受け入れており，別寒辺牛川流域や厚岸湖，厚岸湾，大黒島などの各種周辺フィー

ルドの研究の基地として利用されている。実験所の管理運営を担当する教員・技術職員は，

北方生物圏フィールド科学センターに所属し，厚岸湖・厚岸湾の生態系変動の研究や，ア

マモ場，干潟，岩礁潮間帯，沿岸親潮域の群集生態学・生態系生態学・生物海洋学の研究

（生物群集生態領域・群集生態分野）等を行っている。学部教育においては，理学部生物

科学科生物学専修分野の卒業研究の受け入れ先となっており，大学院教育においては，環

境科学院生物圏科学専攻水圏生物学コースを担当している。

（４）室蘭臨海実験所
1933 年附属海藻研究所として室蘭市舟見町に開設された。その後，1956 年に室蘭市チャ

ラツナイ浜，2012 年に現在の室蘭市舟見町追直漁港近くに移転した。本実験所は，海藻の

発生・生理・生態・分類などの研究を中心に行っている本邦唯一の臨海実験所であり，世

界にも例を見ないユニークなものである。現在は主に海藻類の培養を通しての生活環制御，

栄養生理・生化学，同形配偶子接合から卵生殖に向けての生殖進化の問題，それに伴う細

胞微細構造の変化，受精・発生過程におけるゲノム情報を基盤とした分子細胞生物学的解

析，環境 DNA を用いた藻場の維持機構について研究が行われている。海洋生物学に関連す

る様々な研究分野の国内外の大学研究者，本学理学部学生の臨海実習，他大学学生の公開

臨海実習にも利用されており，平成 24 年度からは文部科学省教育関係共同利用拠点として

厚岸臨海実験所とともに認定され，平成 29年からはさらに 5年間再認定されている。学部

教育においては理学部生物科学科生物学専修分野の卒業研究の受け入れ先となっており，

大学院教育においては，環境科学院生物圏科学専攻水圏生物学コースを担当している。教

員・技術職員は北方生物圏フィールド科学センターに所属している。
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この欠席届様式は、適宜コピーしてご使用ください。

欠 席 届 

年 月 日

教員 殿

科 目：

 年入学 学部 学科 年

学生番号：

氏  名：

下記の理由により欠席しますので，お届けします。

記

欠席理由：

欠席した日（期間）：

 年   月 日～ 年 月 日

出典：理学部学生便覧579



・ 当該現況分析単位に関する「協定等に基づく留学期間別日本人留学生数」

（単位：人）

年度 年度 年度 計

学生数

１か月未満 （ ） （ ） （９） （ ）

１か月以上

３か月未満

２（１） １ ０（１） ３（２）

３か月以上

６か月未満

０ １ ０ １

６か月以上

１年未満

２ ０ ２ ４

１年以上 ０ １ ０ １

不明 ０ ０ ０ ０

※１ 学生数は各年度５月１日時点で２～４年次に在籍する日本人学生数。

※２ （）内の数は総合教育部（１年次）在籍中に留学し，２年次に当該部局に

移行した者の数。

出典：評価室資料

資料Ⅰ（理学部）-16 協定等に基づく留学期間別日本人留学生数（2016～2018年度） 
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・ 履修指導の実施状況

取組 実施組織 実施状況 

ガイダンス 理学部 

○学部全体 2 年次対象に 4 月に実施

○学科別

・数学科 毎年 4 月に実施。

・物理学科 各学年開始時に実施。2 年次進

級時には宿泊研修を実施。

・化学科 毎年実施。

・生物科学科（生物） 年度当初に学年ごと

に実施。3 年次は秋にも実施。

・生物科学科（高分子） 学期ごとに 2 回実

施。

・地球惑星科学科 3 年生 12 月から 2 月に

かけて全体ガイダンス及び各研究室ガイ

ダンスを実施。

担任制 理学部 

・物理学科 ２～３年次に設置

・化学科 設置

・生物科学科（生物） ISP のみ設置

・生物科学科（高分子） １～３年次に設置

・地球惑星科学科 ２～３年次に設置

能力別クラス分け 理学部 ・数学科 一部の演習クラスで実施

資料Ⅰ（理学部）-21 履修指導の実施状況が確認できる資料（2019年度） 

出典：理学部教務関係資料
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・ 学習相談の実施状況

取組 実施組織 実施状況 

オフィスアワー 理学部 

・数学科 学部講義の担当者は毎週実施

・物理学科 常時受入

・化学科 教員の個別対応

・生物科学科（生物） 週一回は実施

学習相談 理学部 

・数学科 単位取得状況が良くない学生に

対しては、半期に一度のペースで学修面談

を実施。単位取得状況に関わらず、学修面

談を希望する学生に対しては随時実施。

・物理学科 各学年の学生委員が受け入れ

ている。

・化学科 部門長・教務委員・学生委員が行

う。個別の専門科目においては補習等、学

習相談を実施している。

・地球惑星科学科 ２－３年生学生につい

ては学生委員が，４年生について指導教員

が学習相談に当たっている．

クラス担任・副担

任によるオフィ

スアワー設定

総合教育部 

学務部教育推

進課 

学生からの相談等の受入体制として，オフィ

スアワーを設定しており，新入生オリエン

テーション時に，クラス担任，副担任のオ

フィスアワーについて説明（掲示版にも各

クラス担任，副担任のオフィスアワー一覧

を掲示） 

クラスアワーの

実施 

総合教育部 

学務部教育推

進課 

クラス担任，副担任により基礎クラス別に年

４回実施

第１回は，新入生オリエンテーション時，第

２回は６月上旬までに，第３回は９月末に

個別面談方式で実施，第４回は，実施時期

は２月上旬頃となるが，実施の有無を含め

てクラスの状況を見てクラス担任が判断 

個別学習相談 
ラーニング・

サポート室

随時，ラーニングサポートスタッフ（特定専

門職員，TA)による個別学習相談対応（利

用者数：H29 年度 2,490 名，H30 年度 2,905

名，R１年度 2,092 名） 

特に，理科，数学等の理系基礎科目の基礎力

をつけるための補講等も実施している。 

資料Ⅰ（理学部）-22 学習相談の実施状況が確認できる資料（2019年度）

出典：理学部教務関係資料
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・ 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組の実施状況

取組 実施組織 実施状況 

キ ャ リ ア 講 演

会の実施 
理学部 

大学院生・OB を講師とした講演会を 3 回実

施 

キ ャ リ ア 関 連

科目の開設 
理学部 理学共通演習Ⅰ（受講者 20 人） 

キ ャ リ ア 関 連

科目の開設 

全学教育部 

学 務 部 教 育 推

進課 

全学教育科目 

・一般教育演習(ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ：キャリアデザ

イン－自分の未来を自分で考えよう－）（受

講者 22 人） 

・一般教育演習(ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ：グローバル・

キャリア・デザイン１） （受講者 20 人）

・一般教育演習(ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ：グローバル・

キャリア・デザイン２） （受講者 28 人）

・一般教育演習(ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ：グローバルキ

ャリアセミナー １学期） （受講者 10 人） 

・一般教育演習(ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ：グローバルキ

ャリアセミナー ２学期） （受講者９人） 

・総合科目（グローバル基礎科目（リーダー

シップとチームワーク） （受講者 280 人） 

・科学・技術の世界（研究者のキャリアデザ

イン〜研究者の実例から学ぶ未来の選択）

（受講者８人） 

イ ン タ ー ン シ

ップ 

全学教育部 

学 務 部 教 育 推

進課，キャリア

支援課 

全学教育科目 

・インターンシップ A（国内） （受講者 49

人） 

・インターンシップ B（国内） （受講者７

人） 

・インターンシップ A（国際） （受講者５

１人） 

・インターンシップ B（国際） （受講者１

人） 

 出典：理学部教務関係資料 

資料Ⅰ（理学部）-23 社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培う取組の実施状況（2019年度）
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・ 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料

対象 実施組織 実施状況 

障害のある学生 理学部 
聴覚障害のある学生のため，火災報知器と連

動した，光警報装置を新設した。 

障害のある学生 理学部 
対象学生の状況を授業担当教員に伝え，学生

の希望を踏まえて個別対応している。 

障害のある学生

及び性別違和の

学生（留学生も

含む） 

学生相談総合

センターアク

セシビリティ

支援室 

ノートテーカーの配置，期末テストなどの別

室受験の調整，レポートの提出期限延長の調

整，支援機器の貸し出し，性別違和への対応，

発達障害の学生の配慮願い等 

新入生オリエン

テーション・ガ

イダンス

総合教育部 

学務部教育推

進課 

実施日：４月３日(水)（入学式前日）新入生

参加必須 

午前：新入生向けに基礎クラス(53 クラス)

単位で実施 

午後：総合入試入学者，学部別入試入学者に

分かれて進級，学部移行，学科分属等のガイ

ダンスを実施 

全学教育科目の

履修調整・登録

に関するガイダ

ンス

全学教育部 

学務部教育推

進課 

実施日：４月５日(金) 基本的に自由参加 

１回につき１時間強で説明し，合計５回実施 

学生は，学部，クラスごとの指定された時刻

で参加 

履 修 相 談 会

（MANAVI) 

学務部教育推

進課 

北大生協学生

組織委員会 

実施期間：４月６日(土)～11 日(木) 自由

参加 

全体説明会（４月６日(土)，７日(日)） 

個別相談会（４月７日(日)～11 日(木)） 

必修科目長期欠

席者への対応 

総合教育部 

学務部教育推

進課 

必修科目において３回連続で欠席した場合，

クラス担任，副担任に出欠確認システムによ

り，自動的に報告メールが配信され，面談等

により状況確認等を行う。 

履修相談 
ラーニング・サ

ポート室 

随時，ラーニングサポートスタッフ（特定専

門職員)による履修相談対応（利用者数：H29

年度 739 名，H30 年度 535 名，R１年度 1,029

名） 

複数の学問分野にまたがる相談など，対応に

高度な知識を要する場合は，アカデミック・

アドバイザー教員が対応

特定の学部・学科等に特化した内容の場合に

は，学部相談員が対応 

資料Ⅰ（理学部）-24 履修上特別な支援を要する学生等に対する学習支援の状況が確認できる資料（2019年度）

出典：理学部教務関係資料
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・ キャリア講演会の実施が確認できる資料

実施

年度 
実施月日 

講師出身学

科・専攻 
所属企業 講演タイトル 

2017
年 

12月 11日 
化学 (株)ソニー ソニーR&Dの縁の下の力持ち

生物 
北大生命科学研

究院 
関節治療に材料からアプローチ 

12月 20日 
数学 

(株)アビームコ
ンサルティング

数学者が肌男のコピーも担当 

物理 (株)三菱電機 
社会インフラを支えるシステムの

開発 

2018
年 

10月 26日 （起業家） 
合同会社

TOKZUM 

マスの終焉、そしてワークスタイ

ル選択の時代へ ～生業を複数持

つことの重要性～ 

11月 15日 
物理 

(株)ニュートン
プレス 

科学を伝えるプロフェッショナル 

文学 
小樽市総合博物

館 
小樽の芸人？学者？いえいえ〇〇 

11月 21日 
生物 

花王安全科学研

究所 

生命科学とレギュラトリーサイエ

ンス ～リスクアセッサーの国際

的役割 

地球惑星 
(株)マスワーク

ス 
技術計算ソフトによって学生たち

の多角的に考える力を育てる 

2019
年 

6月 27日 
数学 札幌北高校教員 資格を持って働く 教員 
文学 九州歴史資料館 資格をもって働く 学芸員 

9月 25日 

数学 
(株)アウトブレ
イン ジャパン

生物 
花王安全科学研

究所 
化学 (株)ライオン 

出典：理学・生命科学事務部教務担当データ

学部の学びのソノサキ

資料Ⅰ（理学部）-25 キャリア講演会の実施が確認できる資料（2017～2019年度）
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○北海道大学の学士課程における授業科目の成績の評価に関する規程

平成27年４月１日 

海大達第49号 

（趣旨） 

第１条 この規程は，北海道大学の学士課程における授業科目の成績の評価（以下「成績の

評価」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。 

（成績の評価） 

第２条 成績の評価は，次の表の右欄に掲げる学修成果の質に応じて，同表左欄の評語を付

すことにより行うものとする。 

評語 学修成果の質 

A＋ 授業科目の到達目標のすべての面で秀逸な学修成果をあげた。 

A 授業科目の到達目標のすべての面で優秀な学修成果をあげた。 

A− 授業科目の到達目標のほとんどの面で優秀な学修成果をあげたが，一部において良

好な結果にとどまった。 

B＋ 授業科目の到達目標のすべての面で良好な学修成果をあげた。 

B 授業科目の到達目標のほとんどの面で良好な学修成果をあげたが，一部において良

好とまではいえない結果にとどまった。 

B− 授業科目の到達目標のいくつかの面で良好な学修成果をあげたが，全体として良好

とまではいえない結果にとどまった。 

C＋ 授業科目の到達目標のほとんどの面で合格となる最低限の学修成果であったが，良

好な面がいくつかあった。 

C 授業科目の到達目標のすべての面で合格となる最低限の学修成果であった。 

D 授業科目の到達目標全体として合格となる最低限の学修成果より少し低い結果で

あった。 

D− 授業科目の到達目標のほとんどまたはすべての面で合格となる最低限の学修成果

はなかった。 

F 学修成果を示す証拠はなかった。 

２ 前項の表の左欄に掲げる評語のうち，A＋，A，A− ，B＋，B，B− ，C＋及びCを合格とする。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学部（第１年次の学生にあっては，本学）及び現代日本学

プログラム課程において必要と認める授業科目の成績の評価は，合格及び不合格とするこ

とができる。 

資料Ⅰ（理学部）-26 北海道大学の学士課程における授業科目の成績の評価に関する規程（平成27年4月1日最終改正）
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（雑則） 

第３条 この規程に定めるもののほか，成績の評価に関し必要な事項は，全学教育科目にあ

っては高等教育推進機構長が，各学部の専門科目にあっては各学部の長が，現代日本学プ

ログラム課程の専門科目にあっては現代日本学プログラム課程長が別に定める。

附 則 

この規程は，平成27年４月１日から施行し，平成27年４月１日以降に北海道大学の第１年

次に入学する者（以下この項において「平成27年度以降入学者」という。）及び平成27年度

以降入学者の属する年次に入学する者について適用する。 

出典：北海道大学規程集 
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○北海道大学におけるGPA制度の取扱いに関する要項

平成18年４月１日 

総長裁定 

（目的） 

第１条 この要項は，北海道大学（以下「本学」という。）におけるグレードポイントアベ

レージ（履修科目の成績の平均数値。以下「GPA」という。）を算出する制度を定めるこ

とにより，学生の学習意欲を高めるとともに，適切な修学指導に資することを目的とする。 

（評語，学修成果の質及びGP） 

第２条 各学部規程，現代日本学プログラム課程規程，全学教育科目規程及び国際交流科目

規程に定める成績の評価に係る評語，学修成果の質，グレードポイント（各評語に与えら

れる数値。以下「GP」という。）及び100点方式による素点の目安は，次表のとおりとす

る。 

評語 学修成果の質 GP 100点方式による

素点の目安 

A＋ 授業科目の到達目標のすべての面で秀逸な学修成果をあ

げた。 

4.3 95―100 

A 授業科目の到達目標のすべての面で優秀な学修成果をあ

げた。 

4.0 90―94 

A－ 授業科目の到達目標のほとんどの面で優秀な学修成果を

あげたが，一部において良好な結果にとどまった。 

3.7 85―89 

B＋ 授業科目の到達目標のすべての面で良好な学修成果をあ

げた。 

3.3 80―84 

B 授業科目の到達目標のほとんどの面で良好な学修成果を

あげたが，一部において良好とまではいえない結果にとど

まった。 

3.0 75―79 

B－ 授業科目の到達目標のいくつかの面で良好な学修成果を

あげたが，全体として良好とまではいえない結果にとどま

った。 

2.7 70―74 

C＋ 授業科目の到達目標のほとんどの面で合格となる最低限

の学修成果であったが，良好な面がいくつかあった。 

2.3 65―69 

C 授業科目の到達目標のすべての面で合格となる最低限の 2.0 60―64 

資料Ⅰ（理学部）-27 北海道大学におけるGPA制度の取扱いに関する要項(平成31年4月1日最終改正)
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学修成果であった。 

D 授業科目の到達目標全体として合格となる最低限の学修

成果より少し低い結果であった。 

1.0 50―59 

D－ 授業科目の到達目標のほとんどまたはすべての面で合格

となる最低限の学修成果はなかった。 

0.7 0―49 

F 学修成果を示す証拠はなかった。 

例）試験の未受験，授業出席回数不足 

0 評価無 

備考 A＋，A，A－，B＋，B，B－，C＋及びCを合格の評語とし，D，D－及びFを不合格の評語

とする。 

（GPAの種類と算出方法） 

第３条 GPAは，当該学期における学修の状況及び成果を示す指標としてのGPA（以下「学期

GPA」という。）並びに在学中における全期間の学修の状況及び成果を示す指標としての

GPA（以下「通算GPA」という。）の二種類とする。 

２ 学期GPA及び通算GPAの計算式は，次の各号の定めるところによるものとし，算出された

数値の小数点第３位以下は切り捨てるものとする。 

(1) 学期GPAの計算式

学期GPA＝（その学期に評価を受けた科目で得たGP×その科目の単位数）の合計／そ

の学期に評価を受けた科目の単位数の合計 

(2) 通算GPAの計算式

通算GPA＝（（各学期に評価を受けた科目で得たGP×その科目の単位数）の合計）の

総和／（各学期に評価を受けた科目の単位数の合計）の総和 

３ 再履修により当該授業科目に係る評語に変更があった場合の取扱いについては，次の各

号に定めるところによる。 

(1) 再履修の結果，合格の評語となった場合

再履修後の評語に係るGP及び単位数が前項各号のGPA計算式に算入され，再履修前の

評語に係るGP及び単位数は除外される。 

(2) 再履修の結果，再び不合格の評語となった場合

イ 上位の評語となった場合

再履修後の評語に係るGP及び単位数が前項各号のGPA計算式に算入され，再履修前

の評語に係るGP及び単位数は除外される。 

ロ 上位の評語とならなかった場合
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再履修前の評語に係るGP及び単位数が前項各号のGPA算入式に算入される。 

（GPAの対象科目） 

第４条 GPAの対象科目は，次に掲げる授業科目とする。 

(1) 学部（現代日本学プログラム課程を含むものとし，第１年次の学生にあっては，本

学。以下この条において同じ。）において，第２条の表に定める評語によって成績認定

される授業科目（他学部履修科目を含む。）であって，卒業要件に算入できる授業科目 

(2) 学部在学中に他の大学（短期大学，高等専門学校等を含む。）において履修した授

業科目又は外国の大学（短期大学を含む。）において学修した成果であって，前号の要

件を満たす授業科目 

(3) 入学前に本学，他の大学（短期大学，高等専門学校等を含む。）において履修した

授業科目又は外国の大学（短期大学を含む。）において学修した成果であって，学部に

おける授業科目の履修により修得したものとみなされた授業科目であり，かつ，第１号

の要件を満たす授業科目 

(4) 大学以外の教育施設等における学修のうち文部科学大臣が定める学修を全学教育科

目の履修とみなし単位を与える場合の取扱要項（平成31年４月１日高等教育推進機構長

裁定）に定める授業科目の履修とみなし，単位を与えられた授業科目であって，第１号

の要件を満たす授業科目 

（GPAから除く授業科目） 

第５条 前条の規定にかかわらず，次の授業科目（あるいは科目群）については，学期GPA

又は通算GPAの対象科目から除くものとする。 

(1) 学期GPAの対象科目から除く授業科目 前条第３号及び第４号に定める授業科目

(2) 学期GPA及び通算GPAの対象科目から除く授業科目 学生の申請により卒業要件単位

数に算入しないこととした授業科目 

(3) 学期GPAの対象科目，通算GPAの対象科目又は学期GPA及び通算GPAの対象科目から除

く授業科目 各学部において指定した授業科目 

２ 前項に規定する授業科目のほか，教育職員免許法（昭和24年法律第147号）等の規定に

基づく教育職員免許状授与の所要資格の取得に必要な教職に関する科目及び国際交流科

目については，第１年次の学生の学期GPA及び通算GPA対象科目から除くものとする。 

（雑則） 

第６条 この要項に定めるもののほか，GPAの取扱いに関し必要な事項は，教務委員会の議

を経て，総長が別に定める。 
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附 則 

１ この要項は，平成18年４月１日から実施し，平成18年度に本学学部の第１年次に入学す

る者から適用する。 

附 則（平成21年４月１日） 

１ この要項は，平成21年４月１日から実施し，平成21年度に本学学部の第１年次に入学す

る者から適用する。 

２ 平成21年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成21年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

附 則（平成23年４月１日） 

１ この要項は，平成23年４月１日から実施し，平成23年度に本学の第１年次に入学する者

から適用する。 

２ 平成23年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成23年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の規定にかかわらず，なお

従前の例による。 

附 則（平成27年４月１日） 

１ この要項は，平成27年４月１日から実施する。 

２ 平成27年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

平成27年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の規定にか

かわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成31年４月１日） 

この要項は，平成31年４月１日から実施する。 

出典：北海道大学規程集 
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理学部数学科における成績評価基準のガイドライン 

Ⅰ 成績評価の基準 

１．成績評価にあたっては，本学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる

本学科の「養成する人材像に求められる具体的な能力（学位授与水準）」を踏まえ，

授業科目ごとに「到達目標」を設定し，履修者の「学修成果の質」（達成度）に応じ

て行うこととする。

２．数学科が開講する科目のうち，相対評価的な要素が必要な科目の場合，合格者の成

績分布は，「A＋」と「A」を合わせて 25％程度，「A－」と「B＋」を合わせて 25％程
度，「B」と「B－」を合わせて 30％程度，「C＋」と「C」を合わせて 20％程度を目安
として評価する。ただし，「A＋」は履修者全体の 5%以内を目安とする。 

３．数学科が開講する科目のうち，絶対評価的な要素が必要な科目の場合，達成度に応

じて評価することとし，成績分布の目安は示さない。

４．数学教務委員会は，授業科目ごと（副題のついた科目を除く）に適切な「到達目標」

を設定し，当該「到達目標」に基づく成績評価の結果検証を行い，必要に応じて「到

達目標」の再検討を行う。

５．副題のついた科目は，授業担当教員が「到達目標」を設定し，数学教務委員会が当

該「到達目標」に基づく成績評価の結果検証を行う。

Ⅱ 成績評価の方法 

１．成績評価は，試験結果，レポート評価，成果発表，学修態度等により行う。

２．授業への出欠状況を単に点数化し評価に用いることはできない。

３．具体的な評価方法は，授業担当教員が定める。

Ⅲ シラバスへの記載方法 

授業担当教員は，下記の例を参考に「成績評価の基準と方法」をシラバスに明記する。 

１．（試験のみによる評価の場合）

試験によって，評価する。

２．（試験，レポート，授業での発表等による評価の場合）

授業での発表(x％)，レポート(y％)，試験(z％)によって，評価する。 

３．（レポートによる評価の場合）

提出されたレポートの内容によって，評価する。

４．（授業での発表による評価の場合）

授業での発表および質疑応答によって，評価する。

資料Ⅰ（理学部）-28 理学部成績評価基準ガイドライン（2019年度）
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理学部物理学科における成績評価基準のガイドライン 

Ⅰ 成績評価の基準 

１．成績評価にあたっては，本学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げ

る本学科の「養成する人材像に求められる具体的な能力（学位授与水準）」を踏まえ，

授業科目ごとに「到達目標」を設定し，履修者の「学修成果の質」（達成度）に応じ

て行うこととする。

２．（相対評価的な要素が必要な科目の場合）

「A＋」，「A」，「A－」，「B＋」，「B」，「B－」，「C＋」，「C」，「D」，「D－」，「F」の 11
段階で成績評価する。成績評価分布は示さない。

３．（絶対評価的な要素が必要な科目の場合）

絶対評価的な要素が必要な科目は，科目が求める具体的な「到達目標」を定め，達

成度に応じて評価することとし，成績分布の目安は示さない。

４．（同一科目を複数教員が開講する等，公平性の担保が必要な科目の場合）

「物理学実験」及び「物理学外国語文献講読」の科目は，成績分布を「A」＝10
～20%，「B＋」＝30～40%，「B－」＝30～40%，「C」=10～20%，「D」=0～10%、「F」
を目安とした 6 段階評価に統一して評価する。 

５．「物理学実験 A」及び「物理学実験 B」の科目は，「合・否」で成績評価を行うこ

とができることとする。

６．授業科目ごとに適切な「到達目標」が設定されており，当該「到達目標」に基づ

く成績評価の結果を学期ごとに「成績評価検証委員会」で検証し，必要に応じて担

当教員に「到達目標」の再検討を依頼する。

Ⅱ 成績評価の方法 

１．成績評価は，試験結果，レポート評価，成果発表（プレゼンテーション），学修態

度等により行う。

２．授業への出欠状況を単に点数化し評価に用いることはできない。

３．具体的な評価方法は，授業担当教員が定める。

Ⅲ シラバスへの記載方法 

授業担当教員は，下記の例を参考に「成績評価の基準と方法」をシラバスに明記する。 

１．（試験のみによる評価の場合）

学期末試験によって評価する。

２．（試験及び授業への参加度等による評価の場合）

授業回数の 7 割以上の出席を成績評価の条件とする。授業への参加態度(20％)， 
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レポート(30％)，学期末試験(50％)によって評価する。レポートでは授業のテーマに

ついての理解の深まりを，学期末試験では基礎的な学力を評価する。なお「A＋」の

割合は，履修者の上位 5%を上限とする。

３．（レポートによる評価の場合）

(1)毎回の授業における質問票，(2)授業への参加態度，(3)学期末レポートの内容に

よって評価する。それぞれの評価の比率は，(1)＝10％，(2)＝30％，(3)＝60％とする。 

４．（アクティブ・ラーニング科目の場合）

(1)事前課題に対する取組状況（情報収集状況と理解度），(2)毎回のグループディス

カッション及びグループワークにおける貢献度（積極性・発言内容など），(3)発表及

び質疑応答の内容（プレゼンテーション技術・論理性・独創性など），(4)レポートな

ど提出物の内容によって評価する。

それぞれの評価の比率は(1)＝20％，(2)＝30％，(3)=30%，(4)=20%とする。 

５．（上記以外の評価の場合）

「合・否」による評価とする。10 回以上レポートを提出した者について，成果発

表（プレゼンテーション）を行い，到達目標に達した者を「合」とする。
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理学部化学科における成績評価基準のガイドライン 

１ 成績評価の基準 

1.1 成績評価にあたっては，化学科の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げ

る項目を踏まえ，授業科目ごとに「到達目標」を設定し，履修者の「学修成果の質」

（達成度）に応じて行うこととする。

1.2 実験・実習科目以外の授業科目については，履修者の「学修成果の質」（達成度）

により合否を絶対評価で行うが，合格者の成績は相対評価とする。この成績分布は，

「A＋」及び「A」＝10～20％，「A－」及び「B＋」＝20～30％，「B」及び「B－」＝30
～50％，「C＋」及び「C」＝5～30％を目安として成績評価する。 

1.3 実験・実習科目については，具体的な「到達目標」を定め，達成度に応じて評価

することとし，成績分布の目安は示さない。

1.4 授業科目ごとに適切な「到達目標」が設定されており，当該「到達目標」に基づ

く成績評価の結果を毎年「化学科教務委員会」で検証し，必要に応じて担当教員に「到

達目標」の再検討を依頼する。

２ 成績評価の方法 

2.1 成績評価は，試験結果，レポート評価，学修態度等により行う。

2.2 授業への出欠状況は，試験の受験資格の有無の判定に用いるが，単に点数化して

成績評価に用いることはしない。

2.3 各科目の具体的な評価方法は，授業担当教員が定める。

３ シラバスへの記載方法 

授業担当教員は，下記の例を参考に「成績評価の基準と方法」をシラバスに明記する。 

実験・実習科目以外の授業科目 

3.1 （試験のみによる評価の場合）

学期末試験によって評価する。

3.2 （試験及び授業への参加度等による評価の場合）

授業への参加態度，レポート，試験によって行う。なお，評価における各項目の

割合は，各授業科目に応じて各担当教員が定める。

参考までに記載内容の例を以下に記す。

授業回数の８割以上の出席を成績評価の条件とする。授業への参加態度(20%), レ
ポート(30%),学期末試験(50%)によって評価する。レポートでは授業のテーマにつ

いての理解の深まりを,学期末試験では基礎的な学力を評価する。なお「A＋」の割合

は,履修者の上位 5%を上限とする。
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3.3 （レポートによる評価の場合） 
(1)毎回の授業における質問票，(2)授業への参加態度，(3)学期末レポートの内容

を総合して評価する。参考までに記載内容の例を以下に記す。それぞれの評価の比

率は，(1)=10%，(2)=30%，(3)=60%とする。提出されたレポートの内容によって，

評価する。

3.4 （アクティブ・ラーニング科目の場合） 
(1)事前課題に対する取組状況（情報収集状況と理解度）, (2) 毎回のグループデ

ィスカッション及びグループワークにおける貢献度（積極性・発言内容など）, (3) 
発表及び質疑応答の内容 （プレゼンテーション技術・論理性・独創性など），(4) レ
ポートなど提出物の内容によって評価する。それぞれの評価の比率は(1)=20%，

(2)=30%，(3)=30%，(4)=20%とする。 

実験・実習科目 

３.5 毎回出席を原則とし，各項目のレポートなど提出物の内容によって評価する。 
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理学部生物科学科（生物学専修分野）における成績評価基準のガイドライン 

Ⅰ 成績評価の基準 

１．成績評価にあたっては，本学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げ

る本学科の「養成する人材像に求められる具体的な能力（学位授与水準）」を踏まえ，

授業科目ごとに「到達目標」を設定し，履修者の「学修成果の質」（達成度）に応

じて行うこととする。 

２．講義および実習の科目に関する成績評価は，「A＋」，「A」，「A－」，「B＋」，「B」， 
「B－」，「C＋」，「C」，「D」，「D－」，「F」の 11 段階とし、基本的には絶対評価にする。

ただし，「A＋」の割合の目安は履修者の上位 5%とする。 

３．授業科目ごとに適切な「到達目標」が設定されており，当該「到達目標」に基づく

成績評価の結果を学期ごとに生物学教室会議で検証し，必要に応じて担当教員に「到

達目標」の再検討を依頼する。

Ⅱ 成績評価の方法 

１．成績評価は，試験結果，レポート評価，成果発表（プレゼンテーション），学修態

度等により行う。

２．授業への出欠状況を単に点数化し評価に用いることはできない。

３．具体的な評価方法は，授業担当教員が定める。

Ⅲ シラバスへの記載方法 

授業担当教員は，下記の例を参考に「成績評価の基準と方法」をシラバスに明記する。 

１．「試験のみによる評価の場合」

学期末試験等によって到達目標の達成度を評価する。

２．「試験及び授業への参加度等による評価の場合」

授業回数の 7 割以上出席した者について，(1)授業への参加態度，(2)レポート，(3)
学期末試験によって評価を行う。レポートでは授業のテーマについての理解の深まり

を，学期末試験等では基礎的な学力を評価する。それぞれの評価の比率の目安は，(1)
＝10％，(2)＝30％，(3)＝60％とする。なお，11 段階評価のうち，「A＋」の割合の目

安は履修者の上位 5%とする。 

３．「レポートによる評価の場合」

(1)授業における質問票，(2)授業への参加態度，(3)学期末の課題レポートの内容を

総合して，到達目標の達成度を評価する。それぞれの評価の比率は，(1)＝10％，(2)
＝30％，(3)＝60％とする。なお，11 段階評価のうち，「A＋」の割合の目安は履修者

の上位 5%とする。 
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理学部生物科学科（高分子機能学専修分野）における成績評価基準のガイドライン 

Ⅰ 成績評価の基準 

１．成績評価にあたっては，本学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げる

本学科の「養成する人材像に求められる具体的な能力（学位授与水準）」を踏まえ，

授業科目ごとに「到達目標」を設定し，履修者の「学修成果の質」（達成度）に応じ

て行うこととする。

２．（相対評価的な要素が必要な科目の場合）

6 段階評価とする「成績分布は，「A＋」は 5%を上限とし，「A」＝10～20％，「A－」
及び「B＋」＝20～40％，「B」及び「B－」＝20～40％，「C＋」及び「C」＝10～20％
を目安として成績評価する。」

３．（実験・実習科目などの絶対評価的な要素が必要な科目の場合）

具体的な「到達目標」を定め，達成度に応じて評価することとし，成績分布の目安

は示さない。

４．（同一科目を複数教員が開講する等，公平性の担保が必要な科目の場合，卒業研究，

オムニバス形式など）

4 段階評価で行い，「A＋」に関しては，判定会議などにて説明を行う。

５．授業を実習で行う科目に限り，「合・否」で成績評価を行うことができることとす

る。

Ⅱ 成績評価の方法 

１．成績評価は，試験結果，レポート評価，成果発表（プレゼンテーション），学修態

度等により行う。

２．授業への出欠状況を単に点数化し評価に用いることはできない。

３．具体的な評価方法は，授業担当教員が定める。

Ⅲ シラバスへの記載方法 

授業担当教員は，下記の例を参考に「成績評価の基準と方法」をシラバスに明記する。 

１．（試験のみによる評価の場合）

学期末試験によって到達目標の達成度を評価する。

２．（試験及び授業への参加度等による評価の場合）

授業回数の６割以上出席した者について，授業への参加態度，レポート，学期末試

験によって行う。レポートでは授業のテーマについての理解の深まりを，学期末試験

では基礎的な学力を評価する。

なお「A＋」の割合は，履修者の上位 5%を上限とする。 
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３．（レポートによる評価の場合）

(1)毎回の授業における質問票，(2)授業への参加態度，(3)学期末レポートの内容を
総合して，到達目標の達成度を評価する。
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理学部地球惑星科学科における成績評価基準のガイドライン 

Ⅰ 成績評価の基準 

１．成績評価にあたっては，理学部および地球惑星科学科の学位授与方針（ディプロマ・

ポリシー）を踏まえて，授業科目ごとに「到達目標」を設定し，履修者の「学修成果

の質」（達成度）に応じて行うこととする。

２．同一科目を複数教員が開講する科目では，それぞれの科目において評価の段階を統

一する。

Ⅱ 成績評価の方法 

１．成績評価は，試験結果，レポート評価，成果発表（プレゼンテーション），学修態

度等により行う。

２．具体的な評価方法は，授業担当教員が定める。

Ⅲ シラバスへの記載方法 

授業担当教員は，地球惑星科学科のディプロマ・ポリシーに定める観点のうち当該授業

が寄与する関係する観点をシラバスに記載するとともに，下記の例を参考に「成績評価の 
基準と方法」をシラバスに明記する。

１．（試験のみによる評価の場合）

学期末試験によって到達目標の達成度を評価する。

２．（試験及び授業への参加度等による評価の場合）

授業回数の○割以上出席した者について，授業への参加態度(20％)，レポート
(30％)，学期末試験(50％)によって行う。レポートでは授業のテーマについての理解
の深まりを，学期末試験では基礎的な学力を評価する。なお「A＋」の割合は，履修者
の上位 5%を上限とする。 

３．（レポートによる評価の場合）

(1)毎回の授業における質問票，(2)授業への参加態度，(3)学期末レポートの内容を
総合して，到達目標の達成度を評価する。それぞれの評価の比率は，(1)＝10％，(2)
＝30％，(3)＝60％とする。 

４．（上記以外の評価の場合）

「合・否」による評価とする。10 回以上レポートを提出した者について，成果発
表（プレゼンテーション）を行い，到達目標に達した者を「合」とする。

出典：理学・生命科学事務部教務担当データ
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1
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1

北
海

道
大

学

専
門

横
断

科
目
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一

般
科

目
）

：
複

合
領

域
実

践
英

語
（

上
級

）
2
0
1
9

木
4

繁
富

　
香

織
2

1
0
0
.
0

4
.
3
0

出出
典典

：：
教教

務務
情情

報報
シシ

スス
テテ

ムム
6
0
6
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12
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在
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和
元
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度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
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11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(
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A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
/
2
6

北
海

道
大

学

思
索
と
言
語

こ
と

ば
と

意
味

基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

野
村

　
益

寛
5
9

3
.
4

6
.
8

6
.
8

5
.
1

2
5
.
4

2
0
.
3

5
.
1

1
8
.
6

1
.
7

6
.
8

2
.
6
5

思
索
と
言
語

こ
と

ば
の

科
学

入
門

基
礎

1
-5

3組
木

1
加

藤
　

重
広

4
8

2
5
.
0

1
0
.
4

6
.
3

2
0
.
8

4
.
2

8
.
3

4
.
2

8
.
3

1
2
.
5

3
.
1
1

思
索
と
言
語

ア
イ

ヌ
語

を
通

し
て

文
化

を
学

ぶ
(
1
)

基
礎

1
-5

3組
月

5
北

原
　

次
郎

太
1
7
7

5
.
1

9
.
6

1
0
.
7

1
3
.
6

1
3
.
6

9
.
0

6
.
2

1
1
.
3

1
0
.
2

1
0
.
7

2
.
6
4

思
索
と
言
語

今
に

生
き

る
古

代
ギ

リ
シ

ア
・

ロ
ー

マ
基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

近
藤

　
智

彦
3
5

8
.
6

1
1
.
4

1
7
.
1

2
5
.
7

2
.
9

1
4
.
3

1
1
.
4

2
.
9

5
.
7

3
.
1
0

思
索
と
言
語

手
話

と
い

う
視

点
基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

土
永

　
孝

1
7

5
.
9

2
9
.
4

1
7
.
6

5
.
9

5
.
9

5
.
9

5
.
9

2
3
.
5

2
.
7
5

思
索
と
言
語

宗
教

学
入

門
基

礎
1
-5

3組
火

1
宮

嶋
　

俊
一

9
6

3
.
1

1
8
.
8

1
3
.
5

2
1
.
9

1
7
.
7

3
.
1

4
.
2

4
.
2

1
.
0

1
2
.
5

3
.
0
0

思
索
と
言
語

中
国

哲
学

と
論

理
学

基
礎

1
-5

3組
火

1
近

藤
　

浩
之

2
1

1
9
.
0

2
3
.
8

3
8
.
1

9
.
5

9
.
5

3
.
4
7

思
索
と
言
語

東
西

の
宗

教
基

礎
1
-5

3組
木

1
宮

嶋
　

俊
一

4
7

4
.
3

2
5
.
5

4
.
3

4
.
3

8
.
5

1
2
.
8

8
.
5

1
7
.
0

1
4
.
9

2
.
7
4

思
索
と
言
語

日
本

語
の

文
字

表
記

基
礎

1
-5

3組
火

1
池

田
　

証
壽

4
4

2
2
.
7

2
7
.
3

1
8
.
2

1
5
.
9

4
.
5

2
.
3

2
.
3

4
.
5

2
.
3

3
.
6
2

思
索
と
言
語

北
欧

の
言

語
と

文
化

基
礎

1
-5

3組
木

1
清

水
　

誠
2
6
6

6
.
8

1
3
.
2

1
8
.
4

2
2
.
6

1
4
.
3

3
.
4

4
.
9

3
.
8

4
.
5

1
.
5

6
.
8

3
.
0
1

思
索
と
言
語

(
論
文
指

導
)

レ
ポ

ー
ト

を
ど

う
書

く
か

基
礎

1
-5

3組
月

5
佐

藤
　

知
己

2
5

2
8
.
0

2
8
.
0

2
0
.
0

8
.
0

1
2
.
0

4
.
0

3
.
7
3

思
索
と
言
語

(
論
文
指

導
)

手
話

と
聴

覚
障

害
基

礎
1
-5

3組
木

1
松

田
　

康
子

1
4

7
.
1

4
2
.
9

1
4
.
3

7
.
1

1
4
.
3

7
.
1

7
.
1

3
.
5
5

思
索
と
言
語

(
論
文
指

導
)

哲
学

の
問

題
群

基
礎

1
-5

3組
月

5
野

村
　

恭
史

3
0

3
.
3

1
6
.
7

2
6
.
7

2
3
.
3

1
6
.
7

6
.
7

6
.
7

3
.
2
3

思
索
と
言
語

（
連
携
）

言
語

学
（

こ
と

ば
の

構
造

に
つ

い
て

）
（

連
携

科
目

）
基

礎
1
-5

3組
集

中
連
携
（
小
樽
商
大
）

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
6
5

歴
史
の
視
座

キ
リ

ス
ト

教
と

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

歴
史

基
礎

1
-5

3組
火

1
渡

邉
　

浩
7
6

2
.
6

1
3
.
2

2
3
.
7

1
9
.
7

1
4
.
5

1
0
.
5

9
.
2

6
.
6

2
.
7
8

歴
史
の
視
座

ナ
シ

ョ
ナ

リ
ズ

ム
と

冷
戦

の
歴

史
―

現
代

史
か

ら
学

ぶ
政

治
学

入
門

基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

権
左

　
武

志
6
8

4
.
4

1
1
.
8

1
4
.
7

1
4
.
7

2
2
.
1

1
4
.
7

8
.
8

4
.
4

2
.
9

1
.
5

3
.
0
2

歴
史
の
視
座

考
古

学
入

門
－

現
代

と
過

去
を

つ
な

ぐ
－

基
礎

1
-5

3組
火

1
小

杉
　

康
3
5

2
.
9

2
2
.
9

4
8
.
6

2
.
9

2
.
9

2
.
9

1
7
.
1

2
.
8
3

歴
史
の
視
座

政
党

と
北

海
道

Ⅰ
基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

井
上

　
敬

介
2
4

4
.
2

8
.
3

3
3
.
3

8
.
3

4
.
2

1
2
.
5

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

8
.
3

2
.
9
0

歴
史
の
視
座

戦
後

北
海

道
経

済
史

基
礎

1
-5

3組
火

1
白

木
沢

　
旭

児
6
3

6
.
3

1
7
.
5

9
.
5

2
0
.
6

2
3
.
8

1
1
.
1

1
.
6

9
.
5

3
.
0
5

歴
史
の
視
座

中
国

民
族

問
題

基
礎

1
-5

3組
月

5
吉

開
　

将
人

4
6

8
.
7

1
7
.
4

1
7
.
4

8
.
7

6
.
5

1
3
.
0

1
0
.
9

4
.
3

1
3
.
0

2
.
8
8

歴
史
の
視
座

(
論
文
指

導
)

イ
ス

ラ
ー

ム
と

中
東

の
歴

史
基

礎
1
-5

3組
木

1
太

田
　

敬
子

1
8

2
2
.
2

3
8
.
9

2
2
.
2

5
.
6

5
.
6

5
.
6

3
.
3
8

歴
史
の
視
座

(
論
文
指

導
)

昭
和

戦
前

期
の

日
本

政
治

基
礎

1
-5

3組
月

5
川

口
　

暁
弘

1
5

4
6
.
7

3
3
.
3

1
3
.
3

6
.
7

4
.
0
1

歴
史
の
視
座

(
論
文
指

導
)

日
本

近
代

史
に

お
け

る
文

学
基

礎
1
-5

3組
木

1
桑

原
　

朝
子

7
1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

4
2
.
9

3
.
3
3

歴
史
の
視
座

(
論
文
指

導
)

歴
史

学
的

な
思

考
と

分
析

入
門

基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

松
嶌

　
明

男
7

1
0
0
.
0

4
.
0
0

芸
術
と
文
学

《
新

解
釈

》
現

代
文

芸
の

研
究

基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

中
村

　
三

春
1
1

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

9
.
1

2
7
.
3

1
8
.
2

9
.
1

3
.
1
0

芸
術
と
文
学

『
伊

勢
物

語
』

を
読

む
１

９
基

礎
1
-5

3組
月

5
後

藤
　

康
文

5
7
2

6
.
8

1
2
.
4

2
0
.
1

1
9
.
9

1
0
.
0

7
.
3

6
.
8

3
.
8

5
.
8

7
.
0

3
.
0
3

芸
術
と
文
学

Ｐ
Ｍ

Ｆ
の

響
き

基
礎

1
-5

3組
木

5
三

浦
　

洋
1
9

5
.
3

1
0
.
5

2
1
.
1

1
5
.
8

1
0
.
5

2
1
.
1

1
0
.
5

5
.
3

3
.
1
8

芸
術
と
文
学

パ
イ

プ
オ

ル
ガ

ン
と

そ
の

音
楽

基
礎

1
-5

3組
集

中
藤

原
　

一
弘

7
0

4
.
3

1
5
.
7

1
1
.
4

1
2
.
9

1
1
.
4

1
5
.
7

1
1
.
4

7
.
1

2
.
9

7
.
1

2
.
8
6

芸
術
と
文
学

ピ
ア

ノ
音

楽
の

楽
し

み
・

魅
力

基
礎

1
-5

3組
集

中
渡

辺
　

健
二

7
0

4
.
3

1
2
.
9

2
0
.
0

2
1
.
4

2
1
.
4

1
7
.
1

2
.
9

3
.
2
5

芸
術
と
文
学

歌
舞

伎
研

究
基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

冨
田

　
康

之
3
8

5
.
3

5
.
3

5
.
3

1
3
.
2

3
1
.
6

2
1
.
1

1
3
.
2

2
.
6

2
.
6

2
.
9
4

芸
術
と
文
学

学
芸

員
か

ら
見

た
美

術
の

世
界

基
礎

1
-5

3組
月

5
吉

崎
　

元
章

2
9

3
.
4

6
.
9

2
4
.
1

2
0
.
7

2
0
.
7

1
0
.
3

1
3
.
8

3
.
0
0

芸
術
と
文
学

古
事

記
を

読
む

基
礎

1
-5

3組
火

1
金

沢
　

英
之

7
3

2
0
.
5

2
0
.
5

2
6
.
0

8
.
2

6
.
8

1
.
4

8
.
2

1
.
4

6
.
8

3
.
0
8

芸
術
と
文
学

詩
を

読
む

基
礎

1
-5

3組
月

5
竹

内
　

康
浩

8
7
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

3
.
8
4

芸
術
と
文
学

聖
書

を
読

む
基

礎
1
-5

3組
木

1
戸

田
　

聡
3
0

3
.
3

1
6
.
7

1
3
.
3

3
0
.
0

1
3
.
3

1
3
.
3

1
0
.
0

2
.
7
6

芸
術
と
文
学

日
本

美
術

史
入

門
基

礎
1
-5

3組
木

1
鈴

木
　

幸
人

5
8

5
.
2

2
5
.
9

8
.
6

8
.
6

1
2
.
1

1
3
.
8

6
.
9

8
.
6

1
0
.
3

3
.
0
0

資
料

Ⅰ
（
理

学
部

）
-
3
0
 成

績
評

価
分

布
状

況
表

（
全

学
教

育
科

目
，

2
0
1
9
年

度
）

6
0
7
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日
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在

令
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度
１
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期
全
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育
（

学
部
）

11
段
階
評
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対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

2
/
2
6

北
海

道
大

学

芸
術
と
文
学

邦
楽

の
魅

力
：

尺
八

音
楽

を
中

心
に

基
礎

1
-5

3組
集

中
菅

原
　

久
仁

義
7
0

1
.
4

1
1
.
4

7
.
1

3
5
.
7

8
.
6

1
5
.
7

7
.
1

8
.
6

1
.
4

2
.
9

2
.
9
9

芸
術
と
文
学

(
論
文
指

導
)

漢
文

学
入

門
基

礎
1
-5

3組
木

1
弓

巾
　

和
順

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

芸
術
と
文
学

(
論
文
指

導
)

日
本

ミ
ス

テ
リ

を
読

む
Ⅰ

基
礎

1
-5

3組
月

5
井

上
　

貴
翔

3
3

9
.
1

9
.
1

2
4
.
2

9
.
1

1
2
.
1

1
8
.
2

6
.
1

6
.
1

6
.
1

2
.
3
5

芸
術
と
文
学

(
論
文
指

導
)

美
術

館
と

い
う

現
場

基
礎

1
-
15

,
5
3組

水
2

北
村

　
清

彦
1
1

9
.
1

9
.
1

2
7
.
3

4
5
.
5

9
.
1

3
.
2
1

芸
術
と
文
学

(
論
文
指

導
)

文
学

と
愛

の
か

た
ち

（
2
0
1
9
）

基
礎

1
-5

3組
月

5
瀬

名
波

　
栄

潤
3

6
6
.
7

3
3
.
3

2
.
8
7

社
会
の
認
識

ア
フ

リ
カ

学
入

門
基

礎
1
-5

3組
火

1
鍋

島
　

孝
子

2
7

1
1
.
1

7
.
4

1
8
.
5

1
8
.
5

1
8
.
5

3
.
7

3
.
7

1
8
.
5

2
.
6
4

社
会
の
認
識

ケ
ア

の
社

会
学

入
門

基
礎

1
-5

3組
木

1
樋

口
　

麻
里

1
2

8
.
3

8
.
3

8
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

8
.
3

8
.
3

1
6
.
7

8
.
3

2
.
5
3

社
会
の
認
識

マ
ク

ロ
経

済
学

入
門

基
礎

1
6-

52
組

火
3

代
田

　
豊

一
郎

7
6

7
.
9

2
5
.
0

2
1
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.
1
1

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

ノ
ー

ベ
ル

賞
の

化
学

Ⅱ
基

礎
1
6-

52
組

火
3

坂
口

　
和

靖
4
7

1
2
.
8

1
4
.
9

1
4
.
9

1
7
.
0

1
4
.
9

8
.
5

6
.
4

2
.
1

2
.
1

6
.
4

3
.
1
4

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

応
用

物
理

が
支

え
る

最
新

技
術

Ⅰ
基

礎
1
-5

3組
火

1
笹

倉
　

弘
理

4
8

1
0
.
4

6
4
.
6

1
6
.
7

8
.
3

3
.
6
1

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

応
用

物
理

が
支

え
る

最
新

技
術

Ⅱ
基

礎
1
-5

3組
火

1
山

根
　

啓
作

3
0

6
.
7

2
3
.
3

3
6
.
7

2
0
.
0

6
.
7

6
.
7

3
.
4
4

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

化
学

の
フ

ロ
ン

ト
ラ

ン
ナ

ー
Ⅰ

基
礎

1
-5

3組
月

5
坂

口
　

和
靖

3
8

1
3
.
2

7
.
9

1
5
.
8

1
8
.
4

1
5
.
8

7
.
9

7
.
9

5
.
3

5
.
3

2
.
6

3
.
1
0

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

化
学

の
フ

ロ
ン

ト
ラ

ン
ナ

ー
Ⅱ

基
礎

1
-5

3組
月

5
坂

口
　

和
靖

2
7

1
1
.
1

1
4
.
8

1
4
.
8

1
1
.
1

1
4
.
8

1
4
.
8

3
.
7

7
.
4

3
.
7

3
.
7

3
.
1
0

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

現
代

生
物

科
学

へ
の

誘
い

Ⅰ
　

夏
基

礎
1
-5

3組
木

1
山

口
　

淳
二

2
1

4
.
8

1
4
.
3

1
4
.
3

1
9
.
0

1
4
.
3

4
.
8

4
.
8

2
3
.
8

2
.
5
0

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

現
代

生
物

科
学

へ
の

誘
い

Ⅰ
　

春
基

礎
1
-5

3組
木

1
山

口
　

淳
二

3
9

1
0
.
3

2
8
.
2

7
.
7

1
7
.
9

7
.
7

5
.
1

1
0
.
3

2
.
6

7
.
7

2
.
6

3
.
1
6

特
別
講
義

グ
ロ

ー
バ

ル
基

礎
科

目
火

6
シ

ュ
ル

ー
タ

ー
　

智
子

1
1
0
0
.
0

3
.
0
0

人
間
と
文
化

ム
ー

ミ
ン

谷
の

仲
間

た
ち

木
4

池
田

　
文

人
1

1
0
0
.
0

0
.
7
0

環
境
と
人
間

（
1
単
位

）
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
が

拓
く

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

の
新

潮
流

基
礎

1
-5

3組
金

5
居

城
　

邦
治

1
1

2
7
.
3

1
8
.
2

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

3
.
3
2

環
境
と
人
間

（
1
単
位

）
ナ

ノ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
が

拓
く

光
・

マ
テ

リ
ア

ル
革

命
基

礎
1
-5

3組
金

5
居

城
　

邦
治

2
3

2
6
.
1

3
4
.
8

1
3
.
0

8
.
7

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
3

3
.
5
6

環
境
と
人
間

（
1
単
位

）
人

類
進

化
史

Ⅰ
基

礎
1
-5

3組
水

5
中

澤
　

祐
一

7
3

2
7
.
4

3
1
.
5

2
4
.
7

2
.
7

2
.
7

2
.
7

2
.
7

5
.
5

3
.
7
0

環
境
と
人
間

（
1
単
位

）
人

類
進

化
史

Ⅱ
基

礎
1
-5

3組
水

5
中

澤
　

祐
一

2
6

3
0
.
8

2
6
.
9

1
9
.
2

2
3
.
1

3
.
8
7

人
間
と
文
化

（
1
単
位

）
ム

ー
ミ

ン
谷

の
仲

間
た

ち
　

夏
基

礎
1
-5

3組
木

4
池

田
　

文
人

2
6

1
1
.
5

1
5
.
4

3
.
8

3
0
.
8

1
5
.
4

2
3
.
1

2
.
7
4

人
間
と
文
化

（
1
単
位

）
ム

ー
ミ

ン
谷

の
仲

間
た

ち
　

春
基

礎
1
-5

3組
木

4
池

田
　

文
人

6
0

1
5
.
0

5
.
0

8
.
3

1
3
.
3

2
1
.
7

1
0
.
0

6
.
7

5
.
0

1
5
.
0

2
.
8
7

6
0
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成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

4
/
2
6

北
海

道
大

学

特
別
講
義
（

1
単
位
）

グ
ロ
ー
バ
ル
基
礎
科
目
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

基
礎

1
-5

3組
火

5
シ

ュ
ル

ー
タ

ー
　

智
子

2
0
1

0
.
5

8
.
5

2
6
.
9

3
5
.
8

1
0
.
9

3
.
0

2
.
5

6
.
0

3
.
0

3
.
0

3
.
1
7

特
別
講
義
（

1
単
位
）

グ
ロ
ー
バ
ル
基
礎
科
目
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）

基
礎

1
-5

3組
火

6
シ

ュ
ル

ー
タ

ー
　

智
子

7
8

6
.
4

1
5
.
4

2
6
.
9

1
4
.
1

1
0
.
3

7
.
7

3
.
8

1
.
3

1
4
.
1

2
.
7
8

特
別
講
義
（

1
単
位
）

グ
ロ

ー
バ

ル
基

礎
科

目
（

国
際

理
解

と
海

外
留

学
）

基
礎

1
-5

3組
火

6
シ

ュ
ル

ー
タ

ー
　

智
子

9
1

1
6
.
5

2
6
.
4

2
0
.
9

1
2
.
1

3
.
3

2
.
2

1
8
.
7

2
.
6
6

特
別
講
義
（

1
単
位
）

グ
ロ

ー
バ

ル
基

礎
科

目
（

国
際

理
解

と
海

外
留

学
）

基
礎

1
-5

3組
火

5
シ

ュ
ル

ー
タ

ー
　

智
子

2
0
5

1
.
5

1
5
.
1

3
8
.
5

3
1
.
7

3
.
9

2
.
4

2
.
0

4
.
9

3
.
0
8

環
境
と
人
間

「
モ

ノ
」

＋
「

コ
ト

」
＋

「
ヒ

ト
」

＝
北

大
総

合
博

物
館

基
礎

1
-5

3組
木

5
江

田
　

真
毅

4
4

2
.
3

6
.
8

1
1
.
4

2
2
.
7

2
2
.
7

4
.
5

1
1
.
4

1
1
.
4

6
.
8

2
.
8
3

環
境
と
人
間

２
０

３
０

年
エ

レ
ク

ト
ロ

ニ
ク

ス
の

旅
基

礎
1
-5

3組
水

5
富

田
　

章
久

5
0

4
.
0

3
0
.
0

2
2
.
0

1
4
.
0

1
2
.
0

6
.
0

2
.
0

1
0
.
0

3
.
2
2

環
境
と
人
間

グ
ロ

ー
バ

ル
環

境
科

学
入

門
基

礎
1
-5

3組
金

5
山

中
　

康
裕

1
4

7
.
1

2
8
.
6

7
.
1

7
.
1

1
4
.
3

1
4
.
3

2
1
.
4

2
.
7
6

環
境
と
人
間

フ
ィ

ー
ル

ド
科

学
へ

の
招

待
基

礎
1
-5

3組
金

5
四

ツ
倉

　
典

滋
2
1

1
9
.
0

1
9
.
0

4
7
.
6

9
.
5

4
.
8

3
.
4
5

環
境
と
人
間

マ
リ

ン
バ

イ
オ

マ
ス

の
探

索
と

利
用

基
礎

1
-5

3組
金

5
川

合
　

祐
史

5
2

1
.
9

3
.
8

5
.
8

1
3
.
5

3
0
.
8

1
7
.
3

9
.
6

1
.
9

1
5
.
4

2
.
5
4

環
境
と
人
間

宇
宙

惑
星

探
査

の
新

展
開

基
礎

1
-5

3組
金

5
高

橋
　

幸
弘

7
7

5
.
2

6
.
5

2
2
.
1

2
4
.
7

1
3
.
0

5
.
2

5
.
2

1
.
3

3
.
9

1
3
.
0

2
.
5
3

環
境
と
人
間

感
染

症
と

免
疫

基
礎

1
-5

3組
木

5
鈴

木
　

定
彦

3
5

1
4
.
3

1
7
.
1

1
4
.
3

1
7
.
1

8
.
6

5
.
7

8
.
6

1
1
.
4

2
.
9

3
.
2
3

環
境
と
人
間

気
候

変
動

を
科

学
す

る
基

礎
1
-5

3組
火

5
谷

本
　

陽
一

4
5

1
1
.
1

6
.
7

2
2
.
2

1
7
.
8

1
5
.
6

2
0
.
0

2
.
2

4
.
4

3
.
2
0

環
境
と
人
間

競
馬

の
世

界
基

礎
1
-5

3組
火

5
片

桐
　

成
二

3
2
1

3
.
4

4
.
4

1
7
.
1

1
9
.
6

2
2
.
1

1
2
.
8

8
.
4

2
.
8

2
.
8

0
.
9

5
.
6

2
.
9
0

環
境
と
人
間

資
源

と
環

境
基

礎
1
-5

3組
金

5
廣

吉
　

直
樹

3
3

1
8
.
2

5
1
.
5

1
2
.
1

6
.
1

9
.
1

3
.
0

3
.
4
9

環
境
と
人
間

触
媒

化
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
基

礎
1
-5

3組
金

5
長

谷
川

　
淳

也
2
5

4
.
0

4
.
0

2
4
.
0

2
4
.
0

2
0
.
0

8
.
0

1
2
.
0

4
.
0

3
.
1
8

環
境
と
人
間

生
物

の
多

様
性

基
礎

1
-5

3組
水

5
柁

原
　

宏
6
5

4
.
6

1
5
.
4

1
6
.
9

1
6
.
9

2
4
.
6

1
2
.
3

4
.
6

4
.
6

3
.
1
8

環
境
と
人
間

生
命
を
支
え
る
共
生
シ
ス
テ
ム
-
細
胞
か
ら
生
態
系
レ
ベ
ル
ま
で
-

基
礎

1
-5

3組
金

5
江

澤
　

辰
広

1
3

1
5
.
4

7
.
7

1
5
.
4

7
.
7

7
.
7

3
0
.
8

1
5
.
4

3
.
0
4

環
境
と
人
間

地
球

に
暮

ら
す

～
生

活
と

土
木

・
建

築
技

術
の

関
わ

り
～

基
礎

1
-5

3組
木

4
横

田
　

弘
3
4

5
.
9

1
1
.
8

1
7
.
6

1
7
.
6

1
4
.
7

5
.
9

5
.
9

5
.
9

8
.
8

5
.
9

2
.
8
7

健
康
と
社
会

か
む

こ
と

と
健

康
基

礎
1
-5

3組
水

5
山

口
　

泰
彦

3
4
1

1
.
8

5
.
9

1
4
.
1

2
1
.
7

2
5
.
2

1
7
.
6

5
.
6

1
.
8

6
.
5

2
.
9
4

健
康
と
社
会

が
ん

・
生

命
科

学
か

ら
社

会
科

学
へ

基
礎

1
-5

3組
木

3
園

下
　

将
大

8
7

6
.
9

1
1
.
5

2
0
.
7

1
4
.
9

9
.
2

1
9
.
5

9
.
2

1
.
1

4
.
6

2
.
3

3
.
1
0

健
康
と
社
会

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

の
基

本
と

応
用

：
社

会
・

医
療

を
支

え
る

ア
イ

ソ
ト

ー
プ

基
礎

1
-5

3組
水

5
久

下
　

裕
司

1
1
0
0
.
0

3
.
3
0

健
康
と
社
会

運
動

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
学

基
礎

1
-5

3組
水

5
遠

山
　

晴
一

2
7

3
3
.
3

3
7
.
0

1
8
.
5

1
1
.
1

3
.
6
0

健
康
と
社
会

健
康

ス
ポ

ー
ツ

科
学

特
論

基
礎

1
-5

3組
木

4
山

仲
　

勇
二

郎
5
8

1
0
.
3

6
.
9

1
0
.
3

2
0
.
7

5
.
2

1
0
.
3

6
.
9

1
3
.
8

1
5
.
5

2
.
6
6

健
康
と
社
会

健
康

長
寿

と
口

腔
科

学
１

基
礎

1
-5

3組
木

5
舩

橋
　

誠
3
0
1

5
.
6

2
7
.
6

2
8
.
2

1
0
.
6

1
2
.
3

0
.
3

6
.
0

3
.
0

6
.
3

3
.
3
2

健
康
と
社
会

創
薬

・
生

命
・

医
療

科
学

と
そ

の
周

辺
基

礎
1
-5

3組
火

5
南

　
雅

文
1
2
7

3
.
1

9
.
4

2
0
.
5

2
9
.
9

2
3
.
6

5
.
5

7
.
1

0
.
8

3
.
2
8

人
間
と
文
化

観
光
創
造
学
へ

の
招
待
～
T
D
R
、
世
界

遺
産
、
C
o
o
l
J
a
p
a
n
を
超
え

て
基

礎
1
-5

3組
水

5
下

休
場

　
千

秋
6
7

7
.
5

5
2
.
2

3
1
.
3

6
.
0

3
.
0

3
.
4
4

人
間
と
文
化

経
済

経
営

入
門

基
礎

1
-5

3組
木

5
安

部
　

由
起

子
4
8

6
.
3

8
.
3

1
8
.
8

1
4
.
6

1
0
.
4

1
0
.
4

2
.
1

1
0
.
4

1
8
.
8

2
.
4
1

人
間
と
文
化

私
た

ち
の

世
界
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セ

ッ
ク

ス
・

ジ
ェ

ン
ダ

ー
・

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

を
考

え
る

（
2
0
1
9
）

基
礎

1
-5

3組
火

5
瀬

名
波

　
栄

潤
4
7

6
.
4

2
3
.
4

2
7
.
7

2
3
.
4

1
0
.
6

4
.
3

2
.
1

2
.
1

3
.
5
1

人
間
と
文
化

論
理

的
思

考
を

「
囲

碁
」

で
養

い
人

工
知

能
と

の
対

戦
を

体
感

し
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

3組
集

中
藤

田
　

修
1
8

1
1
.
1

2
2
.
2

1
6
.
7

1
1
.
1

1
1
.
1

1
1
.
1

5
.
6

5
.
6

5
.
6

3
.
1
7

特
別
講
義

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
B
u
s
i
n
e
s
s
3

基
礎

1
-
53

,
5
4組

集
中

永
井

　
裕

久
1
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

2
.
8
7

特
別
講
義

I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
B
u
s
i
n
e
s
s
4

基
礎

1
-
53

,
5
4組

集
中

朱
　

藝
1
9

5
.
3

2
6
.
3

2
1
.
1

1
0
.
5

1
0
.
5

1
0
.
5

5
.
3

1
0
.
5

3
.
1
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

In
t
e
rn

a
t
io

n
a
l

A
r
ch

a
e
ol

o
g
ic

a
l

F
i
e
ld

S
ch

o
o
l

i
n

R
e
b
un

I
sl

a
n
d

基
礎

1
-5

3組
集

中
加

藤
　

博
文

4
7
5
.
0

2
5
.
0

3
.
0
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

「
だ

い
ち

」
で

地
球

を
観

る
基

礎
1
-5

3組
木

4
古

屋
　

正
人

9
1
1
.
1

2
2
.
2

3
3
.
3

1
1
.
1

1
1
.
1

1
1
.
1

3
.
2
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

「
よ

い
授

業
」

と
は

何
か

を
考

え
実

践
す
る

基
礎

1
-5

3組
水

5
飯

田
　

直
弘

1
2

4
1
.
7

3
3
.
3

1
6
.
7

8
.
3

3
.
3
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

な
ぜ

貧
し

い
国

は
な

く
な

ら
な

い
の

か
基

礎
1
-5

3組
水

5
合

崎
　

英
男

2
1

4
.
8

1
4
.
3

2
3
.
8

9
.
5

2
3
.
8

4
.
8

4
.
8

1
4
.
3

3
.
2
1

6
1
0



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

5
/
2
6

北
海

道
大

学

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

で
日

本
語

を
教

え
る

基
礎

1
-5

3組
集

中
山

下
　

好
孝

5
2
0
.
0

2
0
.
0

6
0
.
0

3
.
8
8

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

－
自

分
の

未
来

を
自

分
で

考
え

よ
う

－
基

礎
1
-5

3組
木

5
亀

野
　

淳
2
2

9
.
1

4
.
5

3
1
.
8

1
8
.
2

9
.
1

1
8
.
2

4
.
5

4
.
5

3
.
3
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

グ
ロ

ー
バ

ル
・

キ
ャ

リ
ア

・
デ

ザ
イ

ン
１

基
礎

1
-5

3組
集

中
荒

井
　

克
俊

2
0

5
.
0

1
5
.
0

3
0
.
0

2
0
.
0

5
.
0

1
5
.
0

1
0
.
0

3
.
3
7

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

グ
ロ

ー
バ

ル
キ

ャ
リ

ア
セ

ミ
ナ

ー
基

礎
1
-5

2組
金

5
式

部
　

絢
子

1
0

3
0
.
0

1
0
.
0

4
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
4
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

ゲ
ノ

ム
を

考
え

る
基

礎
1
-5

3組
木

2
小

柳
　

香
奈

子
2
3

8
.
7

1
7
.
4

8
.
7

3
0
.
4

2
1
.
7

8
.
7

4
.
3

3
.
2
2

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

デ
ィ

ス
カ

バ
ー

北
大

基
礎

1
-5

3組
木

2
山

本
　

堅
一

2
0

2
5
.
0

3
0
.
0

2
0
.
0

2
5
.
0

3
.
8
4

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

ト
ピ

ッ
ク

ス
生

物
学

基
礎

1
-5

3組
火

5
藤

田
　

知
道

7
4
2
.
9

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

3
.
5
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

フ
ィ
ー
ル

ド
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ

ム
-
人
間

と
環
境
科

学
-
（
１

）
基

礎
1
-5

3組
集

中
日

浦
　

勉
9
7

5
.
2

4
3
.
3

2
6
.
8

6
.
2

1
.
0

1
7
.
5

2
.
9
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

ブ
ラ

ド
ボ

ク
～

都
市

と
社

会
基

盤
を

考
え

る
～

基
礎

1
-5

3組
水

5
泉

　
典

洋
2
3

4
7
.
8

2
1
.
7

8
.
7

1
3
.
0

4
.
3

4
.
3

3
.
8
2

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

マ
イ

コ
ン

制
御

ロ
ボ

ッ
ト

を
つ

く
る

基
礎

1
-5

3組
木

5
田

中
　

孝
之

2
3

8
.
7

4
.
3

1
3
.
0

1
7
.
4

2
1
.
7

1
7
.
4

4
.
3

4
.
3

8
.
7

2
.
8
4

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

モ
ノ

づ
く

り
実

習
－

電
子

回
路

に
親

し
も
う

基
礎

1
-5

3組
金

5
河

本
　

充
司

2
1

1
9
.
0

9
.
5

6
6
.
7

4
.
8

3
.
3
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

我
が

国
の

食
と

農
基

礎
1
-5

3組
水

5
清

水
池

　
義

治
1
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

6
0
.
0

1
0
.
0

3
.
2
7

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

海
と

湖
と

火
山

と
森

林
の

自
然

基
礎

1
-5

3組
集

中
長

里
　

千
香

子
2
5

9
2
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
8
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

海
の

フ
ィ

ー
ル

ド
で

試
す

１
基

礎
1
-5

3組
集

中
大

西
　

広
二

2
0

1
5
.
0

1
5
.
0

2
5
.
0

1
5
.
0

2
0
.
0

5
.
0

5
.
0

3
.
3
7

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

海
の

フ
ィ

ー
ル

ド
で

試
す

２
基

礎
1
-5

3組
集

中
大

西
　

広
二

2
0

1
5
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

5
.
0

3
.
7
4

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

海
の

フ
ィ

ー
ル

ド
に

出
よ

う
１

基
礎

1
-5

3組
集

中
大

西
　

広
二

2
0

5
.
0

2
0
.
0

2
5
.
0

2
0
.
0

5
.
0

5
.
0

2
0
.
0

2
.
8
7

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

海
の

フ
ィ

ー
ル

ド
に

出
よ

う
２

基
礎

1
-5

3組
集

中
大

西
　

広
二

2
0

2
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

1
5
.
0

5
.
0

3
.
5
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

企
業

が
か

か
え

る
課

題
を

み
ん

な
で

解
決

し
よ

う
!

I
基

礎
1
-5

3組
集

中
金

子
　

純
一

4
5
0
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

4
.
0
8

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

極
限

環
境

微
生

物
学

入
門

基
礎

1
-5

3組
金

5
森

川
　

正
章

2
3

1
3
.
0

1
7
.
4

2
6
.
1

2
6
.
1

1
7
.
4

3
.
2
8

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

健
康

と
科

学
基

礎
1
-5

3組
木

4
玉

井
　

美
保

1
2

3
3
.
3

4
1
.
7

8
.
3

8
.
3

8
.
3

3
.
3
5

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

工
学

的
創

成
実

験
Ⅱ

（
機

械
学

習
す

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
・

動
き

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
シ

ス
テ

ム
制

御
）

基
礎

1
-5

3組
金

5
川

村
　

秀
憲

1
7

1
1
.
8

5
2
.
9

1
7
.
6

5
.
9

1
1
.
8

3
.
1
7

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

考
え

方
の

技
術

基
礎

1
-5

2組
木

5
小

林
　

由
子

1
1

1
8
.
2

3
6
.
4

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

9
.
1

3
.
4
5

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

考
古

学
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
入

門
基

礎
1
-5

3組
集

中
高

瀬
　

克
範

1
5

2
0
.
0

7
3
.
3

6
.
7

3
.
7
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

国
際

交
流

を
実

践
す

る
基

礎
1
-5

2組
木

4
平

田
　

未
季

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

私
た

ち
の

生
活

と
家

畜
基

礎
1
-5

3組
火

5
高

橋
　

昌
志

2
4

8
3
.
3

1
2
.
5

4
.
2

3
.
9
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

森
・

里
・

海
連

環
学

　
北

大
・

京
大

合
同

演
習

基
礎

1
-5

3組
集

中
仲

岡
　

雅
裕

1
0

1
0
0
.
0

3
.
7
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

森
林

科
学

へ
の

招
待

基
礎

1
-5

3組
火

5
幸

田
　

圭
一

1
9

5
.
3

1
0
.
5

3
6
.
8

1
0
.
5

2
1
.
1

1
0
.
5

5
.
3

3
.
3
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

人
文

科
学

研
究

の
世

界
に

ふ
れ

る
基

礎
1
-5

3組
木

2
村

田
　

勝
幸

2
3

1
7
.
4

2
1
.
7

3
9
.
1

8
.
7

8
.
7

4
.
3

3
.
6
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

人
文

地
理

学
の

基
礎

基
礎

1
-5

3組
火

5
林

　
琢

也
2
3

1
7
.
4

2
1
.
7

2
1
.
7

4
.
3

8
.
7

1
7
.
4

8
.
7

3
.
1
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

数
に

つ
い

て
基

礎
1
-5

3組
火

5
小

林
　

真
平

1
4

3
5
.
7

5
0
.
0

7
.
1

7
.
1

3
.
5
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

世
界

を
リ

ー
ド

す
る

北
大

の
水

環
境

研
究

基
礎

1
-5

3組
水

5
岡

部
　

聡
1
1

3
6
.
4

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

9
.
1

3
.
2
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

生
き

物
を

測
る

－
分

子
,

細
胞

,
組

織
,

個
体

ま
で

－
基

礎
1
-5

3組
水

5
大

友
　

康
平

3
6
6
.
7

3
3
.
3

4
.
2
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

生
物

の
環

境
適

応
基

礎
1
-5

3組
水

5
笠

原
　

康
裕

2
3

8
.
7

3
4
.
8

3
4
.
8

1
7
.
4

4
.
3

3
.
4
2

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

大
学

生
の

た
め

の
情

報
社

会
入

門
基

礎
1
-5

3組
火

5
重

田
　

勝
介

2
3

8
.
7

1
3
.
0

3
0
.
4

8
.
7

1
3
.
0

4
.
3

1
3
.
0

8
.
7

3
.
1
8

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

地
球

環
境

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

基
礎

1
-5

3組
水

5
村

井
　

祐
一

1
4

3
5
.
7

3
5
.
7

7
.
1

1
4
.
3

7
.
1

3
.
6
1

6
1
1



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

6
/
2
6

北
海

道
大

学

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

地
球

環
境

と
北

極
域

の
科

学
基

礎
1
-5

3組
木

5
杉

本
　

敦
子

1
2

1
6
.
7

4
1
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

8
.
3

3
.
5
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

天
然

物
化

学
へ

の
招

待
基

礎
1
-5

3組
火

5
松

浦
　

英
幸

2
3

8
.
7

1
7
.
4

2
1
.
7

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

8
.
7

4
.
3

3
.
3
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

田
舎

に
行

こ
う

！
－

ラ
イ

フ
ス

ト
ー

リ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

基
礎

1
-5

2組
火

5
式

部
　

絢
子

1
0

1
0
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
3
4

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

動
物

医
科

学
と

現
代

社
会

基
礎

1
-5

3組
水

5
稲

葉
　

睦
1
5

2
6
.
7

6
6
.
7

6
.
7

4
.
0
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

南
極

学
入

門
－

雪
と

氷
か

ら
見

た
地

球
環

境
ー

基
礎

1
-5

3組
木

5
杉

山
　

慎
2
3

4
.
3

1
3
.
0

2
1
.
7

2
6
.
1

1
7
.
4

4
.
3

4
.
3

8
.
7

3
.
2
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

日
本

語
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ
ル

基
礎

1
-5

2組
水

5
鄭

　
惠

先
4

5
0
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

3
.
7
5

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

農
業

・
農

村
で

協
同

を
学

ぶ
基

礎
1
-5

3組
集

中
小

林
　

国
之

1
5

8
6
.
7

1
3
.
3

3
.
2
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

発
展

途
上

国
か

ら
の

留
学

生
と

学
ぶ

理
科

系
英

語
基

礎
1
-5

3組
金

5
豊

田
　

和
弘

1
7

5
.
9

1
7
.
6

2
3
.
5

2
9
.
4

1
7
.
6

5
.
9

3
.
4
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

病
気

を
考

え
る

基
礎

1
-5

3組
火

5
木

村
　

享
史

2
3

8
.
7

2
1
.
7

3
4
.
8

2
1
.
7

8
.
7

4
.
3

3
.
5
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

文
化

と
し

て
の

日
本

マ
ン

ガ
基

礎
1
-5

2組
月

4
小

林
　

由
子

1
1

1
8
.
2

9
.
1

3
6
.
4

2
7
.
3

9
.
1

3
.
3
5

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

暮
ら

し
の

中
の

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
1
-5

3組
水

5
鈴

木
　

明
大

2
3

3
4
.
8

3
0
.
4

2
1
.
7

8
.
7

4
.
3

3
.
9
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

北
海

道
東

部
の

水
域

生
態

系
基

礎
1
-5

3組
集

中
仲

岡
　

雅
裕

1
0

1
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

3
.
5
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

北
海

道
北

部
の

自
然

と
人

々
の

く
ら

し
2
0
1
9
夏

基
礎

1
-5

3組
集

中
佐

藤
　

冬
樹

3
0

1
0
0
.
0

4
.
0
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

牧
場

の
く

ら
し

と
自

然
・

夏
季

編
基

礎
1
-5

3組
集

中
河

合
　

正
人

2
4

2
0
.
8

7
9
.
2

3
.
7
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

陸
と

海
と

空
を

廻
る

流
れ

の
科

学
基

礎
1
-5

3組
木

3
渡

部
　

靖
憲

2
3

1
3
.
0

8
.
7

3
9
.
1

2
6
.
1

1
3
.
0

3
.
3
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

歴
史

学
を

は
じ

め
よ

う
！

基
礎

1
-5

3組
木

2
橋

本
　

雄
2
3

3
4
.
8

2
6
.
1

4
.
3

1
7
.
4

4
.
3

4
.
3

8
.
7

3
.
4
8

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

話
し

こ
と

ば
を

科
学

す
る

基
礎

1
-5

2組
火

2
平

田
　

未
季

1
2

2
5
.
0

3
3
.
3

8
.
3

8
.
3

1
6
.
7

8
.
3

3
.
3
3

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

あ
な

た
の

知
ら

な
い

物
質

文
化

の
世
界

基
礎

1
-5

3組
集

中
中

澤
　

祐
一

1
2

1
6
.
7

1
6
.
7

2
5
.
0

2
5
.
0

1
6
.
7

2
.
8
6

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

が
ん

の
科

学
基

礎
1
-5

3組
木

4
東

野
　

史
裕

2
3

2
1
.
7

2
1
.
7

1
3
.
0

2
6
.
1

1
3
.
0

4
.
3

3
.
5
8

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

カ
オ

ス
と

フ
ラ

ク
タ

ル
基

礎
1
-5

3組
水

5
郷

原
　

一
壽

1
4

7
.
1

2
1
.
4

1
4
.
3

7
.
1

2
1
.
4

1
4
.
3

1
4
.
3

3
.
2
4

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

ク
イ

ズ
で

学
ぶ

化
学

と
科

学
基

礎
1
-5

3組
木

5
大

谷
　

文
章

1
8

3
3
.
3

2
2
.
2

3
3
.
3

5
.
6

5
.
6

3
.
1
3

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

ゲ
ノ

ム
サ

イ
エ

ン
ス

の
新

展
開

基
礎

1
-5

3組
火

5
廣

瀬
　

哲
郎

1
6

6
.
3

3
1
.
3

4
3
.
8

1
2
.
5

6
.
3

3
.
7
4

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ス

の
基

礎
と

応
用

基
礎

1
-5

3組
木

2
土

橋
　

宜
典

2
3

5
2
.
2

2
6
.
1

1
3
.
0

4
.
3

4
.
3

3
.
9
3

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

ニ
ュ

ー
ロ

ン
か

ら
脳

へ
基

礎
1
-5

3組
木

2
神

谷
　

温
之

2
2

4
.
5

2
7
.
3

1
3
.
6

4
.
5

2
7
.
3

4
.
5

1
3
.
6

4
.
5

3
.
0
5

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

展
開

（
創

成
科

目
型

）
基

礎
1
-5

3組
木

2
大

井
　

俊
彦

8
5
0
.
0

2
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

3
.
7
0

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

ミ
ク

ロ
の

世
界

を
探

る
人

体
の

し
く

み
と

病
気

基
礎

1
-5

3組
木

4
髙

岡
　

晃
教

2
3

2
1
.
7

2
6
.
1

1
3
.
0

2
6
.
1

4
.
3

4
.
3

4
.
3

3
.
6
7

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

医
学

・
生

命
科

学
研

究
へ

の
招

待
基

礎
1
-5

3組
水

5
山

野
邉

　
貴

信
5

2
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

3
.
1
2

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

医
学

統
計

と
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
1
-5

3組
木

4
横

田
　

勲
3

1
0
0
.
0

4
.
3
0

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

一
コ

マ
か

ら
広

が
る

漫
画

の
世

界
基

礎
1
-5

3組
木

5
布

施
　

泉
1
1

9
.
1

9
.
1

3
6
.
4

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

9
.
1

3
.
2
2

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

応
用

化
学

へ
の

招
待

基
礎

1
-5

3組
火

5
忠

永
　

清
治

2
0

5
.
0

2
5
.
0

5
5
.
0

1
5
.
0

3
.
7
5

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

化
学

か
ら

見
た

生
命

基
礎

1
-5

3組
金

5
坂

口
　

和
靖

2
3

1
3
.
0

1
3
.
0

1
7
.
4

1
3
.
0

1
3
.
0

8
.
7

8
.
7

8
.
7

4
.
3

3
.
0
4

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

化
学

の
奥

深
さ

を
体

験
し

よ
う

基
礎

1
-5

3組
金

5
武

田
　

定
1
3

1
5
.
4

3
0
.
8

3
0
.
8

7
.
7

7
.
7

7
.
7

3
.
7
2

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

化
学

物
質

と
健

康
基

礎
1
-5

3組
水

5
室

本
　

竜
太

4
2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

3
.
5
0

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

外
国

語
と

し
て

の
関

西
弁

基
礎

1
-5

3組
火

5
山

下
　

好
孝

2
3

8
.
7

6
0
.
9

1
3
.
0

8
.
7

8
.
7

3
.
8
4

一
般

教
育

演
習

(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)
(
論

文
指

導
)

蛙
（

あ
）

学
へ

の
招

待
基

礎
1
-5

3組
木

5
鈴

木
　

誠
2
2

2
7
.
3

4
.
5

3
1
.
8

1
8
.
2

4
.
5

9
.
1

4
.
5

3
.
5
5

6
1
2
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（

学
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評

価
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度
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学
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す
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て
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授
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科
目
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義
題

目
名

ク
ラ
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曜
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時
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教
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名
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)
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)
B(
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)

C+
(%

)
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海

道
大

学

英
語
Ⅰ

英
語

Ⅰ
49

組
月

3
田

代
　

亜
紀

子
3
2

6
.
3

9
.
4

1
5
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8
.
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月
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6
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.
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4
.
3
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.
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.
9
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.
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語

Ⅱ
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1
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1
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.
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9
.
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.
7
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.
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3
.
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9
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語
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語

Ⅱ
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8
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1
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2

1
1
.
5

1
5
.
4

2
3
.
1

1
.
9

1
.
9

3
.
0
0

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
30

組
木

2
原

田
　

真
見

5
2

1
1
.
5

1
5
.
4

1
1
.
5

2
1
.
2

1
5
.
4

1
7
.
3

1
.
9

5
.
8

2
.
9
0

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
31

組
木

2
原

田
　

真
見

5
1

3
.
9

1
3
.
7

2
1
.
6

1
1
.
8

1
5
.
7

1
5
.
7

1
3
.
7

2
.
0

2
.
0

3
.
1
5

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
32

組
木

2
原

田
　

真
見

5
2

1
.
9

5
.
8

9
.
6

1
5
.
4

2
3
.
1

9
.
6

2
6
.
9

5
.
8

1
.
9

2
.
8
6

6
1
8
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3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全
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育
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学
部
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段
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価
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象

者
(平

成
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年
度
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降
入
学

者
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す
べ
て
の
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籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
3
/
2
6

北
海

道
大

学

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
33

組
木

2
原

田
　

真
見

5
2

5
.
8

7
.
7

2
3
.
1

2
1
.
2

9
.
6

1
3
.
5

1
3
.
5

3
.
8

1
.
9

3
.
1
5

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
34

組
木

3
原

田
　

真
見

5
0

2
.
0

1
2
.
0

1
4
.
0

2
2
.
0

2
2
.
0

1
4
.
0

8
.
0

6
.
0

3
.
1
5

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
35

組
木

3
原

田
　

真
見

5
0

4
.
0

8
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

1
8
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

4
.
0

6
.
0

2
.
8
6

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
36

組
木

3
原

田
　

真
見

5
1

5
.
9

2
5
.
5

1
1
.
8

1
7
.
6

7
.
8

2
3
.
5

2
.
0

3
.
9

2
.
0

2
.
9
3

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
37

組
木

3
原

田
　

真
見

5
1

3
.
9

7
.
8

1
7
.
6

1
1
.
8

2
3
.
5

5
.
9

2
1
.
6

7
.
8

3
.
0
4

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
38

組
金

1
原

田
　

真
見

5
1

5
.
9

2
.
0

1
5
.
7

1
5
.
7

2
5
.
5

1
7
.
6

1
1
.
8

5
.
9

3
.
0
6

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
39

組
金

1
原

田
　

真
見

5
2

1
.
9

3
.
8

2
1
.
2

1
5
.
4

1
1
.
5

9
.
6

2
1
.
2

1
1
.
5

1
.
9

1
.
9

2
.
8
7

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
40

組
月

3
原

田
　

真
見

5
1

5
.
9

7
.
8

2
5
.
5

2
1
.
6

3
.
9

1
3
.
7

1
7
.
6

2
.
0

2
.
0

3
.
1
5

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
41

組
月

3
原

田
　

真
見

5
2

5
.
8

5
.
8

2
3
.
1

1
1
.
5

1
5
.
4

1
5
.
4

1
7
.
3

3
.
8

1
.
9

3
.
0
7

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
42

組
月

3
原

田
　

真
見

5
1

9
.
8

1
1
.
8

2
5
.
5

7
.
8

1
3
.
7

1
1
.
8

1
3
.
7

2
.
0

2
.
0

2
.
0

3
.
2
0

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
43

組
月

3
原

田
　

真
見

5
1

5
.
9

1
5
.
7

1
1
.
8

1
7
.
6

1
5
.
7

9
.
8

1
5
.
7

3
.
9

2
.
0

2
.
0

3
.
0
9

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
44

組
水

1
原

田
　

真
見

5
1

5
.
9

1
1
.
8

1
1
.
8

9
.
8

1
9
.
6

1
9
.
6

1
1
.
8

5
.
9

2
.
0

2
.
0

3
.
0
1

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
45

組
水

1
原

田
　

真
見

5
3

3
.
8

7
.
5

1
5
.
1

1
5
.
1

2
0
.
8

1
7
.
0

5
.
7

9
.
4

1
.
9

3
.
8

2
.
9
4

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
46

組
水

1
原

田
　

真
見

5
2

5
.
8

5
.
8

1
5
.
4

1
5
.
4

1
7
.
3

1
3
.
5

1
5
.
4

9
.
6

1
.
9

3
.
0
0

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
47

組
水

1
原

田
　

真
見

5
2

3
.
8

1
.
9

1
7
.
3

2
1
.
2

1
5
.
4

1
5
.
4

1
3
.
5

5
.
8

3
.
8

1
.
9

2
.
9
2

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
48

組
月

1
原

田
　

真
見

5
0

2
.
0

4
.
0

2
0
.
0

1
8
.
0

1
4
.
0

1
8
.
0

1
6
.
0

4
.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
9
5

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
49

組
月

1
原

田
　

真
見

5
1

5
.
9

5
.
9

2
1
.
6

1
5
.
7

9
.
8

1
3
.
7

1
7
.
6

5
.
9

3
.
9

2
.
9
9

英
語
Ⅱ

英
語

Ⅱ
50

組
月

1
原

田
　

真
見

5
1

2
.
0

5
.
9

1
3
.
7

1
5
.
7

2
3
.
5

9
.
8

2
1
.
6

3
.
9

2
.
0

2
.
0

2
.
9
1

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

文
独

01
組

月
2,

木
4

杉
浦

　
康

則
3
8

2
.
6

1
0
.
5

2
3
.
7

2
3
.
7

2
1
.
1

7
.
9

5
.
3

5
.
3

3
.
2
6

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

文
独

02
組

月
2,

木
4

佐
藤

　
和

枝
3
9

5
.
1

5
.
1

2
0
.
5

1
0
.
3

5
.
1

1
5
.
4

7
.
7

2
8
.
2

2
.
6

2
.
8
5

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

文
独

03
組

月
2,

木
4

中
村

　
寿

3
6

2
.
8

1
3
.
9

2
7
.
8

1
9
.
4

1
3
.
9

1
9
.
4

2
.
8

3
.
2
9

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

文
独

04
組

月
2,

木
4

江
口

　
豊

3
8

7
.
9

2
3
.
7

1
5
.
8

1
5
.
8

1
3
.
2

1
0
.
5

1
0
.
5

2
.
6

3
.
0
1

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ａ
01

組
月

1,
水

2
江

口
　

豊
3
6

2
.
8

5
.
6

2
2
.
2

8
.
3

1
6
.
7

8
.
3

2
7
.
8

8
.
3

2
.
5
6

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ａ
02

組
月

1,
水

2
塩

谷
　

幸
子

3
8

7
.
9

1
8
.
4

1
3
.
2

1
3
.
2

7
.
9

2
1
.
1

5
.
3

1
0
.
5

2
.
6

3
.
1
3

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ａ
03

組
月

1,
水

2
佐

藤
　

和
枝

3
7

2
.
7

5
.
4

1
3
.
5

2
4
.
3

1
6
.
2

1
3
.
5

8
.
1

1
0
.
8

2
.
7

2
.
7

2
.
9
1

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ａ
04

組
月

1,
水

2
荻

原
　

達
夫

3
6

8
.
3

1
3
.
9

1
6
.
7

8
.
3

2
2
.
2

1
1
.
1

2
.
8

5
.
6

5
.
6

5
.
6

2
.
9
9

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ａ
05

組
月

1,
水

2
中

村
　

寿
3
6

2
.
8

1
1
.
1

1
3
.
9

2
.
8

1
9
.
4

4
4
.
4

5
.
6

2
.
9
5

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ａ
06

組
月

1,
水

2
寺

田
　

龍
男

3
6

2
.
8

2
2
.
2

1
3
.
9

1
3
.
9

1
3
.
9

8
.
3

1
3
.
9

1
1
.
1

3
.
1
6

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ａ
07

組
月

1,
水

2
齋

藤
　

拓
也

3
7

8
.
1

1
0
.
8

1
3
.
5

1
6
.
2

1
3
.
5

1
3
.
5

5
.
4

1
6
.
2

2
.
7

3
.
0
6

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｂ
01

組
火

4,
金

4
岡

﨑
　

朝
美

3
6

5
.
6

2
.
8

2
5
.
0

3
0
.
6

1
6
.
7

1
6
.
7

2
.
8

3
.
2
9

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｂ
02

組
火

4,
金

4
齋

藤
　

拓
也

3
5

5
.
7

1
1
.
4

1
1
.
4

1
4
.
3

2
5
.
7

1
1
.
4

1
1
.
4

2
.
9

5
.
7

3
.
0
4

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｂ
03

組
火

4,
金

4
阿

部
　

和
夫

3
7

5
.
4

1
3
.
5

1
8
.
9

2
1
.
6

1
6
.
2

5
.
4

1
0
.
8

8
.
1

3
.
2
3

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｂ
04

組
火

4,
金

4
荻

原
　

達
夫

3
6

5
.
6

1
6
.
7

2
2
.
2

3
0
.
6

8
.
3

8
.
3

8
.
3

3
.
4
0

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｂ
05

組
火

4,
金

4
佐

藤
　

和
枝

3
5

2
.
9

3
1
.
4

2
0
.
0

1
1
.
4

1
4
.
3

1
4
.
3

5
.
7

3
.
1
2

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｂ
06

組
火

4,
金

4
橋

本
　

聡
3
5

5
.
7

5
.
7

1
1
.
4

1
7
.
1

1
7
.
1

1
1
.
4

1
7
.
1

8
.
6

5
.
7

2
.
8
9

6
1
9
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令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
4
/
2
6

北
海

道
大

学

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｃ
01

組
水

3,
木

3
江

口
　

豊
3
4

5
.
9

8
.
8

2
0
.
6

1
4
.
7

8
.
8

2
0
.
6

2
.
9

5
.
9

1
1
.
8

2
.
9
4

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｃ
02

組
水

3,
木

3
鈴

木
　

純
一

3
4

8
.
8

1
4
.
7

1
4
.
7

1
4
.
7

1
1
.
8

1
4
.
7

1
1
.
8

8
.
8

3
.
1
9

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｃ
03

組
水

3,
木

3
寺

田
　

龍
男

3
3

6
.
1

1
2
.
1

3
0
.
3

2
4
.
2

6
.
1

6
.
1

9
.
1

6
.
1

3
.
3
4

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｃ
04

組
水

3,
木

3
橋

本
　

聡
3
4

8
.
8

2
0
.
6

5
.
9

1
1
.
8

2
.
9

1
1
.
8

8
.
8

2
0
.
6

2
.
9

5
.
9

2
.
9
0

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｃ
05

組
水

3,
木

3
杉

浦
　

康
則

3
4

2
.
9

1
1
.
8

2
6
.
5

1
7
.
6

2
6
.
5

8
.
8

2
.
9

2
.
9

3
.
2
5

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｃ
06

組
水

3,
木

3
中

村
　

寿
3
2

6
.
3

6
.
3

1
2
.
5

1
5
.
6

5
3
.
1

6
.
3

2
.
9
4

ド
イ
ツ
語
Ⅰ

理
独

Ｃ
07

組
水

3,
木

3
岡

﨑
　

朝
美

3
2

9
.
4

3
1
.
3

2
5
.
0

3
.
1

2
5
.
0

6
.
3

3
.
2
5

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
１

年
２

学
期

再
履

修
）

基
礎

1
-5

2組
月

1,
水

1
橋

本
　

聡
5
0

2
.
0

6
.
0

6
.
0

1
0
.
0

8
.
0

2
2
.
0

4
6
.
0

1
.
6
7

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
01

組
月

2,
木

4
竹

中
　

の
ぞ

み
3
5

8
.
6

5
.
7

2
5
.
7

1
7
.
1

1
7
.
1

8
.
6

8
.
6

8
.
6

3
.
2
3

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
11

組
水

3,
木

3
長

野
　

督
4
0

7
.
5

2
2
.
5

1
5
.
0

1
0
.
0

2
.
5

1
5
.
0

1
2
.
5

1
0
.
0

5
.
0

3
.
1
1

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
10

組
水

3,
木

3
伊

藤
　

直
哉

4
1

7
.
3

1
4
.
6

2
.
4

7
.
3

2
4
.
4

1
9
.
5

2
4
.
4

2
.
7
5

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
09

組
月

1,
水

2
鍋

島
　

孝
子

3
3

3
.
0

2
1
.
2

1
5
.
2

2
4
.
2

1
5
.
2

9
.
1

9
.
1

3
.
0

3
.
3
1

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
08

組
月

1,
水

2
竹

中
　

の
ぞ

み
3
5

5
.
7

2
8
.
6

1
4
.
3

8
.
6

5
.
7

1
4
.
3

8
.
6

5
.
7

2
.
9

2
.
9

2
.
9

3
.
1
2

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
07

組
月

1,
水

2
鍋

島
　

孝
子

3
6

5
.
6

1
3
.
9

1
3
.
9

8
.
3

8
.
3

8
.
3

1
9
.
4

1
6
.
7

5
.
6

2
.
8
8

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
02

組
月

2,
木

4
金

山
　

準
3
6

5
.
6

1
9
.
4

8
.
3

1
9
.
4

1
9
.
4

1
3
.
9

5
.
6

8
.
3

3
.
2
2

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
03

組
月

2,
木

4
長

野
　

督
3
4

5
.
9

2
3
.
5

1
4
.
7

1
4
.
7

1
7
.
6

8
.
8

5
.
9

5
.
9

2
.
9

3
.
2
6

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
04

組
月

2,
木

4
伊

藤
　

直
哉

3
2

6
.
3

9
.
4

1
5
.
6

6
.
3

1
8
.
8

6
.
3

1
8
.
8

1
8
.
8

2
.
9
7

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
05

組
火

4,
金

4
鍋

島
　

孝
子

4
2

9
.
5

1
9
.
0

7
.
1

9
.
5

1
4
.
3

1
4
.
3

1
1
.
9

1
4
.
3

2
.
6
6

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
仏

語
06

組
火

4,
金

4
金

山
　

準
4
1

7
.
3

7
.
3

2
2
.
0

1
7
.
1

1
7
.
1

1
9
.
5

2
.
4

7
.
3

3
.
2
2

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

１
年

２
学

期
再

履
修

）
基

礎
1
-5

2組
月

1,
水

1
竹

中
　

の
ぞ

み
1
5

2
0
.
0

1
3
.
3

2
0
.
0

6
.
7

4
0
.
0

1
.
2
9

ロ
シ
ア
語
Ⅰ

露
語

04
組

水
3,

木
3

杉
浦

　
秀

一
3
2

9
.
4

3
1
.
3

1
2
.
5

6
.
3

6
.
3

3
.
1

6
.
3

2
1
.
9

3
.
1

3
.
1
8

ロ
シ
ア
語
Ⅰ

露
語

03
組

月
1,

水
2

宇
佐

見
　

森
吉

2
8

7
.
1

1
7
.
9

2
5
.
0

1
0
.
7

1
4
.
3

3
.
6

3
.
6

1
4
.
3

3
.
6

3
.
1
9

ロ
シ
ア
語
Ⅰ

露
語

02
組

火
4,

金
4

ブ
ン
テ
ィ
ロ
フ
　
ゲ
オ
ル

2
3

1
7
.
4

3
0
.
4

8
.
7

4
.
3

2
1
.
7

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
3

3
.
3
9

ロ
シ
ア
語
Ⅰ

露
語

01
組

月
2,

木
4

宇
佐

見
　

森
吉

3
9

7
.
7

4
6
.
2

1
0
.
3

5
.
1

5
.
1

1
0
.
3

7
.
7

5
.
1

2
.
6

3
.
4
4

ロ
シ
ア
語
Ⅱ

（
１

年
２

学
期

再
履

修
）

基
礎

1
-5

2組
月

1,
水

1
杉

浦
　

秀
一

5
4
0
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

1
.
9
2

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
01

組
月

2,
木

4
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

4
0

5
.
0

2
2
.
5

1
5
.
0

1
0
.
0

1
5
.
0

5
.
0

1
7
.
5

2
.
5

7
.
5

2
.
9
6

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
20

組
水

3,
木

3
楊

　
彩

虹
3
7

5
.
4

1
6
.
2

2
.
7

1
3
.
5

1
3
.
5

1
3
.
5

1
8
.
9

8
.
1

2
.
7

5
.
4

2
.
8
6

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
19

組
水

3,
木

3
西

　
茹

3
8

5
.
3

2
.
6

1
3
.
2

1
8
.
4

2
1
.
1

1
0
.
5

5
.
3

5
.
3

2
.
6

1
5
.
8

2
.
7
1

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
18

組
水

3,
木

3
渡

邉
　

浩
平

3
9

1
0
.
3

7
.
7

5
.
1

7
.
7

1
2
.
8

2
0
.
5

2
8
.
2

5
.
1

2
.
6

2
.
9
1

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
17

組
水

3,
木

3
田

邉
　

鉄
3
9

2
.
6

7
.
7

7
.
7

1
0
.
3

2
0
.
5

1
2
.
8

2
5
.
6

7
.
7

2
.
6

2
.
6

2
.
7
7

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
16

組
水

3,
木

3
楊

　
彩

虹
3
9

5
.
1

1
0
.
3

1
0
.
3

1
2
.
8

1
7
.
9

1
2
.
8

2
.
6

1
5
.
4

7
.
7

2
.
6

2
.
6

2
.
7
8

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
15

組
月

1,
水

2
田

邉
　

鉄
3
9

2
.
6

7
.
7

7
.
7

2
0
.
5

1
2
.
8

2
0
.
5

1
2
.
8

1
2
.
8

2
.
6

2
.
8
9

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
14

組
月

1,
水

2
唐

　
イ

3
9

2
.
6

2
0
.
5

1
5
.
4

1
2
.
8

1
5
.
4

7
.
7

1
0
.
3

1
2
.
8

2
.
6

3
.
0
8

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
13

組
月

1,
水

2
西

　
茹

4
0

2
.
5

1
5
.
0

1
7
.
5

7
.
5

1
7
.
5

5
.
0

2
0
.
0

5
.
0

1
0
.
0

2
.
7
1

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
12

組
月

1,
水

2
藤

野
　

陽
平

3
8

2
.
6

1
0
.
5

1
3
.
2

1
0
.
5

1
8
.
4

2
6
.
3

5
.
3

7
.
9

2
.
6

2
.
6

2
.
9
3

6
2
0



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
5
/
2
6

北
海

道
大

学

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
11

組
月

1,
水

2
楊

　
彩

虹
4
1

2
.
4

1
2
.
2

9
.
8

1
2
.
2

1
2
.
2

9
.
8

1
9
.
5

9
.
8

4
.
9

4
.
9

2
.
4

2
.
7
1

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
10

組
火

4,
金

4
楊

　
彩

虹
3
8

5
.
3

1
8
.
4

1
0
.
5

1
0
.
5

1
3
.
2

1
3
.
2

1
0
.
5

1
3
.
2

2
.
6

2
.
6

2
.
9
7

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
09

組
火

4,
金

4
藤

野
　

陽
平

3
8

2
.
6

1
3
.
2

1
5
.
8

7
.
9

1
5
.
8

1
8
.
4

2
.
6

1
5
.
8

5
.
3

2
.
6

2
.
9
0

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
02

組
月

2,
木

4
西

　
茹

3
7

1
0
.
8

1
0
.
8

2
.
7

1
8
.
9

1
0
.
8

1
3
.
5

2
.
7

1
8
.
9

1
0
.
8

2
.
8
3

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
03

組
月

2,
木

4
霜

鳥
　

か
お

り
3
9

2
.
6

1
0
.
3

2
0
.
5

1
7
.
9

1
5
.
4

5
.
1

7
.
7

1
5
.
4

2
.
6

2
.
6

2
.
9
7

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
04

組
月

2,
木

4
清

水
　

賢
一

郎
3
8

1
3
.
2

7
.
9

1
3
.
2

1
5
.
8

1
0
.
5

1
5
.
8

1
8
.
4

5
.
3

3
.
1
6

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
05

組
月

2,
木

4
趙

　
萌

4
0

7
.
5

1
0
.
0

1
5
.
0

1
2
.
5

5
.
0

5
.
0

1
2
.
5

2
2
.
5

5
.
0

5
.
0

2
.
7
6

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
06

組
火

4,
金

4
網

谷
　

義
男

4
0

7
.
5

1
2
.
5

3
5
.
0

1
0
.
0

1
7
.
5

1
0
.
0

7
.
5

3
.
0
7

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
07

組
火

4,
金

4
楊

　
彩

虹
4
0

5
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

5
.
0

7
.
5

2
.
5

2
.
9
9

中
国
語
Ⅰ

中
国

語
08

組
火

4,
金

4
渡

邉
　

浩
平

3
7

1
0
.
8

2
.
7

1
3
.
5

1
3
.
5

1
8
.
9

3
2
.
4

8
.
1

2
.
4
7

中
国
語
Ⅱ

（
１

年
２

学
期

再
履

修
）

基
礎

1
-5

2組
月

1,
水

1
藤

野
　

陽
平

4
2

7
.
1

2
.
4

4
.
8

9
.
5

4
0
.
5

7
.
1

2
8
.
6

1
.
5
1

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅰ
西

語
02

組
月

2,
木

4
PA

I
CH

AD
ZE

S
VE

TL
AN

A
4
3

1
1
.
6

2
0
.
9

2
7
.
9

9
.
3

4
.
7

7
.
0

9
.
3

4
.
7

4
.
7

3
.
3
6

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅰ
西

語
03

組
火

4,
金

4
増

田
　

哲
子

4
3

4
.
7

1
4
.
0

1
4
.
0

1
6
.
3

1
1
.
6

1
6
.
3

4
.
7

1
1
.
6

7
.
0

3
.
0
1

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅰ
西

語
04

組
火

4,
金

4
PA

I
CH

AD
ZE

S
VE

TL
AN

A
4
3

2
.
3

1
1
.
6

1
4
.
0

2
3
.
3

2
5
.
6

1
1
.
6

7
.
0

2
.
3

2
.
3

3
.
1
1

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅰ
西

語
05

組
月

1,
水

2
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

4
3

2
.
3

7
.
0

1
1
.
6

1
4
.
0

9
.
3

1
8
.
6

1
1
.
6

1
6
.
3

9
.
3

2
.
7
4

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅰ
西

語
06

組
水

3,
木

3
増

田
　

哲
子

4
2

1
4
.
3

1
6
.
7

7
.
1

2
1
.
4

4
.
8

1
1
.
9

1
4
.
3

4
.
8

4
.
8

2
.
8
0

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅰ
西

語
01

組
月

2,
木

4
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

4
3

7
.
0

2
3
.
3

1
6
.
3

1
6
.
3

9
.
3

1
1
.
6

9
.
3

4
.
7

2
.
3

3
.
2
7

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅱ
（

１
年

２
学

期
再

履
修

）
基

礎
1
-5

2組
月

1,
水

1
PA

I
CH

AD
ZE

S
VE

TL
AN

A
1
7

5
.
9

5
.
9

5
.
9

5
.
9

5
.
9

1
1
.
8

1
7
.
6

4
1
.
2

1
.
5
8

韓
国
語
Ⅰ

韓
国

語
01

組
月

2,
木

4
玄

　
武

岩
3
8

2
.
6

2
6
.
3

1
3
.
2

1
0
.
5

1
8
.
4

1
3
.
2

2
.
6

7
.
9

2
.
6

2
.
6

3
.
1
7

韓
国
語
Ⅰ

韓
国

語
02

組
火

4,
金

4
金

　
ソ

ン
ミ

ン
3
4

1
1
.
8

1
7
.
6

1
7
.
6

1
4
.
7

1
1
.
8

8
.
8

2
.
9

8
.
8

2
.
9

2
.
9

3
.
2
1

韓
国
語
Ⅰ

韓
国

語
03

組
月

1,
水

2
曺

　
順

姫
4
0

5
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

1
5
.
0

1
2
.
5

1
0
.
0

2
.
5

1
7
.
5

2
.
5

5
.
0

2
.
9
3

韓
国
語
Ⅰ

韓
国

語
04

組
水

3,
木

3
金

　
ソ

ン
ミ

ン
4
0

7
.
5

1
2
.
5

1
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

7
.
5

2
0
.
0

7
.
5

2
.
5

2
.
5

2
.
9
8

韓
国
語
Ⅱ

（
１

年
２

学
期

再
履

修
）

基
礎

1
-5

2組
月

1,
水

1
玄

　
武

岩
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
3
3

英
語
演
習

初
級

：
B
e

U
n
d
e
r
s
t
o
o
d

発
信

型
英

語
の

基
礎

基
礎

1
-5

2組
水

1
奥

　
聡

2
5

8
.
0

8
.
0

1
2
.
0

1
6
.
0

2
0
.
0

8
.
0

8
.
0

8
.
0

1
2
.
0

2
.
8
0

英
語
演
習

初
級

：
R
e
t
h
i
n
k
i
n
g

h
o
w

t
o

r
e
a
d

E
n
g
l
i
s
h

基
礎

1
-5

2組
月

3
上

田
　

雅
信

2
3

8
.
7

1
3
.
0

3
4
.
8

8
.
7

1
3
.
0

8
.
7

4
.
3

4
.
3

4
.
3

3
.
2
8

英
語
演
習

初
級

：
S
R
A
で

学
ぶ

英
語

基
礎

1
-5

2組
木

4
長

島
　

美
織

2
4

4
.
2

1
6
.
7

2
0
.
8

2
0
.
8

2
5
.
0

4
.
2

4
.
2

4
.
2

3
.
1
3

英
語
演
習

初
級

：
ハ

ン
バ

ー
ガ

ー
の

歴
史

基
礎

1
-5

2組
火

2
本

堂
　

知
彦

2
4

4
.
2

1
2
.
5

8
.
3

2
0
.
8

3
7
.
5

8
.
3

4
.
2

4
.
2

3
.
1
2

英
語
演
習

初
級

：
偉

人
伝

を
読

む
基

礎
1
-5

2組
金

3
川

嵜
　

義
和

2
5

4
.
0

4
.
0

1
6
.
0

2
8
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

4
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
0
5

英
語
演
習

初
級

：
英

語
で

学
ぶ

東
南

ア
ジ

ア
基

礎
1
-5

2組
水

4
田

代
　

亜
紀

子
2
2

4
.
5

1
3
.
6

1
8
.
2

2
7
.
3

2
7
.
3

9
.
1

3
.
3
8

英
語
演
習

初
級

：
英

字
新

聞
読

解
初

級
基

礎
1
-5

2組
集

中
張

　
ジ

ュ
ヒ

ョ
ク

2
3

2
6
.
1

3
4
.
8

1
7
.
4

8
.
7

1
3
.
0

3
.
4
4

英
語
演
習

初
級

：
食

の
楽

し
み

基
礎

1
-5

2組
火

3
及

川
　

陽
子

3
0

2
0
.
0

1
3
.
3

1
3
.
3

2
3
.
3

1
6
.
7

3
.
3

3
.
3

3
.
3

3
.
3

3
.
3
9

英
語
演
習

初
級

：
報

道
で

学
ぶ

総
合

英
語

基
礎

1
-5

2組
木

1
鈴

木
　

志
の

ぶ
2
5

8
.
0

8
.
0

2
8
.
0

2
8
.
0

1
2
.
0

4
.
0

1
2
.
0

2
.
6
3

英
語
演
習

初
級

：
漫

画
・

ア
ニ

メ
の

言
語

科
学

基
礎

1
-5

2組
火

5
原

　
由

理
枝

2
3

8
.
7

4
.
3

1
7
.
4

1
7
.
4

2
1
.
7

1
7
.
4

4
.
3

8
.
7

2
.
4
4

英
語
演
習

上
級

：
C
r
i
t
i
c
a
l

T
h
i
n
k
i
n
g
:

P
r
i
n
c
i
p
l
e
s

a
n
d

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s

i
n

E
d
u
c
a
t
i
o
n

基
礎

1
-5

2組
火

4
T
A
N
A
K
A

J
A
Y

M
A
T
S
U
O

3
3
3
.
3

6
6
.
7

4
.
1
0

英
語
演
習

上
級

：
海

外
短

期
語

学
研

修
基

礎
1
-5

2組
集

中
長

島
　

美
織

2
0

5
.
0

6
0
.
0

3
5
.
0

3
.
9
1

6
2
1



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
6
/
2
6

北
海

道
大

学

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
月

1
長

島
　

美
織

9
2
2
.
2

3
3
.
3

1
1
.
1

1
1
.
1

2
2
.
2

3
.
0
7

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
月

3
長

島
　

美
織

9
4
4
.
4

2
2
.
2

3
3
.
3

3
.
7
0

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
火

2
長

島
　

美
織

1
4

1
4
.
3

6
4
.
3

2
1
.
4

3
.
7
0

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
火

3
長

島
　

美
織

2
0

2
0
.
0

4
5
.
0

3
5
.
0

3
.
6
8

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
水

3
長

島
　

美
織

1
5

3
3
.
3

6
.
7

6
0
.
0

3
.
6
6

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
水

4
長

島
　

美
織

7
4
2
.
9

5
7
.
1

3
.
9
6

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
木

2
長

島
　

美
織

1
9

2
1
.
1

5
7
.
9

1
5
.
8

5
.
3

3
.
5
7

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
水

5
長

島
　

美
織

7
2
8
.
6

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

2
.
7
0

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

１
集
中
）

基
礎

1
-5

2組
集

中
長

島
　

美
織

1
9

5
.
3

8
4
.
2

1
0
.
5

3
.
5
9

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅱ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
金

2
長

島
　

美
織

5
2
0
.
0

6
0
.
0

2
0
.
0

3
.
9
2

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅱ

2
0
1
9
（

１
集
中
）

基
礎

1
-5

2組
集

中
長

島
　

美
織

2
0

5
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

5
.
0

1
5
.
0

3
.
4
9

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅲ

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
金

5
長

島
　

美
織

7
7
1
.
4

2
8
.
6

4
.
2
1

英
語
演
習

中
級

：
A
c
t
i
v
e

L
i
s
t
e
n
i
n
g

a
n
d

L
a
n
g
u
a
g
e

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

基
礎

1
-5

2組
火

4
金

　
娥

凛
6

3
3
.
3

5
0
.
0

1
6
.
7

3
.
4
3

英
語
演
習

中
級

：
A
n

I
n
t
ro

d
u
c
ti

o
n

t
o

C
ri

t
i
c
al

T
h
in

k
i
ng

基
礎

1
-5

2組
金

4
カ

ワ
イ

・
カ

サ
ン

ド
ラ

3
6
6
.
7

3
3
.
3

4
.
2
0

英
語
演
習

中
級

：
A
n

I
n
t
ro

d
u
c
ti

o
n

t
o

C
ri

t
i
c
al

T
h
in

k
i
ng

基
礎

1
-5

2組
金

3
カ

ワ
イ

・
カ

サ
ン

ド
ラ

4
2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

4
.
0
0

英
語
演
習

中
級

：
A
p
p
r
o
a
c
h
e
s

t
o

S
e
c
o
n
d

L
a
n
g
u
a
g
e

T
e
a
c
h
i
n
g
:

R
e
a
d
i
n
g

a
n
d

W
r
i
t
i
n
g

基
礎

1
-
52

,
5
4組

火
3

T
A
N
A
K
A

J
A
Y

M
A
T
S
U
O

5
2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

3
.
6
6

英
語
演
習

中
級

：
B
B
C
ニ

ュ
ー

ス
の

英
語

を
聴

く
基

礎
1
-5

2組
水

4
土

田
　

映
子

2
8

3
.
6

3
.
6

1
4
.
3

2
8
.
6

1
0
.
7

1
0
.
7

1
7
.
9

1
0
.
7

2
.
7
7

英
語
演
習

中
級

：
B
B
C
ニ

ュ
ー

ス
の

英
語

を
聴

く
基

礎
1
-5

2組
水

3
土

田
　

映
子

2
8

7
.
1

3
.
6

1
0
.
7

1
0
.
7

2
1
.
4

1
7
.
9

3
.
6

1
0
.
7

1
0
.
7

3
.
6

2
.
7
5

英
語
演
習

中
級
：

B
e
i
n
g

Y
o
u
n
g

i
n

S
u
p
e
r
-
A
g
e
i
n
g

J
a
p
a
n

基
礎

1
-5

2組
火

2
ホ

メ
リ

ヒ
　

カ
ロ

ー
ラ

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

英
語
演
習

中
級

：
H
o
w

W
e
L
e
a
r
n
L
a
n
g
u
a
g
e
s

基
礎

1
-
52

,
5
4組

木
4

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

4
2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
.
9
3

英
語
演
習

中
級

：
H
o
w

W
e
L
e
a
r
n
L
a
n
g
u
a
g
e
s

基
礎

1
-
52

,
5
4組

木
2

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

1
1
0
0
.
0

0
.
7
0

英
語
演
習

中
級
：
I
d
e
a
s
:
D
i
s
c
u
s
s
i
n
g
C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
S
o
c
i
a
l
I
s
s
u
e
s

基
礎

1
-
52

,
5
4組

木
3

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

5
4
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

3
.
2
2

英
語
演
習

中
級

：
I
n
d
i
g
e
n
o
u
s

P
e
o
p
l
e
s

a
n
d

E
d
u
c
a
t
i
o
n

基
礎

1
-
52

,
5
4組

木
3

G
A
Y
M
A
N

J
E
F
F
R
Y

J
O
S
E
P
H

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

英
語
演
習

中
級

：
I
n
t
e
r
p
e
r
s
o
n
a
l
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

基
礎

1
-
52

,
5
4組

火
2

レ
ジ
ー
・
カ
パ
シ
オ
・
フ

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

英
語
演
習

中
級

：
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

t
o

F
o
r
e
s
t

S
c
i
e
n
c
e
（

森
林

科
学

入
門

）
基

礎
1
-5

2組
木

5
中

村
　

太
士

1
7

2
3
.
5

1
1
.
8

3
5
.
3

1
1
.
8

5
.
9

5
.
9

5
.
9

3
.
3
1

英
語
演
習

中
級

：
I
n
v
i
t
a
t
i
o
n

t
o
S
o
c
i
o
l
o
g
y

基
礎

1
-5

2組
木

1
櫻

井
　

義
秀

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
8
5

英
語
演
習

中
級

：
L
a
w
,

R
i
g
h
t
s
,

an
d

L
e
g
a
l

C
u
l
t
u
r
e

基
礎

1
-5

2組
火

5
長

谷
川

　
晃

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

英
語
演
習

中
級

：
P
e
r
s
o
n
a
l

S
t
o
r
i
e
s

a
n
d

R
e
l
i
g
i
o
n

基
礎

1
-
52

,
5
4組

水
4

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

7
2
8
.
6

2
8
.
6

2
8
.
6

1
4
.
3

3
.
9
0

英
語
演
習

中
級

：
P
r
a
c
t
i
c
i
n
g

B
a
s
i
c

N
a
t
u
r
a
l

E
v
e
r
y
d
a
y

E
n
g
l
i
s
h

基
礎

1
-
52

,
5
4組

火
3

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

1
2

8
.
3

3
3
.
3

1
6
.
7

8
.
3

2
5
.
0

8
.
3

3
.
5
6

英
語
演
習

中
級

：
P
r
a
c
t
i
c
i
n
g

B
a
s
i
c

N
a
t
u
r
a
l

E
v
e
r
y
d
a
y

E
n
g
l
i
s
h

基
礎

1
-
52

,
5
4組

水
3

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

1
3

1
5
.
4

3
8
.
5

2
3
.
1

1
5
.
4

7
.
7

3
.
7
9

英
語
演
習

中
級

：
P
r
a
c
t
i
c
i
n
g

B
a
s
i
c

N
a
t
u
r
a
l

E
v
e
r
y
d
a
y

E
n
g
l
i
s
h

基
礎

1
-
52

,
5
4組

火
2

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

1
5

2
0
.
0

3
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

6
.
7

3
.
7
1

英
語
演
習

中
級
：
R
e
a
d
i
n
g
a
n
e
s
s
a
y
o
n

m
i
n
d
a
n
d
i
t
s
e
v
o
l
u
t
i
o
n

基
礎

1
-5

2組
月

2
上

田
　

雅
信

2
3

8
.
7

2
1
.
7

1
7
.
4

2
6
.
1

1
7
.
4

8
.
7

3
.
4
4

英
語
演
習

中
級

：
S
R
A
で

学
ぶ

英
語

基
礎

1
-5

2組
金

2
長

島
　

美
織

2
3

4
3
.
5

2
1
.
7

1
3
.
0

4
.
3

8
.
7

4
.
3

4
.
3

3
.
2
9

英
語
演
習

中
級

：
S
p
a
c
e
E
x
p
l
o
r
a
t
i
o
n

基
礎

1
-5

2組
月

5
戸

谷
　

剛
1
1

9
.
1

2
7
.
3

2
7
.
3

9
.
1

2
7
.
3

3
.
6
1

英
語
演
習

中
級

：
T
he

or
ie

s
an

d
M
et

ho
do

lo
gi

es
of

S
ec

on
d

La
n
gu

ag
e

Te
ac

hi
n
g

基
礎

1
-
52

,
5
4組

木
1

T
A
N
A
K
A

J
A
Y

M
A
T
S
U
O

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

6
2
2



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
7
/
2
6

北
海

道
大

学

英
語
演
習

中
級

：
W
o
r
l
d

C
u
l
t
u
r
e
s

a
n
d

A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y

基
礎

1
-
52

,
5
4組

水
5

C
A
P
O
B
I
A
N
C
O

P
A
U
L

J
O
S
E

1
1
0
0
.
0

2
.
7
0

英
語
演
習

中
級

：
W
o
r
l
d

C
u
l
t
u
r
e
s

a
n
d

A
n
t
h
r
o
p
o
l
o
g
y

基
礎

1
-
52

,
5
4組

水
2

C
A
P
O
B
I
A
N
C
O

P
A
U
L

J
O
S
E

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
1
5

英
語
演
習

中
級
：
『
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
』
を
観
る
2
0
1
9

基
礎

1
-5

2組
月

5
十

枝
内

　
康

隆
2
5

3
2
.
0

6
8
.
0

3
.
8
0

英
語
演
習

中
級

：
ア

メ
リ

カ
人

批
評

家
に

よ
る

宮
崎

駿
論

基
礎

1
-5

2組
火

1
本

堂
　

知
彦

2
4

8
.
3

8
.
3

8
.
3

1
2
.
5

2
9
.
2

1
6
.
7

4
.
2

4
.
2

4
.
2

4
.
2

2
.
9
6

英
語
演
習

中
級

：
キ

ャ
ン

パ
ス

英
語

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
月

2
長

島
　

美
織

1
9

8
4
.
2

1
5
.
8

3
.
3
7

英
語
演
習

中
級

：
キ

ャ
ン

パ
ス

英
語

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
火

1
長

島
　

美
織

1
8

5
.
6

5
0
.
0

5
.
6

3
3
.
3

5
.
6

3
.
5
4

英
語
演
習

中
級

：
キ

ャ
ン

パ
ス

英
語

2
0
1
9
（

１
）

基
礎

1
-5

2組
木

1
長

島
　

美
織

2
0

4
0
.
0

3
0
.
0

5
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

5
.
0

3
.
7
4

英
語
演
習

中
級

：
シ

ェ
イ

ク
ス

ピ
ア

の
研

究
論

文
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
木

3
宮

下
　

弥
生

1
1

9
.
1

1
8
.
2

1
8
.
2

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

2
.
8
5

英
語
演
習

中
級

：
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ

イ
ム

ズ
の

記
事

を
読

む
基

礎
1
-5

2組
月

3
大

野
　

公
裕

2
3

4
.
3

8
.
7

2
1
.
7

8
.
7

1
3
.
0

1
7
.
4

1
3
.
0

1
3
.
0

3
.
0
5

英
語
演
習

中
級

：
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ

イ
ム

ズ
の

記
事

を
読

む
基

礎
1
-5

2組
月

4
大

野
　

公
裕

2
3

1
7
.
4

3
9
.
1

3
4
.
8

4
.
3

4
.
3

3
.
4
1

英
語
演
習

中
級

：
フ

ァ
ン

タ
ジ

ー
と

S
F
で

学
ぶ

英
語

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

基
礎

1
-5

2組
金

4
熊

谷
　

由
美

子
3
0

1
3
.
3

1
6
.
7

1
0
.
0

2
3
.
3

2
0
.
0

1
6
.
7

3
.
0
5

英
語
演
習

中
級

：
医

学
の

英
文

献
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
火

1
伊

　
敏

1
0

1
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

3
.
4
0

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

学
ぶ

世
界

の
水

と
衛

生
基

礎
1
-5

2組
金

5
北

島
　

正
章

1
1

1
8
.
2

1
8
.
2

1
8
.
2

2
7
.
3

1
8
.
2

2
.
9
5

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

学
ぶ

世
界

遺
産

基
礎

1
-5

2組
火

2
田

代
　

亜
紀

子
2
4

8
.
3

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

2
0
.
8

2
5
.
0

8
.
3

3
.
2
3

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

学
ぶ

生
物

学
基

礎
1
-5

2組
月

5
吉

田
　

郁
也

2
0

1
0
.
0

2
0
.
0

2
5
.
0

1
5
.
0

5
.
0

1
0
.
0

5
.
0

1
0
.
0

3
.
2
6

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

学
ぶ

電
波

の
歴

史
基

礎
1
-5

2組
火

5
山

本
　

学
6

1
6
.
7

1
6
.
7

3
3
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

3
.
6
7

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

推
理

を
楽

し
む

基
礎

1
-5

2組
木

2
及

川
　

陽
子

2
2

2
2
.
7

2
7
.
3

9
.
1

9
.
1

4
.
5

1
3
.
6

1
3
.
6

3
.
2
0

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

読
む

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

基
礎

1
-5

2組
木

5
佐

藤
　

真
理

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

英
語
演
習

中
級

：
英

語
の

歌
を

聴
く

・
読

む
基

礎
1
-5

2組
集

中
土

永
　

孝
4
0

1
0
.
0

1
7
.
5

1
2
.
5

3
2
.
5

7
.
5

2
.
5

5
.
0

2
.
5

1
0
.
0

3
.
1
2

英
語
演
習

中
級

：
英

字
新

聞
読

解
中

級
基

礎
1
-5

2組
火

3
張

　
ジ

ュ
ヒ

ョ
ク

2
5

1
6
.
0

3
6
.
0

2
0
.
0

8
.
0

1
6
.
0

4
.
0

3
.
7
2

英
語
演
習

中
級

：
英

日
翻

訳
の

基
礎

基
礎

1
-5

2組
木

2
佐

藤
　

美
希

1
5

1
3
.
3

3
3
.
3

2
6
.
7

1
3
.
3

1
3
.
3

3
.
4
1

英
語
演
習

中
級

：
英

文
法

解
法

演
習

2
0
1
9

基
礎

1
-5

2組
月

4
對

馬
　

康
博

2
4

1
2
.
5

1
6
.
7

1
6
.
7

2
0
.
8

8
.
3

4
.
2

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

3
.
2
4

英
語
演
習

中
級

：
化

学
系

に
求

め
ら

れ
る

英
語

力
を

身
に

つ
け

る
基

礎
1
-5

2組
火

5
藤

原
　

政
司

8
3
7
.
5

1
2
.
5

3
7
.
5

1
2
.
5

3
.
2
9

英
語
演
習

中
級

：
科

学
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ズ
ム

の
英

語
基

礎
1
-5

2組
木

2
松

王
　

政
浩

9
2
2
.
2

4
4
.
4

2
2
.
2

1
1
.
1

3
.
6
3

英
語
演
習

中
級

：
海

外
短

期
語

学
研

修
基

礎
1
-5

2組
集

中
長

島
　

美
織

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

英
語
演
習

中
級

：
観

光
研

究
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

基
礎

1
-5

2組
月

2
西

川
　

克
之

4
7
5
.
0

2
5
.
0

3
.
8
3

英
語
演
習

中
級

：
共

通
語

と
し

て
の

英
語

基
礎

1
-5

2組
水

1
大

友
　

瑠
璃

子
1
4

7
.
1

7
.
1

2
1
.
4

2
1
.
4

7
.
1

1
4
.
3

1
4
.
3

7
.
1

3
.
0
9

英
語
演
習

中
級

：
語

彙
と

読
解

基
礎

1
-5

2組
金

2
園

田
　

勝
英

2
0

2
5
.
0

4
5
.
0

1
0
.
0

5
.
0

1
0
.
0

5
.
0

3
.
7
1

英
語
演
習

中
級

：
口

頭
英

作
文

基
礎

1
-5

2組
木

2
五

十
嵐

　
洋

介
1
0

4
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

4
.
0
6

英
語
演
習

中
級

：
宗

教
社

会
学

基
礎

1
-5

2組
木

4
岡

本
　

亮
輔

1
2

8
.
3

8
.
3

5
0
.
0

2
5
.
0

8
.
3

3
.
3
7

英
語
演
習

中
級

：
宗

教
社

会
学

基
礎

1
-5

2組
木

3
岡

本
　

亮
輔

2
3

4
.
3

2
1
.
7

2
6
.
1

3
4
.
8

4
.
3

4
.
3

4
.
3

3
.
2
0

英
語
演
習

中
級

：
重

大
感

染
症

の
端

緒
論

文
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
火

4
小

華
和

　
柾

志
1
5

1
3
.
3

6
.
7

6
.
7

2
6
.
7

1
3
.
3

2
0
.
0

6
.
7

6
.
7

3
.
0
4

英
語
演
習

中
級

：
初

学
者

の
た

め
の

経
済

学
基

礎
1
-5

2組
月

5
須

賀
　

宣
仁

5
2
0
.
0

4
0
.
0

4
0
.
0

2
.
3
4

英
語
演
習

中
級

：
人

に
や

さ
し

い
先

端
テ

ク
ノ

ロ
ジ

を
英

語
で

学
ぶ

基
礎

1
-5

2組
火

5
金

井
　

理
6

1
6
.
7

5
0
.
0

1
6
.
7

1
6
.
7

3
.
2
8

英
語
演
習

中
級
：
水

の
観
光
―

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お

け
る
海
水

浴
と
ス
パ

・
タ
ウ
ン

の
文
化

史
基

礎
1
-5

2組
火

1
西

川
　

克
之

7
2
8
.
6

5
7
.
1

1
4
.
3

3
.
5
4

6
2
3



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
8
/
2
6

北
海

道
大

学

英
語
演
習

中
級

：
生

物
か

ら
学

ん
だ

新
し

い
材

料
基

礎
1
-5

2組
火

5
CH

O
H
AI

J
U
N

3
3
3
.
3

6
6
.
7

4
.
1
0

英
語
演
習

中
級

：
地

球
の

環
境

の
足

跡
基

礎
1
-5

2組
水

5
ビ
ジ
ュ
　
バ
ス
デ
バ
ン
　

1
1
0
0
.
0

3
.
3
0

英
語
演
習

中
級

：
中

東
社

会
を

英
語

で
理

解
す

る
基

礎
1
-5

2組
木

2
太

田
　

敬
子

3
6
6
.
7

3
3
.
3

3
.
9
0

英
語
演
習

中
級

：
報

道
で

学
ぶ

総
合

英
語

基
礎

1
-5

2組
水

2
鈴

木
　

志
の

ぶ
1
1

2
7
.
3

9
.
1

1
8
.
2

9
.
1

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

3
.
0
6

英
語
演
習

中
級

：
免

疫
学

の
最

新
知

見
に

関
す

る
論

文
を

読
む

「
腸

内
細

菌
叢

と
免

疫
」

基
礎

1
-5

2組
水

5
大

橋
　

和
彦

2
5
0
.
0

5
0
.
0

4
.
1
5

英
語
演
習

中
級

：
洋

楽
と

洋
画

で
学

ぶ
口

語
英

文
法

基
礎

1
-5

2組
月

5
小

林
　

敏
彦

2
7

3
.
7

3
.
7

1
4
.
8

1
8
.
5

2
2
.
2

2
2
.
2

7
.
4

3
.
7

3
.
7

3
.
0
1

英
語
演
習

中
級

：
歴

史
に

お
け

る
国

際
経

験
基

礎
1
-5

2組
木

5
ラ
フ
ェ
イ
　
ミ
シ
ェ
ル

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
6
5

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

C
h
a
t
t
e
n

a
u
f

D
e
u
t
s
c
h

-
チ

ャ
ッ

ト
で

学
ぶ

文
法

・
作

文
・

会
話

基
礎

1
-5

2組
水

5
藤

本
　

純
子

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
5
0

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

ド
イ

ツ
語

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
（
１
）

基
礎

1
-5

2組
木

2
マ
テ
ィ
ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー

4
2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

1
.
5
8

ド
イ
ツ
語
演

習
初

級
：

ド
イ

ツ
の

生
活

と
社

会
基

礎
1
-5

2組
金

5
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

4
5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
1
5

ド
イ
ツ
語
演

習
初

級
：

ド
イ

ツ
語

で
物

語
を

読
ん

で
み
る

基
礎

1
-5

2組
木

4
鈴

木
　

純
一

4
2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

2
.
8
5

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

ド
イ

ツ
語

で
日

常
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
水

4
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
9

2
4
.
1

1
0
.
3

1
3
.
8

6
.
9

1
7
.
2

1
3
.
8

1
0
.
3

3
.
4

3
.
3
2

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

ド
イ

ツ
語

で
日

常
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
水

5
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
7

1
8
.
5

1
1
.
1

1
4
.
8

1
8
.
5

1
4
.
8

1
1
.
1

7
.
4

3
.
7

3
.
3
5

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

ド
イ

ツ
語

ス
タ

ー
ト

ラ
イ

ン
（
１
）

基
礎

1
-5

2組
月

5
マ
テ
ィ
ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー

2
3

4
.
3

1
3
.
0

3
4
.
8

3
0
.
4

8
.
7

8
.
7

3
.
1
3

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

ド
イ

ツ
出

身
の

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー
た
ち

基
礎

1
-5

2組
金

5
杉

浦
　

康
則

2
4

4
.
2

2
0
.
8

2
0
.
8

1
6
.
7

4
.
2

1
6
.
7

8
.
3

4
.
2

4
.
2

3
.
1
8

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

ミ
ュ

ン
ヘ

ン
観

光
基

礎
1
-5

2組
金

5
阿

部
　

和
夫

2
5

8
.
0

1
6
.
0

1
6
.
0

2
4
.
0

1
6
.
0

4
.
0

8
.
0

8
.
0

3
.
3
0

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

国
際

的
な

視
点

か
ら

見
た

ド
イ
ツ
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
木

4
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
1

2
8
.
6

2
3
.
8

4
.
8

1
4
.
3

9
.
5

4
.
8

4
.
8

4
.
8

4
.
8

3
.
3
9

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

国
際

的
な

視
点

か
ら

見
た

ド
イ
ツ
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
木

5
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
0

2
5
.
0

2
5
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

5
.
0

1
5
.
0

3
.
4
3

ド
イ
ツ
語
演

習
入
門
：
日
常
生
活
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
金

3
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

1
4

2
8
.
6

7
.
1

1
4
.
3

3
5
.
7

7
.
1

7
.
1

3
.
3
7

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

日
本

の
若

者
の

た
め

の
ド

イ
ツ

語
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
火

5
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

3
0

4
3
.
3

2
6
.
7

6
.
7

3
.
3

3
.
3

3
.
3

6
.
7

3
.
3

3
.
3

3
.
7
0

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

日
本

の
若

者
の

た
め

の
ド

イ
ツ

語
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
火

4
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
9

3
4
.
5

1
7
.
2

1
3
.
8

3
.
4

1
3
.
8

6
.
9

3
.
4

3
.
4

3
.
4

3
.
5
0

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

聞
く

・
話

す
・

読
む

・
書

く
ド

イ
ツ

語
（

Ⅰ
）

基
礎

1
-5

2組
木

5
寺

田
　

龍
男

2
5

1
2
.
0

1
6
.
0

2
4
.
0

8
.
0

1
6
.
0

4
.
0

1
6
.
0

4
.
0

3
.
3
4

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
L
e
v
e
l
I
I

基
礎

1
-5

2組
月

4
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

1
4

2
8
.
6

7
.
1

1
4
.
3

2
1
.
4

7
.
1

7
.
1

1
4
.
3

2
.
7
6

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
L
e
v
e
l
I
I

基
礎

1
-5

2組
金

2
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

8
1
2
.
5

2
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

2
5
.
0

2
.
4
6

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
基

礎
講

読
1
9
A

基
礎

1
-5

2組
火

3
伊

藤
　

直
哉

9
5
5
.
6

2
2
.
2

2
2
.
2

3
.
2
8

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

初
級

：
フ

ラ
ン

ス
語

の
テ

ク
ス

ト
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
木

3
竹

内
　

修
一

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
2
3

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

初
級

：
仏

検
３

級
傾

向
と

対
策

基
礎

1
-5

2組
水

5
長

野
　

督
1
7

1
7
.
6

2
3
.
5

1
1
.
8

5
.
9

5
.
9

1
1
.
8

1
7
.
6

5
.
9

3
.
2
7

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

上
級

：
H
i
s
t
o
i
r
e

d
e

l
a

R
e
v
o
l
u
t
i
o
n

f
r
a
n
c
a
i
s
e

基
礎

1
-5

2組
水

5
松

嶌
　

明
男

1
1
0
0
.
0

3
.
3
0

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
月

3
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5

4
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

2
4
.
0

2
0
.
0

4
.
0

2
.
6
4

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
火

1
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5

4
.
0

3
2
.
0

1
2
.
0

8
.
0

2
0
.
0

1
2
.
0

4
.
0

4
.
0

4
.
0

2
.
9
2

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
木

1
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
4

4
.
2

8
.
3

2
0
.
8

8
.
3

8
.
3

1
2
.
5

1
2
.
5

1
6
.
7

8
.
3

2
.
7
7

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
木

2
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5

2
0
.
0

1
6
.
0

4
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

1
6
.
0

8
.
0

3
.
0
8

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
金

3
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5

4
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

1
2
.
0

4
.
0

4
.
0

1
6
.
0

3
.
0
6

ロ
シ
ア
語
演

習
基

礎
：

会
話

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
火

5
ブ
ン
テ
ィ
ロ
フ
　
ゲ
オ
ル

3
3
3
.
3

6
6
.
7

3
.
3
3

ロ
シ
ア
語
演

習
初

級
：

会
話

Ⅲ
基

礎
1
-5

2組
金

2
ブ
ン
テ
ィ
ロ
フ
　
ゲ
オ
ル

4
5
0
.
0

5
0
.
0

4
.
1
5

6
2
4



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
9
/
2
6

北
海

道
大

学

ロ
シ
ア
語
演

習
初

級
：

講
読

基
礎

1
-5

2組
木

5
杉

浦
　

秀
一

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

ロ
シ
ア
語
演

習
入

門
：

会
話

Ⅰ
基

礎
1
-5

2組
水

5
ブ
ン
テ
ィ
ロ
フ
　
ゲ
オ
ル

2
2

4
.
5

5
9
.
1

2
7
.
3

9
.
1

3
.
8
7

ロ
シ
ア
語
演

習
入

門
：

会
話

Ⅰ
基

礎
1
-5

2組
月

5
ア
ン
ナ
　
サ
ヴ
ィ
ヌ
ィ
フ

1
4

1
4
.
3

1
4
.
3

7
.
1

2
8
.
6

1
4
.
3

7
.
1

7
.
1

7
.
1

3
.
2
0

ロ
シ
ア
語
演

習
入

門
：

総
合

Ⅰ
基

礎
1
-5

2組
木

5
宇

佐
見

　
多

佳
子

2
4

1
6
.
7

3
3
.
3

2
0
.
8

1
2
.
5

1
2
.
5

4
.
2

3
.
6
1

中
国
語
演
習

基
礎

：
読

み
物

で
基

礎
固

め
基

礎
1
-5

2組
月

5
清

水
　

賢
一

郎
1
6

6
.
3

2
5
.
0

1
2
.
5

6
.
3

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

2
.
9
4

中
国
語
演
習

基
礎

：
発

音
・

リ
ス

ニ
ン

グ
力

を
鍛

え
る

中
国

語
基

礎
1
-5

2組
水

1
今

野
　

美
香

1
5

1
3
.
3

4
6
.
7

6
.
7

3
3
.
3

2
.
6
9

中
国
語
演
習

初
級

：
現

代
中

国
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
水

5
渡

邉
　

浩
平

2
3

4
.
3

3
0
.
4

3
9
.
1

8
.
7

8
.
7

8
.
7

3
.
1
7

中
国
語
演
習

初
級

：
中

国
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
-
1

基
礎

1
-5

2組
火

2
伊

　
敏

4
5
0
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
.
8
3

中
国
語
演
習

初
級

：
中

国
語

会
話

大
学

生
活

基
礎

1
-5

2組
火

5
云

　
肖

梅
1
7

2
3
.
5

5
.
9

1
1
.
8

2
3
.
5

5
.
9

1
7
.
6

1
1
.
8

3
.
2
8

中
国
語
演
習

中
級

：
ネ

イ
テ

ィ
ブ

の
中

国
語

表
現

基
礎

1
-5

2組
火

2
西

　
茹

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

中
国
語
演
習

中
級

：
海

外
短

期
語

学
研

修
基

礎
1
-5

2組
集

中
西

　
茹

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

中
国
語
演
習

中
級

：
時

事
ニ

ュ
ー

ス
を

中
国

語
で

読
む

基
礎

1
-5

2組
火

5
徐

　
行

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
8
5

中
国
語
演
習

中
級

：
中

国
の

教
育

事
情

を
学

ぶ
基

礎
1
-5

2組
水

5
張

　
揚

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

中
国
語
演
習

中
級

：
中

国
語

中
級

基
礎

1
-5

2組
月

5
岩

谷
　

將
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

中
国
語
演
習

入
門

：
は

じ
め

て
の

中
国

語
基

礎
1
-5

2組
火

2
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

2
5

4
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

4
.
0

4
.
0

2
0
.
0

1
2
.
0

1
6
.
0

3
.
1
0

中
国
語
演
習

入
門

：
音

か
ら

学
ぶ

中
国

語
入

門
基

礎
1
-5

2組
木

1
渡

邉
　

浩
平

2
5

2
0
.
0

2
8
.
0

4
0
.
0

1
2
.
0

3
.
5
2

中
国
語
演
習

入
門

：
教

科
書

連
動

！
ド

リ
ル

で
学

ぶ
中

国
語

基
礎

1
-5

2組
月

5
長

井
　

裕
子

2
4

8
.
3

3
3
.
3

1
6
.
7

8
.
3

4
.
2

4
.
2

1
6
.
7

4
.
2

4
.
2

3
.
2
0

中
国
語
演
習

入
門

：
初

め
て

の
中

国
語

会
話

基
礎

1
-5

2組
水

5
楊

　
彩

虹
3
0

6
.
7

2
6
.
7

3
3
.
3

1
3
.
3

1
0
.
0

3
.
3

3
.
3

3
.
3

3
.
4
5

中
国
語
演
習

入
門

：
初

め
て

の
中

国
語

会
話

基
礎

1
-5

2組
木

1
楊

　
彩

虹
3
0

3
.
3

3
0
.
0

3
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

3
.
3

3
.
3

3
.
5
3

中
国
語
演
習

入
門

：
初

め
て

の
中

国
語

会
話

基
礎

1
-5

2組
火

3
楊

　
彩

虹
3
0

3
0
.
0

1
6
.
7

2
0
.
0

6
.
7

1
6
.
7

6
.
7

3
.
3

3
.
2
8

中
国
語
演
習

入
門

：
中

国
語

を
話

し
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
木

5
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

2
5

4
.
0

2
4
.
0

1
2
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

8
.
0

4
.
0

1
2
.
0

2
.
9
2

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

初
級

：
表

現
す

る
た

め
の

筆
記

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
水

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

8
1
2
.
5

3
7
.
5

1
2
.
5

3
7
.
5

2
.
5
0

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

中
級

：
時

事
ス

ペ
イ

ン
語

中
級

講
読

基
礎

1
-5

2組
木

5
山

下
　

好
孝

1
0

5
0
.
0

3
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
8
2

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

入
門

：
ス

ペ
イ

ン
語

を
は

じ
め

よ
う

！
基

礎
1
-5

2組
木

5
PA

I
CH

AD
ZE

S
VE

TL
AN

A
2
5

4
4
.
0

4
0
.
0

1
6
.
0

4
.
0
8

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

入
門

：
ス

ペ
イ

ン
語

会
話

の
イ

ン
ト

ネ
ー

シ
ョ

ン
と

リ
ズ

ム
基

礎
1
-5

2組
水

2
岩

澤
　

マ
リ

ア
2
2

2
2
.
7

5
0
.
0

9
.
1

4
.
5

9
.
1

4
.
5

3
.
7
3

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

入
門

：
ス

ペ
イ

ン
語

初
歩

基
礎

1
-5

2組
木

3
増

田
　

哲
子

2
4

1
6
.
7

8
.
3

2
0
.
8

1
2
.
5

1
2
.
5

8
.
3

4
.
2

4
.
2

8
.
3

4
.
2

3
.
1
0

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

入
門

：
ス

ペ
イ

ン
語

文
法

入
門

基
礎

1
-5

2組
水

4
岩

澤
　

康
裕

1
6

3
1
.
3

1
8
.
8

6
.
3

2
5
.
0

6
.
3

1
2
.
5

3
.
2
2

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

入
門

：
表

現
す

る
た

め
の

口
頭

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅰ
基

礎
1
-5

2組
木

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

1
8

1
6
.
7

1
1
.
1

5
.
6

5
.
6

2
2
.
2

2
2
.
2

5
.
6

1
1
.
1

3
.
0
6

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

入
門

：
表

現
す

る
た

め
の

口
頭

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅰ
基

礎
1
-5

2組
金

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

1
1

9
.
1

9
.
1

9
.
1

3
6
.
4

1
8
.
2

1
8
.
2

3
.
3
3

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

入
門

：
表

現
す

る
た

め
の

筆
記

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅰ
基

礎
1
-5

2組
月

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

2
1

4
.
8

4
.
8

4
.
8

1
4
.
3

3
3
.
3

3
8
.
1

3
.
0
7

韓
国
語
演
習

基
礎

：
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
の

会
話

文
を

学
ぼ

う
基

礎
1
-5

2組
木

5
松

田
　

由
紀

1
0

2
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
1
9

韓
国
語
演
習

初
級

：
エ

ッ
セ

イ
を

読
ん

で
語

彙
力

ア
ッ

プ
！

基
礎

1
-5

2組
木

4
金

　
京

愛
5

2
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

3
.
8
6

韓
国
語
演
習

初
級

：
海

外
短

期
語

学
研

修
基

礎
1
-5

2組
集

中
玄

　
武

岩
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

韓
国
語
演
習

初
級

：
楽

し
く

し
ゃ

べ
ろ

う
！

韓
国

語
基

礎
1
-5

2組
月

5
千

　
永

柱
2

1
0
0
.
0

3
.
7
0

韓
国
語
演
習

中
級

：
現

代
の

韓
国

の
教

育
と

社
会

基
礎

1
-5

2組
月

5
宋

　
美

蘭
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

6
2
5
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名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
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名
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修
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数
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)
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B+
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)
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)

C+
(%

)
C(
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D(
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D-

(%
)

F(
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GP
A

2
0
/
2
6

北
海

道
大

学

韓
国
語
演
習

入
門

：
今

日
か

ら
使

え
る

韓
国

語
基

礎
1
-5

2組
火

5
金

　
娥

凛
2
5

8
.
0

8
.
0

8
.
0

2
8
.
0

2
4
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

3
.
1
7

外
国
語
特
別

演
習

イ
タ

リ
ア

語
入

門
：

は
じ

め
て

の
イ

タ
リ

ア
語

基
礎

1
-5

2組
水

5
望

月
　

由
美

子
2
5

4
.
0

2
0
.
0

2
4
.
0

2
0
.
0

8
.
0

1
6
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
3
6

外
国
語
特
別

演
習

ギ
リ

シ
ア

語
入

門
：

古
典

ギ
リ

シ
ア

語
入

門
基

礎
1
-5

2組
月

5
川

嵜
　

義
和

7
2
8
.
6

2
8
.
6

4
2
.
9

2
.
2
9

外
国
語
特
別

演
習

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

　
入

門
：

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

で
話

し
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
水

3
ダ
ナ
・
ハ
シ
モ
ト
ヴ
ァ
ー

2
3

4
.
3

2
1
.
7

8
.
7

8
.
7

1
7
.
4

2
6
.
1

8
.
7

4
.
3

3
.
1
8

外
国
語
特
別

演
習

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

語
　

入
門

：
b
e
動

詞
だ

け
で

多
彩

な
表

現
を

基
礎

1
-5

2組
木

5
水

本
　

秀
明

3
0

6
.
7

1
3
.
3

2
6
.
7

3
0
.
0

1
3
.
3

1
0
.
0

3
.
4
7

外
国
語
特
別

演
習

ポ
ー

ラ
ン

ド
語

　
入

門
：

は
じ

め
て

の
ポ

ー
ラ

ン
ド

語
基

礎
1
-5

2組
水

5
佐

光
　

伸
一

1
9

1
5
.
8

1
5
.
8

1
5
.
8

1
0
.
5

5
.
3

1
0
.
5

1
0
.
5

5
.
3

1
0
.
5

2
.
7
9

外
国
語
特
別

演
習

ラ
テ

ン
語

入
門

：
古

典
ラ

テ
ン

語
入
門

基
礎

1
-5

2組
木

1
川

嵜
　

義
和

1
9

1
0
.
5

2
1
.
1

1
0
.
5

1
5
.
8

2
1
.
1

1
0
.
5

5
.
3

5
.
3

3
.
1
8

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
生

物
）

基
礎

1
-
1
5
,
3
0
-
3
3
,
5
3
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
7
8

6
.
4

1
9
.
2

1
9
.
2

1
5
.
4

2
3
.
1

9
.
0

1
.
3

3
.
8

2
.
6

3
.
2
8

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
生

物
）

基
礎

1
6
-
1
9
,
2
7
-
2
9
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
1
1
0

8
.
2

1
0
.
0

2
7
.
3

2
4
.
5

1
9
.
1

7
.
3

0
.
9

1
.
8

0
.
9

3
.
4
1

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
生

物
）

基
礎

2
0-

26
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

1
1
5

8
.
7

1
8
.
3

2
4
.
3

2
1
.
7

1
8
.
3

4
.
3

0
.
9

3
.
5

3
.
4
3

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

1
-
1
5
,
3
0
-
3
3
,
5
3
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
9

2
2
.
2

3
3
.
3

3
3
.
3

1
1
.
1

3
.
5
2

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

2
0-

26
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

9
4
4
.
4

2
2
.
2

2
2
.
2

1
1
.
1

3
.
6
7

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

1
6
-
1
9
,
2
7
-
2
9
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
1
3

7
.
7

2
3
.
1

7
.
7

2
3
.
1

3
0
.
8

7
.
7

3
.
4
3

自
然
科
学
実

験
（

生
物

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

1
-
1
5
,
3
0
-
3
3
,
5
3
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
1
3

7
.
7

3
0
.
8

3
8
.
5

7
.
7

7
.
7

7
.
7

3
.
2
2

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
化

学
）

基
礎

1
-
1
5
,
3
0
-
3
3
,
5
3
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
6
8

2
.
9

1
6
.
2

2
5
.
0

2
2
.
1

2
0
.
6

1
.
5

4
.
4

2
.
9

4
.
4

3
.
2
8

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
化

学
）

基
礎

1
6
-
1
9
,
2
7
-
2
9
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
1
2
4

4
.
8

1
7
.
7

1
6
.
9

2
3
.
4

1
7
.
7

8
.
1

3
.
2

2
.
4

0
.
8

4
.
0

0
.
8

3
.
2
3

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
化

学
）

基
礎

2
0-

26
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

1
2
4

2
.
4

1
1
.
3

2
5
.
8

3
2
.
3

1
2
.
9

7
.
3

1
.
6

1
.
6

0
.
8

4
.
0

3
.
2
6

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
生

物
）

基
礎

1
6
-
1
9
,
2
7
-
2
9
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
8
0

1
6
.
3

2
6
.
3

2
7
.
5

1
6
.
3

1
0
.
0

1
.
3

2
.
5

3
.
3
4

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
生

物
）

基
礎

1
-
1
5
,
3
0
-
3
3
,
5
3
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
3
9

7
.
7

1
0
.
3

1
5
.
4

4
3
.
6

1
2
.
8

5
.
1

5
.
1

3
.
3
1

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
生

物
）

基
礎

2
0-

26
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

7
6

1
.
3

1
5
.
8

2
2
.
4

2
1
.
1

2
6
.
3

6
.
6

1
.
3

2
.
6

2
.
6

3
.
2
8

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

1
6
-
1
9
,
2
7
-
2
9
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
4
6

6
.
5

1
5
.
2

3
0
.
4

3
2
.
6

4
.
3

1
0
.
9

3
.
5
2

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

2
0-

26
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

5
1

5
.
9

1
5
.
7

2
1
.
6

3
7
.
3

1
3
.
7

2
.
0

3
.
9

3
.
4
6

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

1
-
1
5
,
3
0
-
3
3
,
5
3
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
3
4

8
.
8

1
7
.
6

3
2
.
4

2
3
.
5

8
.
8

5
.
9

2
.
9

3
.
5
1

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
教

育
学

入
門

Ⅰ
（

教
育

問
題

と
教

育
学
）

基
礎

1
-5

3組
木

2
宮

﨑
　

隆
志

1
0
0

4
.
0

2
5
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

2
4
.
0

4
.
0

2
.
0

2
.
0

9
.
0

3
.
1
4

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
教

育
学

入
門

Ⅱ
（

公
認

心
理

師
の

職
責
）

基
礎

1
-5

3組
金

1
渡

邊
　

誠
4
5

2
.
2

8
.
9

1
3
.
3

2
0
.
0

8
.
9

1
1
.
1

1
5
.
6

6
.
7

1
3
.
3

2
.
4
2

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
経

済
・

経
営

学
入

門
Ⅱ

基
礎

1
-5

3組
木

2
岩

田
　

智
8
0

7
.
5

7
.
5

8
.
8

1
6
.
3

1
1
.
3

1
0
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

3
.
8

5
.
0

2
.
7
7

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
経

済
・

経
営

学
入

門
Ⅲ

基
礎

1
-5

3組
水

4
佐

々
木

　
潔

8
6

5
.
8

8
.
1

1
7
.
4

2
4
.
4

1
6
.
3

1
2
.
8

1
.
2

9
.
3

2
.
3

2
.
3

3
.
0
9

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
人

文
科

学
入

門
Ⅰ

基
礎

1
-5

3組
水

4
藏

田
　

伸
雄

9
2

7
.
6

2
7
.
2

2
6
.
1

2
0
.
7

1
0
.
9

2
.
2

1
.
1

1
.
1

3
.
3

3
.
5
0

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
人

文
科

学
入

門
Ⅱ

基
礎

1
-5

3組
水

4
千

葉
　

惠
4
0

7
.
5

2
2
.
5

2
2
.
5

2
0
.
0

2
.
5

5
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
1
1

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
人

文
科

学
入

門
Ⅲ

基
礎

1
-5

3組
木

2
竹

内
　

康
浩

6
6

3
.
0

9
.
1

9
.
1

1
3
.
6

1
6
.
7

1
2
.
1

1
0
.
6

1
2
.
1

1
.
5

1
2
.
1

2
.
6
9

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
人

文
科

学
入

門
Ⅳ

基
礎

1
-5

3組
金

1
佐

々
木

　
亨

6
0

3
.
3

8
.
3

2
6
.
7

2
8
.
3

2
3
.
3

5
.
0

5
.
0

3
.
2
3

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
政

治
学

入
門

基
礎

1
-5

3組
木

2
鈴

木
　

一
人

7
6

2
.
6

2
.
6

1
0
.
5

1
3
.
2

1
3
.
2

1
3
.
2

1
0
.
5

6
.
6

9
.
2

3
.
9

1
4
.
5

2
.
2
9

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
法

学
入

門
Ⅰ

（
民

事
法

Ⅰ
）

基
礎

1
-5

3組
金

1
根

本
　

尚
徳

2
3
6

0
.
4

0
.
8

4
.
2

1
4
.
8

1
0
.
6

1
4
.
4

1
2
.
7

1
0
.
6

9
.
3

1
1
.
4

1
0
.
6

2
.
0
8

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
法

学
入

門
Ⅲ

（
公

法
・

刑
事

法
）

基
礎

1
-5

3組
水

4
津

田
　

智
成

2
3
6

1
8
.
2

2
4
.
6

2
2
.
5

1
2
.
7

1
0
.
2

3
.
4

1
.
7

4
.
2

1
.
7

0
.
8

3
.
5
5

人
文
・
社
会

科
学
の
基

礎
法

学
入

門
Ⅳ

（
法

学
基

礎
）

基
礎

1
-5

3組
木

2
田

口
　

正
樹

1
0

3
0
.
0

1
0
.
0

3
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

2
.
8
8

6
2
6
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目
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目
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ス
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曜
日

・
時
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)
A(

%)
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A

2
1
/
2
6

北
海

道
大

学

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
1
6
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
１
」

）
基

礎
1
6,

19
組

金
3

山
下

　
博

6
4

1
.
6

1
0
.
9

1
7
.
2

1
2
.
5

1
2
.
5

1
7
.
2

1
0
.
9

4
.
7

6
.
3

4
.
7

1
.
6

2
.
8
3

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
1
6
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
２
」

）
基

礎
1
6,

18
組

金
3

黒
田

　
紘

敏
6
5

6
.
2

1
5
.
4

2
1
.
5

1
6
.
9

1
3
.
8

4
.
6

1
0
.
8

7
.
7

3
.
1
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1

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
1
6
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
３
」

）
基

礎
1
6,

17
組

金
3

田
邊

　
顕

一
朗

6
4

4
.
7

9
.
4

2
5
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0

1
8
.
8

9
.
4

3
.
1

1
0
.
9

3
.
1

1
5
.
6

2
.
9
6

線
形
代
数
学

Ⅰ
（

1
6
組

は
学

生
番

号
末

尾
２

桁
が

「
４

の
倍

数
」

）
基

礎
1
6,

20
組

金
3

行
木

　
孝

夫
6
1

1
.
6

2
1
.
3

6
.
6

1
4
.
8

1
8
.
0

9
.
8

8
.
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1
8
.
0

1
.
6
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.
0
2

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
2
1
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
１
」

）
基

礎
2
1,

24
組

金
3

後
藤

　
良

彰
6
3

1
.
6

1
4
.
3

2
3
.
8

2
0
.
6

1
4
.
3

7
.
9

1
1
.
1

6
.
3

3
.
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3

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
2
1
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
２
」

）
基

礎
2
1,

23
組

金
3

石
川

　
剛

郎
6
1

4
.
9

1
9
.
7

2
1
.
3

1
1
.
5

1
8
.
0

6
.
6

1
3
.
1

1
.
6

3
.
3

3
.
2
5

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
2
1
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
３
」

）
基

礎
2
1,

22
組

金
3

寺
本

　
敬

5
9

1
1
.
9

1
5
.
3

2
2
.
0

1
0
.
2

8
.
5

5
.
1

8
.
5

1
5
.
3

3
.
4

3
.
1
6

線
形
代
数
学

Ⅰ
（

2
1
組

は
学

生
番

号
末

尾
２

桁
が

「
４

の
倍

数
」

）
基

礎
2
1,

25
組

金
3

吉
永

　
正

彦
5
8

6
.
9

1
3
.
8

6
.
9

2
0
.
7

1
5
.
5

2
0
.
7

5
.
2

3
.
4

6
.
9

3
.
0
7

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
2
8
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
３

で
除
し
て

余
り
１
」

）
基

礎
2
8,

30
組

水
3

松
本

　
健

司
6
2

6
.
5

8
.
1

1
9
.
4

1
1
.
3

1
9
.
4

1
7
.
7

9
.
7

4
.
8

3
.
2

3
.
1
0

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
2
8
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
３

で
除
し
て

余
り
２
」

）
基

礎
2
8,

29
組

水
3

行
木

　
孝

夫
6
3

3
.
2

1
7
.
5

1
4
.
3

1
5
.
9

6
.
3

1
5
.
9

4
.
8

1
9
.
0

3
.
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3
.
0
2

線
形
代
数
学

Ⅰ
（

2
8
組

は
学

生
番

号
末

尾
２

桁
が

「
３

の
倍

数
」

）
基

礎
2
8,

31
組

水
3

秋
田

　
利

之
6
5

4
.
6

2
4
.
6

9
.
2

1
3
.
8

1
3
.
8

1
0
.
8

6
.
2

3
.
1

6
.
2

1
.
5

6
.
2

2
.
9
6

線
形
代
数
学

Ⅰ
（

3
2
組

は
学

生
番

号
末

尾
奇

数
）

基
礎

3
2,

33
組

水
3

石
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剛

郎
6
2

4
.
8

2
4
.
2

1
2
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9

1
1
.
3

2
1
.
0

1
1
.
3

8
.
1

6
.
5

3
.
2
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線
形
代
数
学

Ⅰ
（

3
2
組

は
学

生
番
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末

尾
偶

数
）

基
礎

3
2,

34
組

水
3

新
井

　
朝

雄
6
5

4
.
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3
.
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2
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1
6
.
9
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4
.
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2
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0
.
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3
.
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線
形
代
数
学

Ⅰ
（
3
5
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
１
」

）
基

礎
3
5,

38
組

月
2

有
馬

　
研

一
郎

5
9

6
.
8

1
0
.
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6
.
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5
.
3
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.
3

2
3
.
7

6
.
8
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1

1
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9
7

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
3
5
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
２
」

）
基

礎
3
5,

37
組

月
2

久
保

　
英

夫
5
8

3
.
4

2
2
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4
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2

2
2
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4

6
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2
2
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2
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3
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3

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
3
5
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
３
」
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基

礎
3
5,

36
組

月
2

小
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8

6
.
9
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形
代
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学

Ⅰ
（

3
5
組
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生
番
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末

尾
２

桁
が

「
４

の
倍

数
」
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基
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5,

39
組

月
2

洞
　

彰
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.
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6
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9
.
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2
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3
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6

3
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線
形
代
数
学

Ⅰ
（
4
0
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
１
」

）
基

礎
4
0,

43
組

月
2

小
室

　
直

人
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4

1
.
9

1
6
.
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3
1
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3
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3

3
.
7

3
.
7
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.
7

1
.
9
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3
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.
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4

線
形
代
数
学

Ⅰ
（
4
0
組

は
学
生
番

号
末
尾
２

桁
が
「
４

で
除
し
て

余
り
２
」
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基

礎
4
0,
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月
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秋
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1
.
7

5
.
0

8
.
3

5
.
0

1
.
7

3
.
0
4

線
形
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Ⅰ
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末
尾
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桁
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４

で
除
し
て

余
り
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」
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41
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月
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正
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3
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形
代
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学

Ⅰ
（
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組
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学
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番
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末

尾
２

桁
が

「
４

の
倍

数
」

）
基

礎
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44
組

月
2

泉
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3
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1
1
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形
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数
学

Ⅰ
（
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5
組

は
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末
尾
２

桁
が
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４

で
除
し
て

余
り
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4
5,

48
組

月
4
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4
5
組

は
学
生
番

号
末
尾
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桁
が
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４

で
除
し
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余
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4
5,

47
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月
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松
本
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形
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学

Ⅰ
（
4
5
組
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桁
が
「
４

で
除
し
て

余
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46
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大
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亨
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形
代
数
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末
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」
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49
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月
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組
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数
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基
礎
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組

月
4
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ツ

井
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7
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.
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3
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2
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1
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3
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4

4
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3

1
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線
形
代
数
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Ⅰ
（

5
0
組
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末
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偶

数
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基
礎

5
0,
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組

月
4

佐
藤

　
剛
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.
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1
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2
2
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5
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4
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1

2
2
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5

5
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6

2
.
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線
形
代
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Ⅰ
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で
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わ

れ
ま
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基
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1
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e
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2

3
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線
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数
学

Ⅰ
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金
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澁
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一
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8
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9
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水
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7
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3
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6

5
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9

5
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9

1
1
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9
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1
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形
代
数
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Ⅱ
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礎
5
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火
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Y
o
r
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n
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8
3
7
.
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6
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4
.
1
1

微
分
積
分
学

Ⅰ
（
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0
組

は
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番
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末
尾
２

桁
が
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で
除
し
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余
り
１
」

）
基

礎
1
7,
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組

月
3

小
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保
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2
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2
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7
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8
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7
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学

Ⅰ
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末
尾
２
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４
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し
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り
２
」
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基

礎
1
8,
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組

月
3

栄
　

伸
一

郎
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4
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1
6
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1
3
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9
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7
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2
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3

9
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1
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桁
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で
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」
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基

礎
1
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月
3

岩
崎

　
克
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海
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分
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分
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Ⅰ
（
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組

は
学

生
番
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末
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桁
が

「
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の
倍

数
」

）
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礎
1
6,
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3

松
本
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司
6
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3
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2

2
2
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1
6
.
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4
.
5
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4
.
5

6
.
5

6
.
5

6
.
5

9
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.
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0

微
分
積
分
学

Ⅰ
（
2
5
組

は
学
生
番
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末
尾
２

桁
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「
４

で
除
し
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余
り
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」

）
基

礎
2
2,

25
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月
3
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本
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0
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1
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3
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分
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Ⅰ
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5
組
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桁
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余
り
２
」
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組
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3

寺
西

　
功
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1
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1
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3
.
7
0

上
級
日
本
語

A
表

現
（

バ
イ

オ
グ

ラ
フ

ィ
を

作
成

す
る
）

基
礎

5
3組

火
3,

木
3

式
部

　
絢

子
2

5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
6
5

上
級
日
本
語

A
理

解
（

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
リ

ー
デ

ィ
ン
グ
）

基
礎

5
3組

火
2,

木
2

式
部

　
絢

子
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

上
級
日
本
語

B
や

り
と

り
（

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

基
礎

5
3組

金
4

延
与

　
由

美
子

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

上
級
日
本
語

B
表

現
（

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
）

基
礎

5
3組

金
3

梅
田

　
悦

雄
1

1
0
0
.
0

3
.
3
0

上
級
日
本
語

B
表

現
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ワ

ー
ク

）
基

礎
5
3組

水
2

延
与

　
由

美
子

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

上
級
日
本
語

B
理

解
（

講
義

を
聴

く
）

基
礎

5
3組

水
3

今
泉

　
智

子
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

上
級
日
本
語

B
理

解
（

日
本

社
会

探
究

）
基

礎
5
3組

金
2

二
村

　
年

哉
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
6
7

実
践
日
本
語

Ⅰ
日

本
語

で
思

考
す

る
基

礎
5
3組

水
2

髙
橋

　
彩

3
3
3
.
3

6
6
.
7

4
.
1
0

実
践
日
本
語

Ⅰ
日

本
語

の
歴

史
基

礎
5
3組

水
5

伊
藤

　
孝

行
1
5

1
0
0
.
0

4
.
0
0

実
践
日
本
語

Ⅱ
経

済
用

語
入

門
（

基
礎

）
基

礎
5
3組

木
5

伊
藤

　
祥

子
5

1
0
0
.
0

4
.
3
0

実
践
日
本
語

Ⅱ
社

会
・

時
事

問
題

基
礎

5
3組

月
4

佐
々

田
　

博
教

8
2
5
.
0

2
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

3
.
3
0

実
践
日
本
語

Ⅱ
風

刺
画

か
ら

見
た

日
本

近
代

史
基

礎
5
3組

水
4

シ
ル

ツ
　

ミ
ヒ

ャ
エ

ル
9

3
3
.
3

6
6
.
7

4
.
1
0

発
展
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
日

本
語

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

5
3組

月
4

伊
藤

　
孝

行
9

6
6
.
7

1
1
.
1

2
2
.
2

4
.
1
3

発
展
ビ
ジ
ネ

ス
日
本
語

企
業

研
究

1
基

礎
5
3組

月
5

伊
藤

　
孝

行
5

1
0
0
.
0

4
.
0
0

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
月

5
大

友
　

瑠
璃

子
1
4

7
.
1

7
.
1

1
4
.
3

7
.
1

1
4
.
3

1
4
.
3

7
.
1

2
8
.
6

2
.
0
1

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
火

1
及

川
　

陽
子

1
6

6
.
3

2
5
.
0

2
5
.
0

1
8
.
8

1
2
.
5

1
2
.
5

2
.
6
0

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
火

3
土

永
　

孝
2
6

7
.
7

7
.
7

3
.
8

1
1
.
5

1
1
.
5

1
1
.
5

7
.
7

2
3
.
1

1
5
.
4

2
.
4
6

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
木

5
大

友
　

瑠
璃

子
3
2

3
.
1

1
5
.
6

9
.
4

1
8
.
8

1
5
.
6

1
2
.
5

3
.
1

2
1
.
9

2
.
2
1

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
水

1
河

合
　

靖
1
0

4
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

2
.
1
6

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
水

2
大

野
　

公
裕

1
7

1
1
.
8

5
.
9

1
1
.
8

2
3
.
5

1
1
.
8

1
7
.
6

1
7
.
6

2
.
7
8

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
木

1
及

川
　

陽
子

9
2
2
.
2

3
3
.
3

1
1
.
1

2
2
.
2

1
1
.
1

2
.
8
6

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
火

5
田

代
　

亜
紀

子
1
8

5
.
6

1
1
.
1

2
2
.
2

1
1
.
1

1
6
.
7

3
3
.
3

1
.
7
1

6
3
2



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
/
2
2

北
海

道
大

学

思
索
と
言
語

こ
と

ば
を

科
学

す
る

：
人

間
の

再
発

見
基

礎
1
-5

3組
木

1
奥

　
聡

1
4
2

1
3
.
4

2
.
1

1
6
.
2

9
.
9

1
2
.
0

1
9
.
7

3
.
5

9
.
2

2
.
1

2
.
1

9
.
9

2
.
7
8

思
索
と
言
語

ア
イ

ヌ
語

を
通

し
て

文
化

を
学

ぶ
(
2
)

基
礎

1
-5

3組
月

5
北

原
　

次
郎

太
2
9
5

1
2
.
2

1
8
.
3

1
2
.
9

1
2
.
2

1
0
.
5

1
0
.
2

8
.
8

4
.
7

2
.
0

8
.
1

3
.
1
0

思
索
と
言
語

言
語

と
論

理
の

哲
学

―
入

門
基

礎
1
-5

3組
月

5
野

村
　

恭
史

3
2
8

3
.
7

1
2
.
8

1
8
.
3

1
0
.
1

2
2
.
3

1
7
.
4

4
.
0

4
.
6

0
.
3

6
.
7

3
.
0
0

思
索
と
言
語

大
学

生
の

た
め

の
聖

書
入

門
基

礎
1
-5

3組
火

1
佐

々
木

　
啓

2
3
3

1
1
.
6

1
5
.
0

1
6
.
3

1
9
.
3

1
4
.
6

6
.
0

0
.
4

2
.
6

1
4
.
2

3
.
0
0

思
索
と
言
語

(
論
文
指

導
)

知
能

と
機

械
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

佐
野

　
勝

彦
4

7
5
.
0

2
5
.
0

3
.
8
3

思
索
と
言
語

(
論
文
指

導
)

南
東

欧
の

言
語

と
文

化
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

菅
井

　
健

太
7

5
7
.
1

2
8
.
6

1
4
.
3

3
.
8
1

思
索
と
言
語

(
論
文
指

導
)

仏
教

入
門

基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

林
寺

　
正

俊
2
0

5
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

2
5
.
0

1
5
.
0

5
.
0

3
.
5
0

歴
史
の
視
座

S
c
i
e
n
c
e
a
n
d
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
i
n

H
i
s
t
o
r
y

基
礎

16
-5

2,
54

組
水

1
瀬

戸
　

治
1
1
9

1
0
.
1

1
2
.
6

1
5
.
1

1
6
.
0

1
0
.
1

6
.
7

6
.
7

7
.
6

7
.
6

7
.
6

2
.
9
4

歴
史
の
視
座

イ
ギ

リ
ス

現
代

史
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

長
谷

川
　

貴
彦

7
7

3
.
9

1
8
.
2

1
4
.
3

1
3
.
0

9
.
1

3
.
9

1
0
.
4

1
3
.
0

1
.
3

5
.
2

7
.
8

2
.
7
8

歴
史
の
視
座

古
代

ロ
ー

マ
と

奴
隷

制
基

礎
1
-5

3組
月

5
砂

田
　

徹
1
3
3

6
.
0

1
2
.
8

1
0
.
5

1
6
.
5

9
.
0

8
.
3

8
.
3

1
2
.
0

2
.
3

1
4
.
3

2
.
7
5

歴
史
の
視
座

考
古

学
と

は
ど

ん
な

学
問

か
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

高
瀬

　
克

範
7
8

3
.
8

2
3
.
1

2
4
.
4

2
5
.
6

1
1
.
5

1
.
3

2
.
6

7
.
7

3
.
3
0

歴
史
の
視
座

日
本

と
の

関
係

か
ら

み
る

韓
国

文
化

基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

権
　

錫
永

2
1

9
.
5

1
4
.
3

4
.
8

3
3
.
3

9
.
5

1
4
.
3

9
.
5

4
.
8

3
.
1
2

歴
史
の
視
座

日
本

に
お

け
る

エ
ス

ニ
ッ

ク
ビ

ジ
ネ

ス
の

発
展

基
礎

1
-5

3組
木

1
韓

　
載

香
1
5
7

2
6
.
8

1
6
.
6

5
.
7

1
5
.
3

1
0
.
2

6
.
4

5
.
7

3
.
2

0
.
6

9
.
6

3
.
2
8

歴
史
の
視
座

日
本

古
代

史
研

究
の

素
材

と
方

法
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

小
倉

　
真

紀
子

2
7

3
.
7

1
4
.
8

2
2
.
2

1
8
.
5

2
5
.
9

7
.
4

3
.
7

3
.
7

2
.
9
3

歴
史
の
視
座

北
海

道
の

歴
史

と
文

化
基

礎
1
-5

3組
火

1
谷

本
　

晃
久

2
2
3

4
.
5

8
.
5

1
3
.
9

1
3
.
9

2
1
.
1

1
8
.
4

1
0
.
8

1
.
3

0
.
4

7
.
2

2
.
9
1

歴
史
の
視
座

(
論
文
指

導
)

政
党

と
北

海
道

Ⅱ
基
礎

1
-
15

,
5
3組

金
1

井
上

　
敬

介
2
4

8
.
3

2
5
.
0

2
0
.
8

2
5
.
0

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

3
.
1
3

歴
史
の
視
座

(
論
文
指

導
)

北
海

道
大

学
の

歴
史

基
礎

1
-5

3組
月

5
近

藤
　

健
一

郎
3
0

6
.
7

1
0
.
0

1
3
.
3

1
6
.
7

2
3
.
3

3
.
3

3
.
3

2
3
.
3

3
.
0
6

芸
術
と
文
学

J
コ

ミ
ッ

ク
研

究
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

阿
部

　
嘉

昭
4
8

2
.
1

2
2
.
9

3
1
.
3

2
5
.
0

1
0
.
4

2
.
1

6
.
3

3
.
3
6

芸
術
と
文
学

シ
ェ

イ
ク

ス
ピ

ア
へ

の
誘

い
基
礎

1
-
15

,
5
3組

金
1

宮
下

　
弥

生
2
9
2

1
7
.
8

1
6
.
1

1
5
.
8

1
3
.
7

1
0
.
3

8
.
2

3
.
4

3
.
8

1
.
7

9
.
2

3
.
2
1

芸
術
と
文
学

ド
イ

ツ
語

圏
の

文
化

史
：

映
画

、
音

楽
劇

、
流

行
歌

基
礎

1
-5

3組
月

5
小

川
　

佐
和

子
1
4
0

3
.
6

1
0
.
0

9
.
3

1
9
.
3

1
3
.
6

1
0
.
7

1
0
.
7

1
4
.
3

8
.
6

2
.
8
5

芸
術
と
文
学

ロ
シ

ア
と

幻
想

基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

大
西

　
郁

夫
2
4

4
.
2

2
0
.
8

2
0
.
8

3
7
.
5

8
.
3

8
.
3

2
.
9
8

芸
術
と
文
学

近
現

代
美

術
の

諸
相

基
礎

1
-5

3組
月

5
浅

沼
　

敬
子

8
7

8
.
0

9
.
2

2
0
.
7

1
2
.
6

2
1
.
8

1
1
.
5

1
0
.
3

1
.
1

4
.
6

3
.
1
6

芸
術
と
文
学

札
響

と
音

楽
文

化
基

礎
1
-5

3組
木

5
三

浦
　

洋
4
0

2
.
5

2
.
5

1
5
.
0

1
7
.
5

1
7
.
5

2
7
.
5

7
.
5

1
0
.
0

2
.
9
8

芸
術
と
文
学

宗
教

的
視

点
よ

り
見

る
「

音
楽

」
～

東
西

の
宗

教
音

楽
の

共
通

点
と

相
違

点
を

探
る

～
基

礎
1
-5

3組
木

1
出

雲
路

　
英

淳
8
0

1
.
3

6
.
3

1
3
.
8

2
5
.
0

2
1
.
3

1
7
.
5

3
.
8

1
1
.
3

2
.
8
3

芸
術
と
文
学

中
国

奇
譚

漫
遊

基
礎

1
-5

3組
月

5
武

田
　

雅
哉

2
7
7

3
.
6

3
4
.
7

2
8
.
5

2
2
.
7

0
.
7

0
.
4

1
.
8

1
.
4

5
.
4

0
.
7

3
.
4
9

芸
術
と
文
学

(
論
文
指

導
)

日
本

ミ
ス

テ
リ

を
読

む
Ⅱ

基
礎

1
-5

3組
月

5
井

上
　

貴
翔

3
3

3
.
0

6
.
1

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

1
2
.
1

1
8
.
2

1
5
.
2

3
.
0

3
.
0

3
.
0

2
.
6
5

芸
術
と
文
学

(
論
文
指

導
)

日
本

中
世

文
学

を
考

え
る

基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

野
本

　
東

生
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

芸
術
と
文
学

(
論
文
指

導
)

魯
迅

を
読

み
な

が
ら

考
え

て
書

く
基

礎
1
-5

3組
木

1
清

水
　

賢
一

郎
1
4

3
5
.
7

3
5
.
7

7
.
1

2
1
.
4

3
.
9
4

社
会
の
認
識

こ
こ

ろ
の

進
化

基
礎

1
-5

3組
火

1
瀧

本
　

彩
加

4
1
1

5
.
8

3
.
9

9
.
5

1
3
.
4

1
6
.
1

1
5
.
3

9
.
7

1
5
.
1

3
.
2

8
.
0

2
.
6
4

社
会
の
認
識

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
入

門
基

礎
1
-5

3組
火

1
坂

川
　

裕
司

1
7

3
5
.
3

1
7
.
6

5
.
9

5
.
9

1
1
.
8

1
1
.
8

5
.
9

5
.
9

3
.
2
9

社
会
の
認
識

マ
イ

ク
ロ

・
マ

ク
ロ

社
会

心
理

学
入

門
基

礎
1
-5

3組
火

1
髙

橋
　

伸
幸

5
2

5
.
8

1
5
.
4

9
.
6

5
.
8

1
9
.
2

1
1
.
5

5
.
8

1
3
.
5

1
.
9

3
.
8

7
.
7

2
.
7
5

社
会
の
認
識

巨
大

I
T
企

業
と

情
報

に
関

す
る

法
政
策

基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

中
川

　
晶

比
兒

7
1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

1
4
.
3

1
4
.
3

2
.
2
9

社
会
の
認
識

経
済

学
と

ゲ
ー

ム
理

論
基

礎
1
-5

3組
木

1
町

野
　

和
夫

8
3

8
.
4

1
2
.
0

1
5
.
7

1
5
.
7

4
.
8

6
.
0

7
.
2

4
.
8

1
.
2

1
3
.
3

1
0
.
8

2
.
6
2

社
会
の
認
識

経
済

史
入

門
基

礎
1
-5

3組
火

1
高

井
　

哲
彦

2
4

2
0
.
8

4
5
.
8

1
2
.
5

2
0
.
8

3
.
8
8

社
会
の
認
識

現
代

社
会

と
宗

教
文

化
基

礎
1
-5

3組
月

5
岡

本
　

亮
輔

1
2
6

3
.
2

3
.
2

1
3
.
5

2
8
.
6

2
2
.
2

1
8
.
3

4
.
8

3
.
2

3
.
2

3
.
0
4

6
3
3
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在

令
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学
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全
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育
（

学
部
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11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

2
/
2
2

北
海

道
大

学

社
会
の
認
識

後
期

中
等

教
育

の
再

考
ー

い
じ

め
問

題
を

中
心

に
基
礎

1
-
15

,
5
3組

金
1

間
宮

　
正

幸
2
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

1
5
.
0

2
0
.
0

5
.
0

3
.
5
0

社
会
の
認
識

社
会

的
包

摂
と

居
場

所
づ

く
り

基
礎

1
-5

3組
月

5
木

村
　

純
4
4

1
5
.
9

4
0
.
9

4
.
5

3
1
.
8

2
.
3

4
.
5

3
.
3
2

社
会
の
認
識

初
学

者
の

た
め

の
法

律
学

入
門

－
法

曹
へ

の
誘

い
－

基
礎

1
-5

3組
火

1
小

名
木

　
明

宏
6
7

4
.
5

4
.
5

6
.
0

3
.
0

1
0
.
4

1
6
.
4

1
1
.
9

2
5
.
4

9
.
0

1
.
5

7
.
5

2
.
3
3

社
会
の
認
識

職
場

を
巡

る
法

～
人

々
の

意
識

、
仕

組
み

と
法

制
度

～
基

礎
1
-5

3組
火

1
城

戸
　

亮
4

2
5
.
0

2
5
.
0

5
0
.
0

3
.
7
3

社
会
の
認
識

人
文

・
社

会
科

学
の

た
め

の
統

計
的

方
法
論

基
礎

1
-5

3組
木

1
中

島
　

晃
8

5
0
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
.
9
3

社
会
の
認
識

水
俣

病
を

通
し

て
学

ぶ
環

境
社

会
学

基
礎

1
-5

3組
月

5
笹

岡
　

正
俊

2
5

3
6
.
0

8
.
0

1
2
.
0

8
.
0

2
0
.
0

4
.
0

1
2
.
0

3
.
0
9

社
会
の
認
識

大
学

生
と

学
習

意
欲

基
礎

1
-5

3組
火

1
山

本
　

堅
一

9
8

3
0
.
6

1
9
.
4

1
2
.
2

6
.
1

6
.
1

4
.
1

4
.
1

4
.
1

1
.
0

1
2
.
2

3
.
3
1

社
会
の
認
識

都
市

地
理

学
入

門
Ⅱ

基
礎

1
-5

3組
木

1
橋

本
　

雄
一

1
8
3

5
.
5

1
3
.
1

1
4
.
8

1
8
.
6

1
5
.
3

1
0
.
4

1
3
.
1

2
.
7

6
.
6

3
.
0
1

社
会
の
認
識

日
本

の
労

働
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

上
原

　
慎

一
2

5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
5
0

社
会
の
認
識

日
本

国
憲

法
基

礎
1
6-

52
組

水
1

常
本

　
照

樹
2
6
3

3
.
4

8
.
0

1
2
.
2

1
6
.
3

1
7
.
1

1
6
.
0

6
.
1

5
.
3

4
.
6

1
1
.
0

2
.
6
9

社
会
の
認
識

日
本

国
憲

法
基

礎
1-

5,
10

-
15

,5
3組

木
3

西
村

　
裕

一
3
1

6
.
5

3
.
2

6
.
5

6
.
5

2
2
.
6

1
2
.
9

1
2
.
9

1
2
.
9

6
.
5

9
.
7

2
.
5
0

社
会
の
認
識

描
か

れ
た

動
物

か
ら

読
み

と
く

文
化

基
礎

1
-5

3組
火

1
山

口
　

未
花

子
1
6
5

1
8
.
2

2
3
.
6

1
5
.
8

1
7
.
0

4
.
8

7
.
9

4
.
2

2
.
4

6
.
1

3
.
4
2

社
会
の
認
識

法
的

思
考

を
学

ぶ
基

礎
1
-5

3組
月

5
岩

川
　

隆
嗣

1
6

2
5
.
0

3
1
.
3

1
8
.
8

6
.
3

6
.
3

6
.
3

6
.
3

3
.
5
6

社
会
の
認
識

明
治

期
キ

リ
ス

ト
教

思
想

家
を

考
え

る
基
礎

1
-
53

,
5
4組

月
5

ラ
フ
ェ
イ
　
ミ
シ
ェ
ル

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

社
会
の
認
識

(
論
文
指

導
)

ル
ー

ル
と

ペ
ナ

ル
テ

ィ
ー

の
機

能
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

小
名

木
　

明
宏

7
1
0
0
.
0

4
.
0
0

社
会
の
認
識

(
論
文
指

導
)

社
会

と
心

（
精

神
）

基
礎

1
-
15

,
5
3組

金
1

高
橋

　
泰

城
1
8

1
1
.
1

7
7
.
8

1
1
.
1

4
.
0
0

社
会
の
認
識

(
論
文
指

導
)

社
会

学
か

ら
考

え
る

環
境

と
合

意
形
成

基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

平
川

　
全

機
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

社
会
の
認
識

(
論
文
指

導
)

組
織

現
象

の
理

解
と

説
明

基
礎

1
-5

3組
月

5
相

原
　

基
大

6
6
6
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

4
.
1
5

社
会
の
認
識

(
論
文
指

導
)

地
域

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
と

広
報

基
礎

1
-5

3組
月

5
北

村
　

倫
夫

2
4

4
.
2

2
9
.
2

4
5
.
8

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

3
.
5
8

社
会
の
認
識

(
論
文
指

導
)

日
本

の
公

共
政

策
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

宮
脇

　
淳

5
4
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

3
.
2
0

科
学
・
技
術

の
世
界

I
n
t
e
g
r
a
t
e
d
S
c
i
e
n
c
e
Ｉ

基
礎

1
-
53

,
5
4組

木
1

瀬
戸

　
治

1
2

8
.
3

8
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

8
.
3

8
.
3

3
.
1
3

科
学
・
技
術

の
世
界

サ
イ

エ
ン

ス
を

再
演

す
る

（
科

学
史

入
門
）

基
礎

1
-5

3組
木

1
川

本
　

思
心

1
9
2

3
.
6

5
.
7

1
0
.
9

1
3
.
0

1
6
.
7

1
4
.
1

1
0
.
4

6
.
8

7
.
8

7
.
3

3
.
6

2
.
6
0

科
学
・
技
術

の
世
界

ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
「
科
学
力
」
養
成
講
座
２
（
自
然
科
学
２
）

基
礎

1
-5

3組
月

5
鈴

木
　

久
男

9
1
1
.
1

4
4
.
4

1
1
.
1

1
1
.
1

1
1
.
1

1
1
.
1

3
.
3
0

科
学
・
技
術

の
世
界

医
遺

伝
学

基
礎

1
-5

3組
月

5
畠

山
　

鎮
次

1
2
0

1
4
.
2

7
.
5

1
0
.
8

2
2
.
5

1
6
.
7

1
4
.
2

1
3
.
3

0
.
8

3
.
1
5

科
学
・
技
術

の
世
界

科
学

技
術

と
リ

ス
ク

の
哲

学
基

礎
1
-5

3組
木

1
松

王
　

政
浩

4
8

2
.
1

4
.
2

1
8
.
8

2
5
.
0

3
1
.
3

1
6
.
7

2
.
1

3
.
1
8

科
学
・
技
術

の
世
界

科
学

的
に

思
考

す
る

基
礎

1
-5

3組
月

5
橋

元
　

明
彦

5
0

2
.
0

6
2
.
0

4
.
0

1
8
.
0

4
.
0

1
0
.
0

3
.
4
2

科
学
・
技
術

の
世
界

科
学

哲
学

入
門

２
基

礎
1
-5

3組
火

1
松

王
　

政
浩

1
8

1
1
.
1

2
2
.
2

1
6
.
7

3
3
.
3

1
6
.
7

2
.
9
3

科
学
・
技
術

の
世
界

心
理

学
概

論
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

河
原

　
純

一
郎

2
6
0

1
0
.
0

2
1
.
9

1
0
.
4

1
3
.
1

8
.
5

9
.
6

7
.
7

1
5
.
0

2
.
3

1
.
5

3
.
1
4

科
学
・
技
術

の
世
界

生
命

科
学

の
最

前
線

基
礎

1
-5

3組
火

1
黒

川
　

孝
幸

4
9

6
.
1

1
0
.
2

2
0
.
4

1
4
.
3

2
0
.
4

6
.
1

6
.
1

6
.
1

4
.
1

2
.
0

4
.
1

2
.
9
9

科
学
・
技
術

の
世
界

専
門

志
向

者
の

た
め

の
物

理
学

２
基

礎
1
6-

52
組

水
1

羽
部

　
朝

男
2
7

1
8
.
5

2
2
.
2

7
.
4

1
1
.
1

1
1
.
1

1
4
.
8

7
.
4

3
.
7

3
.
7

3
.
3
0

科
学
・
技
術

の
世
界

代
数

的
手

法
の

現
実

世
界

へ
の

応
用

基
礎

1
6-

52
組

水
1

朝
倉

　
政

典
5
6

3
.
6

1
.
8

8
.
9

1
2
.
5

7
.
1

7
.
1

1
0
.
7

1
.
8

5
.
4

2
8
.
6

1
2
.
5

1
.
9
1

科
学
・
技
術

の
世
界

地
球

惑
星

科
学

の
フ

ロ
ン

テ
ィ

ア
基

礎
1
-5

3組
月

5
日

置
　

幸
介

7
5

5
.
3

1
2
.
0

1
2
.
0

1
7
.
3

2
0
.
0

1
3
.
3

5
.
3

5
.
3

5
.
3

2
.
7

1
.
3

2
.
9
9

科
学
・
技
術

の
世
界

文
系

の
た

め
の

物
理

学
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

川
本

　
思

心
1
5

2
6
.
7

2
6
.
7

1
3
.
3

1
3
.
3

6
.
7

1
3
.
3

3
.
5
9

科
学
・
技
術

の
世
界

野
生

生
物

保
全

論
入

門
基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

立
澤

　
史

郎
6
0

3
3
.
3

3
5
.
0

1
1
.
7

5
.
0

6
.
7

1
.
7

1
.
7

5
.
0

3
.
4
5

科
学
・
技
術
の
世
界
(
論
文

指
導

)
認

知
心

理
学

へ
の

招
待

基
礎

1
-
15

,
5
3組

木
3

森
本

　
琢

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
8
5

6
3
4
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12
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在
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年

度
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学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

3
/
2
2

北
海

道
大

学

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

ノ
ー

ベ
ル

賞
の

化
学

Ⅲ
基

礎
1
-5

3組
月

5
坂

口
　

和
靖

3
1

1
2
.
9

1
2
.
9

1
9
.
4

1
6
.
1

1
9
.
4

9
.
7

3
.
2

6
.
5

3
.
3
6

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

ノ
ー

ベ
ル

賞
の

化
学

Ⅳ
基

礎
1
-5

3組
月

5
坂

口
　

和
靖

2
2

1
3
.
6

1
3
.
6

9
.
1

9
.
1

1
3
.
6

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

4
.
5

2
.
8
1

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

化
学

の
フ

ロ
ン

ト
ラ

ン
ナ

ー
Ⅲ

基
礎

1
-5

3組
月

5
坂

口
　

和
靖

2
3

8
.
7

8
.
7

2
6
.
1

2
6
.
1

1
3
.
0

8
.
7

4
.
3

4
.
3

3
.
2
6

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

化
学

の
フ

ロ
ン

ト
ラ

ン
ナ

ー
Ⅳ

基
礎

1
-5

3組
月

5
坂

口
　

和
靖

1
4

7
.
1

3
5
.
7

2
1
.
4

7
.
1

2
1
.
4

7
.
1

3
.
5
5

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

現
代

生
物

科
学

へ
の

誘
い

Ⅱ
　

秋
基

礎
1
6-

52
組

水
1

山
口

　
淳

二
1
1
6

6
.
9

1
1
.
2

8
.
6

2
2
.
4

1
3
.
8

1
4
.
7

6
.
9

6
.
0

2
.
6

6
.
0

0
.
9

2
.
9
6

科
学
・
技
術

の
世
界
（

1
単

位
）

現
代

生
物

科
学

へ
の

誘
い

Ⅱ
　

冬
基

礎
1
6-

52
組

水
1

山
口

　
淳

二
7
7

5
.
2

9
.
1

1
1
.
7

1
3
.
0

1
1
.
7

6
.
5

6
.
5

1
4
.
3

1
.
3

7
.
8

1
3
.
0

2
.
4
8

特
別
講
義

大
学

と
社

会
－

先
輩

か
ら

の
熱

い
メ

ッ
セ

ー
ジ

－
基

礎
1
-5

3組
木

5
亀

野
　

淳
3

6
6
.
7

3
3
.
3

3
.
4
3

環
境
と
人
間

（
1
単
位

）
食

料
生

産
と

環
境

保
全

秋
基

礎
1
-5

3組
水

5
平

野
　

高
司

5
6

1
.
8

3
.
6

1
0
.
7

1
2
.
5

5
.
4

2
5
.
0

5
.
4

2
1
.
4

8
.
9

5
.
4

2
.
5
4

環
境
と
人
間

（
1
単
位

）
食

料
生

産
と

環
境

保
全

冬
基

礎
1
-5

3組
水

5
平

野
　

高
司

2
0

5
.
0

2
5
.
0

5
.
0

5
.
0

3
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

1
.
9
7

特
別
講
義
（

1
単
位
）

大
学

と
社

会
－

先
輩

か
ら

の
熱

い
メ

ッ
セ

ー
ジ

－
秋

基
礎

1
-5

3組
木

5
亀

野
　

淳
2
9

1
3
.
8

1
3
.
8

2
0
.
7

2
0
.
7

6
.
9

3
.
4

3
.
4

1
7
.
2

2
.
9
6

特
別
講
義
（

1
単
位
）

大
学

と
社

会
－

先
輩

か
ら

の
熱

い
メ

ッ
セ

ー
ジ

－
冬

基
礎

1
-5

3組
木

5
亀

野
　

淳
2
0

1
5
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

1
5
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

2
.
8
9

環
境
と
人
間

C
u
r
r
e
n
t
P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
s
i
n
B
i
o
l
o
g
y

基
礎

1
-
53

,
5
4組

木
5

Ke
vi

n
W
ak

em
an

1
0

8
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

4
.
2
1

環
境
と
人
間

く
ら

し
と

動
物

基
礎

1
-5

3組
火

5
安

居
院

　
高

志
1
2
1

9
.
1

9
.
9

1
3
.
2

1
4
.
9

1
4
.
0

1
0
.
7

7
.
4

8
.
3

1
2
.
4

2
.
8
2

環
境
と
人
間

サ
ケ

学
入

門
（

サ
ケ

・
マ

ス
と

人
と

の
関

わ
り

）
基

礎
1
-5

3組
木

5
工

藤
　

秀
明

1
4
6

4
.
1

1
3
.
7

1
4
.
4

1
5
.
1

1
3
.
7

1
3
.
0

1
1
.
0

7
.
5

4
.
1

2
.
1

1
.
4

2
.
9
7

環
境
と
人
間

海
と

生
命

基
礎

1
-5

3組
火

5
都

木
　

靖
彰

2
9
6

4
.
7

1
6
.
2

1
9
.
9

2
0
.
3

1
3
.
9

1
1
.
5

8
.
1

3
.
7

1
.
0

0
.
7

3
.
2
6

環
境
と
人
間

海
の

ふ
し

ぎ
－

海
と

人
と

の
関

わ
り

－
基

礎
1
-5

3組
金

5
綿

貫
　

豊
1
3
5

3
.
0

8
.
9

1
2
.
6

1
9
.
3

2
2
.
2

1
4
.
8

7
.
4

4
.
4

3
.
7

3
.
7

2
.
9
7

環
境
と
人
間

寒
冷

圏
の

科
学

基
礎

1
-5

3組
木

5
渡

部
　

直
樹

5
3

5
.
7

1
5
.
1

1
8
.
9

1
8
.
9

1
5
.
1

9
.
4

1
3
.
2

3
.
8

3
.
1
8

環
境
と
人
間

湿
原

の
科

学
基

礎
1
-5

3組
金

5
井

上
　

京
3
2
2

2
.
2

7
.
5

7
.
1

2
2
.
0

2
1
.
7

1
1
.
5

7
.
8

1
1
.
2

1
.
6

7
.
5

2
.
7
6

環
境
と
人
間

脊
椎

動
物

の
生

態
と

進
化

基
礎

1
-5

3組
水

5
坪

田
　

敏
男

1
2
1

0
.
8

5
.
0

1
2
.
4

1
4
.
9

3
2
.
2

2
1
.
5

7
.
4

1
.
7

4
.
1

2
.
9
6

環
境
と
人
間

大
気

と
海

洋
の

環
境

変
化

基
礎

1
-5

3組
金

5
鈴

木
　

光
次

6
0

1
.
7

1
3
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

1
1
.
7

8
.
3

1
0
.
0

2
1
.
7

2
.
3
2

環
境
と
人
間

農
耕

地
の

バ
イ

オ
マ

ス
－

食
料

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
有

用
物

質
の

生
産

基
礎

1
-5

3組
木

5
山

田
　

敏
彦

1
4

2
1
.
4

5
0
.
0

2
1
.
4

7
.
1

3
.
6
1

健
康
と
社
会

な
ぜ

病
気

に
な

る
の

か
ー

治
療

医
学

か
ら

予
防

医
学

へ
ー

基
礎

1
-5

3組
水

5
橋

野
　

聡
2
0
2

6
.
9

1
5
.
3

3
0
.
2

1
9
.
8

1
4
.
4

7
.
4

2
.
0

4
.
0

3
.
3
9

健
康
と
社
会

キ
ャ

ン
パ

ス
・

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

入
門

基
礎

1
-5

3組
木

2
立

田
　

祐
子

4
1

4
.
9

1
7
.
1

1
4
.
6

2
9
.
3

1
9
.
5

4
.
9

7
.
3

2
.
4

3
.
3
0

健
康
と
社
会

魚
を

た
べ

る
基

礎
1
-5

3組
水

5
岸

村
　

栄
毅

1
7
3

0
.
6

6
.
4

6
.
9

1
2
.
1

1
3
.
9

2
0
.
2

2
0
.
8

1
3
.
9

5
.
2

2
.
6
5

健
康
と
社
会

健
康

長
寿

と
口

腔
科

学
２

基
礎

1
-5

3組
木

5
舩

橋
　

誠
4
6
0

5
.
9

1
8
.
0

1
3
.
3

2
7
.
0

6
.
5

1
5
.
2

1
0
.
0

0
.
7

3
.
5

3
.
2
0

健
康
と
社
会

口
腔

に
お

け
る

生
体

防
御

機
構

基
礎

1
-5

3組
水

5
田

村
　

正
人

1
1
6

8
.
6

7
.
8

2
4
.
1

1
6
.
4

2
5
.
0

7
.
8

3
.
4

4
.
3

2
.
6

3
.
2
4

人
間
と
文
化

ア
イ

ヌ
・

先
住

民
研

究
の

現
在

基
礎

1
-5

3組
木

5
山

﨑
　

幸
治

7
4

5
.
4

1
4
.
9

2
3
.
0

2
0
.
3

1
3
.
5

9
.
5

4
.
1

1
.
4

8
.
1

3
.
1
3

人
間
と
文
化

グ
ロ

ー
バ

ル
・

ラ
ー

ニ
ン

グ
入

門
基

礎
1
-5

3組
木

3
髙

橋
　

彩
1
3

3
0
.
8

3
8
.
5

3
0
.
8

3
.
6
7

人
間
と
文
化

メ
デ

ィ
ア

と
観

光
へ

の
新

た
な

視
座

基
礎

1
-5

3組
火

5
玄

　
武

岩
1
2
2

8
.
2

1
3
.
9

1
9
.
7

2
0
.
5

1
3
.
9

8
.
2

4
.
1

1
.
6

4
.
9

4
.
9

3
.
1
1

人
間
と
文
化

ロ
シ

ア
史

入
門

基
礎

1
-5

3組
木

3
長

縄
　

宣
博

3
7

2
.
7

8
.
1

1
3
.
5

2
4
.
3

2
.
7

1
6
.
2

8
.
1

2
1
.
6

2
.
7

2
.
4
9

人
間
と
文
化

価
値

対
立

時
代

の
対

話
学

基
礎

1
-5

3組
水

5
尾

﨑
　

一
郎

4
2

2
.
4

7
.
1

1
4
.
3

2
6
.
2

2
3
.
8

1
6
.
7

2
.
4

7
.
1

3
.
0
5

人
間
と
文
化

誰
で

も
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

基
礎

1
-5

3組
火

5
布

施
　

泉
1
0
6

1
2
.
3

1
3
.
2

1
3
.
2

2
0
.
8

1
5
.
1

7
.
5

2
.
8

6
.
6

0
.
9

7
.
5

3
.
0
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

「
国

際
交

流
」

を
考

え
る

基
礎

1
-5

2組
水

4
青

木
　

麻
衣

子
1
0

2
0
.
0

6
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
4
2

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

は
じ

め
て

の
数

学
演

義
基

礎
1
-5

3組
木

2
山

下
　

博
2
0

5
.
0

2
5
.
0

2
0
.
0

3
5
.
0

5
.
0

1
0
.
0

3
.
2
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

基
礎

1
-5

2組
木

3
山

田
　

智
久

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

6
3
5



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

4
/
2
2

北
海

道
大

学

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

エ
ネ

ル
ギ

ー
問

題
ゲ

ー
ム

の
創

作
基

礎
1
-5

3組
木

2
原

　
亮

一
2
2

2
2
.
7

2
7
.
3

4
.
5

3
1
.
8

9
.
1

4
.
5

3
.
5
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

グ
ロ

ー
バ

ル
キ

ャ
リ

ア
セ

ミ
ナ

ー
基

礎
1
-5

2組
金

5
式

部
　

絢
子

9
1
1
.
1

1
1
.
1

2
2
.
2

4
4
.
4

1
1
.
1

2
.
9
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

ス
ポ

ー
ツ

と
身

体
を

考
え

る
基

礎
1
-5

3組
木

4
山

崎
　

貴
史

2
3

8
.
7

1
7
.
4

3
9
.
1

1
7
.
4

1
3
.
0

4
.
3

3
.
5
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

タ
ン

ジ
ブ

ル
な

情
報

科
学

入
門

基
礎

1
-5

3組
木

2
布

施
　

泉
2
2

4
.
5

2
2
.
7

1
3
.
6

4
0
.
9

4
.
5

4
.
5

4
.
5

4
.
5

3
.
3
2

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

ピ
ー

タ
ー

・
バ

ー
ガ

ー
『

社
会

学
へ

の
招

待
』

を
読

む
基

礎
1
-5

3組
水

5
杉

浦
　

秀
一

1
2

1
6
.
7

4
1
.
7

4
1
.
7

3
.
9
3

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

フ
ィ

ー
ル

ド
研

究
入

門
～

海
の

デ
ー

タ
を

読
み

解
く

～
基

礎
1
-5

3組
水

5
大

木
　

淳
之

8
2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

3
.
3
8

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

モ
ノ

づ
く

り
実

習
－

電
子

回
路

に
親

し
も
う

基
礎

1
-5

3組
金

5
河

本
　

充
司

2
3

8
.
7

8
7
.
0

4
.
3

3
.
1
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

稲
作
と
人

の
暮
ら
し

ｰ
田
植
え

・
稲
刈
り

・
ご
飯
・

わ
ら
加
工

ｰ
基

礎
1
-5

3組
集

中
山

田
　

敏
彦

2
5

2
0
.
0

1
2
.
0

8
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

2
.
9
6

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

海
外

の
学

生
と

日
本

語
で

世
界

の
課

題
を

話
し

合
お

う
－

オ
ン

ラ
イ

ン
協

働
学

習
－

基
礎

1
-5

2組
木

5
鄭

　
惠

先
4

2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

3
.
6
0

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

巨
大

津
波

は
北

海
道

を
襲

う
か

基
礎

1
-5

3組
木

5
谷

岡
　

勇
市

郎
1
4

1
4
.
3

4
2
.
9

7
.
1

1
4
.
3

1
4
.
3

7
.
1

3
.
4
9

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

建
築

と
都

市
基

礎
1
-5

3組
木

5
菊

田
　

弘
輝

2
2

1
3
.
6

5
4
.
5

2
7
.
3

4
.
5

3
.
2
1

一
般
教
育
演

習
(
ﾌ
ﾚ
ｯ
ｼ
ｭ
ﾏ
ﾝ
ｾ
ﾐ
ﾅ
ｰ
)

工
学

的
創

成
実

験
Ⅲ

（
光

子
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

測
定

・
I
o
T
も

の
づ

く
り

入
門

）
基

礎
1
-5

3組
火

5
三

輪
　

修
一

郎
1
1

5
4
.
5

3
6
.
4

9
.
1

3
.
5
9

一
般
教
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ﾚ
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ﾏ
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ﾏ
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ﾐ
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ﾏ
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ﾌ
ﾚ
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ﾏ
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ﾐ
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ﾚ
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ﾏ
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ﾐ
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線
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ﾐ
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ﾚ
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ﾏ
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8
.
3

5
.
6

6
.
9

9
.
7

1
.
4
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.
3

3
.
1
5

統
計
学

基
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3
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火
3

鈴
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5

9
.
3

1
0
.
7
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.
3

2
0
.
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.
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7
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.
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.
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.
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1
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9
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4
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7
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9

1
0
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4

1
0
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4
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.
0
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.
0

2
.
9
4
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計
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基
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2
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火
3

柿
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秀
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7

7
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5

2
3
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9

1
6
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1
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4

4
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5

1
1
.
9

7
.
5

6
.
0

1
.
5

1
.
5

3
.
0

3
.
2
0

6
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1
1
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1

1
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0
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2
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5
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6

統
計
学

基
礎

1
8-

19
組

火
2

中
村

　
篤

祥
6
1

8
.
2

8
.
2

1
4
.
8

1
4
.
8

1
6
.
4

1
1
.
5

9
.
8

1
.
6

4
.
9

1
.
6

8
.
2

2
.
8
3

統
計
学

基
礎

2
4-

25
組

火
2

今
井

　
英

幸
6
1

8
.
2

1
4
.
8

4
.
9

1
1
.
5

1
6
.
4

1
8
.
0

6
.
6

9
.
8

1
.
6

4
.
9

3
.
3

2
.
8
8

英
語
Ⅲ

初
級

：
総

合
基

礎
基

礎
3
1-

34
組

水
4

長
島

　
美

織
2
4

4
.
2

1
2
.
5

1
2
.
5

4
.
2

1
6
.
7

8
.
3

1
2
.
5

1
6
.
7

8
.
3

4
.
2

2
.
7
4

英
語
Ⅲ

初
級

：
総

合
基

礎
基

礎
3
5-

40
組

金
3

鈴
木

　
志

の
ぶ

2
6

3
.
8

3
.
8

7
.
7

7
.
7

1
5
.
4

1
5
.
4

1
5
.
4

1
5
.
4

3
.
8

1
1
.
5

2
.
4
2

英
語
Ⅲ

初
級

：
総

合
基

礎
基

礎
4
1-
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組

月
3

十
枝

内
　

康
隆

1
5

6
.
7

6
.
7

2
0
.
0

2
0
.
0

6
.
7

2
0
.
0

1
3
.
3

6
.
7

3
.
1
3

英
語
Ⅲ

初
級

：
総

合
基

礎
基

礎
4
7-

52
組

水
4

上
田

　
雅

信
1
9

5
.
3

2
6
.
3

1
0
.
5

1
5
.
8

1
0
.
5

1
0
.
5

5
.
3

1
5
.
8

2
.
9
1
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語
Ⅲ

初
級

：
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合
基

礎
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礎
1
6-
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4

十
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隆
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1
8
.
8

6
.
3

1
8
.
8

1
2
.
5

1
2
.
5

2
5
.
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6
.
3

3
.
0
1
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語
Ⅲ
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合
基

礎
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礎
6
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水

2
辻
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篤
2
7

7
.
4

1
8
.
5

2
5
.
9

2
2
.
2

3
.
7

3
.
7

1
8
.
5

3
.
0
9

英
語
Ⅲ

初
級

：
総

合
基

礎
基

礎
2
3-

30
組

金
2

川
嵜

　
義

和
2
4

4
.
2

1
2
.
5

2
9
.
2

8
.
3

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

4
.
2

2
0
.
8

2
.
7
0

英
語
Ⅲ

初
級

：
総

合
基

礎
基

礎
1
6-

22
組

月
4

ピ
ー
タ
ー
・
リ
ー
ム
ス
ト

8
1
2
.
5

2
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

2
5
.
0

2
.
6
6

英
語
Ⅲ

初
級

：
総

合
基

礎
基

礎
1
-5

組
月

4
原

田
　

真
見

4
2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
.
5
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
C
A
L
L

基
礎

3
1-

34
組

水
4

辻
本

　
篤

5
0

2
.
0

1
2
.
0

5
0
.
0

2
8
.
0

4
.
0

2
.
0

2
.
0

3
.
5
3

英
語
Ⅲ

中
級

：
C
A
L
L

基
礎

3
5-

40
組

金
3

辻
本

　
篤

5
0

4
.
0

4
4
.
0

2
4
.
0

1
8
.
0

4
.
0

6
.
0

3
.
2
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
C
A
L
L

基
礎

4
1-

46
組

月
3

辻
本

　
篤

5
0

2
.
0

6
.
0

5
4
.
0

2
6
.
0

6
.
0

6
.
0

3
.
4
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
C
A
L
L

基
礎

4
7-

52
組

水
4

土
永

　
孝

4
0

1
5
.
0

1
5
.
0

7
.
5

7
.
5

2
0
.
0

7
.
5

2
5
.
0

2
.
5

2
.
8
4

英
語
Ⅲ

中
級

：
C
A
L
L

基
礎

2
3-

30
組

金
2

土
永

　
孝

5
0

4
.
0

1
0
.
0

1
2
.
0

6
.
0

1
2
.
0

2
0
.
0

6
.
0

2
8
.
0

2
.
0

2
.
8
1

英
語
Ⅲ

中
級

：
C
A
L
L

基
礎

1
6-

22
組

月
4

辻
本

　
篤

5
0

8
.
0

6
0
.
0

2
2
.
0

1
0
.
0

3
.
5
7

英
語
Ⅲ

中
級

：
C
A
L
L

基
礎

1
-5

組
月

4
大

野
　

公
裕

2
8

3
.
6

1
0
.
7

1
4
.
3

2
8
.
6

1
0
.
7

1
0
.
7

7
.
1

3
.
6

1
0
.
7

2
.
9
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
1
6-

22
組

月
4

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

3
0

1
6
.
7

2
3
.
3

3
6
.
7

1
6
.
7

6
.
7

3
.
4
2

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
レ
ジ
ー
・
カ
パ
シ
オ
・
フ

2
9

1
7
.
2

2
4
.
1

2
0
.
7

1
0
.
3

1
0
.
3

3
.
4

6
.
9

6
.
9

3
.
0
7

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
G
A
Y
M
A
N

J
E
F
F
R
Y

J
O
S
E
P
H

3
0

4
3
.
3

4
3
.
3

1
3
.
3

3
.
4
3

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
河

合
　

剛
3
0

1
3
.
3

1
0
.
0

1
6
.
7

1
3
.
3

3
.
3

1
6
.
7

6
.
7

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
0
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
1
-5

組
月

4
P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

3
0

1
0
.
0

3
.
3

3
.
3

2
3
.
3

1
3
.
3

1
0
.
0

2
3
.
3

1
3
.
3

2
.
4
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
4
7-

52
組

水
4

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

3
0

2
3
.
3

3
0
.
0

2
0
.
0

1
3
.
3

1
0
.
0

3
.
3

3
.
7
2

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
4
7-

52
組

水
4

T
A
N
A
K
A

J
A
Y

M
A
T
S
U
O

1
1

9
.
1

7
2
.
7

1
8
.
2

3
.
2
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
4
1-

46
組

月
3

イ
ア

ン
・

　
マ

ン
ビ

ー
1
4

7
.
1

2
1
.
4

2
8
.
6

1
4
.
3

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

2
.
8
6

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
4
1-

46
組

月
3

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

3
0

3
.
3

6
.
7

2
0
.
0

4
3
.
3

1
3
.
3

3
.
3

3
.
3

3
.
3

3
.
3

3
.
1
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
3
5-

40
組

金
3

サ
ー
マ
ン
　
ジ
ョ
ン

3
0

3
.
3

6
3
.
3

2
3
.
3

6
.
7

3
.
3

3
.
5
4

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
3
5-

40
組

金
3

ピ
ー
タ
ー
・
リ
ー
ム
ス
ト

1
2

8
.
3

2
5
.
0

5
0
.
0

8
.
3

8
.
3

3
.
1
3

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
3
1-

34
組

水
4

河
合

　
剛

2
3

3
4
.
8

2
6
.
1

2
6
.
1

8
.
7

4
.
3

3
.
8
7

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
2
3-

30
組

金
2

河
合

　
剛

3
0

3
0
.
0

2
0
.
0

2
3
.
3

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
3

3
.
3

3
.
6
9

英
語
Ⅲ

中
級

：
ス

ピ
ー

キ
ン

グ
基

礎
2
3-

30
組

金
2

サ
ー
マ
ン
　
ジ
ョ
ン

3
0

2
0
.
0

4
0
.
0

2
6
.
7

6
.
7

3
.
3

3
.
3

3
.
4
6
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語
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語
Ⅲ

中
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：
ラ
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テ

ィ
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グ
基

礎
6
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水

2
C
A
P
O
B
I
A
N
C
O

P
A
U
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J
O
S
E

2
5

2
0
.
0

8
.
0

2
0
.
0

2
0
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0

1
2
.
0

1
6
.
0

4
.
0

3
.
0
4

6
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GP
A

8
/
2
2

北
海

道
大

学

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
1
6-

22
組

月
4

C
A
P
O
B
I
A
N
C
O

P
A
U
L

J
O
S
E

2
5

8
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
4
.
0

8
.
0

8
.
0

4
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
3
4

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

2
5

1
6
.
0

3
6
.
0

1
6
.
0

3
2
.
0

3
.
4
6

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
4
7-

52
組

水
4

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

1
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
0
.
0

1
0
.
0

3
0
.
0

1
0
.
0

3
.
4
4

英
語
Ⅲ

中
級

：
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イ
テ

ィ
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グ
基
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4
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カ
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オ
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7
2
8
.
6

1
4
.
3

2
8
.
6
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8
.
6

2
.
8
6
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語
Ⅲ
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級
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テ

ィ
ン
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基
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22
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月
4

カ
ワ
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カ
サ

ン
ド
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1
7
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1
.
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1
1
.
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7
.
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1
1
.
8

1
7
.
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2
9
.
4

2
.
5
5
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語
Ⅲ

中
級
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ラ

イ
テ

ィ
ン
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基

礎
1
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組
月

4
G
A
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N
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E
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Y

J
O
S
E
P
H

2
5

3
2
.
0

5
6
.
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1
2
.
0

3
.
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9
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語
Ⅲ

中
級
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テ
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ン
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3
1-
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C
H
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S
O
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P
E
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5
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0

8
.
0

2
4
.
0

6
4
.
0

3
.
4
9
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語
Ⅲ

中
級
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テ

ィ
ン

グ
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3
5-

40
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3

レ
ジ
ー
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カ
パ
シ
オ
・
フ

1
3

3
8
.
5

2
3
.
1

7
.
7

2
3
.
1

7
.
7

3
.
5
5

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
2
3-

30
組

金
2

T
A
N
A
K
A

J
A
Y

M
A
T
S
U
O

2
5
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.
0

4
.
0

2
0
.
0

6
0
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
4
5
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テ

ィ
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基
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2
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2
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リ
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2
5

8
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1
6
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2
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2
0
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1
6
.
0

1
2
.
0

4
.
0

8
.
0

4
.
0

3
.
1
4

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
3
5-

40
組

金
3

C
A
P
O
B
I
A
N
C
O

P
A
U
L

J
O
S
E

4
2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

4
.
0
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
4
1-

46
組

月
3

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

6
3
3
.
3

5
0
.
0

1
6
.
7

3
.
7
3

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
4
1-

46
組

月
3

レ
ジ
ー
・
カ
パ
シ
オ
・
フ

5
8
0
.
0

2
0
.
0

3
.
8
6

英
語
Ⅲ

中
級

：
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

2
5

4
.
0

2
0
.
0

3
6
.
0

2
8
.
0

4
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
4
6

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
4
7-

52
組

水
4

ピ
ー
タ
ー
・
リ
ー
ム
ス
ト

3
8

2
.
6

7
.
9

2
6
.
3

1
0
.
5

2
1
.
1

1
5
.
8

2
.
6

2
.
6

2
.
6

5
.
3

2
.
6

2
.
9
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
3
5-

40
組

金
3

山
田

　
義

裕
2
7

3
.
7

7
.
4

7
.
4

1
8
.
5

3
7
.
0

1
4
.
8

7
.
4

3
.
7

3
.
0
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
3
5-

40
組

金
3

志
堅

原
　

郁
子

4
0

1
0
.
0

2
2
.
5

3
2
.
5

2
0
.
0

7
.
5

7
.
5

3
.
2
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
3
1-

34
組

水
4

C
A
P
O
B
I
A
N
C
O

P
A
U
L

J
O
S
E

4
0

2
.
5

1
5
.
0

2
5
.
0

3
0
.
0

1
7
.
5

7
.
5

2
.
5

3
.
4
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
2
3-

30
組

金
2

ホ
ル
ス
ト
　
マ
ー
ク

2
6

3
.
8

1
9
.
2

7
.
7

2
6
.
9

1
1
.
5

1
9
.
2

7
.
7

3
.
8

3
.
1
5

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
2
3-

30
組

金
2

及
川

　
陽

子
2
5

4
.
0

8
.
0

1
6
.
0

4
.
0

2
8
.
0

8
.
0

2
0
.
0

8
.
0

4
.
0

2
.
8
9

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
2
3-

30
組

金
2

大
友

　
瑠

璃
子

3
4

2
.
9

8
.
8

2
3
.
5

8
.
8

1
4
.
7

1
7
.
6

2
.
9

1
4
.
7

2
.
9

2
.
9

2
.
9
5

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
1
-5

組
月

4
河

合
　

靖
3
2

3
.
1

1
2
.
5

6
.
3

2
8
.
1

1
2
.
5

2
5
.
0

6
.
3

3
.
1

3
.
1

3
.
0
5

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
1
6-

22
組

月
4

上
田

　
雅

信
4
0

5
.
0

1
7
.
5

2
0
.
0

3
0
.
0

2
.
5

1
0
.
0

2
.
5

1
2
.
5

3
.
3
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
奥

　
聡

4
0

2
.
5

1
0
.
0

1
2
.
5

1
5
.
0

3
2
.
5

1
0
.
0

7
.
5

2
.
5

7
.
5

2
.
8
9

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
冨

成
　

絢
子

4
1

7
.
3

7
.
3

1
2
.
2

2
2
.
0

7
.
3

1
4
.
6

9
.
8

1
7
.
1

2
.
4

2
.
9
6

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
4
1-

46
組

月
3

志
堅

原
　

郁
子

4
0

1
2
.
5

2
0
.
0

3
2
.
5

1
5
.
0

2
.
5

2
.
5

1
0
.
0

2
.
5

2
.
5

3
.
1
1

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
4
1-

46
組

月
3

岡
本

　
亮

輔
3
9

5
.
1

1
7
.
9

2
3
.
1

2
3
.
1

1
2
.
8

7
.
7

7
.
7

2
.
6

3
.
0
2

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
4
7-

52
組

水
4

園
田

　
勝

英
4
0

5
.
0

7
.
5

1
7
.
5

1
5
.
0

3
2
.
5

1
5
.
0

2
.
5

2
.
5

2
.
5

3
.
1
5

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
6
-1

5組
水

2
田

代
　

亜
紀

子
4
0

2
.
5

1
2
.
5

7
.
5

2
0
.
0

3
2
.
5

7
.
5

7
.
5

1
0
.
0

3
.
1
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
基

礎
1
6-

22
組

月
4

レ
ジ
ー
・
カ
パ
シ
オ
・
フ

2
6

7
.
7

2
6
.
9

1
5
.
4

2
6
.
9

3
.
8

1
1
.
5

3
.
8

3
.
8

3
.
3
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

3
5-

40
組

金
3

長
島

　
美

織
2
4

4
.
2

2
0
.
8

2
5
.
0

2
0
.
8

4
.
2

4
.
2

4
.
2

8
.
3

4
.
2

4
.
2

3
.
1
7

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

3
5-

40
組

金
3

土
永

　
孝

3
5

1
1
.
4

2
.
9

8
.
6

8
.
6

1
4
.
3

1
1
.
4

1
1
.
4

2
8
.
6

2
.
9

2
.
8
0

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

4
1-

46
組

月
3

濵
井

　
祐

三
子

1
6

6
.
3

1
8
.
8

1
8
.
8

1
8
.
8

1
8
.
8

1
8
.
8

3
.
3
3

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

4
1-

46
組

月
3

小
林

　
敏

彦
2
8

3
.
6

1
0
.
7

1
7
.
9

1
7
.
9

3
2
.
1

1
7
.
9

3
.
2
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

4
7-

52
組

水
4

岡
本

　
亮

輔
3
5

2
.
9

2
.
9

5
.
7

2
5
.
7

2
5
.
7

3
1
.
4

5
.
7

2
.
7
9

6
4
0



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

9
/
2
2

北
海

道
大

学

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

4
7-

52
組

水
4

天
田

　
顕

徳
1
4

7
.
1

7
.
1

2
8
.
6

1
4
.
3

3
5
.
7

7
.
1

3
.
1
9

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

1
-5

組
月

4
岡

本
　

亮
輔

3
5

2
.
9

5
.
7

8
.
6

8
.
6

2
0
.
0

5
.
7

4
2
.
9

5
.
7

2
.
8
1

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

6
-1

5組
水

2
濵

井
　

祐
三

子
3
5

8
.
6

2
0
.
0

2
0
.
0

1
4
.
3

5
.
7

5
.
7

5
.
7

1
4
.
3

5
.
7

3
.
1
2

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

6
-1

5組
水

2
天

田
　

顕
徳

3
5

2
.
9

1
1
.
4

5
.
7

2
8
.
6

4
2
.
9

5
.
7

2
.
9

3
.
1
7

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

1
6-

22
組

月
4

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

3
4

2
.
9

1
7
.
6

1
4
.
7

2
0
.
6

1
4
.
7

8
.
8

5
.
9

5
.
9

8
.
8

3
.
0
8

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

1
6-

22
組

月
4

小
林

　
敏

彦
3
5

2
.
9

1
1
.
4

1
4
.
3

2
0
.
0

2
8
.
6

2
0
.
0

2
.
9

3
.
2
3

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

2
3-

30
組

金
2

長
島

　
美

織
3
5

2
0
.
0

3
1
.
4

1
1
.
4

1
4
.
3

5
.
7

8
.
6

8
.
6

3
.
2
9

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

2
3-

30
組

金
2

園
田

　
勝

英
3
4

5
.
9

1
1
.
8

8
.
8

1
7
.
6

3
8
.
2

5
.
9

5
.
9

5
.
9

3
.
1
1

英
語
Ⅲ

中
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

基
礎

3
1-

34
組

水
4

鈴
木

　
志

の
ぶ

1
7

1
1
.
8

2
9
.
4

1
1
.
8

1
1
.
8

5
.
9

1
1
.
8

1
1
.
8

5
.
9

3
.
0
2

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

1
6-

22
組

水
3

土
田

　
映

子
1
3

7
.
7

2
3
.
1

2
3
.
1

7
.
7

3
0
.
8

7
.
7

3
.
1
6

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

2
3-

26
組

水
3

長
島

　
美

織
1
7

1
1
.
8

5
.
9

1
1
.
8

1
7
.
6

1
7
.
6

2
3
.
5

1
1
.
8

2
.
7
2

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

2
7-

30
組

月
3

カ
ワ

イ
・

カ
サ

ン
ド

ラ
3

3
3
.
3

6
6
.
7

1
.
4
3

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

4
1-

46
組

火
4

大
友

　
瑠

璃
子

1
5

2
0
.
0

2
6
.
7

6
.
7

1
3
.
3

2
0
.
0

1
3
.
3

2
.
8
3

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

1
-5

組
金

4
張

　
ジ

ュ
ヒ

ョ
ク

7
4
2
.
9

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

3
.
1
7

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

3
1-

34
組

火
2

山
田

　
義

裕
2
4

4
.
2

8
.
3

1
6
.
7

1
2
.
5

2
0
.
8

1
2
.
5

4
.
2

8
.
3

1
2
.
5

2
.
7
7

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

3
5-

40
組

金
4

土
永

　
孝

3
2

3
.
1

3
1
.
3

6
.
3

6
.
3

6
.
3

1
2
.
5

1
2
.
5

9
.
4

1
2
.
5

2
.
8
2

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

1
6-

22
組

水
3

土
永

　
孝

1
1

9
.
1

2
7
.
3

1
8
.
2

9
.
1

1
8
.
2

1
8
.
2

2
.
5
3

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

6
-1

5組
金

3
川

嵜
　

義
和

2
2

4
.
5

9
.
1

1
8
.
2

1
8
.
2

1
8
.
2

9
.
1

1
3
.
6

4
.
5

4
.
5

3
.
0
3

英
語
Ⅳ

初
級

基
礎

4
7-

52
組

火
3

大
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瑠

璃
子

2
1

4
.
8

4
.
8

9
.
5

1
9
.
0

1
4
.
3

1
4
.
3

9
.
5

4
.
8

9
.
5

9
.
5

2
.
6
0

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
7-

52
組

火
3

西
　

真
木

子
4
0

1
0
.
0

7
.
5

2
2
.
5

1
7
.
5

1
7
.
5

1
7
.
5

5
.
0

2
.
5

3
.
3
0

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
7-

52
組

火
3

鈴
木

　
志

の
ぶ

1
4

7
.
1

1
4
.
3

2
8
.
6

2
1
.
4

7
.
1

7
.
1

1
4
.
3

2
.
5
8

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
7-

52
組

火
3

土
田

　
映

子
4
0

7
.
5

3
0
.
0

2
5
.
0

1
5
.
0

1
2
.
5

5
.
0

5
.
0

3
.
2
4

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
7-

52
組

火
3

レ
ジ
ー
・
カ
パ
シ
オ
・
フ

7
2
8
.
6

2
8
.
6

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

3
.
3
7

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
7-

52
組

火
3

濵
井

　
祐

三
子

4
0

5
.
0
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2
.
5

2
2
.
5

1
2
.
5

1
7
.
5
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5
.
0
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.
0
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5
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.
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6
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語
Ⅳ
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火
3
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ン
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ル
　
サ

4
0

1
0
.
0

1
2
.
5

2
0
.
0

3
7
.
5

1
5
.
0

2
.
5

2
.
5

3
.
4
4

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
7-

52
組

火
3

熊
谷

　
由

美
子

4
0

7
.
5

1
0
.
0

1
5
.
0

1
7
.
5

3
0
.
0

1
5
.
0

5
.
0

2
.
8
0
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語
Ⅳ

中
級

基
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4
1-
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組

火
4

西
　

真
木

子
4
0

1
0
.
0

7
.
5

3
0
.
0

2
.
5

2
7
.
5

1
5
.
0

7
.
5

3
.
3
0

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
1-

46
組

火
4

鈴
木

　
志

の
ぶ

1
3

1
5
.
4

1
5
.
4

7
.
7

3
8
.
5

7
.
7

7
.
7

7
.
7

3
.
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3

英
語
Ⅳ

中
級

基
礎

4
1-

46
組
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（
金

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｂ

06
組

火
4,

金
4

寺
田

　
龍

男
3
3

9
.
1

1
2
.
1

2
7
.
3

1
8
.
2

6
.
1

1
2
.
1

9
.
1

6
.
1

3
.
2
5

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ａ

01
組

月
1,

水
2

杉
浦

　
康

則
3
7

2
.
7

1
3
.
5

5
.
4

2
4
.
3

1
3
.
5

1
3
.
5

1
0
.
8

1
0
.
8

2
.
7

2
.
7

2
.
9
2

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ａ

03
組

月
1,

水
2

佐
藤

　
和

枝
3
7

5
.
4

1
3
.
5

1
6
.
2

1
3
.
5

1
6
.
2

1
8
.
9

5
.
4

2
.
7

2
.
7

5
.
4

3
.
0
1

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ａ

04
組

月
1,

水
2

荻
原

　
達

夫
3
8

1
3
.
2

7
.
9

1
3
.
2

1
8
.
4

7
.
9

1
3
.
2

7
.
9

5
.
3

5
.
3

5
.
3

2
.
6

2
.
9
4

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ａ

05
組

月
1,

水
2

中
村

　
寿

3
4

1
4
.
7

1
7
.
6

1
4
.
7

8
.
8

2
9
.
4

1
1
.
8

2
.
9

3
.
0
6

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ａ

06
組

月
1,

水
2

橋
本

　
聡

3
8

1
8
.
4

1
5
.
8

7
.
9

5
.
3

5
.
3

7
.
9

2
3
.
7

2
.
6

1
3
.
2

2
.
5
6

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ａ

07
組

月
1,

水
2

阿
部

　
和

夫
3
7

5
.
4

1
8
.
9

2
.
7

1
3
.
5

1
8
.
9

5
.
4

1
8
.
9

1
6
.
2

3
.
0
1

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ａ

02
組

月
1,

水
2

塩
谷

　
幸

子
4
1

7
.
3

3
1
.
7

7
.
3

9
.
8

7
.
3

1
9
.
5

9
.
8

4
.
9

2
.
4

3
.
2
4

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｃ

01
組

水
3,

木
3

江
口

　
豊

3
3

3
.
0

1
5
.
2

1
8
.
2

1
8
.
2

1
5
.
2

1
2
.
1

3
.
0

6
.
1

3
.
0

6
.
1

3
.
0
5

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｃ

02
組

水
3,

木
3

齋
藤

　
拓

也
3
4

5
.
9

1
7
.
6

1
1
.
8

8
.
8

5
.
9

1
4
.
7

1
7
.
6

1
4
.
7

2
.
9

2
.
9
6

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｃ

03
組

水
3,

木
3

寺
田

　
龍

男
3
2

6
.
3

1
8
.
8

2
5
.
0

1
8
.
8

1
8
.
8

6
.
3

6
.
3

3
.
4
2

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｃ

04
組

水
3,

木
3

橋
本

　
聡

3
3

9
.
1

2
7
.
3

1
2
.
1

6
.
1

1
2
.
1

6
.
1

6
.
1

1
5
.
2

6
.
1

3
.
1
0

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｃ

05
組

水
3,

木
3

杉
浦

　
康

則
3
5

2
.
9

1
1
.
4

2
5
.
7

8
.
6

2
2
.
9

1
4
.
3

1
1
.
4

2
.
9

3
.
2
1

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｃ

07
組

水
3,

木
3

岡
﨑

　
朝

美
3
2

9
.
4

3
1
.
3

1
5
.
6

6
.
3

9
.
4

3
.
1

1
2
.
5

9
.
4

3
.
1

3
.
3
1

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
水

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
理

独
Ｃ

06
組

水
3,

木
3

中
村

　
寿

3
1

1
2
.
9

9
.
7

2
2
.
6

2
2
.
6

2
9
.
0

3
.
2

3
.
1
5

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
木

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
文

独
02

組
月

2,
木

4
佐

藤
　

和
枝

4
0

7
.
5

1
5
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

5
.
0

1
2
.
5

2
.
5

7
.
5

2
.
8
5

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
木

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
文

独
01

組
月

2,
木

4
橋

本
　

聡
3
8

7
.
9

1
8
.
4

1
0
.
5

2
1
.
1

1
0
.
5

1
3
.
2

1
3
.
2

2
.
6

2
.
6

3
.
1
4

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
木

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
文

独
03

組
月

2,
木

4
中

村
　

寿
3
9

5
.
1

1
2
.
8

5
.
1

3
3
.
3

1
7
.
9

2
3
.
1

2
.
6

3
.
1
8

ド
イ
ツ
語
Ⅱ

（
木

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
文

独
04

組
月

2,
木

4
塩

谷
　

幸
子

3
7

1
0
.
8

2
1
.
6

1
6
.
2

1
8
.
9

5
.
4

1
3
.
5

5
.
4

5
.
4

2
.
7

3
.
3
1

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅰ
（

１
学

期
再

履
修

）
基

礎
1
-5

2組
火

1,
木

1
鍋

島
　

孝
子

8
1
2
.
5

2
5
.
0

2
5
.
0

1
2
.
5

2
5
.
0

2
.
0
9

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

火
４

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

05
組

火
4,

金
4

竹
中

　
の

ぞ
み

3
9

7
.
7

1
7
.
9

1
7
.
9

2
8
.
2

1
0
.
3

7
.
7

5
.
1

2
.
6

2
.
6

3
.
2
9

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

火
４

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

06
組

火
4,

金
4

金
山

　
準

3
9

1
5
.
4

2
3
.
1

2
5
.
6

2
0
.
5

5
.
1

5
.
1

2
.
6

2
.
6

3
.
6
1

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

月
１

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

09
組

月
1,

水
2

金
山

　
準

3
5

8
.
6

1
4
.
3

2
2
.
9

8
.
6

8
.
6

2
0
.
0

2
.
9

5
.
7

2
.
9

2
.
9

2
.
9

3
.
0
9

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

月
１

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

08
組

月
1,

水
2

竹
中

　
の

ぞ
み

3
5

2
.
9

2
8
.
6

1
7
.
1

1
1
.
4

8
.
6

5
.
7

2
.
9

1
1
.
4

2
.
9

2
.
9

5
.
7

3
.
0
3

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

月
１

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

07
組

月
1,

水
2

長
野

　
督

3
6

1
1
.
1

1
3
.
9

1
3
.
9

1
1
.
1

8
.
3

1
9
.
4

8
.
3

8
.
3

5
.
6

3
.
0
9

6
4
3



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
2
/
2
2

北
海

道
大

学

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

木
３

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

10
組

水
3,

木
3

金
山

　
準

4
1

2
2
.
0

1
4
.
6

4
.
9

1
7
.
1

1
9
.
5

9
.
8

2
.
4

4
.
9

4
.
9

3
.
3
1

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

木
３

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

11
組

水
3,

木
3

鍋
島

　
孝

子
3
9

5
.
1

3
5
.
9

1
5
.
4

2
3
.
1

5
.
1

1
0
.
3

2
.
6

2
.
6

3
.
4
7

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

木
４

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

02
組

月
2,

木
4

金
山

　
準

3
6

1
1
.
1

5
.
6

1
9
.
4

2
5
.
0

1
6
.
7

1
3
.
9

8
.
3

3
.
3
1

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

木
４

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

03
組

月
2,

木
4

鍋
島

　
孝

子
3
5

5
.
7

2
5
.
7

2
0
.
0

2
0
.
0

1
4
.
3

2
.
9

5
.
7

5
.
7

3
.
3
3

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

木
４

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

04
組

月
2,

木
4

竹
中

　
の

ぞ
み

3
3

1
8
.
2

1
2
.
1

1
8
.
2

2
1
.
2

1
5
.
2

3
.
0

6
.
1

6
.
1

3
.
0
1

フ
ラ
ン
ス
語

Ⅱ
（

木
４

は
Ｃ

Ａ
Ｌ

Ｌ
授

業
）

仏
語

01
組

月
2,

木
4

長
野

　
督

3
5

5
.
7

1
7
.
1

1
1
.
4

1
7
.
1

1
7
.
1

1
4
.
3

8
.
6

5
.
7

2
.
9

3
.
1
5

ロ
シ
ア
語
Ⅰ

（
１

学
期

再
履

修
）

基
礎

1
-5

2組
火

1,
木

1
佐

光
　

伸
一

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

1
.
7
7

ロ
シ
ア
語
Ⅱ

露
語

02
組

火
4,

金
4

ブ
ン
テ
ィ
ロ
フ
　
ゲ
オ
ル

2
4

2
0
.
8

1
6
.
7

2
5
.
0

1
2
.
5

1
6
.
7

4
.
2

4
.
2

3
.
4
8

ロ
シ
ア
語
Ⅱ

露
語

01
組

月
2,

木
4

宇
佐

見
　

森
吉

3
9

1
2
.
8

3
0
.
8

2
0
.
5

2
.
6

7
.
7

7
.
7

5
.
1

7
.
7

2
.
6

2
.
6

3
.
3
6

ロ
シ
ア
語
Ⅱ

露
語

03
組

月
1,

水
2

宇
佐

見
　

森
吉

2
6

7
.
7

1
9
.
2

2
6
.
9

3
.
8

3
.
8

1
1
.
5

1
1
.
5

1
1
.
5

3
.
8

2
.
9
2

ロ
シ
ア
語
Ⅱ

露
語

04
組

水
3,

木
3

杉
浦

　
秀

一
3
4

1
4
.
7

1
1
.
8

1
1
.
8

5
.
9

5
.
9

1
4
.
7

1
4
.
7

1
4
.
7

2
.
9

2
.
9

2
.
9
7

中
国
語
Ⅰ

（
１

学
期

再
履

修
）

基
礎

1
-5

2組
火

1,
木

1
楊

　
彩

虹
5
0

2
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
4
.
0

8
.
0

2
0
.
0

4
.
0

3
2
.
0

1
.
6
9

中
国
語
Ⅱ

（
火

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

09
組

火
4,

金
4

王
　

冰
4
0

7
.
5

1
0
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

2
2
.
5

5
.
0

5
.
0

2
.
5

2
.
5

3
.
0
7

中
国
語
Ⅱ

（
火

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

10
組

火
4,

金
4

張
　

雷
3
7

5
.
4

3
2
.
4

1
8
.
9

1
6
.
2

8
.
1

2
.
7

8
.
1

2
.
7

2
.
7

2
.
7

3
.
3
5

中
国
語
Ⅱ

（
火

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

08
組

火
4,

金
4

渡
邉

　
浩

平
3
7

1
3
.
5

5
.
4

1
0
.
8

5
.
4

1
6
.
2

8
.
1

1
0
.
8

1
8
.
9

1
0
.
8

2
.
7
8

中
国
語
Ⅱ

（
火

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

07
組

火
4,

金
4

唐
　

イ
3
8

2
1
.
1

1
8
.
4

2
.
6

1
3
.
2

1
8
.
4

2
.
6

2
3
.
7

3
.
2
6

中
国
語
Ⅱ

（
火

４
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

06
組

火
4,

金
4


　

玉
芝

4
0

7
.
5

1
5
.
0

7
.
5

3
0
.
0

1
5
.
0

1
2
.
5

7
.
5

5
.
0

3
.
2
5

中
国
語
Ⅱ

（
月

１
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

12
組

月
1,

水
2

藤
野

　
陽

平
3
7

5
.
4

2
9
.
7

1
8
.
9

1
3
.
5

8
.
1

8
.
1

5
.
4

2
.
7

8
.
1

3
.
2
1

中
国
語
Ⅱ

（
月

１
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

11
組

月
1,

水
2

楊
　

彩
虹

3
9

7
.
7

2
8
.
2

7
.
7

7
.
7

1
2
.
8

1
7
.
9

2
.
6

5
.
1

5
.
1

2
.
6

2
.
6

3
.
1
0

中
国
語
Ⅱ

（
月

１
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

15
組

月
1,

水
2

王
　

冰
3
8

1
3
.
2

1
3
.
2

2
.
6

5
.
3

5
.
3

2
3
.
7

1
0
.
5

1
0
.
5

5
.
3

7
.
9

2
.
6

2
.
7
2

中
国
語
Ⅱ

（
月

１
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

14
組

月
1,

水
2

徐
　

蘭
巧

4
1

4
.
9

1
7
.
1

7
.
3

2
4
.
4

1
7
.
1

7
.
3

1
4
.
6

4
.
9

2
.
4

3
.
1
1

中
国
語
Ⅱ

（
月

１
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

13
組

月
1,

水
2

唐
　

イ
3
8

1
3
.
2

7
.
9

1
3
.
2

1
5
.
8

1
5
.
8

1
0
.
5

7
.
9

1
3
.
2

2
.
6

3
.
1
1

中
国
語
Ⅱ

（
月

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

05
組

月
2,

木
4

長
井

　
裕

子
3
9

7
.
7

1
2
.
8

1
0
.
3

1
0
.
3

1
5
.
4

1
5
.
4

1
0
.
3

1
2
.
8

2
.
6

2
.
6

2
.
9
7

中
国
語
Ⅱ

（
月

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

04
組

月
2,

木
4

清
水

　
賢

一
郎

3
8

7
.
9

1
8
.
4

1
3
.
2

2
1
.
1

1
3
.
2

7
.
9

5
.
3

7
.
9

2
.
6

2
.
6

3
.
1
6

中
国
語
Ⅱ

（
月

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

03
組

月
2,

木
4

楊
　

ウ
ェ

ン
チ

ー
3
8

2
.
6

2
8
.
9

2
3
.
7

1
3
.
2

1
0
.
5

2
.
6

1
3
.
2

2
.
6

2
.
6

3
.
2
6

中
国
語
Ⅱ

（
月

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

02
組

月
2,

木
4

西
　

茹
3
7

8
.
1

2
4
.
3

2
1
.
6

8
.
1

5
.
4

8
.
1

8
.
1

1
3
.
5

2
.
7

3
.
2
5

中
国
語
Ⅱ

（
月

２
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

01
組

月
2,

木
4

楊
　

彩
虹

3
7

5
.
4

3
7
.
8

1
8
.
9

8
.
1

1
6
.
2

1
0
.
8

2
.
7

3
.
3
7

中
国
語
Ⅱ

（
木

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

17
組

水
3,

木
3

田
邉

　
鉄

3
8

5
.
3

1
5
.
8

1
3
.
2

2
1
.
1

1
0
.
5

1
3
.
2

7
.
9

7
.
9

2
.
6

2
.
6

3
.
0
9

中
国
語
Ⅱ

（
木

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

16
組

水
3,

木
3

徐
　

蘭
巧

4
0

5
.
0

2
2
.
5

2
.
5

1
0
.
0

2
7
.
5

1
2
.
5

7
.
5

5
.
0

7
.
5

3
.
0
3

中
国
語
Ⅱ

（
木

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

18
組

水
3,

木
3


　

玉
芝

3
8

1
0
.
5

2
6
.
3

1
8
.
4

1
0
.
5

2
.
6

7
.
9

1
5
.
8

2
.
6

2
.
6

2
.
6

3
.
2
7

中
国
語
Ⅱ

（
木

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

19
組

水
3,

木
3

西
　

茹
3
7

5
.
4

2
1
.
6

2
1
.
6

1
8
.
9

1
0
.
8

8
.
1

1
0
.
8

2
.
7

3
.
2
7

中
国
語
Ⅱ

（
木

３
は

Ｃ
Ａ

Ｌ
Ｌ

授
業

）
中

国
語

20
組

水
3,

木
3

藤
野

　
陽

平
3
7

5
.
4

1
6
.
2

1
3
.
5

1
6
.
2

1
8
.
9

1
0
.
8

5
.
4

5
.
4

8
.
1

3
.
0
1

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅰ
（

１
学

期
再

履
修

）
基

礎
1
-5

2組
火

1,
木

1
PA

I
CH

AD
ZE

S
VE

TL
AN

A
1
5

6
.
7

6
.
7

2
6
.
7

6
.
7

2
0
.
0

2
6
.
7

6
.
7

1
.
9
3

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅱ
西

語
06

組
水

3,
木

3
PA

I
CH

AD
ZE

S
VE

TL
AN

A
4
2

9
.
5

1
9
.
0

1
1
.
9

1
9
.
0

1
4
.
3

1
4
.
3

7
.
1

4
.
8

3
.
2
2

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅱ
西

語
05

組
月

1,
水

2
増

田
　

哲
子

4
3

4
.
7

1
1
.
6

1
6
.
3

9
.
3

4
.
7

1
4
.
0

1
4
.
0

1
4
.
0

7
.
0

4
.
7

2
.
7
6

6
4
4



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
3
/
2
2

北
海

道
大

学

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅱ
西

語
04

組
火

4,
金

4
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

4
2

7
.
1

1
1
.
9

1
9
.
0

1
1
.
9

1
4
.
3

1
1
.
9

7
.
1

1
4
.
3

2
.
4

3
.
1
0

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅱ
西

語
01

組
月

2,
木

4
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

4
5

1
5
.
6

1
1
.
1

1
1
.
1

2
2
.
2

1
5
.
6

2
.
2

1
3
.
3

4
.
4

4
.
4

3
.
2
1

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅱ
西

語
02

組
月

2,
木

4
増

田
　

哲
子

4
3

9
.
3

1
4
.
0

2
0
.
9

1
4
.
0

1
6
.
3

1
1
.
6

4
.
7

2
.
3

2
.
3

4
.
7

3
.
1
7

ス
ペ
イ
ン
語

Ⅱ
西

語
03

組
火

4,
金

4
PA

I
CH

AD
ZE

S
VE

TL
AN

A
4
5

1
5
.
6

1
1
.
1

1
7
.
8

2
2
.
2

6
.
7

1
1
.
1

4
.
4

6
.
7

4
.
4

3
.
2
4

韓
国
語
Ⅰ

（
１

学
期

再
履

修
）

基
礎

1
-5

2組
火

1,
木

1
玄

　
武

岩
5

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

3
.
1
2

韓
国
語
Ⅱ

韓
国

語
02

組
火

4,
金

4
呉

　
明

煕
3
3

6
.
1

1
5
.
2

2
7
.
3

1
5
.
2

1
2
.
1

3
.
0

3
.
0

6
.
1

3
.
0

9
.
1

3
.
1
1

韓
国
語
Ⅱ

韓
国

語
03

組
月

1,
水

2
曺

　
順

姫
3
7

2
.
7

1
3
.
5

1
0
.
8

1
6
.
2

1
6
.
2

1
0
.
8

1
3
.
5

5
.
4

8
.
1

2
.
7

2
.
8
7

韓
国
語
Ⅱ

韓
国

語
04

組
水

3,
木

3
金

　
ソ

ン
ミ

ン
3
8

7
.
9

5
.
3

1
3
.
2

1
0
.
5

2
1
.
1

2
1
.
1

1
3
.
2

5
.
3

2
.
6

3
.
0
1

韓
国
語
Ⅱ

韓
国

語
01

組
月

2,
木

4
玄

　
武

岩
3
9

7
.
7

2
3
.
1

7
.
7

2
0
.
5

7
.
7

1
0
.
3

1
0
.
3

5
.
1

2
.
6

5
.
1

3
.
0
8

英
語
演
習

初
級
：

P
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n

a
n
d

O
r
a
l

R
e
c
i
t
a
t
i
o
n

基
礎

1
-5

2組
金

4
カ

ワ
イ

・
カ

サ
ン

ド
ラ

8
1
2
.
5

6
2
.
5

2
5
.
0

3
.
0
4

英
語
演
習

初
級
：

T
h
e

s
t
u
d
y

o
f

w
e
s
t
e
r
n

c
i
v
i
l
i
z
a
t
i
o
n

基
礎

1
-5

2組
水

5
Ty

re
l

E
sk

el
so

n
5

2
0
.
0

8
0
.
0

3
.
3
8

英
語
演
習

初
級

：
英

語
で

読
書

～
多

読
で

広
げ

る
英

語
の

世
界

基
礎

1
-5

2組
月

5
濵

井
　

祐
三

子
2
4

1
6
.
7

1
2
.
5

2
5
.
0

2
9
.
2

8
.
3

8
.
3

3
.
3
5

英
語
演
習

初
級

：
英

語
を

通
し

て
、

医
療

に
触

れ
て

み
よ

う
！

基
礎

1
-5

2組
金

5
尾

崎
　

倫
孝

2
1

4
.
8

2
3
.
8

3
3
.
3

9
.
5

9
.
5

4
.
8

4
.
8

9
.
5

3
.
2
0

英
語
演
習

初
級

：
原

著
で

読
む

バ
イ

オ
テ

ク
ノ

ロ
ジ
ー

基
礎

1
-5

2組
火

5
幸

田
　

敏
明

2
4

4
.
2

2
5
.
0

2
0
.
8

2
5
.
0

8
.
3

4
.
2

1
2
.
5

3
.
1
4

英
語
演
習

初
級

：
言

語
と

社
会

基
礎

1
-5

2組
水

1
大

友
　

瑠
璃

子
1
9

5
.
3

5
.
3

1
5
.
8

1
5
.
8

2
6
.
3

1
5
.
8

5
.
3

5
.
3

5
.
3

3
.
0
4

英
語
演
習

初
級

：
児

童
文

学
で

学
ぶ

英
語

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

基
礎

1
-5

2組
金

2
熊

谷
　

由
美

子
3
0

6
.
7

6
.
7

6
.
7

3
3
.
3

2
0
.
0

6
.
7

1
0
.
0

1
0
.
0

2
.
6
3

英
語
演
習

初
級

：
食

の
楽

し
み

基
礎

1
-5

2組
木

4
及

川
　

陽
子

2
5

8
.
0

2
0
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

8
.
0

1
2
.
0

2
0
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
0
9

英
語
演
習

初
級

：
地

質
学

の
歴

史
基

礎
1
-5

2組
火

1
PY

TH
O
N

MA
R
IE

3
3
3
.
3

6
6
.
7

2
.
4
3

英
語
演
習

上
級
：

L
a
n
g
u
a
g
e
a
n
d

t
h
e

M
i
n
d
:

A
n

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

t
o
C
o
g
n
i
t
i
v
e

L
i
n
g
u
i
s
t
i
c
s

基
礎

1
-
52

,
5
4組

木
5

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

1
1
0
0
.
0

3
.
0
0

英
語
演
習

上
級

：
G
a
m
i
n
g

I
n
t
e
r
n
at

i
o
n
a
l

R
e
l
a
t
i
o
n
s

基
礎

1
-
52

,
5
4組

火
3

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

7
2
8
.
6

2
8
.
6

2
8
.
6

1
4
.
3

2
.
6
7

英
語
演
習

上
級

：
リ

ス
ニ

ン
グ

と
パ

ブ
リ

ッ
ク

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

基
礎

1
-5

2組
木

2
大

野
　

由
夏

9
6
6
.
7

3
3
.
3

3
.
9
0

英
語
演
習

上
級

：
英

語
資

格
試

験
対

策
講

座
2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
金

2
長

島
　

美
織

1
0

6
0
.
0

4
0
.
0

2
.
5
8

英
語
演
習

上
級

：
英

語
資

格
試

験
対

策
講

座
2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
水

1
長

島
　

美
織

1
0

5
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
5
2

英
語
演
習

上
級

：
北

方
生

物
圏

フ
ィ

ー
ル

ド
バ

イ
オ

サ
イ

エ
ン

ス
基

礎
1
-5

2組
水

5
星

野
　

洋
一

郎
4

2
5
.
0

2
5
.
0

5
0
.
0

3
.
9
3

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
火

4
長

島
　

美
織

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
火

3
長

島
　

美
織

9
6
6
.
7

2
2
.
2

1
1
.
1

3
.
6
9

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
火

2
長

島
　

美
織

1
6

9
3
.
8

6
.
3

3
.
6
8

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
月

3
長

島
　

美
織

1
7

5
2
.
9

1
7
.
6

2
9
.
4

3
.
9
0

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
水

4
長

島
　

美
織

5
8
0
.
0

2
0
.
0

4
.
1
8

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅰ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
月

2
長

島
　

美
織

8
7
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

3
.
6
9

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅱ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
木

2
長

島
　

美
織

9
7
7
.
8

2
2
.
2

4
.
1
7

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅱ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
月

4
長

島
　

美
織

1
0

2
0
.
0

2
0
.
0

5
0
.
0

1
0
.
0

3
.
2
5

英
語
演
習

上
級

：
留

学
支

援
英

語
Ⅲ

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
水

5
長

島
　

美
織

7
1
0
0
.
0

4
.
3
0

英
語
演
習

中
級

：
A
n
i
m
a
l
-
H
u
m
a
n
-
T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
:

T
h
o
u
g
h
t
s

a
n
d

T
h
e
o
r
i
e
s

基
礎

1
-
52

,
5
4組

月
5

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

4
2
5
.
0

2
5
.
0

5
0
.
0

2
.
3
5

英
語
演
習

中
級

：
A
pp

ro
ac

he
s

to
Se

co
nd

L
an

gu
ag

e
T
ea

ch
in

g:
S
pe

ak
i
ng

a
nd

L
is

te
ni

n
g

基
礎

1
-5

2組
火

3
T
A
N
A
K
A

J
A
Y

M
A
T
S
U
O

1
0

1
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

4
0
.
0

2
.
0
4

6
4
5



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
4
/
2
2

北
海

道
大

学

英
語
演
習

中
級

：
H
i
g
h

S
c
h
o
o
l

E
d
u
c
a
t
i
o
n

i
n

C
a
n
a
d
a

基
礎

1
-5

2組
火

5
岡

部
　

敦
3

1
0
0
.
0

4
.
3
0

英
語
演
習

中
級

：
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

t
o

I
n
t
e
r
c
u
l
t
u
r
a
l

C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n

基
礎

1
-
52

,
5
4組

金
2

C
A
P
O
B
I
A
N
C
O

P
A
U
L

J
O
S
E

7
1
4
.
3

1
4
.
3

7
1
.
4

1
.
4
3

英
語
演
習

中
級
：
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
t
o
M
a
r
i
n
e
S
c
i
e
n
c
e
「

海
洋
科
学
入
門
」

基
礎

1
-5

2組
火

3
バ
ウ
ア
・
ジ
ョ
ン
・
リ
チ

1
5

4
0
.
0

3
3
.
3

1
3
.
3

6
.
7

6
.
7

3
.
1
8

英
語
演
習

中
級

：
L
a
n
g
u
a
g
e
a
n
d
S
o
c
i
e
t
y

基
礎

1
-5

2組
水

4
冨

成
　

絢
子

2
3

8
.
7

8
.
7

4
.
3

2
1
.
7

2
6
.
1

4
.
3

8
.
7

1
3
.
0

4
.
3

3
.
0
0

英
語
演
習

中
級

：
L
a
n
g
u
a
g
e
a
n
d
S
o
c
i
e
t
y

基
礎

1
-5

2組
木

3
冨

成
　

絢
子

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
0
0

英
語
演
習

中
級

：
M
u
s
i
c
a
n
d
C
u
l
t
u
r
e

基
礎

1
-
52

,
5
4組

水
5

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

6
1
6
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

3
3
.
3

2
.
4
0

英
語
演
習

中
級

：
M
u
s
i
c
a
n
d
C
u
l
t
u
r
e

基
礎

1
-
52

,
5
4組

火
4

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

英
語
演
習

中
級

：
P
e
r
s
o
n
a
l

S
t
o
r
i
e
s

a
n
d

R
e
l
i
g
i
o
n

基
礎

1
-
52

,
5
4組

木
3

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

3
3
3
.
3

6
6
.
7

1
.
7
0

英
語
演
習

中
級

：
P
r
a
c
t
i
c
i
n
g

B
a
s
i
c

N
a
t
u
r
a
l

E
v
e
r
y
d
a
y

E
n
g
l
i
s
h

基
礎

1
-
52

,
5
4組

金
4

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

1
4

7
.
1

7
.
1

2
1
.
4

2
1
.
4

7
.
1

1
4
.
3

7
.
1

1
4
.
3

2
.
5
9

英
語
演
習

中
級
：
R
e
a
d
i
n
g
a
n
e
s
s
a
y
o
n

m
i
n
d
a
n
d
i
t
s
e
v
o
l
u
t
i
o
n

基
礎

1
-5

2組
月

3
上

田
　

雅
信

2
4

4
.
2

1
2
.
5

2
9
.
2

2
0
.
8

2
0
.
8

4
.
2

4
.
2

4
.
2

3
.
3
6

英
語
演
習

中
級

：
T
he

o
r
i
es

o
f

S
e
c
on

d
L
an

g
u
a
ge

L
e
ar

n
i
ng

基
礎

1
-
52

,
5
4組

水
2

T
A
N
A
K
A

J
A
Y

M
A
T
S
U
O

8
2
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

3
7
.
5

2
.
0
8

英
語
演
習

中
級

：
p
o
p
u
l
a
r
s
c
i
e
n
c
e
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
水

1
原

田
　

真
見

2
4

2
5
.
0

4
.
2

2
5
.
0

1
2
.
5

4
.
2

1
2
.
5

8
.
3

8
.
3

3
.
2
3

英
語
演
習

中
級

：
キ

ャ
ン

パ
ス

英
語

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
木

5
長

島
　

美
織

2
0

1
5
.
0

6
5
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
3
8

英
語
演
習

中
級

：
キ

ャ
ン

パ
ス

英
語

2
0
1
9
（

２
）

基
礎

1
-5

2組
金

3
長

島
　

美
織

1
9

3
1
.
6

4
2
.
1

2
6
.
3

3
.
7
8

英
語
演
習

中
級

：
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ

イ
ム

ズ
の

記
事

を
読

む
基

礎
1
-5

2組
木

3
大

野
　

公
裕

2
4

2
5
.
0

1
6
.
7

2
5
.
0

8
.
3

8
.
3

4
.
2

1
2
.
5

3
.
0
0

英
語
演
習

中
級

：
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ

イ
ム

ズ
の

記
事

を
読

む
基

礎
1
-5

2組
木

5
大

野
　

公
裕

2
4

1
2
.
5

1
2
.
5

3
7
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

8
.
3

4
.
2

3
.
4
5

英
語
演
習

中
級

：
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
心

理
学

基
礎

1
-5

2組
火

5
大

谷
　

和
大

2
5

4
.
0

4
.
0

2
0
.
0

2
4
.
0

1
6
.
0

1
6
.
0

8
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
0
7

英
語
演
習

中
級

：
異

文
化

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

践
基

礎
1
-5

2組
水

3
山

田
　

悦
子

9
3
3
.
3

2
2
.
2

2
2
.
2

1
1
.
1

1
1
.
1

3
.
8
1

英
語
演
習

中
級

：
映

画
の

英
語

の
読

解
と

聴
解

基
礎

1
-5

2組
火

1
山

田
　

義
裕

2
5

4
.
0

8
.
0

1
6
.
0

1
6
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

4
.
0

1
6
.
0

2
.
7
4

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

学
ぶ

仏
教

の
基

礎
基

礎
1
-5

2組
木

5
林

寺
　

正
俊

1
4

1
4
.
3

2
8
.
6

2
1
.
4

2
1
.
4

7
.
1

7
.
1

3
.
3
3

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

巡
る

世
界

の
旅

基
礎

1
-5

2組
木

5
樋

渡
　

雅
人

2
3

2
6
.
1

3
0
.
4

2
1
.
7

8
.
7

8
.
7

4
.
3

3
.
3
8

英
語
演
習

中
級

：
英

語
で

読
む

分
子

生
物

学
基

礎
1
-5

2組
水

5
安

田
　

元
昭

2
8

7
.
1

7
.
1

2
5
.
0

2
5
.
0

2
8
.
6

3
.
6

3
.
6

2
.
9
4

英
語
演
習

中
級

：
英

国
ロ

ッ
ク

の
歴

史
基

礎
1
-5

2組
月

4
松

井
　

美
穂

2
3

4
.
3

2
1
.
7

1
7
.
4

1
3
.
0

1
3
.
0

1
7
.
4

4
.
3

8
.
7

3
.
2
7

英
語
演
習

中
級

：
英

日
翻

訳
の

基
礎

基
礎

1
-5

2組
木

2
佐

藤
　

美
希

2
2

1
8
.
2

1
8
.
2

2
7
.
3

4
.
5

2
2
.
7

4
.
5

4
.
5

3
.
2
5

英
語
演
習

中
級

：
英

文
法

の
学

び
直

し
基

礎
1
-5

2組
火

3
山

田
　

義
裕

2
5

4
.
0

8
.
0

1
2
.
0

2
0
.
0

2
4
.
0

2
0
.
0

4
.
0

8
.
0

2
.
9
5

英
語
演
習

中
級

：
観

光
研

究
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

基
礎

1
-5

2組
月

2
西

川
　

克
之

2
3

8
.
7

3
0
.
4

8
.
7

1
7
.
4

1
7
.
4

4
.
3

8
.
7

4
.
3

3
.
2
8

英
語
演
習

中
級

：
語

彙
と

読
解

基
礎

1
-5

2組
金

1
園

田
　

勝
英

2
3

1
3
.
0

4
3
.
5

2
1
.
7

8
.
7

4
.
3

4
.
3

4
.
3

3
.
4
1

英
語
演
習

中
級

：
人

間
の

社
会

行
動

に
関

す
る

英
語

文
献

を
読

む
基

礎
1
-5

2組
火

1
高

橋
　

泰
城

2
4

2
9
.
2

4
1
.
7

1
6
.
7

1
2
.
5

3
.
5
4

英
語
演
習

中
級

：
多

読
で

読
む

ミ
ス

テ
リ

ー
基

礎
1
-5

2組
木

2
原

田
　

真
見

2
3

1
3
.
0

1
7
.
4

3
0
.
4

1
3
.
0

8
.
7

4
.
3

8
.
7

4
.
3

3
.
3
7

英
語
演
習

中
級

：
電

気
電

子
工

学
技

術
者

の
た

め
の

実
用

英
語

-
-
ア

メ
リ

カ
の

ア
マ

チ
ュ

ア
無

線
免

許
試

験
準

拠
基

礎
1
-5

2組
水

3
河

合
　

剛
6

6
6
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

3
.
7
2

英
語
演
習

中
級

：
日

本
の

地
誌

基
礎

1
-5

2組
水

5
仁

平
　

尊
明

3
0

3
.
3

1
6
.
7

1
0
.
0

3
0
.
0

2
6
.
7

1
0
.
0

3
.
3

3
.
2
7

英
語
演
習

中
級

：
北

海
道

：
明

治
と

平
成

基
礎

1
-5

2組
木

5
ラ
フ
ェ
イ
　
ミ
シ
ェ
ル
　

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
3
5

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

C
h
a
t
t
e
n

a
u
f

D
e
u
t
s
c
h

-
チ

ャ
ッ

ト
で

学
ぶ

文
法

・
作

文
・

会
話

基
礎

1
-5

2組
水

5
藤

本
　

純
子

1
9

5
.
3

2
6
.
3

1
0
.
5

1
0
.
5

1
0
.
5

2
1
.
1

1
0
.
5

5
.
3

3
.
1
4

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

あ
り

の
ま

ま
の

ド
イ

ツ
基

礎
1
-5

2組
火

5
阿

部
　

和
夫

2
4

8
.
3

1
6
.
7

2
9
.
2

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

1
6
.
7

8
.
3

3
.
0
9

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

ド
イ

ツ
の

日
常

生
活

に
お

け
る

言
語

と
文

化
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
水

2
浅

野
　

友
紀

1
1

2
7
.
3

1
8
.
2

5
4
.
5

3
.
7
0

6
4
6



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
5
/
2
2

北
海

道
大

学

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

ド
イ

ツ
語

で
日

常
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
水

5
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
5

2
0
.
0

1
2
.
0

2
8
.
0

8
.
0

1
6
.
0

4
.
0

8
.
0

4
.
0

3
.
3
7

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

ド
イ

ツ
語

で
日

常
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
水

4
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

3
0

1
6
.
7

1
0
.
0

1
3
.
3

1
6
.
7

6
.
7

1
6
.
7

1
0
.
0

6
.
7

3
.
3

3
.
0
1

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

ド
イ

ツ
語

の
物

語
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
月

3
佐

藤
　

和
枝

2
5

8
.
0

8
.
0

4
.
0

1
6
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

4
.
0

2
.
8
9

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

ド
イ

ツ
語

ス
タ

ー
ト

ラ
イ

ン
（
２
）

基
礎

1
-5

2組
月

5
マ
テ
ィ
ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー

7
2
8
.
6

2
8
.
6

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

2
.
6
1

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

国
際

的
な

視
点

か
ら

見
た

ド
イ

ツ
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
木

4
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
4

1
6
.
7

2
5
.
0

3
3
.
3

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

4
.
2

3
.
6
3

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

国
際

的
な

視
点

か
ら

見
た

ド
イ

ツ
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
金

3
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

1
6

2
5
.
0

1
2
.
5

2
5
.
0

1
2
.
5

1
8
.
8

6
.
3

3
.
6
4

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

独
文

解
釈

入
門

基
礎

1
-5

2組
金

5
荻

原
　

達
夫

2
3

1
7
.
4

3
4
.
8

4
.
3

1
7
.
4

1
3
.
0

1
3
.
0

3
.
1
3

ド
イ
ツ
語
演

習
基
礎
：
日
常
生
活
の
た
め
の
ド
イ
ツ
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
木

5
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

1
1

3
6
.
4

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

3
.
3
3

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

日
本

の
若

者
の

た
め

の
ド

イ
ツ

語
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
火

4
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

6
1
6
.
7

1
6
.
7

3
3
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

3
.
3
2

ド
イ
ツ
語
演

習
基

礎
：

日
本

の
若

者
の

た
め

の
ド

イ
ツ

語
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
火

5
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

2
3

1
3
.
0

1
3
.
0

8
.
7

4
.
3

2
1
.
7

2
1
.
7

1
3
.
0

4
.
3

3
.
1
7

ド
イ
ツ
語
演

習
初

級
：

「
ド

イ
ツ

語
の

扉
」

1
0
章

～
1
2
章

基
礎

1
-5

2組
木

2
浅

野
　

友
紀

7
2
8
.
6

1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

1
4
.
3

3
.
1
3

ド
イ
ツ
語
演

習
初

級
：

ド
イ

ツ
の

生
活

と
社

会
基

礎
1
-5

2組
金

2
R
a
n
d
h
a
g
e

S
a
b
i
n
e

M
a
r
t

4
2
5
.
0

7
5
.
0

3
.
5
5

ド
イ
ツ
語
演

習
初

級
：

ド
イ

ツ
の

日
常

生
活

に
お

け
る

言
語

と
文

化
Ⅲ

基
礎

1
-5

2組
水

3
浅

野
　

友
紀

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

ド
イ
ツ
語
演

習
初

級
：

ド
イ

ツ
語

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
（
２
）

基
礎

1
-5

2組
木

2
マ
テ
ィ
ア
ス
・
グ
リ
ュ
ー

2
5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
0
0

ド
イ
ツ
語
演

習
中

級
：

ド
イ

ツ
語

で
哲

学
・

思
想

の
テ

キ
ス

ト
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
水

5
田

口
　

茂
2

1
0
0
.
0

4
.
3
0

ド
イ
ツ
語
演

習
中

級
：

文
法

と
読

解
中

心
の

ド
イ

ツ
語

基
礎

1
-5

2組
木

5
清

水
　

誠
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

ド
イ
ツ
語
演

習
入

門
：

ド
イ

ツ
の

日
常

生
活

に
お

け
る

言
語

と
文

化
Ⅰ

基
礎

1
-5

2組
火

2
浅

野
　

友
紀

2
7

7
.
4

1
4
.
8

2
5
.
9

2
9
.
6

3
.
7

3
.
7

1
4
.
8

2
.
8
4

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
L
e
v
e
l
I
I

基
礎

1
-5

2組
月

3
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5

8
.
0

2
4
.
0

1
2
.
0

8
.
0

1
2
.
0

4
.
0

8
.
0

2
4
.
0

3
.
1
4

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
L
e
v
e
l
I
I

基
礎

1
-5

2組
火

2
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5

8
.
0

4
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

2
4
.
0

4
.
0

4
.
0

1
6
.
0

8
.
0

4
.
0

4
.
0

2
.
6
9

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
L
e
v
e
l
I
I

基
礎

1
-5

2組
金

2
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

1
4

7
.
1

1
4
.
3

1
4
.
3

7
.
1

2
1
.
4

7
.
1

7
.
1

7
.
1

1
4
.
3

2
.
7
9

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
基

礎
講

読
1
9
B

基
礎

1
-5

2組
水

1
竹

中
　

の
ぞ

み
2
9

1
3
.
8

1
0
.
3

6
.
9

1
7
.
2

1
0
.
3

6
.
9

6
.
9

2
0
.
7

6
.
9

2
.
9
5

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
基

礎
講

読
1
9
C

基
礎

1
-5

2組
木

2
金

山
　

準
3
0

2
6
.
7

1
3
.
3

1
0
.
0

6
.
7

6
.
7

3
.
3

6
.
7

6
.
7

2
0
.
0

2
.
8
5

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

基
礎

：
仏

検
４

級
傾

向
と

対
策

基
礎

1
-5

2組
火

3
長

野
　

督
2
9

2
0
.
7

3
1
.
0

1
3
.
8

6
.
9

1
0
.
3

6
.
9

3
.
4

6
.
9

3
.
4
5

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

初
級

：
L
e
v
e
l
I
I
I

基
礎

1
-5

2組
金

1
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5
0
.
0

5
0
.
0

4
.
1
5

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

初
級

：
V
a
s
s
i
l
i
s

A
l
e
x
a
k
i
s
,

P
a
p
a

e
t

a
u
t
r
e
s

n
o
u
v
e
l
l
e
s

基
礎

1
-5

2組
木

3
白

水
　

浩
信

6
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
8
0

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
火

3
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
3

2
6
.
1

1
3
.
0

1
3
.
0

1
7
.
4

4
.
3

4
.
3

8
.
7

1
3
.
0

2
.
8
7

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
月

4
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
4

4
.
2

1
6
.
7

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

4
.
2

2
5
.
0

2
5
.
0

4
.
2

2
.
3
9

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
木

1
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
0

2
0
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

2
.
7
8

フ
ラ
ン
ス
語

演
習

入
門

：
L
e
v
e
l
I

基
礎

1
-5

2組
木

2
C
L
E
R
C
Q

L
U
C
I
E
N

L
A
U
R
E
N

2
5

2
4
.
0

1
6
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

8
.
0

8
.
0

8
.
0

1
2
.
0

2
.
7
6

ロ
シ
ア
語
演

習
基

礎
：

会
話

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
月

5
ア
ン
ナ
　
サ
ヴ
ィ
ヌ
ィ
フ

1
0

1
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

2
.
8
7

ロ
シ
ア
語
演

習
基

礎
：

総
合

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
木

5
宇

佐
見

　
多

佳
子

2
4

8
.
3

2
5
.
0

1
6
.
7

1
6
.
7

1
2
.
5

8
.
3

4
.
2

8
.
3

3
.
3
9

ロ
シ
ア
語
演

習
基

礎
：

総
合

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
水

5
宇

佐
見

　
森

吉
9

3
3
.
3

2
2
.
2

1
1
.
1

2
2
.
2

1
1
.
1

3
.
7
7

ロ
シ
ア
語
演

習
初

級
：

会
話

Ⅳ
基

礎
1
-5

2組
金

2
ブ
ン
テ
ィ
ロ
フ
　
ゲ
オ
ル

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

ロ
シ
ア
語
演

習
初

級
：

講
読

基
礎

1
-5

2組
木

5
杉

浦
　

秀
一

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

ロ
シ
ア
語
演

習
入

門
：

会
話

Ⅰ
基

礎
1
-5

2組
火

5
ブ
ン
テ
ィ
ロ
フ
　
ゲ
オ
ル

1
6

5
6
.
3

3
1
.
3

1
2
.
5

3
.
6
7

6
4
7



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
6
/
2
2

北
海

道
大

学

中
国
語
演
習

基
礎

：
音

か
ら

学
ぶ

中
国

語
基

礎
基

礎
1
-5

2組
木

5
渡

邉
　

浩
平

2
2

1
3
.
6

4
.
5

1
8
.
2

3
1
.
8

1
3
.
6

9
.
1

9
.
1

3
.
1
5

中
国
語
演
習

基
礎

：
基

礎
中

国
語

会
話

基
礎

1
-5

2組
月

4
楊

　
彩

虹
2
9

1
3
.
8

2
4
.
1

2
0
.
7

1
0
.
3

1
0
.
3

1
7
.
2

3
.
4

3
.
5
2

中
国
語
演
習

基
礎

：
基

礎
中

国
語

会
話

基
礎

1
-5

2組
火

3
楊

　
彩

虹
3
0

3
.
3

3
3
.
3

1
3
.
3

2
3
.
3

1
3
.
3

6
.
7

3
.
3

3
.
3

3
.
3
9

中
国
語
演
習

基
礎

：
好

吃
！

食
エ

ッ
セ

イ
で

中
国

語
基

礎
1
-5

2組
木

2
長

井
　

裕
子

2
5

8
.
0

1
6
.
0

1
6
.
0

8
.
0

2
0
.
0

8
.
0

1
6
.
0

8
.
0

2
.
9
4

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
古

典
を

読
む

基
礎

1
-5

2組
火

1
近

藤
　

浩
之

3
0

1
3
.
3

3
6
.
7

1
3
.
3

1
6
.
7

6
.
7

3
.
3

3
.
3

6
.
7

3
.
4
4

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

し
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
水

5
王

　
冰

1
7

5
.
9

5
.
9

2
3
.
5

1
7
.
6

2
9
.
4

1
7
.
6

2
.
9
4

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

で
書

い
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
火

3
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

2
4

4
.
2

8
.
3

4
5
.
8

4
.
2

2
0
.
8

8
.
3

4
.
2

4
.
2

3
.
2
8

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

で
書

い
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
木

2
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

2
5

4
.
0

1
2
.
0

2
4
.
0

2
4
.
0

2
0
.
0

4
.
0

4
.
0

8
.
0

3
.
2
0

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

で
書

い
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
月

5
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

1
5

6
.
7

1
3
.
3

2
0
.
0

2
6
.
7

2
0
.
0

6
.
7

6
.
7

3
.
2
2

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

で
話

す
た

め
に

基
礎

1
-5

2組
火

5
藤

野
　

陽
平

2
2

4
.
5

1
8
.
2

1
3
.
6

4
.
5

1
3
.
6

1
3
.
6

1
3
.
6

9
.
1

9
.
1

2
.
9
4

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

を
楽

し
く

覚
え

よ
う

！
基

礎
1
-5

2組
木

5
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

1
8

5
.
6

2
2
.
2

1
6
.
7

1
1
.
1

5
.
6

1
6
.
7

1
1
.
1

1
1
.
1

3
.
2
1

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

会
話

基
礎

1
-5

2組
水

4
楊

　
彩

虹
2
9

1
0
.
3

2
7
.
6

1
3
.
8

1
3
.
8

6
.
9

1
3
.
8

6
.
9

3
.
4

3
.
4

3
.
3
2

中
国
語
演
習

基
礎

：
中

国
語

会
話

と
読

解
基

礎
1
-5

2組
水

1
唐

　
イ

2
9

2
0
.
7

2
0
.
7

1
3
.
8

1
7
.
2

6
.
9

3
.
4

3
.
4

6
.
9

6
.
9

3
.
3
1

中
国
語
演
習

基
礎

：
話

し
た

く
な

る
中

国
語

基
礎

1
-5

2組
金

3
張

　
雷

2
4

8
.
3

1
2
.
5

2
0
.
8

2
0
.
8

1
6
.
7

4
.
2

8
.
3

4
.
2

4
.
2

3
.
2
0

中
国
語
演
習

基
礎

：
話

す
中

国
語

基
礎

1
-5

2組
水

4


　
玉

芝
2
3

8
.
7

2
6
.
1

1
3
.
0

8
.
7

2
1
.
7

8
.
7

4
.
3

8
.
7

3
.
3
5

中
国
語
演
習

基
礎

：
話

す
中

国
語

基
礎

1
-5

2組
金

5


　
玉

芝
2
4

1
2
.
5

2
0
.
8

8
.
3

3
3
.
3

4
.
2

4
.
2

1
6
.
7

2
.
9
9

中
国
語
演
習

初
級

：
ネ

イ
テ

ィ
ブ

の
中

国
語

表
現

基
礎

1
-5

2組
水

5
西

　
茹

4
7
5
.
0

2
5
.
0

3
.
9
3

中
国
語
演
習

上
級

：
時

事
ニ

ュ
ー

ス
で

学
ぶ

中
国

語
基

礎
1
-5

2組
火

5
楊

　
彩

虹
4

2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

2
.
9
3

中
国
語
演
習

中
級

：
中

国
語

で
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
-
2

基
礎

1
-5

2組
火

1
伊

　
敏

4
5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
8
5

中
国
語
演
習

入
門

：
は

じ
め

て
の

中
国

語
基

礎
1
-5

2組
火

2
楊

　
ウ

ェ
ン

チ
ー

2
3

4
.
3

3
0
.
4

1
7
.
4

1
3
.
0

4
.
3

4
.
3

8
.
7

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
3

3
.
0
9

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

基
礎

：
ス

ペ
イ

ン
の

テ
ク

ス
ト

で
ス

ペ
イ

ン
語

文
法

を
学

ぶ
基

礎
1
-5

2組
金

3
石

井
　

登
1
3

7
.
7

7
.
7

2
3
.
1

3
0
.
8

1
5
.
4

1
5
.
4

2
.
9
7

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

基
礎

：
ス

ペ
イ

ン
語

を
使

っ
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
水

4
増

田
　

哲
子

2
4

2
0
.
8

1
6
.
7

1
2
.
5

2
0
.
8

1
2
.
5

8
.
3

8
.
3

3
.
4
8

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

基
礎

：
ス

ペ
イ

ン
語

訳
『

セ
ロ

弾
き

の
ゴ

ー
シ

ュ
』

を
読

む
基

礎
1
-5

2組
木

2
岩

澤
　

康
裕

2
4

2
0
.
8

1
6
.
7

1
2
.
5

4
.
2

2
0
.
8

1
6
.
7

8
.
3

3
.
2
4

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

基
礎

：
表

現
す

る
た

め
の

口
頭

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
木

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

1
4

7
.
1

4
2
.
9

7
.
1

1
4
.
3

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

3
.
3
1

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

基
礎

：
表

現
す

る
た

め
の

口
頭

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
金

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

1
4

7
.
1

2
1
.
4

2
1
.
4

1
4
.
3

1
4
.
3

2
1
.
4

2
.
8
6

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

基
礎

：
表

現
す

る
た

め
の

筆
記

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅱ
基

礎
1
-5

2組
火

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

2
4

1
6
.
7

4
.
2

8
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

2
0
.
8

4
.
2

1
2
.
5

2
.
8
9

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

上
級

：
時

事
ス

ペ
イ

ン
語

上
級

講
読

基
礎

1
-5

2組
木

5
山

下
　

好
孝

7
7
1
.
4

2
8
.
6

4
.
2
1

ス
ペ
イ
ン
語

演
習

中
級

：
表

現
す

る
た

め
の

筆
記

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
　

Ⅲ
基

礎
1
-5

2組
水

5
L
O
P
E
Z

J
A
R
A

S
A
N
T
I
A
G
O

9
3
3
.
3

2
2
.
2

1
1
.
1

1
1
.
1

2
2
.
2

3
.
1
0

韓
国
語
演
習

基
礎

：
さ

ま
ざ

ま
な

場
面

で
の

会
話

文
を

学
ぼ

う
基

礎
1
-5

2組
木

5
呉

　
明

煕
2
4

2
0
.
8

1
2
.
5

1
6
.
7

2
0
.
8

1
6
.
7

8
.
3

4
.
2

3
.
5
2

韓
国
語
演
習

基
礎

：
楽

し
く

し
ゃ

べ
ろ

う
！

韓
国

語
基

礎
1
-5

2組
月

5
金

　
娥

凛
2
2

4
.
5

2
2
.
7

9
.
1

2
2
.
7

2
7
.
3

9
.
1

4
.
5

3
.
3
5

韓
国
語
演
習

基
礎

：
韓

国
語

読
解

基
礎

1
-5

2組
月

5
李

　
連

珠
1
5

4
6
.
7

4
0
.
0

6
.
7

6
.
7

4
.
0
5

韓
国
語
演
習

初
級

：
エ

ッ
セ

イ
を

読
ん

で
語

彙
力

ア
ッ

プ
！

基
礎

1
-5

2組
木

4
千

　
永

柱
4

2
5
.
0

2
5
.
0

5
0
.
0

2
.
0
8

韓
国
語
演
習

入
門

：
今

日
か

ら
使

え
る

韓
国

語
基

礎
1
-5

2組
火

5
松

田
　

由
紀

2
4

8
.
3

4
.
2

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

4
.
2

1
2
.
5

2
0
.
8

4
.
2

4
.
2

4
.
2

2
.
6
6

外
国
語
特
別

演
習

イ
タ

リ
ア

語
入

門
：

は
じ

め
て

の
イ

タ
リ

ア
語

基
礎

1
-5

2組
水

5
望

月
　

由
美

子
2
5

8
.
0

4
0
.
0

1
2
.
0

4
.
0

8
.
0

1
6
.
0

4
.
0

8
.
0

3
.
2
7

外
国
語
特
別

演
習

イ
タ

リ
ア

語
　

初
級

：
イ

タ
リ

ア
語

を
読
む

基
礎

1
-5

2組
木

3
谷

古
宇

　
尚

2
5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
0
0

6
4
8



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

12
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
全

学
教
育
（

学
部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
7
/
2
2

北
海

道
大

学

外
国
語
特
別

演
習

イ
タ

リ
ア

語
　

入
門

：
イ

タ
リ

ア
語

学
入
門

基
礎

1
-5

2組
月

5
チ
ェ
ス
パ
　
マ
リ
ア
ン
ナ

2
1

2
8
.
6

2
3
.
8

3
3
.
3

9
.
5

4
.
8

3
.
6
7

外
国
語
特
別

演
習

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

語
：

入
門

基
礎

1
-5

2組
木

5
田

代
　

亜
紀

子
2
2

1
3
.
6

1
3
.
6

1
8
.
2

9
.
1

1
3
.
6

4
.
5

1
8
.
2

9
.
1

3
.
2
4

外
国
語
特
別

演
習

チ
ェ

コ
語

　
入

門
：

話
し

て
み

よ
う

チ
ェ

コ
語

基
礎

1
-5

2組
水

4
橋

本
　

聡
2
4

2
0
.
8

8
.
3

1
2
.
5

4
.
2

1
2
.
5

1
2
.
5

4
.
2

1
2
.
5

1
2
.
5

2
.
5
1

外
国
語
特
別

演
習

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

　
入

門
：

ハ
ン

ガ
リ

ー
語

で
話

し
て

み
よ

う
基

礎
1
-5

2組
水

3
ダ
ナ
・
ハ
シ
モ
ト
ヴ
ァ
ー

2
2

1
3
.
6

1
8
.
2

1
8
.
2

9
.
1

9
.
1

4
.
5

4
.
5

4
.
5

4
.
5

1
3
.
6

2
.
9
2

外
国
語
特
別

演
習

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

語
　

基
礎

：
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
と

文
法

理
解

を
深

め
る

基
礎

1
-5

2組
火

5
水

本
　

秀
明

2
9

3
.
4

3
.
4

4
1
.
4

3
1
.
0

1
0
.
3

1
0
.
3

3
.
4
3

外
国
語
特
別

演
習

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

語
　

入
門

：
b
e
動

詞
だ

け
で

多
彩

な
表

現
を

基
礎

1
-5

2組
火

4
水

本
　

秀
明

2
9

2
0
.
7

2
7
.
6

2
4
.
1

3
.
4

1
3
.
8

3
.
4

6
.
9

3
.
2
0

外
国
語
特
別

演
習

ラ
テ

ン
語

基
礎

：
古

典
ラ

テ
ン

語
基
礎

基
礎

1
-5

2組
木

1
川

嵜
　

義
和

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

自
然
科
学
実

験
（

I
S
P
）

基
礎

5
4組

火
4,

火
5

神
谷

　
裕

一
7

5
7
.
1

2
8
.
6

1
4
.
3

3
.
8
1

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
生

物
）

基
礎

3
4
-
3
5
,
4
2
-
4
6
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

1
2
3

4
.
1

1
7
.
9

2
9
.
3

2
5
.
2

1
3
.
0

7
.
3

0
.
8

0
.
8

1
.
6

3
.
4
4

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
生

物
）

基
礎

3
6-

41
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
1
2
2

5
.
7

1
8
.
0

2
7
.
0

2
3
.
8

1
1
.
5

6
.
6

0
.
8

0
.
8

3
.
3

2
.
5

3
.
3
6

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
生

物
）

基
礎

4
7-

52
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
1
1
4

6
.
1

2
1
.
1

2
8
.
1

1
6
.
7

1
5
.
8

7
.
0

0
.
9

0
.
9

3
.
5

3
.
4
2

自
然
科
学
実

験
（

化
学

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

3
6-

41
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
1

1
0
0
.
0

0
.
7
0

自
然
科
学
実

験
（

生
物

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

4
7-

52
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
1

1
0
0
.
0

3
.
7
0

自
然
科
学
実

験
（

生
物

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

3
6-

41
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

自
然
科
学
実

験
（

生
物

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

3
4
-
3
5
,
4
2
-
4
6
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
3
3

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
化

学
）

基
礎

3
4
-
3
5
,
4
2
-
4
6
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

1
1
2

6
.
3

1
8
.
8

1
8
.
8

2
2
.
3

1
9
.
6

4
.
5

1
.
8

1
.
8

4
.
5

1
.
8

3
.
2
9

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
化

学
）

基
礎

3
6-

41
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
6
8

2
.
9

1
7
.
6

1
1
.
8

3
0
.
9

1
7
.
6

1
0
.
3

2
.
9

2
.
9

2
.
9

3
.
2
5

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
化

学
）

基
礎

4
7-

52
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
8
3

2
.
4

1
6
.
9

2
5
.
3

2
2
.
9

1
5
.
7

7
.
2

2
.
4

3
.
6

3
.
6

3
.
2
5

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
生

物
）

基
礎

4
7-

52
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
5
2

3
.
8

9
.
6

2
6
.
9

2
6
.
9

2
3
.
1

3
.
8

1
.
9

1
.
9

1
.
9

3
.
3
1

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
生

物
）

基
礎

3
4
-
3
5
,
4
2
-
4
6
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

6
5

7
.
7

1
2
.
3

2
4
.
6

1
6
.
9

2
0
.
0

1
0
.
8

6
.
2

1
.
5

3
.
2
6

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
生

物
）

基
礎

3
6-

41
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
6
5

3
.
1

1
3
.
8

2
9
.
2

2
1
.
5

2
1
.
5

4
.
6

3
.
1

1
.
5

1
.
5

3
.
3
2

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

4
7-

52
組

火
4,

火
5

柳
澤

　
達

也
5
8

1
.
7

1
3
.
8

2
9
.
3

2
7
.
6

1
9
.
0

5
.
2

1
.
7

1
.
7

3
.
3
8

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

3
4
-
3
5
,
4
2
-
4
6
組

木
4,

木
5

加
藤

　
徹

5
8

3
.
4

2
0
.
7

2
4
.
1

2
2
.
4

2
4
.
1

1
.
7

1
.
7

1
.
7

3
.
4
4

自
然
科
学
実

験
（

物
理

・
地

球
惑

星
科

学
）

基
礎

3
6-

41
組

水
4,

水
5

梅
澤

　
大

樹
5
9

3
.
4

1
6
.
9

2
0
.
3

3
2
.
2

2
2
.
0

3
.
4

1
.
7

3
.
3
8

心
理
学
実
験

基
礎
1
,5

-1
5,

53
組

木
1,

木
2

森
本

　
琢

1
1

4
5
.
5

9
.
1

1
8
.
2

1
8
.
2

9
.
1

3
.
0
5

心
理
学
実
験

基
礎

2
,
16

-
2
7組

木
1,

木
2

安
達

　
真

由
美

4
0

1
0
.
0

1
2
.
5

2
0
.
0

2
0
.
0

2
5
.
0

5
.
0

2
.
5

2
.
5

2
.
5

3
.
3
2

心
理
学
実
験

基
礎

4
,
40

-
5
2組

木
1,

木
2

河
原

　
純

一
郎

2
5

1
2
.
0

2
4
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
1
5

心
理
学
実
験

基
礎

3
,
28

-
3
9組

木
1,

木
2

川
端

　
康

弘
2
5

4
.
0

1
2
.
0

2
8
.
0

2
0
.
0

1
6
.
0

8
.
0

1
2
.
0

3
.
3
2

人
文
・
社
会

科
学
の
基
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礎

2
8,

29
組

火
2

高
木

　
昌

興
7
7

3
.
9

7
.
8

7
.
8

1
4
.
3

2
6
.
0

1
4
.
3

1
0
.
4

7
.
8

2
.
6

1
.
3

3
.
9

2
.
8
3

生
物
学
Ⅱ

基
礎
1
4
-
1
5
,
2
6
,
2
7
,
5
3
組

月
1

柁
原

　
宏

8
5

3
.
5

8
.
2

1
6
.
5

1
5
.
3

2
1
.
2

2
1
.
2

1
1
.
8

1
.
2

1
.
2

3
.
1
0

生
物
学
Ⅱ

基
礎
1
0
-
1
3
,
2
4
,
2
5
,
5
3
組

月
1

小
亀

　
一

弘
7
1

7
.
0

9
.
9

1
9
.
7

1
1
.
3

2
6
.
8

1
5
.
5

4
.
2

4
.
2

1
.
4

3
.
2
0

生
物
学
Ⅱ

基
礎

6-
9,

22
,
23

,5
3組

月
1

阿
部

　
剛

史
7
3

4
.
1

3
4
.
2

1
3
.
7

9
.
6

1
6
.
4

6
.
8

2
.
7

5
.
5

2
.
7

4
.
1

3
.
2
5

生
物
学
Ⅱ

基
礎

1-
5,

20
,
21

,5
3組

月
1

鈴
木

　
利

治
7
8

7
.
7

1
9
.
2

1
9
.
2

9
.
0

5
.
1

7
.
7

1
2
.
8

5
.
1

1
.
3

7
.
7

5
.
1

2
.
9
3

生
物
学
Ⅱ

基
礎

1
8,

19
組

金
2

勝
　

義
直

8
1

6
.
2

9
.
9

1
3
.
6

1
8
.
5

1
7
.
3

1
9
.
8

9
.
9

1
.
2

1
.
2

2
.
5

3
.
0
9

生
物
学
Ⅱ

基
礎

1
6,

17
組

金
2

吉
田

　
郁

也
8
8

1
.
1

3
.
4

8
.
0

1
8
.
2

1
7
.
0

1
4
.
8

9
.
1

2
1
.
6

2
.
3

4
.
5

2
.
6
5

生
物
学
Ⅱ

基
礎

4
5,

46
組

火
2

和
多

　
和

宏
8
2

6
.
1

8
.
5

1
1
.
0

1
8
.
3

2
4
.
4

1
5
.
9

4
.
9

4
.
9

6
.
1

2
.
9
8

生
物
学
Ⅱ

基
礎

4
2,

43
組

金
2

堀
口

　
健

雄
8
2

8
.
5

7
.
3

1
8
.
3

1
2
.
2

1
9
.
5

1
9
.
5

7
.
3

4
.
9

1
.
2

1
.
2

3
.
1
3

地
球
惑
星
科

学
Ⅱ

基
礎

4
7-

52
組

木
2

圦
本

　
尚

義
1
7
3

5
.
2

8
.
1

1
5
.
6

1
7
.
9

1
9
.
7

1
9
.
7

4
.
0

5
.
2

3
.
5

1
.
2

3
.
0
7

地
球
惑
星
科

学
Ⅱ

基
礎

4
1-

46
組

木
2

谷
本

　
陽

一
1
5
7

3
.
8

1
1
.
5

1
9
.
1

1
3
.
4

2
3
.
6

1
6
.
6

3
.
2

3
.
2

5
.
7

3
.
0
6

地
球
惑
星
科

学
Ⅱ

基
礎

1
-
22

,
5
3組

木
3

高
橋

　
幸

弘
1
1
1

2
.
7

8
.
1

5
.
4

1
5
.
3

1
3
.
5

1
4
.
4

1
5
.
3

1
4
.
4

0
.
9

9
.
9

2
.
5
9

地
球
惑
星
科

学
Ⅱ

基
礎

2
9-

34
組

木
2

石
渡

　
正

樹
1
6
0

5
.
0

1
1
.
3

1
5
.
0

1
5
.
0

2
0
.
6

1
8
.
1

6
.
3

3
.
1

1
.
3

4
.
4

3
.
0
4

地
球
惑
星
科

学
Ⅱ

基
礎

2
3-

28
組

木
2

佐
々

木
　

克
徳

1
5
8

5
.
1

1
3
.
9

1
0
.
1

2
1
.
5

2
2
.
8

8
.
9

9
.
5

4
.
4

0
.
6

3
.
2

3
.
1
0

地
球
惑
星
科

学
Ⅱ

基
礎

3
5-

40
組

木
2

倉
本

　
圭

1
3
6

5
.
1

1
1
.
0

1
5
.
4

1
4
.
0

2
2
.
8

1
6
.
9

7
.
4

3
.
7

3
.
7

3
.
0
8

日
本
語
Ⅱ

基
礎

1
-5

2組
火

1,
木

1
小

森
　

千
佳

江
1
1

2
7
.
3

2
7
.
3

9
.
1

2
7
.
3

9
.
1

2
.
4
5

初
級
日
本
語

Ⅰ
基

礎
5
4組

水
5,

金
5

長
谷

川
　

洋
枝

7
2
8
.
6

1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

1
4
.
3

3
.
6
6

6
5
3
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成
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度
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降
入
学

者
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す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

2
2
/
2
2

北
海

道
大

学

初
級
日
本
語

Ⅱ
基

礎
5
4組

月
5,

木
5

黄
　

美
花

7
2
8
.
6

5
7
.
1

1
4
.
3

3
.
7
7

初
級
日
本
語

Ⅳ
基

礎
5
4組

水
5,

金
5

黄
　

美
花

5
4
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

3
.
9
2

中
級
日
本
語

Ⅰ
A

や
り

と
り

基
礎

5
3組

月
1,

水
1

山
本

　
さ

や
か

1
1
0
0
.
0

2
.
3
0

中
級
日
本
語

Ⅰ
A

表
現

基
礎

5
3組

月
2,

水
2

藤
原

　
安

佐
2

5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
0
0

中
級
日
本
語

Ⅰ
A

理
解

基
礎

5
3組

月
3,

水
3

藤
原

　
安

佐
2

5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
8
5

中
級
日
本
語

Ⅱ
A

や
り

と
り

基
礎

5
3組

火
4,

木
4

阿
部

　
仁

美
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

中
級
日
本
語

Ⅱ
A

や
り

と
り

基
礎

5
3組

月
1,

水
1

小
森

　
千

佳
江

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
2
3

中
級
日
本
語

Ⅱ
A

表
現

基
礎

5
3組

火
3,

木
3

水
谷

　
圭

子
4

2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

1
.
8
3

中
級
日
本
語

Ⅱ
A

理
解

基
礎

5
3組

月
3,

水
3

梅
田

　
悦

雄
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
3
3

中
級
日
本
語

Ⅲ
A

や
り

と
り

基
礎

5
3組

月
1,

水
1

今
井

　
史

子
4

2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

3
.
6
0

中
級
日
本
語

Ⅲ
A

や
り

と
り

基
礎

5
3組

火
4,

木
4

桑
澤

　
ゆ

ま
7

1
4
.
3

2
8
.
6

2
8
.
6

1
4
.
3

1
4
.
3

3
.
6
7

中
級
日
本
語

Ⅲ
A

表
現

基
礎

5
3組

火
3,

木
3

市
川

　
明

美
2

5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
1
5

中
級
日
本
語

Ⅲ
A

表
現

基
礎

5
3組

月
2,

水
2

山
本

　
さ

や
か

1
2

2
5
.
0

8
.
3

8
.
3

1
6
.
7

2
5
.
0

1
6
.
7

2
.
8
1

中
級
日
本
語

Ⅲ
A

理
解

基
礎

5
3組

火
2,

木
2

佐
藤

　
章

5
4
0
.
0

6
0
.
0

3
.
8
2

中
級
日
本
語

Ⅲ
A

理
解

基
礎

5
3組

月
3,

水
3

平
田

　
未

季
6

3
3
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

3
3
.
3

3
.
3
5

上
級
日
本
語

A
や

り
と

り
（

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
・

ス
タ

デ
ィ

）
基

礎
5
3組

火
1,

木
1

式
部

　
絢

子
6

1
6
.
7

3
3
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

3
.
1
0

上
級
日
本
語

A
や

り
と

り
（

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

）
基

礎
5
3組

月
1,

水
1

阿
部

　
仁

美
2

1
0
0
.
0

4
.
0
0

上
級
日
本
語

A
表

現
（

バ
イ

オ
グ

ラ
フ

ィ
を

作
成

す
る
）

基
礎

5
3組

火
3,

金
2

式
部

　
絢

子
3

6
6
.
7

3
3
.
3

2
.
9
7

上
級
日
本
語

A
表

現
（

書
く

技
法

）
基

礎
5
3組

月
2,

金
3

佐
藤

　
章

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

上
級
日
本
語

A
理

解
（

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
リ

ー
デ

ィ
ン
グ
）

基
礎

5
3組

火
2,

木
2

式
部

　
絢

子
5

6
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

3
.
2
2

上
級
日
本
語

A
理

解
（

情
報

検
索

と
分

析
）

基
礎

5
3組

月
3,

水
3

山
本

　
さ

や
か

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
3
3

上
級
日
本
語

B
や

り
と

り
（

デ
ィ

ベ
ー

ト
）

基
礎

5
3組

水
1

二
村

　
年

哉
1

1
0
0
.
0

3
.
3
0

上
級
日
本
語

B
表

現
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
ワ

ー
ク

）
基

礎
5
3組

水
2

延
与

　
由

美
子

3
3
3
.
3

6
6
.
7

3
.
8
0

実
践
日
本
語

Ⅰ
言

語
に

お
け

る
多

様
性

基
礎

5
3組

火
3

野
澤

　
俊

介
8

2
5
.
0

5
0
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

3
.
8
8

実
践
日
本
語

Ⅰ
日

本
史

基
礎

5
3組

月
4

B
U
L
L

J
O
N
A
T
H
A
N

E
D
W
A
R
D

1
6

6
.
3

2
5
.
0

5
6
.
3

6
.
3

6
.
3

3
.
7
4

実
践
日
本
語

Ⅱ
経

済
用

語
入

門
（

発
展

）
基

礎
5
3組

水
4

伊
藤

　
祥

子
1
1

6
3
.
6

2
7
.
3

9
.
1

4
.
1
6

実
践
日
本
語

Ⅱ
日

本
社

会
用

語
入

門
基

礎
5
3組

火
5

Ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
　
Ｋ
ｌ

5
2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

3
.
4
6

発
展
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
日

本
語

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

基
礎

5
3組

月
4

野
澤

　
俊

介
6

1
6
.
7

8
3
.
3

4
.
0
5

発
展
ビ
ジ
ネ

ス
日
本
語

企
業

研
究

2
基

礎
5
3組

月
5

伊
藤

　
孝

行
2

1
0
0
.
0

4
.
3
0

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
木

4
張

　
ジ

ュ
ヒ

ョ
ク

3
0

3
.
3

2
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

6
.
7

6
.
7

3
.
3

1
6
.
7

2
.
6
0

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
木

1
河

合
　

靖
7

1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

2
8
.
6

1
4
.
3

2
.
0
9

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
火

1
張

　
ジ

ュ
ヒ

ョ
ク

1
1

9
.
1

9
.
1

9
.
1

1
8
.
2

2
7
.
3

2
7
.
3

2
.
9
7

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
火

5
冨

成
　

絢
子

4
0

5
.
0

5
.
0

5
.
0

1
0
.
0

2
0
.
0

3
0
.
0

2
.
5

2
.
5

2
0
.
0

1
.
8
7

英
語
再
履
修

基
礎

1
-5

2組
水

1
河

合
　

剛
1
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

6
0
.
0

1
.
8
2

出出
典典

：：
教教

務務
情情

報報
シシ

スス
テテ

ムム
6
5
4



成
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分
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2年
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26
日
現
在

令
和
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度
１
学

期
理

学
部
（
学

部
）
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段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

1
/
6

北
海

道
大

学

基
礎
数
学
Ａ

数
学

科
水

2,
金

2
洞

　
彰

人
6
6

6
.
1

2
7
.
3

1
2
.
1

1
5
.
2

9
.
1

3
.
0

1
.
5

7
.
6

6
.
1

1
2
.
1

2
.
7
9

基
礎
数
学
演

習
Ａ

数
学

科
木

3,
木

4
朝

倉
　

政
典

4
9

6
.
1

2
.
0

6
.
1

6
.
1

2
4
.
5

6
.
1

2
0
.
4

1
8
.
4

4
.
1

6
.
1

2
.
5
9

基
礎
数
学
Ｃ

数
学

科
火

2,
木

2
久

保
　

英
夫

6
3

1
.
6

4
.
8

1
4
.
3

7
.
9

7
.
9

9
.
5

9
.
5

1
.
6

1
1
.
1

1
4
.
3

1
7
.
5

2
.
0
1

基
礎
数
学
演

習
Ｃ

数
学

科
金

3,
金

4
久

保
　

英
夫

5
3

1
.
9

1
8
.
9

1
8
.
9

5
.
7

1
5
.
1

7
.
5

3
.
8

5
.
7

3
.
8

1
7
.
0

1
.
9

2
.
7
3

代
数
学
基
礎

数
学

科
月

2,
木

3
齋

藤
　

睦
5
4

3
.
7

1
6
.
7

2
2
.
2

1
.
9

9
.
3

1
3
.
0

5
.
6

3
.
7

1
1
.
1

1
3
.
0

2
.
5
6

代
数
学
基
礎

演
習

数
学

科
火

3,
火

4
跡

部
　

発
4
6

8
.
7

1
5
.
2

8
.
7

6
.
5

2
1
.
7

4
.
3

6
.
5

8
.
7

2
.
2

8
.
7

8
.
7

2
.
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.
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.
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.
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4
.
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.
4
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.
4
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.
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.
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.
9
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.
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2
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.
1
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3
.
2

2
.
9
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学
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加
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1
4
.
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.
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1
4
.
7

2
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.
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3
.
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2
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4
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Ⅱ
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浦
　

篤
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1
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1
0
.
3
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.
0

2
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1
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.
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3
.
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.
5
9

基
礎
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木
　

孝
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0
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.
0
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.
0

1
7
.
0

1
6
.
0

1
7
.
0

1
0
.
0

8
.
0

1
3
.
0
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.
0

2
.
0

2
.
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Ⅱ
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科
木

1
村
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洋
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6
0

6
.
7

8
.
3

1
5
.
0

1
1
.
7

2
8
.
3

1
3
.
3

3
.
3

6
.
7

1
.
7

5
.
0

3
.
0
0

遺
伝
生
化
学

化
学

科
木
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髙

橋
　

正
行

1
1

9
.
1

9
.
1

7
2
.
7

9
.
1

3
.
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3

情
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学
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.
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.
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.
7

1
2
.
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岡
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.
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.
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1
0
.
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.
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.
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2
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岡
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1
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3
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Ⅴ
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.
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Ⅵ
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澤
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.
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.
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性
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治
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4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

2
8
.
6
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.
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1

化
学
特
別
講
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Ⅱ
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学
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応

動
力

学
理
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化
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科

集
中

武
次
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6
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

1
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.
7

1
6
.
7

1
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.
7
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6
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講
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Ⅱ
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分
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子
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高

分
子
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体
高

分
子
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膜
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佐
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和
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.
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1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3
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Ⅱ
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薬
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Ⅱ
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.
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］
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r
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Ⅰ
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.
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.
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Ⅱ
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学
］

火
2
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川
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5

5
.
3

1
5
.
8

1
3
.
2

1
3
.
2

1
0
.
5

7
.
9

2
3
.
7

3
.
0
2

形
態
機
能
学

Ⅰ
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

金
4

加
藤

　
敦

之
3
3

9
.
1

9
.
1

6
.
1

2
7
.
3

1
5
.
2

2
1
.
2

9
.
1

3
.
0

3
.
1
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生
物
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Ⅰ

生
物
科
学
科
［
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学
］
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原
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.
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2
.
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.
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.
1

1
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1
4
.
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4
.
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4
.
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.
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3
.
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3
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生
物
学

Ⅰ
生
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科
学
科
［
生
物
学
］
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3
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輪

　
京

子
4
8

6
.
3

6
.
3

1
8
.
8

1
6
.
7

1
6
.
7

1
6
.
7

1
0
.
4

8
.
3

3
.
1
2

細
胞
生
物
学

Ⅱ
生
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科
学
科
［
生
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学
］
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岩

　
麻
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1
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1
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1
1
.
6
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6
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.
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］
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.
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.
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.
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.
0

8
.
0

1
2
.
0

4
.
0

4
.
0

3
.
1
8

基
礎
生
物
学

実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

金
2
,
金

3
,
金

4
加

藤
　

徹
4
2

4
.
8

7
.
1

1
1
.
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.
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5
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2
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7
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0
.
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2
4
.
3

3
5
.
1

1
6
.
2

1
0
.
8

3
.
3
9
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態
学
実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

火
3,

火
4

加
藤

　
徹

3
8

5
.
3

1
8
.
4

3
1
.
6

1
5
.
8

2
1
.
1

7
.
9

3
.
5
0
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伝
学
実
習

生
物
科
学
科
［
生
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学
］

水
3,

水
4

吉
田

　
磨

仁
4

2
5
.
0

7
5
.
0

4
.
0
8

行
動
神
経
生

物
学
Ⅰ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

水
2

松
島

　
俊

也
3
6

8
.
3

8
.
3

1
3
.
9

1
3
.
9

2
2
.
2

1
9
.
4

5
.
6

2
.
8

5
.
6

3
.
0
9

生
殖
発
生
生

物
学
Ⅰ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

木
2

勝
　

義
直

3
7

8
.
1

1
0
.
8

1
3
.
5

2
1
.
6

2
1
.
6

2
1
.
6

2
.
7

3
.
2
9

分
子
遺
伝
学

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

金
2

北
田

　
一

博
3
7

1
0
.
8

5
.
4

1
3
.
5

1
0
.
8

2
9
.
7

1
0
.
8

1
6
.
2

2
.
7

3
.
0
9

系
統
進
化
学

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

金
3

増
田

　
隆

一
4
3

1
1
.
6

1
1
.
6

1
4
.
0

1
6
.
3

1
1
.
6

1
6
.
3

9
.
3

2
.
3

4
.
7

2
.
3

3
.
1
0

脳
と
行
動
の

進
化

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

木
1

水
波

　
誠

3
4

5
.
9

1
1
.
8

1
1
.
8

1
7
.
6

2
3
.
5

1
4
.
7

1
1
.
8

2
.
9

3
.
1
4

環
境
分
子
生

物
学

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

水
1

山
崎

　
健

一
3
1

6
.
5

1
2
.
9

6
.
5

1
6
.
1

6
.
5

2
5
.
8

9
.
7

1
2
.
9

3
.
2

2
.
9
7

生
物
科
学
技

術
基
礎
論

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

山
下

　
正

兼
5

2
0
.
0

4
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
.
5
2

細
胞
生
物
学

概
論

月
4

山
口

　
淳

二
1
1
2

3
.
6

2
.
7

1
0
.
7

8
.
9

2
6
.
8

1
1
.
6

1
3
.
4

9
.
8

8
.
0

4
.
5

2
.
6
3

研
究
林
実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

加
藤

　
徹

2
3

8
.
7

2
1
.
7

4
7
.
8

1
3
.
0

8
.
7

3
.
3
6

基
礎
高
分
子

合
成
化
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

1,
金

4
門

出
　

健
次

4
0

5
.
0

2
0
.
0

1
5
.
0

1
5
.
0

2
7
.
5

7
.
5

7
.
5

2
.
5

3
.
3
2

有
機
化
学
演

習
生

物
科

学
科

［
高

分
子

機
能

学
］

水
1,

金
4

門
出

　
健

次
4
1

4
.
9

1
7
.
1

2
9
.
3

1
2
.
2

1
9
.
5

7
.
3

9
.
8

3
.
3
6

分
子
生
物
学

概
論

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

2,
木

2
尾

瀬
　

農
之

4
2

1
4
.
3

1
9
.
0

2
1
.
4

2
3
.
8

1
4
.
3

4
.
8

2
.
4

3
.
5
4

臨
海
実
習
Ⅰ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

角
井

　
敬

知
2
3

4
3
.
5

3
9
.
1

1
3
.
0

4
.
3

3
.
7
3

臨
海
実
習
Ⅱ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

小
亀

　
一

弘
9

1
0
0
.
0

4
.
0
0

海
洋
生
態
学

実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

仲
岡

　
雅

裕
1
9

5
.
3

4
7
.
4

4
2
.
1

5
.
3

3
.
4
9

海
藻
学
実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

本
村

　
泰

三
9

1
0
0
.
0

3
.
7
0

高
分
子
機
能

学
基
礎
実

験
生

物
科

学
科

［
高

分
子

機
能

学
］

金
3,

金
4

黒
川

　
孝

幸
4
3

2
.
3

4
.
7

1
8
.
6

3
4
.
9

1
6
.
3

1
8
.
6

2
.
3

2
.
3

3
.
1
7

生
物
系
の
熱

力
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
火

2,
金

1
玉

置
　

信
之

4
3

7
.
0

1
6
.
3

1
6
.
3

1
8
.
6

1
4
.
0

1
1
.
6

7
.
0

4
.
7

4
.
7

3
.
2
0

生
物
系
の
溶

液
論

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
火

2,
木

2
黒

川
　

孝
幸

4
4

4
.
5

1
3
.
6

1
3
.
6

2
0
.
5

2
2
.
7

1
1
.
4

1
1
.
4

2
.
3

3
.
1
9

生
物
系
の
反

応
速
度
論

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

1,
水

2
北

村
　

朗
4
3

4
.
7

1
1
.
6

1
6
.
3

7
.
0

3
4
.
9

9
.
3

7
.
0

4
.
7

2
.
3

2
.
3

3
.
0
9

生
物
系
の
分

光
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
火

2,
金

5
金

城
　

政
孝

3
9

7
.
7

2
5
.
6

7
.
7

2
3
.
1

1
2
.
8

7
.
7

7
.
7

7
.
7

3
.
3
3

生
物
系
の
物

質
輸
送
論

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
月

2,
木

2
菊

川
　

峰
志

3
7

2
.
7

1
6
.
2

1
0
.
8

2
7
.
0

2
7
.
0

8
.
1

5
.
4

2
.
7

3
.
2
6

生
物
系
の
統

計
力
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
月

2,
金

3
芳

賀
　

永
3
6

5
.
6

8
.
3

1
1
.
1

2
2
.
2

2
2
.
2

2
5
.
0

5
.
6

3
.
1
9

高
分
子
機
能

学
特
別
講

義
論

文
解

読
で

俯
瞰

す
る

細
胞

生
物

学
の

最
先

端
生

物
科

学
科

［
高

分
子

機
能

学
］

集
中

上
原

　
亮

太
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
4
3

6
5
8



成
績

評
価

分
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状
況

表

令
和

2年
3月

26
日
現
在

令
和
元
年

度
１
学

期
理

学
部
（
学

部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

5
/
6

北
海

道
大

学

生
物
系
の
た

め
の
有
機

化
学

月
3

比
能

　
洋

1
0
1

4
.
0

1
4
.
9

2
4
.
8

1
5
.
8

1
3
.
9

1
3
.
9

7
.
9

2
.
0

3
.
0

3
.
1
9

生
物
系
の
た

め
の
物
理

学
月

2
佐

藤
　

勝
彦

1
3
0

4
.
6

1
0
.
8

1
3
.
8

1
3
.
8

3
1
.
5

9
.
2

4
.
6

3
.
1

2
.
3

6
.
2

2
.
9
8

地
球
惑
星
科
学
の
た
め
の
物
理
数
学
Ⅰ

地
球

惑
星

科
学

科
水

3
稲

津
　

將
5
7

8
.
8

5
.
3

7
.
0

1
4
.
0

2
1
.
1

1
5
.
8

1
4
.
0

1
0
.
5

1
.
8

1
.
8

2
.
9
2

地
球

惑
星

科
学

の
た

め
の

物
理

数
学

Ⅰ
演

習
地

球
惑

星
科

学
科

水
4

稲
津

　
將

5
3

9
.
4

3
.
8

1
1
.
3

1
8
.
9

2
2
.
6

9
.
4

1
8
.
9

5
.
7

3
.
0
8

地
球

惑
星

科
学

の
た

め
の

古
典

力
学

地
球

惑
星

科
学

科
木

3
勝

俣
　

啓
7
1

7
.
0

8
.
5

4
3
.
7

3
1
.
0

9
.
9

2
.
6
7

地
球

惑
星

科
学

の
た

め
の

古
典

力
学

演
習

地
球

惑
星

科
学

科
木

4
勝

俣
　

啓
5
2

1
1
.
5

1
7
.
3

2
6
.
9

2
8
.
8

1
5
.
4

2
.
7
3

地
球
惑
星
科

学
セ
ミ
ナ

ー
地

球
惑

星
科

学
科

火
5

栗
谷

　
豪

6
0

8
.
3

6
3
.
3

1
8
.
3

6
.
7

1
.
7

1
.
7

3
.
5
9

地
球
内
部
物

理
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

4
日

置
　

幸
介

7
0

2
.
9

5
.
7

1
1
.
4

1
4
.
3

1
7
.
1

1
4
.
3

1
1
.
4

1
0
.
0

5
.
7

7
.
1

2
.
6
7

地
球
惑
星
科

学
実
験
Ⅱ

地
球

惑
星

科
学

科
水

3,
水

4
沢

田
　

健
5
2

1
3
.
5

2
1
.
2

1
9
.
2

2
3
.
1

9
.
6

5
.
8

5
.
8

1
.
9

3
.
5
1

地
球
惑
星
科

学
特
別
講

義
星

・
惑

星
形

成
の

基
礎

と
関

連
す

る
電

波
観

測
の

現
状

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
石

渡
　

正
樹

7
1
4
.
3

4
2
.
9

1
4
.
3

2
8
.
6

2
.
1
4

地
球
惑
星
科

学
特
別
講

義
惑

星
測

地
学

概
論

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
古

屋
　

正
人

4
0

5
7
.
5

7
.
5

2
.
5

2
.
5

3
0
.
0

2
.
9
3

地
球
惑
星
基

礎
化
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

2
圦

本
　

尚
義

5
8

6
.
9

1
.
7

1
2
.
1

1
5
.
5

1
2
.
1

1
5
.
5

1
2
.
1

1
5
.
5

8
.
6

2
.
3
6

堆
積
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

4
渡

邊
　

剛
6
1

4
.
9

4
.
9

4
.
9

8
.
2

9
.
8

8
.
2

1
1
.
5

9
.
8

1
6
.
4

1
6
.
4

4
.
9

2
.
1
2

鉱
物
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

3
永

井
　

隆
哉

6
7

4
.
5

1
1
.
9

1
6
.
4

1
3
.
4

1
4
.
9

1
0
.
4

1
1
.
9

4
.
5

9
.
0

3
.
0

2
.
9
0

地
球
化
学

地
球

惑
星

科
学

科
月

4
圦

本
　

尚
義

6
0

3
.
3

2
3
.
3

2
6
.
7

1
8
.
3

1
0
.
0

5
.
0

8
.
3

5
.
0

3
.
1
5

変
動
帯
岩
石

科
学

地
球

惑
星

科
学

科
月

2
竹

下
　

徹
5
2

7
.
7

9
.
6

5
.
8

2
8
.
8

7
.
7

1
1
.
5

3
.
8

5
.
8

5
.
8

1
.
9

1
1
.
5

2
.
7
0

火
山
学

地
球

惑
星

科
学

科
水

2
中

川
　

光
弘

7
5

9
.
3

1
3
.
3

8
.
0

1
2
.
0

1
2
.
0

1
3
.
3

8
.
0

6
.
7

4
.
0

2
.
7

1
0
.
7

2
.
7
2

地
球
惑
星
物

質
科
学
実

習
地

球
惑

星
科

学
科

金
1
,
金

2
,
金

3
,
金

4
,
金

5
川

野
　

潤
3
0

6
.
7

6
.
7

1
0
.
0

6
.
7

1
3
.
3

1
3
.
3

2
0
.
0

1
6
.
7

6
.
7

2
.
7
6

情
報
実
習

地
球

惑
星

科
学

科
金

3,
金

4
倉

本
　

圭
2
7

1
4
.
8

4
4
.
4

7
.
4

3
.
7

2
9
.
6

3
.
0
1

惑
星
大
気
構

造
学

地
球

惑
星

科
学

科
木

2
倉

本
　

圭
7
2

5
.
6

8
.
3

1
3
.
9

1
2
.
5

2
0
.
8

1
2
.
5

1
.
4

6
.
9

1
.
4

1
6
.
7

2
.
6
5

海
洋
地
質
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

3
沢

田
　

健
7
3

8
.
2

1
1
.
0

1
2
.
3

1
9
.
2

2
4
.
7

9
.
6

9
.
6

2
.
7

2
.
7

3
.
1
5

地
震
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

2
吉

澤
　

和
範

7
1

8
.
5

1
4
.
1

1
8
.
3

1
2
.
7

9
.
9

1
1
.
3

8
.
5

5
.
6

1
1
.
3

2
.
9
3

気
象
学

地
球

惑
星

科
学

科
月

3
稲

津
　

將
7
3

1
3
.
7

2
4
.
7

9
.
6

1
5
.
1

2
1
.
9

8
.
2

2
.
7

4
.
1

3
.
4
0

地
球
計
測
実

習
地

球
惑

星
科

学
科

金
3,

金
4

髙
橋

　
浩

晃
2
6

1
1
.
5

1
5
.
4

2
3
.
1

1
9
.
2

2
3
.
1

3
.
8

3
.
8

3
.
3
7

地
質
学
実
習

地
球

惑
星

科
学

科
金

3
,
金

4
,
金

5
伊

庭
　

靖
弘

1
6

1
2
.
5

1
2
.
5

3
1
.
3

1
8
.
8

1
8
.
8

6
.
3

3
.
5
4

現
代
地
球
惑

星
科
学
概

論
１

月
4

高
橋

　
幸

弘
8
8

2
.
3

9
.
1

1
4
.
8

2
2
.
7

1
1
.
4

1
7
.
0

9
.
1

1
.
1

1
2
.
5

2
.
7
8

地
球
惑
星
流

体
力
学
Ⅰ

［
平

成
２

８
年

度
以

降
理

学
部

進
級
者
用
］

地
球

惑
星

科
学

科
月

3
石

渡
　

正
樹

7
1
4
.
3

1
4
.
3

7
1
.
4

0
.
7
1

地
球
惑
星
流

体
力
学
Ⅱ

［
平

成
２

８
年

度
以

降
理

学
部

進
級
者
用
］

地
球

惑
星

科
学

科
月

3
石

渡
　

正
樹

5
2
0
.
0

8
0
.
0

0
.
6
0

理
学
特
別
講

義
Ⅰ

獣
医

骨
学

実
習

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

理
学
特
別
講

義
Ⅱ

生
命

科
学

研
究

概
論

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

理
学
特
別
講

義
Ⅲ

疫
学

基
礎

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
1

1
0
0
.
0

3
.
7
0

理
学
特
別
講

義
Ⅲ

環
境

毒
性

学
地

球
惑

星
科

学
科

集
中

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

理
学
特
別
講

義
Ⅲ

古
脊

椎
動

物
学

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

理
学
特
別
講

義
Ⅲ

鳥
類

学
地

球
惑

星
科

学
科

集
中

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

理
学
特
別
講

義
Ⅲ

薬
理

学
基

礎
地

球
惑

星
科

学
科

集
中

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

6
5
9
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令
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元
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度
１
学

期
理
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部
（
学

部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
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10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

6
/
6

北
海

道
大

学

理
学
共
通
講

義
Ⅰ

人
為

的
影

響
下

の
海

洋
生

物
多

様
性

（
公

害
、

過
剰

暴
露

、
気

候
変

動
）

集
中

M
a
r
i
a

H
e
l
e
n
a

F
o
r
t
u
n
a

7
1
4
.
3

4
2
.
9

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

3
.
4
3

理
学
共
通
演

習
Ⅰ

キ
ャ

リ
ア

シ
ン

キ
ン

グ
「

現
代

社
会

の
課

題
発

見
と

解
決

策
の

提
案

」
～

理
学

部
の

先
輩

と
未

来
を

考
え

る
～

集
中

中
冨

　
晶

子
2
1

4
.
8

2
3
.
8

4
2
.
9

1
4
.
3

1
4
.
3

3
.
2
1

電
磁
気
学
Ⅱ

火
1

周
　

波
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
8
0

電
磁
気
学
演

習
Ⅱ

火
2

周
　

波
2

5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
8
5

物
理
化
学
Ｃ

火
2

周
　

睿
風

3
3
3
.
3

6
6
.
7

2
.
4
3

有
機
化
学
Ｃ

月
2

A
R
T
E
A
G
A

A
R
T
E
A
G
A

F
E
R
N

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
8
5

量
子
力
学
Ⅱ

物
理

学
科

(I
SP

)
金

3
朴

　
銀

鏡
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
2
3

統
計
力
学
Ⅱ

物
理

学
科

(I
SP

)
木

3
P
E
T
T
I
T
T

A
L
E
X
A
N
D
E
R

3
3
3
.
3

6
6
.
7

2
.
7
7

物
理
学
実
験

Ⅰ
物

理
学

科
(I

SP
)

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
井

原
　

慶
彦

3
3
3
.
3

6
6
.
7

3
.
3
3

物
理
学
実
験

Ⅱ
物

理
学

科
(I

SP
)

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
井

原
　

慶
彦

3
3
3
.
3

6
6
.
7

4
.
1
0

物
理
学
外
国

語
文
献
講

読
Ⅱ

物
理

学
科

(I
SP

)
水

1,
水

2
柳

澤
　

達
也

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
8
7

量
子
力
学
演

習
Ⅱ

物
理

学
科

(I
SP

)
金

4
朴

　
銀

鏡
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
7
7

統
計
力
学
演

習
Ⅱ

物
理

学
科

(I
SP

)
木

4
P
E
T
T
I
T
T

A
L
E
X
A
N
D
E
R

3
3
3
.
3

6
6
.
7

2
.
7
7

化
学
実
験
Ｅ

化
学

科
(I

S
P)

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

坂
口

　
和

靖
2

5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
6
5

化
学
実
験
Ｆ

化
学

科
(I

S
P)

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

澤
村

　
正

也
2

1
0
0
.
0

4
.
0
0

生
態
学
実
習

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

火
3,

火
4

加
藤

　
徹

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

系
統
分
類
学

Ⅰ
生

物
科

学
科

［
生

物
学

］
(
I
S
P
)

月
2

柁
原

　
宏

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

形
態
機
能
学

Ⅰ
生

物
科

学
科

［
生

物
学

］
(
I
S
P
)

金
4,

金
5

綿
引

　
雅

昭
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

生
殖
発
生
生

物
学
Ⅰ

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

木
2

勝
　

義
直

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

環
境
生
物
学

Ⅰ
生

物
科

学
科

［
生

物
学

］
(
I
S
P
)

火
1

森
川

　
正

章
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

分
子
遺
伝
学

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

金
2

北
田

　
一

博
2

1
0
0
.
0

3
.
7
0

系
統
進
化
学

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

金
3

増
田

　
隆

一
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

脳
と
行
動
の

進
化

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

木
1

水
波

　
誠

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
6
5

臨
海
実
習
Ⅰ

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

集
中

角
井

　
敬

知
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

臨
海
実
習
Ⅱ

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

集
中

小
亀

　
一

弘
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

海
洋
生
態
学

実
習

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

集
中

仲
岡

　
雅

裕
1

1
0
0
.
0

3
.
3
0

6
6
0
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26
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現
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令
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度
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期
理

学
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学

部
）

秀
評
価
対

象
者
(平

成
17
年

度
以
降

入
学
者
)
［
す
べ

て
の
学
籍

区
分
］

※
１
．
無
欠

＝
評

価
せ

ず

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

秀
(%

)
優

(%
)

良
(%

)
可

(%
)

不
可

(%
)

無
欠

(%
)

GP
A

1
/
2

北
海

道
大

学

基
礎
数
学
Ａ

数
学

科
水

2,
金

2
洞

　
彰

人
6

1
6
.
7

5
0
.
0

1
6
.
7

1
6
.
7

2
.
5
0

基
礎
数
学
演

習
Ａ

数
学

科
木

3,
木

4
朝

倉
　

政
典

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

基
礎
数
学
Ｃ

数
学

科
火

2,
木

2
久

保
　

英
夫

5
6
0
.
0

4
0
.
0

0
.
6
0

基
礎
数
学
演

習
Ｃ

数
学

科
金

3,
金

4
久

保
　

英
夫

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

代
数
学
基
礎

数
学

科
月

2,
木

3
齋

藤
　

睦
7

4
2
.
9

1
4
.
3

4
2
.
9

1
.
0
0

代
数
学
基
礎

演
習

数
学

科
火

3,
火

4
跡

部
　

発
3

3
3
.
3

6
6
.
7

0
.
6
7

幾
何
学
基
礎

数
学

科
月

3,
木

2
吉

永
　

正
彦

4
2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

1
.
2
5

幾
何
学
基
礎

講
究

数
学

科
月

3,
木

2
吉

永
　

正
彦

4
2
5
.
0

2
5
.
0

5
0
.
0

0
.
7
5

解
析
学
基
礎

Ａ
数

学
科

水
2

戸
松

　
玲

治
4

2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

2
.
2
5

解
析
学
基
礎

演
習

Ａ
数

学
科

金
3,

金
4

戸
松

　
玲

治
3

3
3
.
3

6
6
.
7

1
.
6
7

数
理
科
学
基

礎
数

学
科

金
2

久
保

　
英

夫
2

5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
0
0

代
数
学
Ｂ

数
学

科
水

2
松

下
　

大
介

2
5
0
.
0

5
0
.
0

0
.
5
0

幾
何
学
Ｃ

数
学

科
水

3
小

林
　

真
平

4
1
0
0
.
0

0
.
0
0

解
析
学
Ｃ

数
学

科
月

4
小

林
　

政
晴

2
1
0
0
.
0

0
.
0
0

解
析
学
Ｄ

数
学

科
木

4
宮

尾
　

忠
宏

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
理
科
学
Ｂ

数
学

科
金

2
松

本
　

健
司

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

代
数
学
続
論

続
・

環
論

（
ホ

モ
ロ

ジ
ー

代
数

と
ア

ー
ベ

ル
圏

）
数

学
科

火
3,

金
3

朝
倉

　
政

典
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

幾
何
学
続
論

リ
ー
マ
ン
幾

何
学

数
学

科
火

3,
金

3
古

畑
　

仁
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
学
特
別
講

義
全
変
動
流
型

方
程
式

（
解

析
学

）
数

学
科

集
中

浜
向

　
直

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
学
特
別
講

義
複

素
領

域
に

お
け

る
線

形
微

分
方

程
式

（
解

析
学

）
数

学
科

集
中

本
多

　
尚

文
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

微
分
積
分
学

続
論

月
2

黒
田

　
紘

敏
6

1
6
.
7

1
6
.
7

6
6
.
7

0
.
8
3

代
数
学
・
幾

何
学

序
論

月
3

秋
田

　
利

之
5

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

1
.
4
0

量
子
力
学
Ⅱ

物
理

学
科

月
2

山
本

　
昌

司
1

1
0
0
.
0

2
.
0
0

物
理
学
外
国

語
文

献
講

読
Ⅱ

物
理

学
科

水
1,

水
2

柳
澤

　
達

也
1

1
0
0
.
0

2
.
0
0

現
代
物
理
学

月
3

末
廣

　
一

彦
5

4
0
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

1
.
6
0

物
性
物
理
学

固
体
の
構
造

と
群
論

物
理

学
科

木
2

河
本

　
充

司
5

2
0
.
0

2
0
.
0

6
0
.
0

1
.
2
0

物
性
物
理
学

電
子
バ
ン
ド

と
金
属

・
半

導
体

物
理

学
科

火
2

小
田

　
研

4
5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
5
0

素
粒
子
物
理

学
物

理
学

科
月

2,
水

2
鈴

木
　

久
男

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

電
磁
気
学
Ⅱ

物
理

学
科

木
1

三
品

　
具

文
2

5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
0
0

統
計
力
学
Ⅱ

物
理

学
科

金
2

山
本

　
昌

司
2

1
0
0
.
0

2
.
0
0

物
理
学
実
験

Ⅰ
物

理
学

科
火
3
,
火
4
,
水
3
,
水
4

井
原

　
慶

彦
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

物
理
学
実
験

Ⅱ
物

理
学

科
火
3
,
火
4
,
水
3
,
水
4

井
原

　
慶

彦
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

物
理
学
実
験

Ⅲ
物

理
学

科
火
3
,
火
4
,
水
3
,
水
4

井
原

　
慶

彦
2

5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
5
0

物
理
学
実
験

Ⅳ
物

理
学

科
火
3
,
火
4
,
水
3
,
水
4

井
原

　
慶

彦
2

1
0
0
.
0

0
.
0
0

物
理
学
卒
業

研
究

Ⅰ
物

理
学

科
集

中
野

嵜
　

龍
介

4
5
0
.
0

5
0
.
0

0
.
5
0

6
6
1
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評
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成
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度
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※
１
．
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欠

＝
評

価
せ

ず

10 20 30
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業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
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時

限
担

当
教

員
名

履
修
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秀
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)
優
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)

良
(%

)
可
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)

不
可
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)

無
欠
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GP
A

2
/
2

北
海

道
大

学

電
磁
気
学
演

習
Ⅰ

物
理

学
科

木
3,

木
4

中
山

　
隆

一
3

6
6
.
7

3
3
.
3

2
.
0
0

電
磁
気
学
演

習
Ⅱ

物
理

学
科

木
3,

木
4

末
廣

　
一

彦
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

熱
物
理
学
演

習
物

理
学

科
水

3,
水

4
北

　
孝

文
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

統
計
力
学
演

習
Ⅱ

物
理

学
科

金
3,

金
4

奥
田

　
浩

司
3

3
3
.
3

6
6
.
7

1
.
0
0

現
代
天
文
学

月
4

徂
徠

　
和

夫
4

2
5
.
0

2
5
.
0

5
0
.
0

1
.
0
0

物
理
学
特
別

講
義

Ａ
イ

ン
フ

レ
ー

シ
ョ

ン
宇

宙
に

お
け

る
原
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0
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.
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.
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.
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.
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Ａ
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中
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.
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.
0
0
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複
雑
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理
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根
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児

1
1
0
0
.
0

1
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0
0

物
理
学
特
別

講
義

Ａ
物
性
研
究
へ

の
橋
渡
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理
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集

中
吉
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1
0
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.
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.
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0
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理
学
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講
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Ａ
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学
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原
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月
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.
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.
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1
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悟
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1
1
0
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.
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0
0

ナ
ノ
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性
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学
化

学
科

月
2

西
井
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治
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1
0
0
.
0

0
.
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0

生
物
科
学
研

究
実

習
（
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年
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用

）
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物
科

学
科

［
生

物
学

］
集

中
小

川
　

宏
人

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

生
物
学
特
別

講
義

Ⅰ
博
物
館
か
ら

伝
え
る

野
生

動
物

の
姿

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

集
中

柁
原

　
宏

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

細
胞
生
物
学

概
論

月
4

山
口

　
淳

二
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

海
洋
生
態
学

実
習

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

集
中

仲
岡

　
雅

裕
1

1
0
0
.
0

1
.
0
0

地
球
内
部
物

理
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

4
日

置
　

幸
介

1
1
0
0
.
0

1
.
0
0

地
球
惑
星
科

学
特

別
講

義
惑
星
測
地
学

概
論

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
古

屋
　

正
人

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

地
球
惑
星
基

礎
化

学
地

球
惑

星
科

学
科

火
2

圦
本

　
尚

義
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

火
山
学

地
球

惑
星

科
学

科
水

2
中

川
　

光
弘

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

地
震
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

2
吉

澤
　

和
範

1
1
0
0
.
0

1
.
0
0

気
象
学

地
球

惑
星

科
学

科
月

3
稲

津
　

將
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

現
代
地
球
惑

星
科

学
概

論
１

月
4

高
橋

　
幸

弘
5

4
0
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

1
.
6
0

6
6
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尚
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4
8

5
2
.
1

3
3
.
3

4
.
2

2
.
1

2
.
1

6
.
3

3
.
7
9

基
礎
数
学
Ｂ

数
学

科
火

2,
木

2
岩

崎
　

克
則

5
6

7
.
1

1
0
.
7

8
.
9

1
0
.
7

8
.
9

8
.
9

7
.
1

7
.
1

5
.
4

1
.
8

2
3
.
2

2
.
3
0

基
礎
数
学
演

習
Ｂ

数
学

科
水

3,
水

4
吉

永
　

正
彦

5
4

1
1
.
1

1
3
.
0

5
.
6

7
.
4

7
.
4

1
1
.
1

1
4
.
8

1
1
.
1

7
.
4

1
1
.
1

2
.
6
8

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
数

学
科

火
3,

火
4

行
木

　
孝

夫
4
9

2
4
.
5

1
4
.
3

1
2
.
2

8
.
2

4
.
1

4
.
1

4
.
1

1
6
.
3

1
2
.
2

3
.
1
2

解
析
学
基
礎

Ｂ
数

学
科

木
2

正
宗

　
淳

3
3

6
.
1

1
2
.
1

3
0
.
3

3
.
0

1
8
.
2

6
.
1

2
4
.
2

2
.
1
5

解
析
学
基
礎

演
習
Ｂ

数
学

科
金

3,
金

4
正

宗
　

淳
2
4

1
2
.
5

2
5
.
0

2
9
.
2

1
2
.
5

1
6
.
7

4
.
2

2
.
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3

代
数
学
Ａ

数
学

科
水

3
松

下
　

大
介

2
8

1
4
.
3

1
0
.
7

1
4
.
3

1
0
.
7

7
.
1

7
.
1

1
0
.
7

1
0
.
7

1
4
.
3

2
.
6
9

代
数
学
演
習

数
学

科
火

3,
火

4
田

邊
　

顕
一

朗
2
4

3
7
.
5

4
.
2

4
.
2

2
0
.
8

4
.
2

4
.
2

2
5
.
0

2
.
2
4

代
数
学
Ｃ

数
学

科
月

4
松

本
　

圭
司

2
4

2
5
.
0

1
2
.
5

1
6
.
7

1
6
.
7

8
.
3

4
.
2

8
.
3

8
.
3

3
.
0
8

幾
何
学
Ａ

数
学

科
金

2
石

川
　

剛
郎

2
8

2
1
.
4

2
8
.
6

2
1
.
4

3
.
6

7
.
1

3
.
6

3
.
6

3
.
6

3
.
6

3
.
6

3
.
4
8

幾
何
学
Ｂ

数
学

科
火

2
秋

田
　

利
之

3
1

6
.
5

6
.
5

1
2
.
9

9
.
7

3
.
2

3
2
.
3

6
.
5

6
.
5

1
6
.
1

2
.
1
8

幾
何
学
演
習

数
学

科
木

3,
木

4
石

川
　

剛
郎

2
2

2
7
.
3

1
3
.
6

1
8
.
2

4
.
5

1
8
.
2

4
.
5

9
.
1

4
.
5

3
.
4
4

解
析
学
Ａ

数
学

科
月

2
洞

　
彰

人
3
5

5
.
7

1
7
.
1

1
7
.
1

1
4
.
3

2
0
.
0

2
.
9

1
1
.
4

1
1
.
4

2
.
8
2

解
析
学
Ｂ

数
学

科
水

2
浜

向
　

直
3
2

9
.
4

6
.
3

1
5
.
6

6
.
3

2
5
.
0

6
.
3

1
2
.
5

3
.
1

3
.
1

9
.
4

3
.
1

2
.
8
0

解
析
学
Ｆ

数
学

科
金

1
坂

井
　

哲
1
5

1
3
.
3

2
0
.
0

6
.
7

1
3
.
3

6
.
7

6
.
7

6
.
7

2
6
.
7

2
.
3
7

解
析
学
Ｇ

数
学

科
火

3
長

谷
部

　
高

広
7

4
2
.
9

5
7
.
1

4
.
1
3

数
理
科
学
Ａ

数
学

科
月

3
長

山
　

雅
晴

3
1

1
6
.
1

3
.
2

6
.
5

3
.
2

9
.
7

1
6
.
1

6
.
5

1
2
.
9

9
.
7

1
6
.
1

2
.
0
8

数
理
科
学
演

習
数

学
科

水
4,

水
5

長
山

　
雅

晴
2
0

5
.
0

1
0
.
0

5
.
0

2
5
.
0

3
0
.
0

1
5
.
0

5
.
0

5
.
0

2
.
7
3

代
数
学
続
論

Re
f
l
e
c
t
i
o
n
s

G
r
o
u
p
s

a
n
d

C
o
x
e
t
e
r

G
r
o
u
ps

数
学

科
水

4
S
i
m
o
n
a

S
e
t
t
e
p
a
n
e
l
l
a

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
7
7

代
数
学
続
論

ユ
ニ

タ
リ

表
現

論
数

学
科

金
3

山
下

　
博

5
2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

4
0
.
0

1
.
7
4

幾
何
学
続
論

K
3
曲

面
上

の
力

学
系

数
学

科
月

3
岩

崎
　

克
則

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

幾
何
学
続
論

多
様

体
続

論
・

横
断

正
則

性
数

学
科

木
3

秦
泉

寺
　

雅
夫

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

数
理
解
析
学

続
論

自
由

確
率

論
入

門
数

学
科

水
2

長
谷

部
　

高
広

2
5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
1
5

数
理
解
析
学

続
論

数
理

モ
デ

リ
ン

グ
の

基
礎

数
学

科
月

2
長

山
　

雅
晴

2
1
0
0
.
0

4
.
3
0

数
理
解
析
学

続
論

非
線

形
数

学
（

パ
タ

ー
ン

形
成

と
そ

の
時

間
発

展
）

数
学

科
木

2
栄

　
伸

一
郎

4
5
0
.
0

5
0
.
0

4
.
1
5

数
学
講
読

令
和

元
年

度
第

2
学

期
数

学
科

集
中

本
多

　
尚

文
2
5

4
8
.
0

3
6
.
0

1
6
.
0

4
.
1
0

確
率
・
統
計

入
門

数
学

科
水

1
古

畑
　

仁
6
6

4
.
5

2
8
.
8

2
8
.
8

1
.
5

3
6
.
4

2
.
7
0

統
計
学

数
学

科
火

1
大

本
　

亨
1
8

1
6
.
7

1
1
.
1

1
6
.
7

1
1
.
1

5
.
6

3
8
.
9

2
.
0
9

ベ
ク
ト
ル
解

析
月

1
吉

永
　

正
彦

8
1

4
.
9

1
2
.
3

6
.
2

7
.
4

1
1
.
1

3
.
7

7
.
4

1
1
.
1

4
.
9

3
0
.
9

2
.
2
7

基
礎
数
学
Ｄ

数
学

科
水

2,
金

2
神

保
　

秀
一

6
3

3
.
2

6
.
3

4
.
8

7
.
9

4
.
8

1
4
.
3

4
.
8

9
.
5

2
7
.
0

1
7
.
5

1
.
9
3

基
礎
数
学
演

習
Ｄ

数
学

科
木

3,
木

4
栄

　
伸

一
郎

5
3

7
.
5

1
5
.
1

9
.
4

1
3
.
2

1
5
.
1

7
.
5

1
.
9

1
5
.
1

1
5
.
1

2
.
5
6

数
学
総
合
講

義
Ⅰ

周
期

的
均

質
化

法
入

門
と

そ
の

応
用

1
数

学
科

集
中

黒
田

　
紘

敏
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
学
総
合
講

義
Ⅰ

周
期

的
均

質
化

法
入

門
と

そ
の

応
用

2
数

学
科

集
中

正
宗

　
淳

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
学
総
合
講

義
Ⅰ

情
報

理
論

と
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

理
論

数
学

科
集

中
正

宗
　

淳
4

7
5
.
0

2
5
.
0

3
.
7
5

数
学
総
合
講

義
Ⅰ

数
理

に
よ

る
計

算
機

の
革

新
数

学
科

集
中

本
多

　
尚

文
1
2

8
.
3

8
.
3

8
.
3

2
5
.
0

1
6
.
7

3
3
.
3

2
.
1
7

6
6
3
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GP
A

2
/
6

北
海

道
大

学

数
学
総
合
講

義
Ⅱ

G
r
a
p
h

T
h
e
o
r
y

-
F
r
o
m

I
n
t
r
o
d
u
c
t
o
r
y

C
o
n
c
e
p
t
s

t
o

M
a
t
c
h
i
n
g
s

数
学

科
木

5
S
i
m
o
n
a

S
e
t
t
e
p
a
n
e
l
l
a

5
8
0
.
0

2
0
.
0

3
.
4
4

物
理
数
学
Ⅱ

物
理

学
科

火
2

根
本

　
幸

児
3
8

5
.
3

1
5
.
8

1
3
.
2

1
3
.
2

1
8
.
4

2
.
6

7
.
9

1
5
.
8

7
.
9

2
.
9
0

物
理
数
学
演

習
Ⅱ

物
理

学
科

火
3,

火
4

堀
内

　
渉

3
3

9
.
1

6
.
1

1
5
.
2

1
5
.
2

6
.
1

6
.
1

9
.
1

6
.
1

1
2
.
1

3
.
0

1
2
.
1

2
.
5
1

力
学
Ⅱ

物
理

学
科

水
2

中
山

　
隆

一
4
4

6
.
8

9
.
1

1
3
.
6

9
.
1

1
5
.
9

1
5
.
9

2
.
3

6
.
8

1
1
.
4

2
.
3

6
.
8

2
.
6
9

振
動
と
波
動

の
物
理

月
2

河
本

　
充

司
4
2

7
.
1

1
6
.
7

7
.
1

9
.
5

2
.
4

2
.
4

1
1
.
9

4
2
.
9

1
.
9
3

量
子
力
学
Ⅰ

物
理

学
科

金
2

山
本

　
昌

司
4
3

7
.
0

4
.
7

1
1
.
6

1
6
.
3

1
1
.
6

1
6
.
3

1
6
.
3

9
.
3

2
.
3

4
.
7

2
.
8
6

量
子
力
学
Ⅰ

地
球

惑
星

科
学

科
金

2
山

本
　

昌
司

1
6

6
.
3

1
8
.
8

2
5
.
0

6
.
3

1
8
.
8

1
2
.
5

1
2
.
5

2
.
1
8

物
理
学
外
国

語
文
献
講

読
Ⅰ

物
理

学
科

月
3,

月
4

根
本

　
幸

児
4
0

2
0
.
0

7
.
5

3
2
.
5

2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

1
0
.
0

2
.
5

3
.
3
3

物
性
物
理
学

物
質

の
磁

性
物

理
学

科
火

2
網

塚
　

浩
2
1

2
3
.
8

3
3
.
3

1
4
.
3

4
.
8

1
4
.
3

9
.
5

3
.
4
7

量
子
力
学
演

習
Ⅰ

物
理

学
科

金
3,

金
4

大
原

　
潤

3
8

5
.
3

1
5
.
8

1
0
.
5

1
3
.
2

1
3
.
2

7
.
9

5
.
3

1
0
.
5

1
0
.
5

2
.
6

5
.
3

2
.
7
4

相
対
論

物
理

学
科

木
2

小
林

　
達

夫
1
8

4
4
.
4

5
.
6

5
.
6

1
1
.
1

1
1
.
1

2
2
.
2

2
.
8
9

統
計
力
学
Ⅰ

物
理

学
科

木
2

北
　

孝
文

4
4

2
5
.
0

1
5
.
9

2
2
.
7

9
.
1

2
.
3

4
.
5

1
3
.
6

2
.
3

4
.
5

3
.
3
1

統
計
力
学
Ⅰ

地
球

惑
星

科
学

科
木

2
北

　
孝

文
3
6

5
.
6

1
1
.
1

5
.
6

2
.
8

2
.
8

2
.
8

1
9
.
4

1
9
.
4

8
.
3

1
1
.
1

1
1
.
1

2
.
1
4

物
理
学
実
験

Ⅰ
物

理
学

科
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
武

貞
　

正
樹

2
0

1
5
.
0

3
0
.
0

3
5
.
0

1
0
.
0

5
.
0

5
.
0

3
.
0
9

物
理
学
実
験

Ⅱ
物

理
学

科
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
武

貞
　

正
樹

2
1

2
3
.
8

3
3
.
3

2
8
.
6

9
.
5

4
.
8

3
.
3
8

物
理
学
実
験

Ⅲ
物

理
学

科
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
武

貞
　

正
樹

1
5

2
6
.
7

4
6
.
7

1
3
.
3

1
3
.
3

3
.
5
8

物
理
学
実
験

Ⅳ
物

理
学

科
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
武

貞
　

正
樹

1
4

2
1
.
4

4
2
.
9

2
1
.
4

1
4
.
3

3
.
4
8

物
理
学
外
国

語
文
献
講

読
Ⅲ

物
理

学
科

木
3,

木
4

木
村

　
真

明
3
5

1
4
.
3

3
1
.
4

8
.
6

2
5
.
7

1
1
.
4

2
.
9

2
.
9

2
.
9

3
.
5
1

物
理
学
卒
業

研
究
Ⅱ

物
理

学
科

集
中

野
嵜

　
龍

介
3
3

3
0
.
3

3
6
.
4

6
.
1

3
.
0

1
8
.
2

6
.
1

3
.
6
2

力
学
演
習
Ⅱ

物
理

学
科

水
3,

水
4

岡
本

　
崇

3
5

2
0
.
0

8
.
6

1
1
.
4

8
.
6

2
0
.
0

1
1
.
4

8
.
6

5
.
7

2
.
9

2
.
9

3
.
1
8

統
計
力
学
演

習
Ⅰ

物
理

学
科

木
3,

木
4

北
　

孝
文

3
6

5
.
6

1
6
.
7

8
.
3

1
3
.
9

1
6
.
7

1
3
.
9

1
1
.
1

8
.
3

5
.
6

2
.
9
7

場
の
理
論

物
理

学
科

水
2

小
林

　
達

夫
2
7

4
4
.
4

7
.
4

1
8
.
5

3
.
7

3
.
7

3
.
7

7
.
4

1
1
.
1

3
.
3
7

原
子
核
物
理

学
物

理
学

科
金

3,
金

4
木

村
　

真
明

1
9

2
1
.
1

1
0
.
5

2
6
.
3

4
2
.
1

1
.
7
6

物
理
学
特
別

講
義
Ａ

G
a
l
a
c
t
i
c

A
r
c
h
a
e
o
l
o
g
y
:

d
e
c
i
p
h
e
r
i
n
g

g
a
l
a
x
y

f
o
r
m
a
t
i
o
n

i
n

t
h
e

l
o
c
a
l

u
n
i
v
e
r
s
e

物
理

学
科

集
中

岡
本

　
崇

2
1
0
0
.
0

0
.
0
0

物
理
学
特
別

講
義
Ａ

素
粒

子
実

験
物

理
学

物
理

学
科

集
中

鈴
木

　
久

男
4

7
5
.
0

2
5
.
0

2
.
2
5

物
理
学
特
別

講
義
Ａ

不
安

定
核

の
相

関
・

励
起

と
原

子
核

密
度

汎
関

数
理

論
物

理
学

科
集

中
木

村
　

真
明

6
1
6
.
7

3
3
.
3

1
6
.
7

3
3
.
3

2
.
2
8

化
学
実
験
Ⅳ

化
学

科
月

3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

石
森

　
浩

一
郎

7
4

4
.
1

1
2
.
2

1
4
.
9

2
4
.
3

1
8
.
9

1
4
.
9

5
.
4

1
.
4

1
.
4

2
.
7

3
.
1
5

物
理
化
学
Ⅱ

化
学

科
木

1
村

越
　

敬
8
4

3
.
6

1
1
.
9

1
4
.
3

1
5
.
5

1
7
.
9

9
.
5

9
.
5

4
.
8

8
.
3

2
.
4

2
.
4

2
.
8
8

物
理
化
学
Ⅲ

化
学

科
金

2
石

森
　

浩
一

郎
8
4

7
.
1

1
0
.
7

1
5
.
5

2
3
.
8

8
.
3

6
.
0

4
.
8

7
.
1

9
.
5

7
.
1

2
.
8
5

有
機
化
学
Ⅰ

化
学

科
火

2
澤

村
　

正
也

9
6

4
.
2

3
.
1

2
.
1

1
0
.
4

1
1
.
5

1
4
.
6

6
.
3

2
5
.
0

9
.
4

4
.
2

9
.
4

2
.
2
3

有
機
化
学
Ⅱ

化
学

科
水

2
谷

野
　

圭
持

8
9

5
.
6

5
.
6

5
.
6

9
.
0

1
6
.
9

1
3
.
5

1
4
.
6

7
.
9

6
.
7

7
.
9

6
.
7

2
.
4
6

無
機
化
学
Ⅱ

化
学

科
水

1
加

藤
　

昌
子

8
1

2
.
5

1
2
.
3

9
.
9

2
2
.
2

2
1
.
0

9
.
9

7
.
4

6
.
2

1
.
2

7
.
4

2
.
9
0

生
物
化
学
Ⅰ

化
学

科
木

2
坂

口
　

和
靖

8
5

8
.
2

7
.
1

1
6
.
5

9
.
4

1
0
.
6

1
6
.
5

1
0
.
6

1
.
2

7
.
1

4
.
7

8
.
2

2
.
6
9

化
学
実
験
Ⅰ

化
学

科
月

3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

加
藤

　
昌

子
7
7

5
.
2

1
4
.
3

2
9
.
9

2
4
.
7

1
4
.
3

7
.
8

2
.
6

1
.
3

3
.
3
8

化
学
実
験
Ⅲ

化
学

科
月

3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

加
藤

　
昌

子
7
8

9
.
0

6
.
4

1
4
.
1

9
.
0

1
7
.
9

1
1
.
5

1
1
.
5

1
4
.
1

5
.
1

1
.
3

2
.
8
9

6
6
4



成
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評
価

分
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状
況

表

令
和

2年
3月

26
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
理

学
部
（
学

部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

3
/
6

北
海

道
大

学

化
学
文
献
講

読
化

学
科

集
中

坂
口

　
和

靖
6
6

6
2
.
1

2
4
.
2

7
.
6

3
.
0

1
.
5

1
.
5

4
.
0
1

化
学
研
究
実

験
化

学
科

集
中

坂
口

　
和

靖
6
6

6
3
.
6

2
1
.
2

6
.
1

3
.
0

3
.
0

1
.
5

1
.
5

3
.
9
9

基
礎
磁
気
化

学
化

学
科

木
1

分
島

　
亮

3
4

1
1
.
8

8
.
8

2
3
.
5

2
.
9

1
1
.
8

1
7
.
6

1
7
.
6

2
.
9

2
.
9

3
.
1
2

物
質
電
子
論

化
学

科
金

2
佐

田
　

和
己

4
9

4
.
1

1
4
.
3

8
.
2

1
2
.
2

1
0
.
2

1
8
.
4

6
.
1

1
2
.
2

4
.
1

4
.
1

6
.
1

2
.
7
1

熱
・
統
計
力

学
Ⅰ

化
学

科
火

2
武

田
　

定
3
5

5
.
7

1
4
.
3

1
1
.
4

1
4
.
3

1
7
.
1

8
.
6

8
.
6

8
.
6

5
.
7

5
.
7

2
.
8
7

量
子
化
学
Ⅱ

化
学

科
水

2
前

田
　

理
2
6

1
9
.
2

1
5
.
4

1
9
.
2

1
5
.
4

7
.
7

3
.
8

7
.
7

1
1
.
5

3
.
2
2

固
体
化
学

化
学

科
月

1
原

田
　

潤
3
7

1
3
.
5

1
0
.
8

1
3
.
5

1
6
.
2

1
3
.
5

1
3
.
5

1
0
.
8

8
.
1

2
.
7
6

分
子
分
光
学

化
学

科
金

3
内

田
　

毅
4
7

4
.
3

1
7
.
0

1
7
.
0

8
.
5

1
0
.
6

1
7
.
0

6
.
4

6
.
4

2
.
1

2
.
1

8
.
5

2
.
8
6

錯
体
化
学

化
学

科
金

1
小

林
　

厚
志

6
6

7
.
6

1
0
.
6

1
3
.
6

1
6
.
7

1
5
.
2

1
2
.
1

1
0
.
6

4
.
5

3
.
0

6
.
1

2
.
9
5

有
機
合
成
化

学
化

学
科

木
2

鈴
木

　
孝

洋
5
2

3
.
8

9
.
6

9
.
6

1
3
.
5

7
.
7

1
5
.
4

1
3
.
5

3
.
8

1
1
.
5

1
1
.
5

2
.
5
0

有
機
金
属
化

学
化

学
科

水
1

清
水

　
洋

平
4
6

2
.
2

1
0
.
9

6
.
5

6
.
5

1
0
.
9

4
.
3

2
3
.
9

6
.
5

4
.
3

4
.
3

1
9
.
6

2
.
1
8

有
機
機
器
分

析
化

学
科

火
1

石
垣

　
侑

祐
1
2
8

5
.
5

6
.
3

7
.
8

1
0
.
2

1
1
.
7

1
0
.
2

1
4
.
8

1
0
.
9

3
.
9

0
.
8

1
8
.
0

2
.
3
4

機
能
生
化
学

化
学

科
月

2
村

上
　

洋
太

5
3

9
.
4

9
.
4

7
.
5

9
.
4

2
0
.
8

1
8
.
9

3
.
8

1
1
.
3

1
.
9

7
.
5

2
.
8
3

化
学
特
別
講

義
Ⅱ

物
理

化
学

特
別

講
義

2
0
1
9

化
学

科
集

中
村

越
　

敬
4

1
0
0
.
0

4
.
3
0

生
物
科
学
研

究
実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

小
川

　
宏

人
4
2

9
5
.
2

4
.
8

3
.
8
1

生
物
科
学
文

献
講
読

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

小
川

　
宏

人
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

生
物
多
様
性

概
論

月
2

山
口

　
淳

二
5
2

9
.
6

1
3
.
5

3
.
8

9
.
6

3
.
8

1
3
.
5

1
7
.
3

1
1
.
5

3
.
8

5
.
8

7
.
7

2
.
6
0

基
礎
生
化
学

実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

4
,
金

3
,
金

荻
原

　
克

益
3
9

5
.
1

5
.
1

2
3
.
1

1
0
.
3

2
5
.
6

5
.
1

1
7
.
9

5
.
1

2
.
6

3
.
0
4

生
物
学
特
別

講
義
Ⅵ

現
代

生
物

科
学

の
研

究
技

法
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

小
川

　
宏

人
1

1
0
0
.
0

3
.
3
0

生
物
学
特
別

講
義
Ⅵ

生
物

多
様

性
と

気
候

変
動

：
バ

ル
ト

海
か

ら
の

教
訓

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

M
a
r
i
a

H
e
l
e
n
a

F
o
r
t
u
n
a

6
1
0
0
.
0

4
.
0
0

生
体
高
分
子

学
実
験
Ⅰ

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
月

3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

黒
川

　
孝

幸
4
3

4
.
7

1
8
.
6

2
5
.
6

1
4
.
0

1
6
.
3

1
1
.
6

4
.
7

4
.
7

3
.
3
5

生
体
高
分
子

学
実
験
Ⅲ

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
月

4
,
火

4
,
水

4
,
木

4
,
金

4
出

村
　

誠
3
9

2
.
6

8
9
.
7

5
.
1

2
.
6

3
.
9
6

高
分
子
機
能

学
文
献
講

読
生

物
科

学
科

［
高

分
子

機
能

学
］

集
中

出
村

　
誠

3
9

5
.
1

7
4
.
4

2
.
6

1
0
.
3

5
.
1

2
.
6

3
.
8
3

高
分
子
機
能

学
卒
業
研

究
生

物
科

学
科

［
高

分
子

機
能

学
］

集
中

出
村

　
誠

3
9

1
5
.
4

6
4
.
1

1
2
.
8

5
.
1

2
.
6

3
.
9
5

生
命
有
機
化

学
生

物
科

学
科

［
高

分
子

機
能

学
］

火
1,

木
2

門
出

　
健

次
4
3

7
.
0

1
4
.
0

2
0
.
9

4
.
7

1
8
.
6

9
.
3

1
1
.
6

9
.
3

4
.
7

3
.
0
8

細
胞
構
造
科

学
Ⅰ

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
火

2,
金

1
出

村
　

誠
4
2

1
1
.
9

1
9
.
0

1
4
.
3

1
9
.
0

4
.
8

1
4
.
3

7
.
1

9
.
5

3
.
3
1

細
胞
情
報
科

学
Ⅰ

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

2,
金

3
中

村
　

公
則

3
9

5
.
1

1
2
.
8

1
5
.
4

1
5
.
4

1
2
.
8

1
7
.
9

1
0
.
3

1
0
.
3

3
.
1
2

細
胞
情
報
科

学
Ⅱ

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
火

2,
木

2
綾

部
　

時
芳

3
9

1
2
.
8

1
2
.
8

1
5
.
4

1
5
.
4

1
5
.
4

1
0
.
3

5
.
1

1
0
.
3

2
.
6

3
.
2
0

分
子
遺
伝
科

学
Ⅰ

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
木

2,
金

2
上

原
　

亮
太

4
3

2
.
3

2
3
.
3

1
6
.
3

2
5
.
6

1
8
.
6

2
.
3

7
.
0

4
.
7

3
.
3
5

レ
オ
ロ
ジ
ー

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
火

3,
木

3
黒

川
　

孝
幸

3
9

5
.
1

1
5
.
4

2
3
.
1

1
5
.
4

1
7
.
9

1
0
.
3

2
.
6

7
.
7

2
.
6

3
.
2
4

系
統
分
類
学

Ⅱ
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

月
2

堀
口

　
健

雄
3
5

2
.
9

1
4
.
3

2
0
.
0

1
1
.
4

3
1
.
4

2
0
.
0

3
.
2
9

環
境
生
物
学

Ⅱ
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

水
1

鈴
木

　
仁

4
3

7
.
0

4
.
7

4
.
7

1
8
.
6

1
8
.
6

9
.
3

2
0
.
9

1
6
.
3

2
.
8
9

形
態
機
能
学

Ⅱ
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

火
2

髙
田

　
泰

弘
3
7

2
.
7

1
0
.
8

1
8
.
9

1
0
.
8

2
1
.
6

1
8
.
9

1
3
.
5

2
.
7

3
.
1
3

多
様
性
生
物

学
Ⅱ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

水
2

小
亀

　
一

弘
5
6

8
.
9

1
6
.
1

2
1
.
4

1
7
.
9

1
4
.
3

5
.
4

3
.
6

1
.
8

8
.
9

1
.
8

3
.
1
9

多
様
性
生
物

学
Ⅲ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

木
2

越
川

　
滋

行
5
3

9
.
4

7
.
5

1
7
.
0

1
8
.
9

1
8
.
9

7
.
5

9
.
4

1
1
.
3

3
.
1
7

6
6
5
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)
B(
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(%
)

C+
(%

)
C(
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D(
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D-
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F(
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GP
A

4
/
6

北
海

道
大

学

細
胞
生
物
学

Ⅲ
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

月
4

和
多

　
和

宏
4
6

6
.
5

1
0
.
9

8
.
7

1
9
.
6

1
9
.
6

2
8
.
3

2
.
2

2
.
2

2
.
2

3
.
1
3

機
能
生
物
学

Ⅱ
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

月
3

松
島

　
俊

也
4
6

8
.
7

1
0
.
9

6
.
5

2
6
.
1

8
.
7

2
6
.
1

6
.
5

2
.
2

4
.
3

3
.
0
7

機
能
生
物
学

Ⅲ
生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

火
2

加
藤

　
敦

之
4
3

7
.
0

1
6
.
3

7
.
0

1
1
.
6

1
8
.
6

2
0
.
9

1
1
.
6

2
.
3

4
.
7

3
.
0
3

基
礎
形
態
学

実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

4
,
金

3
,
金

綿
引

　
雅

昭
4
1

7
.
3

1
2
.
2

9
.
8

1
2
.
2

2
2
.
0

1
7
.
1

1
2
.
2

7
.
3

3
.
1
1

形
態
機
能
学

実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
火

5
,
水

3
,
水

4
,
木

藤
田

　
知

道
1
9

5
.
3

5
.
3

5
7
.
9

2
1
.
1

5
.
3

5
.
3

3
.
5
5

環
境
生
物
学

実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
火

5
,
水

3
,
水

4
,
木

森
川

　
正

章
3
0

3
.
3

1
3
.
3

2
0
.
0

4
3
.
3

1
6
.
7

3
.
3

3
.
3
8

行
動
神
経
生

物
学
実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
火

5
,
水

3
,
水

4
,
木

松
島

　
俊

也
1
4

7
.
1

2
8
.
6

2
1
.
4

1
4
.
3

2
8
.
6

3
.
5
7

発
生
学
実
習

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
火

5
,
水

3
,
水

4
,
木

黒
岩

　
麻

里
2
2

9
.
1

2
2
.
7

9
.
1

2
7
.
3

1
3
.
6

4
.
5

9
.
1

4
.
5

3
.
0
2

行
動
神
経
生

物
学
Ⅱ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

水
2

小
川

　
宏

人
2
3

4
.
3

4
.
3

1
7
.
4

3
4
.
8

1
7
.
4

1
3
.
0

4
.
3

4
.
3

3
.
2
1

生
殖
発
生
生

物
学
Ⅱ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

木
2

木
村

　
敦

3
4

5
.
9

8
.
8

1
4
.
7

1
7
.
6

1
1
.
8

2
6
.
5

5
.
9

5
.
9

2
.
9

3
.
0
8

生
物
統
計
学

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

相
馬

　
雅

代
6

1
6
.
7

8
3
.
3

0
.
6
7

生
物
学
特
別

実
習
Ⅰ

生
物
科
学
科
［
生
物
学
］

集
中

加
藤

　
敦

之
2

5
0
.
0

5
0
.
0

4
.
0
0

応
用
生
物
有

機
化
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
月

2,
金

2
西

村
　

紳
一

郎
3
8

1
0
.
5

1
8
.
4

1
5
.
8

5
.
3

1
5
.
8

1
0
.
5

7
.
9

1
0
.
5

5
.
3

2
.
9
7

生
物
系
の
電

解
質
論

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

1,
金

1
グ

ン
　

剣
萍

4
4

9
.
1

1
8
.
2

1
1
.
4

2
9
.
5

2
7
.
3

2
.
3

2
.
3

2
.
7
7

生
物
系
の
量

子
力
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

1,
金

2
芳

賀
　

永
4
1

4
.
9

1
2
.
2

1
2
.
2

1
9
.
5

1
7
.
1

1
4
.
6

9
.
8

7
.
3

2
.
4

2
.
9
9

生
体
高
分
子

物
性
論

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
月

3,
水

3
キ
ン
グ
　
ダ
ニ
エ
ル

3
9

5
.
1

7
.
7

1
0
.
3

2
0
.
5

7
.
7

1
7
.
9

1
0
.
3

1
5
.
4

2
.
6

2
.
6

2
.
8
7

生
物
系
の
分

析
化
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

2,
金

3
相

沢
　

智
康

4
2

7
.
1

9
.
5

9
.
5

2
6
.
2

1
9
.
0

7
.
1

1
4
.
3

7
.
1

3
.
1
4

生
物
系
の
Ｘ

線
結
晶
学

生
物

科
学

科
［

高
分

子
機

能
学

］
水

2,
金

4
姚

　
閔

4
3

2
.
3

9
.
3

2
0
.
9

1
6
.
3

1
6
.
3

1
6
.
3

9
.
3

7
.
0

2
.
3

3
.
0
8

基
礎
化
学
英

語
生

物
科

学
科

［
高

分
子

機
能

学
］

火
2,

金
3

G
a
r
c
i
a

M
a
r
t
i
n

F
a
y
n
a

4
3

4
.
7

4
.
7

1
4
.
0

1
6
.
3

2
0
.
9

2
0
.
9

4
.
7

1
1
.
6

2
.
3

2
.
9
9

地
球
惑
星
科
学
の
た
め
の
物
理
数
学
Ⅱ

地
球

惑
星

科
学

科
火

3
倉

本
　

圭
6
1

4
.
9

1
3
.
1

1
6
.
4

9
.
8

2
3
.
0

8
.
2

3
.
3

8
.
2

3
.
3

9
.
8

2
.
8
5

地
球

惑
星

科
学

の
た

め
の

物
理

数
学

Ⅱ
演

習
地

球
惑

星
科

学
科

火
4

倉
本

　
圭

5
7

7
.
0

1
2
.
3

1
4
.
0

3
.
5

1
5
.
8

1
5
.
8

8
.
8

1
0
.
5

7
.
0

5
.
3

2
.
8
1

地
球

惑
星

科
学

の
た

め
の

電
磁

気
学

地
球

惑
星

科
学

科
木

3
橋

本
　

武
志

6
3

3
.
2

1
2
.
7

1
2
.
7

7
.
9

1
2
.
7

1
1
.
1

6
.
3

1
7
.
5

6
.
3

6
.
3

3
.
2

2
.
6
6

地
球
惑
星
科

学
実
験
Ⅰ

地
球

惑
星

科
学

科
月

3,
月

4
栗

谷
　

豪
2
9

6
.
9

1
0
.
3

1
7
.
2

2
0
.
7

2
0
.
7

1
0
.
3

6
.
9

6
.
9

3
.
1
0

陸
水
循
環
物

理
学

地
球

惑
星

科
学

科
水

3
知

北
　

和
久

6
0

8
.
3

1
0
.
0

1
8
.
3

1
1
.
7

1
1
.
7

8
.
3

1
0
.
0

1
5
.
0

3
.
3

1
.
7

1
.
7

2
.
9
7

地
球
環
境
学

地
球

惑
星

科
学

科
月

2
杉

本
　

敦
子

6
0

6
.
7

6
.
7

1
3
.
3

1
3
.
3

1
5
.
0

2
1
.
7

1
0
.
0

1
0
.
0

3
.
3

2
.
9
5

惑
星
学

地
球

惑
星

科
学

科
金

4
鎌

田
　

俊
一

6
4

3
.
1

9
.
4

1
5
.
6

1
8
.
8

1
5
.
6

1
2
.
5

6
.
3

4
.
7

1
.
6

6
.
3

6
.
3

2
.
8
1

宇
宙
測
地
学

地
球

惑
星

科
学

科
金

4
古

屋
　

正
人

5
0

6
.
0

8
.
0

6
.
0

6
.
0

1
0
.
0

1
6
.
0

1
8
.
0

2
0
.
0

4
.
0

6
.
0

2
.
5
8

地
球
惑
星
科

学
実
験
Ⅲ

地
球

惑
星

科
学

科
火

3,
火

4
亀

田
　

純
3
5

8
.
6

5
.
7

3
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

5
.
7

2
.
9

3
.
2
7

地
球
惑
星
科

学
実
験
Ⅳ

地
球

惑
星

科
学

科
木

3,
木

4
中

川
　

光
弘

2
4

2
0
.
8

4
5
.
8

1
2
.
5

4
.
2

4
.
2

4
.
2

8
.
3

3
.
6
2

地
球
惑
星
科

学
特
別
講

義
地

球
外

物
質

科
学

-
太

陽
系

の
起

源
と

進
化

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
圦

本
　

尚
義

4
0

1
7
.
5

2
7
.
5

1
5
.
0

5
.
0

3
5
.
0

2
.
4
4

マ
グ
マ
科
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

2
栗

谷
　

豪
6
5

4
.
6

9
.
2

1
2
.
3

1
0
.
8

1
3
.
8

7
.
7

9
.
2

1
2
.
3

1
0
.
8

6
.
2

3
.
1

2
.
6
1

地
球
史

地
球

惑
星

科
学

科
水

3
沢

田
　

健
6
4

4
.
7

7
.
8

1
0
.
9

7
.
8

1
4
.
1

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

9
.
4

7
.
8

2
.
5
7

古
生
物
学

地
球

惑
星

科
学

科
火

2
伊

庭
　

靖
弘

5
7

1
4
.
0

7
.
0

3
6
.
8

1
4
.
0

1
0
.
5

8
.
8

5
.
3

1
.
8

1
.
8

3
.
4
3

有
機
地
球
化

学
地

球
惑

星
科

学
科

金
2

鈴
木

　
德

行
5
5

9
.
1

1
0
.
9

9
.
1

1
2
.
7

1
0
.
9

9
.
1

3
.
6

1
0
.
9

7
.
3

5
.
5

1
0
.
9

2
.
5
7

鉱
物
物
理
化

学
地

球
惑

星
科

学
科

水
4

永
井

　
隆

哉
5
3

1
.
9

9
.
4

1
1
.
3

2
0
.
8

1
3
.
2

1
3
.
2

2
4
.
5

1
.
9

3
.
8

2
.
5
9

6
6
6
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)
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)
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GP
A

5
/
6

北
海

道
大

学

野
外
巡
検

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
竹

下
　

徹
1
3

1
5
.
4

1
5
.
4

1
5
.
4

1
5
.
4

3
8
.
5

2
.
3
1

流
体
力
学

地
球

惑
星

科
学

科
月

5
石

渡
　

正
樹

5
0

1
8
.
0

1
4
.
0

6
.
0

6
.
0

1
0
.
0

8
.
0

1
0
.
0

2
.
0

1
0
.
0

1
6
.
0

2
.
6
4

流
体
力
学

物
理

学
科

月
5

石
渡

　
正

樹
1
8

2
7
.
8

1
1
.
1

5
.
6

1
6
.
7

1
1
.
1

1
1
.
1

1
6
.
7

3
.
0
3

地
球
惑
星
電

磁
気
学

地
球

惑
星

科
学

科
月

3
橋

本
　

武
志

5
7

3
.
5

2
2
.
8

2
9
.
8

1
2
.
3

8
.
8

5
.
3

1
.
8

3
.
5

1
.
8

1
0
.
5

3
.
1
0

デ
ー
タ
解
析

学
地

球
惑

星
科

学
科

金
3

青
山

　
裕

4
5

4
.
4

6
.
7

8
.
9

2
.
2

1
3
.
3

1
1
.
1

1
7
.
8

2
.
2

6
.
7

1
1
.
1

1
5
.
6

2
.
1
6

地
球
惑
星
科

学
文
献
講

読
（

留
年

者
用

）
地

球
惑

星
科

学
科

集
中

栗
谷

　
豪

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

地
球
惑
星
科

学
文
献
講

読
地

球
惑

星
科

学
科

集
中

栗
谷

　
豪

6
0

3
.
3

6
5
.
0

2
0
.
0

6
.
7

5
.
0

3
.
4
8

地
球
惑
星
科

学
研
究

（
留

年
者

用
）

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
栗

谷
　

豪
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

地
球
惑
星
科

学
研
究

地
球

惑
星

科
学

科
集

中
栗

谷
　

豪
6
0

5
.
0

6
5
.
0

2
1
.
7

3
.
3

5
.
0

3
.
5
3

地
球
連
続
体

力
学

地
球

惑
星

科
学

科
水

4
蓬

田
　

清
5
1

2
3
.
5

7
.
8

5
.
9

1
7
.
6

5
.
9

3
3
.
3

5
.
9

2
.
6
4

岩
石
変
形
学

地
球

惑
星

科
学

科
水

2
竹

下
　

徹
5
6

3
.
6

7
.
1

8
.
9

1
7
.
9

7
.
1

1
0
.
7

3
.
6

1
4
.
3

5
.
4

2
1
.
4

2
.
2
8

海
洋
気
候
物

理
学

地
球

惑
星

科
学

科
金

3
見

延
　

庄
士

郎
6
1

1
1
.
5

1
3
.
1

1
4
.
8

1
8
.
0

6
.
6

1
1
.
5

8
.
2

3
.
3

8
.
2

4
.
9

3
.
0
0

地
球
資
源
科

学
地

球
惑

星
科

学
科

木
2

山
本

　
順

司
6
5

9
.
2

1
3
.
8

3
6
.
9

1
2
.
3

1
2
.
3

6
.
2

4
.
6

1
.
5

3
.
1

3
.
4
0

宇
宙
物
理
学

地
球

惑
星

科
学

科
水

1
徂

徠
　

和
夫

2
4

4
.
2

4
.
2

1
6
.
7

2
0
.
8

1
2
.
5

4
.
2

8
.
3

8
.
3

4
.
2

1
6
.
7

2
.
6
5

宇
宙
物
理
学

物
理

学
科

水
1

徂
徠

　
和

夫
1
1

9
.
1

1
8
.
2

1
8
.
2

9
.
1

1
8
.
2

2
7
.
3

2
.
0
1

現
代
地
球
惑

星
科
学
概

論
２

月
2

長
谷

部
　

文
雄

1
0
4

5
.
8

9
.
6

1
0
.
6

1
3
.
5

1
9
.
2

1
4
.
4

7
.
7

3
.
8

1
.
0

1
.
9

1
2
.
5

2
.
7
1

理
学
共
通
演

習
Ⅱ

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

で
学

ぶ
自

然
科

学
2
0
1
9

集
中

小
田

　
研

2
7

4
0
.
7

2
2
.
2

3
7
.
0

4
.
0
1

複
素
関
数
論

入
門

木
1

周
　

波
3

3
3
.
3

6
6
.
7

2
.
6
7

複
素
関
数
論

入
門
演
習

木
2

周
　

波
3

3
3
.
3

6
6
.
7

2
.
6
7

フ
ー
リ
エ
解

析
学
入
門

木
1

P
E
T
T
I
T
T

A
L
E
X
A
N
D
E
R

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
9
0

フ
ー
リ
エ
解

析
学
入
門

演
習

木
2

P
E
T
T
I
T
T

A
L
E
X
A
N
D
E
R

2
5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
2
0

量
子
力
学
Ⅰ

水
1

朴
　

銀
鏡

3
3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
3
0

統
計
力
学
Ⅰ

月
1

周
　

波
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
3
3

量
子
力
学
演

習
Ⅰ

水
2

朴
　

銀
鏡

2
5
0
.
0

5
0
.
0

4
.
1
5

統
計
力
学
演

習
Ⅰ

月
2

周
　

波
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
3
3

デ
ー
タ
処
理

入
門

金
2

河
本

　
充

司
7

1
0
0
.
0

3
.
7
0

物
理
化
学
Ｂ

火
2

周
　

睿
風

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

有
機
化
学
Ｂ

木
1

A
R
T
E
A
G
A

A
R
T
E
A
G
A

F
E
R
N

2
1
0
0
.
0

4
.
0
0

無
機
化
学
Ｂ

金
1

孫
　

宇
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

多
様
性
生
物

学
Ⅱ

水
2

Ke
vi

n
W
ak

em
an

9
2
2
.
2

1
1
.
1

2
2
.
2

2
2
.
2

2
2
.
2

3
.
4
0

多
様
性
生
物

学
Ⅲ

木
2

Ke
vi

n
W
ak

em
an

7
1
4
.
3

7
1
.
4

1
4
.
3

4
.
0
0

細
胞
生
物
学

Ⅲ
月

4
TE

H
O
OI

K
O
CK

8
1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

3
7
.
5

1
2
.
5

3
.
3
8

機
能
生
物
学

Ⅱ
月

3
PA

TZ
K
E

NI
N
A

8
3
7
.
5

2
5
.
0

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

3
.
7
8

機
能
生
物
学

Ⅲ
火

2
TE

H
O
OI

K
O
CK

7
1
4
.
3

1
4
.
3

2
8
.
6

2
8
.
6

1
4
.
3

3
.
4
3

力
学
Ⅱ

物
理

学
科

(I
SP

)
金

3
P
E
T
T
I
T
T

A
L
E
X
A
N
D
E
R

1
1
0
0
.
0

3
.
3
0

6
6
7



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

26
日
現
在

令
和
元
年

度
２
学

期
理

学
部
（
学

部
）

11
段
階
評

価
対
象

者
(平

成
27
年
度

以
降
入
学

者
)［

す
べ
て
の

学
籍
区

分
］

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

A+
(%

)
A(

%)
A-

(%
)

B+
(%

)
B(

%)
B-

(%
)

C+
(%

)
C(

%)
D(

%)
D-

(%
)

F(
%)

GP
A

6
/
6

北
海

道
大

学

物
理
学
実
験

Ⅲ
物

理
学

科
(I

SP
)

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
武

貞
　

正
樹

3
1
0
0
.
0

3
.
7
0

物
理
学
実
験

Ⅳ
物

理
学

科
(I

SP
)

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
武

貞
　

正
樹

3
6
6
.
7

3
3
.
3

3
.
8
7

物
理
学
外
国

語
文
献
講

読
Ⅰ

物
理

学
科

(I
SP

)
月

3,
月

4
根

本
　

幸
児

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

物
理
学
外
国

語
文
献
講

読
Ⅲ

物
理

学
科

(I
SP

)
木

3,
木

4
木

村
　

真
明

3
6
6
.
7

3
3
.
3

3
.
5
7

力
学
演
習
Ⅱ

物
理

学
科

(I
SP

)
金

4
P
E
T
T
I
T
T

A
L
E
X
A
N
D
E
R

1
1
0
0
.
0

3
.
3
0

相
対
論

物
理

学
科

(I
SP

)
木

2
小

林
　

達
夫

3
6
6
.
7

3
3
.
3

4
.
1
0

場
の
理
論

物
理

学
科

(I
SP

)
水

2
小

林
　

達
夫

1
1
0
0
.
0

4
.
3
0

原
子
核
物
理

学
物

理
学

科
(I

SP
)

金
3,

金
4

木
村

　
真

明
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

2
.
9
0

物
性
物
理
学

物
質

の
磁

性
物

理
学

科
(I

SP
)

火
2

網
塚

　
浩

3
1
0
0
.
0

4
.
3
0

化
学
実
験
Ａ

化
学

科
(I

S
P)

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

加
藤

　
昌

子
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

基
礎
生
化
学

実
習

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

4
,
金

3
,
金

荻
原

　
克

益
6

3
3
.
3

3
3
.
3

1
6
.
7

1
6
.
7

3
.
5
7

基
礎
形
態
学

実
習

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

火
3
,
火

4
,
水

3
,
水

4
,
木

3
,
木

4
,
金

3
,
金

綿
引

　
雅

昭
6

6
6
.
7

3
3
.
3

3
.
2
0

行
動
神
経
生

物
学
実
習

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
火

5
,
水

3
,
水

4
,
木

松
島

　
俊

也
1

1
0
0
.
0

3
.
3
0

発
生
学
実
習

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

月
3
,
月

4
,
火

3
,
火

4
,
火

5
,
水

3
,
水

4
,
木

黒
岩

　
麻

里
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

系
統
分
類
学

Ⅱ
生

物
科

学
科

［
生

物
学

］
(
I
S
P
)

月
2

堀
口

　
健

雄
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

形
態
機
能
学

Ⅱ
生

物
科

学
科

［
生

物
学

］
(
I
S
P
)

火
2

千
葉

　
由

佳
子

2
5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
5
0

行
動
神
経
生

物
学
Ⅱ

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

水
2

小
川

　
宏

人
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

生
殖
発
生
生

物
学
Ⅱ

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

木
2

木
村

　
敦

1
1
0
0
.
0

3
.
7
0

環
境
生
物
学

Ⅱ
生

物
科

学
科

［
生

物
学

］
(
I
S
P
)

水
1

鈴
木

　
仁

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

生
物
学
特
別

講
義
Ⅲ

神
経

生
物

学
セ

ミ
ナ

ー
A

生
物

科
学

科
［

生
物

学
］

(
I
S
P
)

集
中

田
中

　
暢

明
1

1
0
0
.
0

4
.
3
0

6
6
8



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

26
日

現
在

令
和

元
年

度
２

学
期

理
学

部
（

学
部

）

秀
評

価
対

象
者

(平
成

17
年

度
以

降
入

学
者

)
［

す
べ

て
の

学
籍

区
分

］

※
１
．
無
欠

＝
評
価
せ

ず

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

秀
(%

)
優

(%
)

良
(%

)
可

(%
)

不
可

(%
)

無
欠

(%
)

GP
A

1
/
2

北
海

道
大

学

数
学
卒
業
研

究
数

学
科

集
中

本
多

　
尚

文
4

2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
5
.
0

2
.
2
5

基
礎
数
学
Ｂ

数
学

科
火

2,
木

2
岩

崎
　

克
則

4
2
5
.
0

5
0
.
0

2
5
.
0

2
.
0
0

基
礎
数
学
演

習
Ｂ

数
学

科
水

3,
水

4
吉

永
　

正
彦

2
1
0
0
.
0

0
.
0
0

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
数

学
科

火
3,

火
4

行
木

　
孝

夫
2

5
0
.
0

5
0
.
0

3
.
0
0

解
析
学
基
礎

Ｂ
数

学
科

木
2

正
宗

　
淳

7
1
4
.
3

5
7
.
1

2
8
.
6

0
.
2
0

解
析
学
基
礎

演
習
Ｂ

数
学

科
金

3,
金

4
正

宗
　

淳
4

1
0
0
.
0

0
.
0
0

代
数
学
Ａ

数
学

科
水

3
松

下
　

大
介

6
3
3
.
3

6
6
.
7

0
.
3
3

代
数
学
演
習

数
学

科
火

3,
火

4
田

邊
　

顕
一

朗
3

1
0
0
.
0

0
.
0
0

代
数
学
Ｃ

数
学

科
月

4
松

本
　

圭
司

5
2
0
.
0

8
0
.
0

0
.
6
0

幾
何
学
Ａ

数
学

科
金

2
石

川
　

剛
郎

5
4
0
.
0

6
0
.
0

0
.
8
0

幾
何
学
Ｂ

数
学

科
火

2
秋

田
　

利
之

6
6
6
.
7

3
3
.
3

0
.
0
0

幾
何
学
演
習

数
学

科
木

3,
木

4
石

川
　

剛
郎

3
3
3
.
3

6
6
.
7

0
.
6
7

解
析
学
Ａ

数
学

科
月

2
洞

　
彰

人
9

1
1
.
1

7
7
.
8

1
1
.
1

0
.
3
8

解
析
学
Ｂ

数
学

科
水

2
浜

向
　

直
6

1
6
.
7

1
6
.
7

6
6
.
7

0
.
5
0

解
析
学
Ｆ

数
学

科
金

1
坂

井
　

哲
3

1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
理
科
学
Ａ

数
学

科
月

3
長

山
　

雅
晴

6
8
3
.
3

1
6
.
7

0
.
0
0

数
理
科
学
演

習
数

学
科

水
4,

水
5

長
山

　
雅

晴
2

5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
0
0

幾
何
学
続
論

K
3

曲
面
上

の
力
学
系

数
学

科
月

3
岩

崎
　

克
則

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
理
解
析
学

続
論

非
線

形
数

学
（

パ
タ

ー
ン

形
成

と
そ

の
時

間
発

展
）

数
学

科
木

2
栄

　
伸

一
郎

1
1
0
0
.
0

1
.
0
0

数
学
講
読

令
和
元
年
度

第
2
学
期

数
学

科
集

中
本

多
　

尚
文

3
3
3
.
3

6
6
.
7

3
.
3
3

確
率
・
統
計

入
門

数
学

科
水

1
古

畑
　

仁
9

1
1
.
1

4
4
.
4

4
4
.
4

1
.
7
8

統
計
学

数
学

科
火

1
大

本
　

亨
5

2
0
.
0

2
0
.
0

6
0
.
0

1
.
0
0

ベ
ク
ト
ル
解

析
月

1
吉

永
　

正
彦

9
2
2
.
2

2
2
.
2

5
5
.
6

1
.
1
1

基
礎
数
学
Ｄ

数
学

科
水

2,
金

2
神

保
　

秀
一

7
1
4
.
3

2
8
.
6

5
7
.
1

0
.
7
1

基
礎
数
学
演

習
Ｄ

数
学

科
木

3,
木

4
栄

　
伸

一
郎

2
5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
0
0

数
学
総
合
講

義
Ⅰ

周
期
的
均
質

化
法
入

門
と

そ
の

応
用

2
数

学
科

集
中

正
宗

　
淳

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

数
学
総
合
講

義
Ⅰ

情
報
理
論
と

ポ
ー
ト

フ
ォ

リ
オ

理
論

数
学

科
集

中
正

宗
　

淳
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

数
学
総
合
講

義
Ⅰ

数
理
に
よ
る

計
算
機

の
革

新
数

学
科

集
中

本
多

　
尚

文
2

5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
0
0

数
学
総
合
講

義
Ⅱ

G
r
a
p
h

T
h
e
o
r
y
-

F
r
o
m
I
n
t
r
o
d
u
c
t
o
r
y
C
o
n
c
e
p
t
s
t
o

M
a
t
c
h
i
n
g
s

数
学

科
木

5
S
i
m
o
n
a
S
e
t
t
e
p
a
n
e
l
l
a

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

振
動
と
波
動

の
物
理

月
2

河
本

　
充

司
1

1
0
0
.
0

0
.
0
0

量
子
力
学
Ⅰ

物
理

学
科

金
2

山
本

　
昌

司
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

量
子
力
学
Ⅰ

地
球
惑
星

科
学
科

金
2

山
本

　
昌

司
1

1
0
0
.
0

2
.
0
0

物
理
学
外
国

語
文
献
講

読
Ⅰ

物
理

学
科

月
3,

月
4

根
本

　
幸

児
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

物
性
物
理
学

物
質
の
磁
性

物
理

学
科

火
2

網
塚

　
浩

1
1
0
0
.
0

4
.
0
0

量
子
力
学
演

習
Ⅰ

物
理

学
科

金
3,

金
4

大
原

　
潤

1
1
0
0
.
0

3
.
0
0

6
6
9



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2年
3月

26
日

現
在

令
和

元
年

度
２

学
期

理
学

部
（

学
部

）

秀
評

価
対

象
者

(平
成

17
年

度
以

降
入

学
者

)
［

す
べ

て
の

学
籍

区
分

］

※
１
．
無
欠

＝
評
価
せ

ず

10 20 30

授
業

科
目

名
講

義
題

目
名

ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担

当
教

員
名

履
修

者
数

秀
(%

)
優

(%
)

良
(%

)
可

(%
)

不
可

(%
)

無
欠

(%
)

GP
A

2
/
2

北
海

道
大

学

相
対
論

物
理

学
科

木
2

小
林

　
達

夫
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

統
計
力
学
Ⅰ

地
球
惑
星

科
学
科

木
2

北
　

孝
文

1
1
0
0
.
0

1
.
0
0

物
理
学
実
験

Ⅰ
物

理
学

科
火
3
,
火
4
,
水
3
,
水
4

武
貞

　
正

樹
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

物
理
学
実
験

Ⅳ
物

理
学

科
火
3
,
火
4
,
水
3
,
水
4

武
貞

　
正

樹
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

物
理
学
外
国

語
文
献
講

読
Ⅲ

物
理

学
科

木
3,

木
4

木
村

　
真

明
1

1
0
0
.
0

4
.
0
0

物
理
学
卒
業

研
究
Ⅱ

物
理

学
科

集
中

野
嵜

　
龍

介
2

1
0
0
.
0

1
.
0
0

力
学
演
習
Ⅱ

物
理

学
科

水
3,

水
4

岡
本

　
崇

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

場
の
理
論

物
理

学
科

水
2

小
林

　
達

夫
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

原
子
核
物
理

学
物

理
学

科
金

3,
金

4
木

村
　

真
明

1
1
0
0
.
0

2
.
0
0

物
理
化
学
Ⅲ

化
学

科
金

2
石

森
　

浩
一

郎
1

1
0
0
.
0

1
.
0
0

化
学
文
献
講

読
化

学
科

集
中

坂
口

　
和

靖
1

1
0
0
.
0

2
.
0
0

化
学
研
究
実

験
化

学
科

集
中

坂
口

　
和

靖
1

1
0
0
.
0

2
.
0
0

基
礎
磁
気
化

学
化

学
科

木
1

分
島

　
亮

1
1
0
0
.
0

1
.
0
0

熱
・
統
計
力

学
Ⅰ

化
学

科
火

2
武

田
　

定
1

1
0
0
.
0

3
.
0
0

地
球

惑
星

科
学

の
た

め
の
物
理
数
学
Ⅱ

地
球
惑
星

科
学
科

火
3

倉
本

　
圭

2
1
0
0
.
0

0
.
0
0

地
球

惑
星

科
学

の
た

め
の

物
理

数
学

Ⅱ
演

習
地
球
惑
星

科
学
科

火
4

倉
本

　
圭

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

マ
グ
マ
科
学

地
球
惑
星

科
学
科

火
2

栗
谷

　
豪

2
5
0
.
0

5
0
.
0

1
.
0
0

流
体
力
学

地
球
惑
星

科
学
科

月
5

石
渡

　
正

樹
2

5
0
.
0

5
0
.
0

2
.
0
0

流
体
力
学

物
理

学
科

月
5

石
渡

　
正

樹
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
3
.
3

3
.
0
0

地
球
惑
星
電

磁
気
学

地
球
惑
星

科
学
科

月
3

橋
本

　
武

志
2

1
0
0
.
0

0
.
0
0

デ
ー
タ
解
析

学
地
球
惑
星

科
学
科

金
3

青
山

　
裕

2
1
0
0
.
0

0
.
0
0

地
球
惑
星
科

学
文
献
講

読
地
球
惑
星

科
学
科

集
中

栗
谷

　
豪

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

地
球
惑
星
科

学
研
究

地
球
惑
星

科
学
科

集
中

栗
谷

　
豪

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

地
球
連
続
体

力
学

地
球
惑
星

科
学
科

水
4

蓬
田

　
清

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

岩
石
変
形
学

地
球
惑
星

科
学
科

水
2

竹
下

　
徹

1
1
0
0
.
0

0
.
0
0

現
代
地
球
惑

星
科
学
概

論
２

月
2

長
谷

部
　

文
雄

5
2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

1
.
5
0

出
典

：
教

務
情

報
シ

ス
テ

ム
6
7
0



成
績

評
価

分
布

状
況

表

令
和

2
年

3月
1
6
日

現
在

令
和
元
年
度
１
学
期

国
際
本
部
（
学
部
）

11
段

階
評

価
対

象
者

(平
成

27
年

度
以

降
入

学
者

)［
す

べ
て

の
学

籍
区

分
］

1
0

2
0

3
0

授
業

科
目

名
講
義

題
目

名
ク
ラ

ス
名

曜
日

・
時

限
担
当

教
員

名
履

修
者

数
A+
(%

)
A(
%)

A-
(%

)
B+
(%

)
B(
%)

B-
(%

)
C+
(%

)
C(
%)

D(
%)

D-
(%

)
F(
%)

GP
A

1/
1

北
海

道
大

学

国
際

交
流

Ⅰ
Gl
ob
a
li
za

ti
on

an
d

Su
s
ta
in

ab
il

it
y:

Lo
ca

l
Kn

ow
le

dg
e

an
d

Di
ve

rs
it

y
水
3

鳥
山

　
ま

ど
か

2
10
0.
0

4.
00

国
際

交
流

Ⅰ
In

tr
od

uc
t
io

n
to

R
o
bo

ti
cs

月
4

RA
VA

N
KA

R
A
NK

I
T

5
2
0.
0

4
0.
0

2
0.
0

2
0.
0

3.
54

国
際

交
流

Ⅰ
Sc
h
oo

l
Ed

uc
at

io
n

an
d

S
oc

ie
ty

i
n

Ja
pa
n

水
3

鳥
山

　
ま

ど
か

2
5
0.
0

5
0.
0

3.
65

国
際

交
流

Ⅱ
Ag

ri
cu

lt
u
re

i
n

Ho
k
ka

id
o

火
5

柏
木

　
純

一
1

10
0.
0

2.
00

国
際

交
流

Ⅱ
Ap

pr
o
ac

he
s

t
o

S
ec

o
nd

La
ng

u
ag

e
T
ea

c
hi

ng
:

R
e
ad

in
g

a
n
d

Wr
i
ti

ng
火
3

TA
NA

KA
J
A
Y

MA
TS

U
O

1
10
0.
0

3.
30

国
際

交
流

Ⅱ
Be

in
g

Yo
u
ng

i
n

Su
p
er

-A
ge

in
g

J
ap

an
火
2

ホ
メ

リ
ヒ

　
カ

ロ
ー

ラ
4

5
0.
0

2
5.
0

2
5.
0

3.
90

国
際

交
流

Ⅱ
Ca

re
er

P
l
an

ni
ng

金
4

FI
R
K
O
L
A

P
E
T
E
R

9
4
4.
4

5
5.
6

3.
48

国
際

交
流

Ⅱ
Co

n
t
e
m
p
o
r
a
r
y

P
h
i
l
o
s
o
p
h
y

(
L
ec

t
u
r
e
)
：

D
y
n
a
m
i
c

E
p
i
s
t
e
m
i
c

L
o
g
i
c

a
n
d

i
t
s

A
p
p
l
i
c
a
t
i
o
n
s

集
中

佐
野

　
勝

彦
2

5
0.
0

5
0.
0

3.
20

国
際

交
流

Ⅱ
Co

un
tr

ie
s

a
nd

C
ul

t
ur

es
月
5

ラ
フ
ェ
イ
　
ミ
シ
ェ
ル

4
2
5.
0

5
0.
0

2
5.
0

3.
68

国
際

交
流

Ⅱ
Cu

lt
ur

e
I

(
Th

eo
ry

)
火
4

Ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
　
Ｋ
ｌ

1
10
0.
0

0.
70

国
際

交
流

Ⅱ
Ge
n
de
r

an
d

Se
x
ua
l
it
y

i
n
C
on
t
em
p
or

ar
y

Ja
pa

n
火
1

ク
ッ

ク
　

エ
マ

2
5
0.
0

5
0.
0

3.
65

国
際

交
流

Ⅱ
Hi
s
to

ri
c
al

I
nt
e
rn

at
io
n
al

E
xp
e
ri

en
ce
s

木
5

ラ
フ
ェ
イ
　
ミ
シ
ェ
ル

4
2
5.
0

2
5.
0

5
0.
0

1.
93

国
際

交
流

Ⅱ
Ho

w
We

L
e
ar

n
La

ng
u
ag

es
木
2

R
I
C
H
A
R
D
S
O
N
P
E
T
E
R

6
5
0.
0

1
6.
7

3
3.
3

2.
63

国
際

交
流

Ⅱ
I
d
e
a
s
:

D
i
s
c
u
s
s
i
n
g

C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y

S
o
c
i
a
l

I
s
s
u
e
s

木
3

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

1
10
0.
0

4.
30

国
際

交
流

Ⅱ
I
d
e
a
s
:

D
i
s
c
u
s
s
i
n
g

C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y

S
o
c
i
a
l

I
s
s
u
e
s

火
4

ハ
ン
セ
ン
　
ポ
ー
ル
　
サ

1
10
0.
0

4.
30

国
際

交
流

Ⅱ
In

di
ge

no
u
s

Pe
op

le
s

a
nd

E
du

c
at

io
n

木
3

G
A
Y
M
A
N

J
E
F
F
R
Y

J
O
S
E
P
H

1
10
0.
0

4.
00

国
際

交
流

Ⅱ
In

tr
od

uc
t
io

n
to

J
a
pa

ne
se

P
o
li

ti
cs

火
5

佐
々

田
　

博
教

1
10
0.
0

3.
00

国
際

交
流

Ⅱ
In
t
ro
d
uc
t
io
n

to
Ja

pa
n
es
e

St
ud
i
es

II
(C
u
lt
u
re
)

水
4

Ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
　
Ｋ
ｌ

1
10
0.
0

4.
00

国
際

交
流

Ⅱ
In

tr
od

uc
t
io

n
to

S
o
ci

al
T
he

o
ry

水
3

ク
ッ

ク
　

エ
マ

3
3
3.
3

3
3.
3

3
3.
3

2.
23

国
際

交
流

Ⅱ
Ja

pa
ne

se
Hi

st
or

y
(
Th

eo
r
y

&
Pr

a
ct

ic
e)

I
木
3

B
U
L
L

J
O
N
A
T
H
A
N

E
D
W
A
R
D

1
10
0.
0

0.
70

国
際

交
流

Ⅱ
Ja

pa
ne

se
Ma

na
ge

me
n
t

木
4

FI
R
K
O
L
A

P
E
T
E
R

6
3
3.
3

3
3.
3

1
6.
7

1
6.
7

3.
57

国
際

交
流

Ⅱ
La

w,
R
ig

h
ts

,
an

d
L
eg

al
C
ul

t
ur

e
火
5

長
谷

川
　

晃
3

10
0.
0

4.
00

国
際

交
流

Ⅱ
Lo

gi
c

(S
e
mi

na
r)

:
I
nt

ro
d
uc

ti
on

to
L
og

ic
集
中

佐
野

　
勝

彦
2

5
0.
0

5
0.
0

2.
00

国
際

交
流

Ⅱ
Ph

i
l
o
s
o
p
h
y
(
L
e
c
t
u
r
e
)
:

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

t
o

E
n
ac

t
i
v
i
s
m
:

M
o
v
i
n
g

t
o

Kn
o
w
,

K
n
o
w
i
n
g

t
o

M
o
v
e

集
中

田
口

　
茂

3
3
3.
3

3
3.
3

3
3.
3

2.
57

国
際

交
流

Ⅱ
Pl

a
n
e
t

E
a
rt

h
a
n
d

E
n
vi

r
o
n
m
e
n
t
a
l

F
o
o
t
p
r
i
nt

水
5

ビ
ジ
ュ
　
バ
ス
デ
バ
ン
　

1
10
0.
0

3.
70

国
際

交
流

Ⅱ
Pr

ac
ti

ci
ng

Ba
si

c
Na

tu
ra

l
Ev

er
yd

ay
En
gl
is
h

火
2

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

1
10
0.
0

3.
30

国
際

交
流

Ⅱ
Pr

ac
ti

ci
ng

Ba
si

c
Na

tu
ra

l
Ev

er
yd

ay
En
gl
is
h

水
3

P
i
e
r
s
W
i
l
l
i
a
m
s
o
n

1
10
0.
0

3.
70

国
際

交
流

Ⅱ
R
e
g
i
o
n
a
l

R
e
v
i
t
a
l
i
z
a
t
i
o
n
/
T
o
u
r
i
s
m

W
o
r
k
s
h
o
p
(
U
r
a
h
o
r
o
)

集
中

Ｓ
ｕ
ｓ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
　
Ｋ
ｌ

3
6
6.
7

3
3.
3

4.
10

国
際

交
流

Ⅱ
Re

g
i
o
n
a
l

S
c
i
e
n
c
e
s

(
Le

c
t
u
r
e
)
:

G
e
n
e
r
a
l

T
h
eo

r
y

o
f

I
n
v
a
s
i
v
e

A
l
i
en

S
p
e
c
i
e
s

M
a
n
a
g
e
m
e
n
t

集
中

池
田

　
透

2
5
0.
0

5
0.
0

1.
70

国
際

交
流

Ⅱ
Th

e
Tr

ut
h

of
H
um

an
L
an

gu
ag

e
Sy

nt
ax

木
4

奥
　

聡
1

10
0.
0

3.
30

国
際

交
流

Ⅱ
Wo

rl
d

Cu
l
tu

re
s
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○北海道大学理学部規程

平成７年４月１日 

海大達第８号 

（趣旨） 

第１条 北海道大学理学部（以下「本学部」という。）の教育課程等に関し必要な事項は，

北海道大学通則（平成７年海大達第２号。以下「通則」という。）に定めるもののほか，

この規程の定めるところによる。 

（目的） 

第１条の２ 本学部は，自然科学全般にわたる基礎的な知識及び技術を教授することにより，

大学院における修学及び研究に必要な観察力及び創造力を有し，並びに社会に貢献するた

めに必要な自然科学に関する基礎的素養を有する人材を育成することを目的とする。 

（学科及び専修分野） 

第２条 本学部に，次の５学科を置く。 

数学科 

物理学科 

化学科 

生物科学科 

地球惑星科学科 

２ 前項に規定する学科のうち，生物科学科に履修上の区分として，次に掲げる専修分野を

設ける。 

生物学専修分野 

高分子機能学専修分野 

（学科分属） 

第３条 通則第３条第１項の規定により本学部の第２年次に進級した者を，学科に配属（以

下「学科分属」という。）する。 

２ 学科分属に関し必要な事項は，学部長が別に定める。 

（在学年限） 

第４条 本学部においては，第２年次進級以降に６年を超えて在学することはできない。 

（授業科目及び単位） 

第５条 授業科目及び単位（インテグレイテッドサイエンスプログラムを履修する学生に係

るものを除く。）は，別表第１の１及び第２の１のとおりとする。 

資料Ⅰ（理学部）-34 北海道大学理学部規程（平成31年4月1日最終改正）
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２ インテグレイテッドサイエンスプログラムを履修する学生の授業科目及び単位につい

ては，別表第１の２及び別表第２の２のとおりとする。 

（授業の方法） 

第５条の２ 授業は，講義，演習，実験若しくは実習又は講義及び演習の併用により行う。 

２ 前項の授業は，文部科学大臣が別に定めるところにより，多様なメディアを高度に利用

して，当該授業を行う教室等以外の場所で行うことがある。 

（単位数の計算の基準） 

第６条 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必

要とする内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育

効果，授業時間外に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとす

る。ただし，全学教育科目にあっては，北海道大学全学教育科目規程（平成７年海大達第

３号。以下「全学教育科目規程」という。）の定めるところによる。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。

(2) 演習については，15時間又は30時間の授業をもって１単位とする。

(3) 実験及び実習については，30時間又は45時間の授業をもって１単位とする。

(4) 講義及び演習の併用により行う場合については，第１号及び第２号に規定する基準

を考慮して学部長が定める時間の授業をもって１単位とする。 

（履修方法） 

第７条 学生は，履修しようとする授業科目について，学期の始めに学部長に届け出なけれ

ばならない。 

２ 履修方法の細目について必要な事項（全学教育科目の履修に関するものを除く。）は，

学部長が別に定める。 

（他学科履修等） 

第８条 学生は，他学科及び他学部の授業科目（全学教育科目を除く。），北海道大学専門

横断科目規程（平成31年海大達第50号）に定める専門横断科目並びに北海道大学国際交流

科目規程（平成９年海大達第50号）に定める国際交流科目（以下「国際交流科目」という。）

を履修することができる。 

２ 他学科の授業科目及び国際交流科目については学部長の，他学部の授業科目については

学部長及び当該学部長の許可を受けなければならない。 

３ 第１項，北海道大学の第１年次の学生に係る履修，修学等に関する規程（平成22年海大

達第317号。以下「第１年次規程」という。）第６条及び北海道大学インテグレイテッド
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サイエンスプログラム規程（平成29年海大達第204号。）第21条の規定により履修した授

業科目について修得した単位は，第15条に規定する単位に算入することができる。 

４ 前項の規定により算入することができる単位数は，学部長が別に定める。 

（他の大学又は短期大学における履修等） 

第９条 本学部において教育上有益と認めるときは，学生が他の大学若しくは短期大学の授

業科目を履修し，又は外国の大学若しくは短期大学に留学することを認めることがある。 

２ 前項の規定により履修した授業科目について修得した単位又は学修した成果について

は，第１年次規程第７条第２項の規定により修得したものとみなす単位数と合わせて30

単位を超えない範囲で本学部における授業科目の履修により修得した単位とみなすこと

ができる。ただし，前条第３項の規定により算入する単位があるときは，これと合わせて

30単位を超えることはできない。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第９条の２ 本学部において教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学，高等専門学

校の専攻科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，本学部における授業科

目の履修とみなし，単位を与えることがある。 

２ 前項の規定により与えることのできる単位数は，第８条第３項，前条第２項本文及び第

１年次規程第８条第２項の規定の規定により修得したものとみなす単位数と合わせて30

単位を超えないものとする。 

３ 第１項の規定により単位を与えることのできる学修の範囲，単位の認定方法等について

は，学部長が別に定める。 

（休学期間中の外国の大学における学修） 

第９条の３ 本学部において教育上有益と認めるときは，学生が休学期間中に外国の大学に

おいて学修した成果について，本学部における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことのできる単位数は，第８条第３項，第９条

第２項本文，前条第２項及び第１年次規程第９条第２項の規定により修得したものとみな

す単位数と合わせて30単位を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等） 

第10条 本学部の第２年次に進級した者の，本学の入学前に本学，他の大学若しくは短期大

学において履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準（昭和31年文部省令第

28号）第31条又は短期大学設置基準（昭和50年文部省令第21号）第17条に規定する科目等
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履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学若しくは

短期大学において学修した成果（第１年次規程第10条第１項の規定により第１年次におい

て修得した単位とみなされたものを除く。）については，進級後の本学部における授業科

目の履修により修得した単位とみなすことができる。 

２ 本学部の第２年次に進級した者の，本学の入学前に第９条の２第１項の規定により学修

した成果（第１年次規程第10条第２項の規定により第１年次において単位を与えられたも

のを除く。）については，進級後の本学部における授業科目の履修とみなし，単位を与え

ることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数は，本学に

おいて修得した単位以外のものについては，第８条第３項，第９条第２項本文，第９条の

２第２項及び前条第２項の規定により本学部において修得したものとみなす単位数並び

に第１年次規程第10条第３項の規定により修得したものとみなす単位数と合わせて30単

位を超えないものとする。 

４ 第１項の規定により履修したとみなすことのできる授業科目の範囲及び第２項の規定

により単位を与えることのできる学修の範囲並びにそれらの単位の認定方法等について

は，学部長が別に定める。 

（編入学等） 

第11条 本学部に通則第14条の規定により入学を志願する者又は通則第15条の規定により

転入学を志願する者があるときは，教授会の議を経て，総長が入学を許可することがある。 

２ 編入学等に関し必要な事項は，学部長が別に定める。 

（転部） 

第11条の２ 本学部に通則第16条の２の規定により転部を志願する者があるときは，学部長

が転部を許可することがある。 

２ 転部に関し必要な事項は，学部長が別に定める。 

（休学期間） 

第12条 本学部においては，第２年次進級以降に３年を超えて休学することはできない。た

だし，通算して４年（第１年次において休学した期間を含む。）を超えて休学することは

できない。 

（試験） 

第13条 試験は，科目試験及び論文試験とする。 

２ 科目試験は，当該授業科目の授業が終了した学期末に行う。ただし，これによりがたい
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場合は，臨時に行うことがある。 

３ 論文試験は，所定の科目試験に合格した者に対して行う。 

４ 前３項の規定にかかわらず，全学教育科目の試験については，全学教育科目規程の定め

るところによる。 

（成績） 

第14条 授業科目の成績の評価は，A＋，A，A－，B＋，B，B－，C＋，C，D，D－及びFのいずれ

かの評語を付すことにより行うものとし，A＋，A，A－，B＋，B，B－，C＋及びCを合格とす

る。 

２ 前項に定めるもののほか，授業科目の成績の評価については，北海道大学の学士課程に

おける授業科目の成績の評価に関する規程（平成27年海大達第49号）の定めるところによ

る。 

（卒業認定） 

第15条 本学に４年以上在学し，本学部において，所定の授業科目を履修し，全学教育科目

46単位以上及び専門科目80単位以上を修得し，かつ，学部長が別に定める卒業に必要な基

準を満たした者について，教授会の議を経て，総長が卒業を認定する。 

２ 前項の単位のうち，第５条の２第２項に規定する授業の方法により修得した単位数につ

いては，30単位を超えないものとする。 

（早期卒業の認定） 

第15条の２ 本学部の第２年次に進級後，本学部に２年６月以上在学した者で，前条第１項

に規定する卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認められ，かつ，学部長が別に定

める卒業に必要な基準を満たした者に対しては，教授会の議を経て，総長が卒業を認定す

ることがある。 

２ 早期卒業に関し必要な事項は，学部長が別に定める。 

（特別聴講学生） 

第16条 本学部において，特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学若し

くは短期大学又は外国の大学若しくは短期大学の学生があるときは，特別聴講学生として

学部長が受入れを許可することがある。 

２ 特別聴講学生は，学年又は学期ごとに許可する。 

３ 特別聴講学生に係る試験については，第13条の規定を準用する。 

（外国人留学生） 

第17条 通則第46条の規定により入学を許可された外国人留学生は，定員外とすることがで
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きる。 

附 則 

１ この規程は，平成７年４月１日から施行する。 

２ 平成７年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成７年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学理学部規程の

規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成10年３月９日海大達第14号） 

１ この規程は，平成10年４月１日から施行する。 

２ 平成10年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成10年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学理学部規程別

表の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成11年３月２日海大達第12号） 

１ この規程は，平成11年４月１日から施行する。 

２ 平成11年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成11年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学理学部規程別

表の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成12年４月１日海大達第29号） 

１ この規程は，平成12年４月１日から施行する。 

２ 平成12年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成12年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者に係る授業科目及び単位については，改正後の

北海道大学理学部規程別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成12年12月20日海大達第136号） 

この規程は，平成13年１月６日から施行する。 

附 則（平成13年４月１日海大達第37号） 

１ この規程は，平成13年４月１日から施行する。 

２ 平成13年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成13年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学理学部規程別

表の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成15年４月１日海大達第21号） 

この規程は，平成15年４月１日から施行する。 

附 則（平成16年３月22日海大達第24号） 
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１ この規程は，平成16年４月１日から施行する。 

２ 平成16年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び平成16年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定（全学教育科

目の数理系，物理系，化学系及び生物系に係る部分を除く。）にかかわらず，なお従前の

例による。 

附 則（平成17年３月28日海大達第28号） 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 平成17年３月31日に本学に在学する者（以下「在学者」という。）及び同年４月１日以

降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第14条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則（平成18年４月１日海大達第74号） 

１ この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

２ 平成18年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第２条第２項，

第３条及び第４条，第12条及び別表の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成19年４月１日海大達第118号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定に

かかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成20年４月１日海大達第66号） 

この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年４月１日海大達第99号） 

１ この規程は，平成21年４月１日から施行する。 

２ 平成21年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定に

かかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成23年４月１日海大達第105号） 

１ この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

２ 平成23年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第２条から第
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４条まで，第８条から第10条まで，第12条，第15条，第15条の２，第17条及び別表の規定

にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成24年４月１日海大達第51号） 

１ この規程は，平成24年４月１日から施行する。 

２ 平成24年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表第１及び

別表第２の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず，別表第２の改正規定による改正後の規定は，平成23年４月１

日以降に本学の第１年次に入学した者（以下この項において「平成23年度以降入学者」と

いう。）及び平成23年度以降入学者の属する年次に入学した者について適用する。 

附 則（平成26年４月１日海大達第117号） 

１ この規程は，平成26年４月１日から施行する。 

２ 平成26年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表第２の規

定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず，改正後の別表第２の規定は，平成23年４月１日以降に本学の

第１年次に入学した者であって，かつ，平成26年４月１日以降に第２年次に進級する者（以

下この項において「平成26年度以降進級者」という。）及び平成26年度以降進級者の属す

る年次に入学する者について適用する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第105号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第14条の規定，

第15条第１項及び第15条の２第１項の規定（学部長が別に定める卒業に必要な基準を満た

した者に係る部分に限る。）並びに別表第１の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第73号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表第１及び

別表第２（数学科の表を除く。）の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず，改正後の別表第２のうち生物科学科（生物学）の表及び地球
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惑星科学科の表の規定は，平成28年４月１日以降に第２年次に進級する者（以下この項に

おいて「平成28年度以降進級者」という。）及び平成28年度以降進級者の属する年次に入

学する者について適用する。 

附 則（平成29年４月１日海大達第102号） 

１ この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

２ 平成29年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表第１及び

別表第２の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず，改正後の別表第２の規定（物理学科に係る部分に限る。）は，

平成29年４月１日以降に第２年次に進級する者（以下この項において「平成29年度以降進

級者」という。）及び平成29年度以降進級者の属する年次に入学する者について適用する。 

附 則（平成29年10月１日海大達第208号） 

この規程は，平成29年10月１日から施行する。 

附 則（平成30年４月１日海大達第63号） 

１ この規程は，平成30年４月１日から施行する。 

２ 平成30年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表第２の１

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

３ 前項の規定にかかわらず，改正後の別表第２の１の規定は，平成30年４月１日以降に第

２年次に進級する者（以下この項において「平成30年度以降進級者」という。）及び平成

30年度以降進級者の属する年次に入学する者について適用する。 

附 則（平成31年４月１日海大達第90号） 

１ この規程は，平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成31年３月31日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び

同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表第２の１

の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

別表第１の１（第５条関係） 

全学教育科目 

区分 授業科目 単位 備考 

教

養

一般教育演習（フ

レッシュマンセ

 [2] 一般教育演習（フレッシ

ュマンセミナー）及び総合

46単位

以上を修
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科

目 

ミナー） 科目から4単位以上を修得

すること。 

得するこ

と。   論文指導   

総合科目 環境と人間 [1]又

は[2] 

健康と社会 [1]又

は[2] 

人間と文化 [1]又

は[2] 

特別講義 [1]又

は[2] 

主題別科目 思索と言語 [1]又

は[2] 

主題別科目5科目から3科

目以上，6単位以上を修得す

ること。 歴史の視座 [1]又

は[2] 

芸術と文学 [1]又

は[2] 

社会の認識 [1]又

は[2] 

科学・技術の世界 [1]又

は[2] 

論文指導   

外国語科目 英語Ⅰ 1 1 英語Ⅰ，英語Ⅱ，英語Ⅲ

及び英語Ⅳの4単位を修

得すること。 

2 外国語科目のうちから

英語以外の1か国語を選

択し，4単位を修得するこ

と。 

英語Ⅱ 1 

英語Ⅲ 1 

英語Ⅳ 1 

ドイツ語Ⅰ 2 

ドイツ語Ⅱ 2 

フランス語Ⅰ 2 

フランス語Ⅱ 2 

ロシア語Ⅰ 2 
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ロシア語Ⅱ 2 

スペイン語Ⅰ 2 

スペイン語Ⅱ 2 

中国語Ⅰ 2 

中国語Ⅱ 2 

韓国語Ⅰ 2 

韓国語Ⅱ 2 

外国語演習 英語演習 [2] 2単位以上を修得するこ

と。ドイツ語演習 [2]

フランス語演習 [2] 

ロシア語演習 [2] 

スペイン語演習 [2] 

中国語演習 [2] 

韓国語演習 [2] 

外国語特別演習 [2] 

共通科目 体育学A [1] 1 共通科目から情報学Ⅰ

を含み4単位以上を修得

すること。 

2 インターンシップA及び

インターンシップBの単

位は，卒業に必要な単位

数に算入することができ

ない。 

体育学B 2 

情報学Ⅰ 2 

情報学Ⅱ 2 

統計学 2 

インターンシップA [2] 

インターンシップB [1] 

基

礎

科

目 

（文系） 人文・社会科学の基礎 [2] 1 線形代数学Ⅰ，線形代数

学Ⅱ，微分積分学Ⅰ，微

分積分学Ⅱ，物理学Ⅰ，

物理学Ⅱ，化学Ⅰ，化学

Ⅱ，生物学Ⅰ，生物学Ⅱ，

地球惑星科学Ⅰ及び地球

惑星科学Ⅱのうちから合

（数学） 入門線形代数学 2 

入門微分積分学 2 

線形代数学Ⅰ 2 

線形代数学Ⅱ 2 

微分積分学Ⅰ 2 

微分積分学Ⅱ 2 

684



数学概論 [2] わせて16単位以上を修得

すること。 

2 入門線形代数学及び入

門微分積分学は，進級及

び卒業に必要な単位数に

算入することができな

い。 

3 自然科学実験2単位を必

修とする。 

（理科） 物理学Ⅰ 2 

物理学Ⅱ 2 

化学Ⅰ 2 

化学Ⅱ 2 

生物学Ⅰ 2 

生物学Ⅱ 2 

地球惑星科学Ⅰ 2 

地球惑星科学Ⅱ 2 

（実験系） 心理学実験 2 

自然科学実験 [1] 

日本語科目及び日本

事情に関する科目 

日本語Ⅰ 2 1 外国人留学生を対象と

して開講する授業科目で

ある。 

2 日本語Ⅰ，日本語Ⅱ，日

本語Ⅲ及び日本語Ⅳは，

外国語科目又は外国語演

習として履修することが

できる。 

3 日本事情は，教養科目

（外国語科目及び外国語

演習を除く。）として履

修することができる。 

日本語Ⅱ 2 

日本語Ⅲ 2 

日本語Ⅳ 2 

日本事情 2 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

別表第１の２（第５条関係） 

全学教育科目（インテグレイテッドサイエンスプログラム） 

区分 授業科目 単位 備考 

教養科

目 

一般教育演習 

（フレッシュ

 ［2］ 一般教育演習

（フレッシュマ

46単位以上

を修得するこ論文指導  
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マンセミナー） ンセミナー）及

び総合科目から

6単位以上を修

得すること。 

と。 

総合科目 環境と人間 ［1］又は［2］ 

健康と社会 ［1］又は［2］ 

人間と文化 ［1］又は［2］ 

特別講義 ［1］又は［2］ 

主題別科目 思索と言語 ［1］又は［2］ 主題別科目5

科目から科学・

技術の世界4単

位を含み3科目

以上，8単位以上

を修得するこ

と。 

歴史の視座 ［1］又は［2］ 

芸術と文学 ［1］又は［2］ 

社会の認識 ［1］又は［2］ 

科学・技術の世

界 

［1］又は［2］ 

論文指導 

外国語演習 英語演習 ［2］ 2単位以上を

修得すること。 

共通科目 情報学Ⅰ 2 2単位を修得

すること。 

基礎科

目 

（数学） 線形代数学I 2 1 線形代数学

Ⅰ，線形代数

学Ⅱ，微分積

分学Ⅰ，微分

積分学Ⅱ，物

理学Ⅰ，物理

学Ⅱ，化学Ⅰ，

化学Ⅱ，生物

学Ⅰ及び生物

学Ⅱのうちか

ら合せて16単

位以上を修得

すること。 

2 自然科学実

線形代数学Ⅱ 2 

微分積分学I 2 

微分積分学Ⅱ 2 

（理科） 物理学I 2 

物理学Ⅱ 2 

化学Ⅰ 2 

化学Ⅱ 2 

生物学I 2 

生物学Ⅱ 2 

（実験系） 自然科学実験 ［1］ 
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験2単位を必

修とする。 

日本語科目及び日本事

情に関する科目 

初級日本語Ⅰ 2 8単位を修得

すること。 初級日本語Ⅱ 2 

初級日本語Ⅲ 2 

初級日本語Ⅳ 2 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

別表第２の１（第５条関係） 

専門科目 

数学科 

区分 分野 授業科目 単位 備考 

必修科目 数学卒業研究 16 80単位以上を修得すること。 

選択必修科目A 数学 微分積分学続論 2 2以上の分野に係

る授業科目のうちか

ら6単位以上を修得

すること。 

代数学・幾何学序論 2 

ベクトル解析 2 

物理学 現代物理学 2 

振動と波動の物理 2 

現代天文学 2 

化学 基礎有機化学 2 

基礎物理化学 2 

生物学 細胞生物学概論 2 

生物多様性概論 2 

高分子

機能学 

生物系のための有機

化学 

2 

生物系のための物理

学 

2 

地球惑

星科学 

現代地球惑星科学概

論1 

2 
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現代地球惑星科学概

論2 

2 

選択必修科目B   基礎数学A 4 32単位以上を修得す

ること。 基礎数学演習A 2 

基礎数学B 4 

基礎数学演習B 2 

基礎数学C 4 

基礎数学演習C 2 

基礎数学D 4 

基礎数学演習D 2 

コンピュータ 2 

代数学基礎 4 

代数学基礎演習 2 

幾何学基礎 4 

幾何学基礎講究 2 

解析学基礎A 2 

解析学基礎演習A 2 

解析学基礎B 2 

解析学基礎演習B 2 

数理科学基礎 2 

確率・統計入門 2 

統計学 2 

選択科目   代数学A 2   

代数学演習 2 

代数学B 2 

代数学C 2 

幾何学A 2 

幾何学B 2 

幾何学演習 2 

幾何学C 2 
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解析学A 2 

解析学B 2 

解析学C 2 

解析学D 2 

解析学E 2 

解析学F 2 

解析学G 2 

数理科学A 2 

数理科学演習 2 

数理科学B 2 

数理科学講究 2 

代数学続論 [2] 

幾何学続論 [2] 

数理解析学続論 [2] 

数学特別講義 [2] 

数学総合講義Ⅰ [1] 

数学総合講義Ⅱ [2] 

数学講読 [2] 

理学共通講義Ⅰ ［1］ 

理学共通講義Ⅱ ［2］ 

理学共通演習Ⅰ ［1］ 

理学共通演習Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅰ [1] 

理学特別講義Ⅱ [2] 

理学特別講義Ⅲ [3] 

理学特別講義Ⅳ [4] 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

物理学科 

区分 分野 授業科目 単位 備考 
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必修科目   物理数学Ⅰ 2 80単位以上を修得すること。 

力学Ⅰ 2 

力学Ⅱ 2 

熱物理学 2 

電磁気学Ⅰ 2 

量子力学Ⅰ 2 

統計力学Ⅰ 2 

物理学実験Ⅰ 2 

物理学実験Ⅱ 2 

物理学実験Ⅲ 2 

物理学実験Ⅳ 2 

物理学外国語文献講

読Ⅰ 

2 

物理学外国語文献講

読Ⅱ 

2 

物理学卒業研究Ⅰ 5 

物理学卒業研究Ⅱ 5     

選択必修科目 数学 微分積分学続論 2 2以上の分野に係

る授業科目のうちか

ら6単位以上を修得

すること。 

  

代数学・幾何学序論 2 

ベクトル解析 2 

物理学 現代物理学 2 

振動と波動の物理 2 

現代天文学 2 

化学 基礎有機化学 2 

基礎物理化学 2 

生物学 細胞生物学概論 2 

生物多様性概論 2 

高分子

機能学 

生物系のための有機

化学 

2 

生物系のための物理 2 
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学 

地球惑

星科学 

現代地球惑星科学概

論1 

2 

現代地球惑星科学概

論2 

2 

選択科目   物理数学Ⅱ 2   

電磁気学Ⅱ 2 

量子力学Ⅱ 2 

統計力学Ⅱ 2 

物理数学演習Ⅰ 2 

物理数学演習Ⅱ 2 

電磁気学演習Ⅰ 2 

力学演習Ⅰ 2 

熱物理学演習 2 

量子力学演習Ⅰ 2 

統計力学演習Ⅰ 2 

物理学総合演習 2 

相対論 2 

場の理論 2 

原子核物理学 2 

素粒子物理学 2 

宇宙物理学 2 

流体力学 2 

物性物理学 [2] 

量子力学特論 [2] 

凝縮系物理学特論 [2] 

現代物理学特論 [2] 

物理学実験A [2] 

物理学実験B [1] 

物理学特別講義A [2] 
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物理学特別講義B [1] 

理学共通講義Ⅰ ［1］ 

理学共通講義Ⅱ ［2］ 

理学共通演習Ⅰ ［1］ 

理学共通演習Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅰ [1] 

理学特別講義Ⅱ [2] 

理学特別講義Ⅲ [3] 

理学特別講義Ⅳ [4] 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

化学科 

区分 分野 授業科目 単位 備考 

必修科目   物理化学Ⅰ 2 80単位以上を修得すること。 

物理化学Ⅱ 2 

物理化学Ⅲ 2 

有機化学Ⅰ 2 

有機化学Ⅱ 2 

有機化学Ⅲ 2 

無機化学Ⅰ 2 

無機化学Ⅱ 2 

分析化学Ⅰ 2 

生物化学Ⅰ 2 

化学実験Ⅰ 2 

化学実験Ⅱ 1 

化学実験Ⅲ 1 

化学実験Ⅳ 3 

化学実験Ⅴ 2 

化学実験Ⅵ 3 

計算機実習 1 

692



化学講読 1 

化学文献講読 2 

化学研究実験 12     

選択必修科目 数学 微分積分学続論 2 2以上の分野に係

る授業科目のうちか

ら6単位以上を修得

すること。 

  

代数学・幾何学序論 2 

ベクトル解析 2 

物理学 現代物理学 2 

振動と波動の物理 2 

現代天文学 2 

化学 基礎有機化学 2 

基礎物理化学 2 

生物学 細胞生物学概論 2 

生物多様性概論 2 

高分子

機能学 

生物系のための有機

化学 

2 

生物系のための物理

学 

2 

地球惑

星科学 

現代地球惑星科学概

論1 

2 

現代地球惑星科学概

論2 

2 

選択科目   無機化学Ⅲ 2   

基礎磁気化学 2 

錯体化学 2 

分析化学Ⅱ 2 

有機合成化学 2 

有機金属化学 2 

有機反応化学 2 

有機機器分析 2 

化学のための数学 2 
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物理学通論 2 

量子化学Ⅰ 2 

量子化学Ⅱ 2 

電気化学 2 

固体化学 2 

物質電子論 2 

分子分光学 2 

熱・統計力学Ⅰ 2 

熱・統計力学Ⅱ 2 

生物化学Ⅱ 2 

情報生化学 2 

機能生化学 2 

遺伝生化学 2 

分子生理学 2 

触媒化学 2 

ナノ物性化学 2 

化学特別講義Ⅰ [2] 

化学特別講義Ⅱ [1] 

理学共通講義Ⅰ ［1］ 

理学共通講義Ⅱ ［2］ 

理学共通演習Ⅰ ［1］ 

理学共通演習Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅰ [1] 

理学特別講義Ⅱ [2] 

理学特別講義Ⅲ [3] 

理学特別講義Ⅳ [4] 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

生物科学科（生物学） 

区分 分野 授業科目 単位 備考 
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選択必修科目A   生物科学研究実習 6 6単位又は2単位を修

得すること。 

80単位以上を修

得すること。 生物科学文献講読 2 

選択必修科目B 数学 微分積分学続論 2 2以上の分野に係

る授業科目のうちか

ら6単位以上を修得

すること。 

  

代数学・幾何学序論 2 

ベクトル解析 2 

物理学 現代物理学 2 

振動と波動の物理 2 

現代天文学 2 

化学 基礎有機化学 2 

基礎物理化学 2 

生物学 細胞生物学概論 2 

生物多様性概論 2 

高分子

機能学 

生物系のための有機

化学 

2 

生物系のための物理

学 

2 

地球惑

星科学 

現代地球惑星科学概

論1 

2 

現代地球惑星科学概

論2 

2 

選択必修科目C   多様性生物学Ⅰ 2 18単位以上を修得す

ること。 多様性生物学Ⅱ 2 

多様性生物学Ⅲ 2 

細胞生物学Ⅰ 2 

細胞生物学Ⅱ 2 

細胞生物学Ⅲ 2 

機能生物学Ⅰ 2 

機能生物学Ⅱ 2 

機能生物学Ⅲ 2 

科学論文演習 2 
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選択必修科目D 基礎生物学実習 3 6単位以上を修得す

ること。 基礎生化学実習 3 

基礎形態学実習 3 

選択必修科目E 植物系統分類学実習 2 4単位以上を修得す

ること。 動物系統分類学実習 2 

生態学実習 2 

遺伝学実習 2 

研究林実習 2 

選択必修科目F 形態機能学実習 2 4単位以上を修得す

ること。 環境生物学実習 2 

行動神経生物学実習 2 

発生学実習 2 

選択科目 系統分類学Ⅰ 2 

系統分類学Ⅱ 2 

形態機能学Ⅰ 2 

形態機能学Ⅱ 2 

行動神経生物学Ⅰ 2 

行動神経生物学Ⅱ 2 

生殖発生生物学Ⅰ 2 

生殖発生生物学Ⅱ 2 

環境生物学Ⅰ 2 

環境生物学Ⅱ 2 

分子遺伝学 2 

系統進化学 2 

脳と行動の進化 2 

環境分子生物学 2 

生物統計学 1 

生物科学技術基礎論 1 

臨海実習Ⅰ 1 

臨海実習Ⅱ 1 
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海洋生態学実習 1 

海藻学実習 1 

生物学特別実習Ⅰ [1] 

生物学特別実習Ⅱ [2] 

生物学特別講義Ⅰ [1] 

生物学特別講義Ⅱ [1] 

生物学特別講義Ⅲ [1] 

生物学特別講義Ⅳ [1] 

生物学特別講義Ⅴ [1] 

生物学特別講義Ⅵ [2] 

理学共通講義Ⅰ ［1］ 

理学共通講義Ⅱ ［2］ 

理学共通演習Ⅰ ［1］ 

理学共通演習Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅰ [1] 

理学特別講義Ⅱ [2] 

理学特別講義Ⅲ [3] 

理学特別講義Ⅳ [4] 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

生物科学科（高分子機能学） 

区分 分野 授業科目 単位 備考 

必修科目 高分子機能学基礎実

験 

2 80単位以上を修得すること。 

生体高分子学実験Ⅰ 4 

生体高分子学実験Ⅱ 4 

生体高分子学実験Ⅲ 4 

高分子機能学文献講

読 

4 

高分子機能学卒業研 12 
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究 

選択必修科目 数学 微分積分学続論 2 2以上の分野に係

る授業科目のうちか

ら6単位以上を修得

すること。 

代数学・幾何学序論 2 

ベクトル解析 2 

物理学 現代物理学 2 

振動と波動の物理 2 

現代天文学 2 

化学 基礎有機化学 2 

基礎物理化学 2 

生物学 細胞生物学概論 2 

生物多様性概論 2 

高分子

機能学 

生物系のための有機

化学 

2 

生物系のための物理

学 

2 

地球惑

星科学 

現代地球惑星科学概

論1 

2 

現代地球惑星科学概

論2 

2 

選択科目 分子生物学概論 2 

生物系の熱力学 2 

生物系の溶液論 2 

生物系の反応速度論 2 

生物系の電解質論 2 

生物系の量子力学 2 

生物系の分光学 2 

生物系の物質輸送論 2 

生物系の統計力学 2 

生体高分子物性論 2 

生命有機化学 2 
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基礎高分子合成化学 2 

応用生物有機化学 2 

分子遺伝科学Ⅰ 2 

分子遺伝科学Ⅱ 2 

実験生物科学 2 

細胞構造科学Ⅰ 2 

細胞構造科学Ⅱ 2 

細胞構造科学Ⅲ 2 

細胞情報科学Ⅰ 2 

細胞情報科学Ⅱ 2 

生物系の分析化学 2 

生物系のX線結晶学 2 

生命情報科学演習 2 

有機化学演習 2 

レオロジー 2 

科学英語講読 2 

基礎化学英語 2 

高分子機能学特別講

義 

[1] 

理学共通講義Ⅰ ［1］ 

理学共通講義Ⅱ ［2］ 

理学共通演習Ⅰ ［1］ 

理学共通演習Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅰ [1] 

理学特別講義Ⅱ [2] 

理学特別講義Ⅲ [3] 

理学特別講義Ⅳ [4] 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

地球惑星科学科 
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区分 分野 授業科目 単位 備考 

必修科目   地球惑星科学セミナ

ー 

1   80単位以上を修

得すること。 

地球惑星科学文献講

読 

4 

地球惑星科学研究 12 

選択必修科目A 数学 微分積分学続論 2 2以上の分野に係

る授業科目のうちか

ら6単位以上を修得

すること。 

代数学・幾何学序論 2 

ベクトル解析 2 

物理学 現代物理学 2 

振動と波動の物理 2 

現代天文学 2 

化学 基礎有機化学 2 

基礎物理化学 2 

生物学 細胞生物学概論 2 

生物多様性概論 2 

高分子

機能学 

生物系のための有機

化学 

2 

生物系のための物理

学 

2 

地球惑

星科学 

現代地球惑星科学概

論1 

2 

現代地球惑星科学概

論2 

2 

選択必修科目B   地球惑星科学のため

の物理数学Ⅰ 

2 8単位以上を修得す

ること。 

地球惑星科学のため

の物理数学Ⅰ演習 

1 

地球惑星科学のため

の古典力学 

2 
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地球惑星科学のため

の古典力学演習 

1 

地球惑星基礎化学 2 

堆積学 2 

鉱物学 2 

地球惑星物質科学実

習 

3 

情報実習 2 

選択必修科目C 地球惑星科学のため

の物理数学Ⅱ 

2 10単位以上を修得す

ること。 

地球惑星科学のため

の物理数学Ⅱ演習 

1 

地球惑星科学のため

の電磁気学 

2 

地球連続体力学 2 

データ解析学 2 

惑星学 2 

マグマ科学 2 

岩石変形学 2 

地球史 2 

量子力学Ⅰ 2 

統計力学Ⅰ 2 

地球惑星科学実験Ⅰ 2 

選択必修科目D 惑星大気構造学 2 10単位以上を修得す

ること。 海洋地質学 2 

地球化学 2 

火山学 2 

地震学 2 

変動帯岩石科学 2 

地球内部物理学 2 
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気象学 2 

地球惑星科学実験Ⅱ 2 

地球計測実習 2 

地質学実習 4 

選択科目   地球惑星電磁気学 2   

陸水循環物理学 2 

鉱物物理化学 2 

地球環境学 2 

古生物学 2 

有機地球化学 2 

海洋気候物理学 2 

流体力学 2 

地球資源科学 2 

宇宙測地学 2 

宇宙物理学 2 

地球惑星科学実験Ⅲ 2 

地球惑星科学実験Ⅳ 2 

野外巡検 2 

地球惑星流体力学Ⅰ 1 

地球惑星流体力学Ⅱ 1 

相対論 2 

地球惑星科学特別講

義 

[1] 

理学共通講義Ⅰ ［1］ 

理学共通講義Ⅱ ［2］ 

理学共通演習Ⅰ ［1］ 

理学共通演習Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅰ [1] 

理学特別講義Ⅱ [2] 

理学特別講義Ⅲ [3] 
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理学特別講義Ⅳ [4] 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

別表第２の２（第５条関係） 

専門科目（インテグレイテッドサイエンスプログラム） 

インテグレイテッドサイエンスプログラム共通科目群 

区分 分野 授業科目 単位 備考 

物理学

科 

化学科 生物科

学科（生

物学専

修分野） 

物理学科 化学科 生物科学科 

（生物学専修

分野） 

必修科

目 

選択科

目 

選択科

目 

数学 常微分方

程式入門 

1 必修科目か

ら22単位以上

及び選択必修

科目から10単

位以上を修得

すること。 

必修科

目から20

単位以上

及び選択

科目から

28単位以

上を修得

するこ

と。 

生物学分野

の選択必修科

目から18単位

以上を修得す

ること。 

2 生物学分

野以外の分

野（数学，

物理学及び

化学）から2

以上の分野

に係る授業

科目のうち

から6単位

以上修得す

ること。 

常微分方

程式入門

演習 

1 

ベクトル

解析入門 

1 

ベクトル

解析入門

演習 

1 

物理学 複素関数

論入門 

1 

複素関数

論入門演

習 

1 

フーリエ

解析学入

門 

1 

フーリエ

解析学入

1 
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門演習 

電磁気学

Ⅰ 

2 

電磁気学

Ⅱ 

2 

量子力学

Ⅰ 

2 

統計力学

Ⅰ 

2 

選択必

修科目 

現代物理

学 

2 

必修科

目 

電磁気学

演習Ⅰ 

1 

電磁気学

演習Ⅱ 

1 

量子力学

演習Ⅰ 

1 

統計力学

演習Ⅰ 

1 

プログラ

ミング入

門 

1 

データ処

理入門 

1 

選択必

修科目 

必修科

目 

化学 物理化学

A 

2 

物理化学

B 

2 

物理化学

C 

2 
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有機化学

A 

2 

有機化学

B 

2 

有機化学

C 

2 

無機化学

A 

2 

無機化学

B 

2 

分析化学 2 

生物化学 2 

選択科

目 

選択必

修科目 

生物学 多様性生

物学Ⅰ 

2 

多様性生

物学Ⅱ 

2 

多様性生

物学Ⅲ 

2 

細胞生物

学Ⅰ 

2 

細胞生物

学Ⅱ 

2 

細胞生物

学Ⅲ 

2 

機能生物

学Ⅰ 

2 

機能生物

学Ⅱ 

2 

機能生物

学Ⅲ 

2 
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科学論文

演習 

2 

選択科

目 

 科学者倫

理 

1 

特別実習

Ⅰ 

［1］ 

特別実習

Ⅱ 

［2］ 

ISP特別

講義Ⅰ 

［1］ 

ISP特別

講義Ⅱ 

［2］ 

ISP特別

講義Ⅲ 

［3］ 

ISP特別

講義Ⅳ 

［4］ 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

物理学科 

区分 授業科目 単位 備考 

必修科目 力学Ⅰ 2 36単位以上を修得する

こと。 

インテグレイテッ

ドサイエンスプロ

グラム共通科目群

に掲げる授業科目

から修得した単位

と合わせて，80単

位以上を修得する

こと。 

力学Ⅱ 2 

量子力学Ⅱ 2 

統計力学Ⅱ 2 

物理学実験Ⅰ 2 

物理学実験Ⅱ 2 

物理学実験Ⅲ 2 

物理学実験Ⅳ 2 

物理学外国語文献講読Ⅰ 2 

物理学外国語文献講読Ⅱ 2 
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物理学外国語文献講読Ⅲ 2 

物理学卒業研究Ⅰ 5 

物理学卒業研究Ⅱ 5 

力学演習Ⅰ 1 

力学演習Ⅱ 1 

量子力学演習Ⅱ 1 

統計力学演習Ⅱ 1 

選択科目 相対論 2 4単位以上を修得する

こと。 場の理論 2 

原子核物理学 2 

素粒子物理学 2 

宇宙物理学 2 

物性物理学 ［2］ 

量子力学特論 ［2］ 

凝縮系物理学特論 ［2］ 

現代物理学特論 ［2］ 

物理学特別講義 ［2］ 

理学特別講義Ⅰ ［1］ 

理学特別講義Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅲ ［3］ 

理学特別講義Ⅳ ［4］ 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

化学科 

区分 授業科目 単位 備考 

必修科目 化学特別研究A1 3 20単位以上を修得する

こと。 

インテグレイテッ

ドサイエンスプロ

グラム共通科目群

に掲げる授業科目

から修得した単位

化学特別研究A2 3 

化学特別研究B1 6 

化学特別研究B2 6 

化学文献講読1 1 
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化学文献講読2 1 と合わせて，80単

位以上を修得する

こと。 

選択科目 化学実験A 2 12単位以上を修得する

こと。 化学実験B 2 

化学実験C 2 

化学実験D 2 

化学実験E 2 

化学実験F 2 

計算機実習 1 

化学特別講義Ⅰ ［2］ 

化学特別講義Ⅱ ［1］ 

理学特別講義Ⅰ ［1］ 

理学特別講義Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅲ ［3］ 

理学特別講義Ⅳ ［4］ 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

生物科学科（生物学） 

区分 授業科目 単位 備考 

選択必修科

目B 

生物科学研究実習 6 6単位又は2単位を修得

すること。 

インテグレイテッ

ドサイエンスプロ

グラム共通科目群

に掲げる授業科目

から修得した単位

と合わせて，80単

位以上を修得する

こと。 

生物科学文献講読 2 

選択必修科

目D 

基礎生物学実習 3 6単位以上を修得する

こと。 基礎生化学実習 3 

基礎形態学実習 3 

選択必修科

目E 

植物系統分類学実習 2 4単位以上を修得する

こと。 動物系統分類学実習 2 

生態学実習 2 

遺伝学実習 2 

研究林実習 2 

選択必修科

目F 

形態機能学実習 2 4単位以上を修得する

こと。 環境生物学実習 2 
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行動神経生物学実習 2 

発生学実習 2 

選択科目 系統分類学Ⅰ 2  

系統分類学Ⅱ 2 

形態機能学Ⅰ 2 

形態機能学Ⅱ 2 

行動神経生物学Ⅰ 2 

行動神経生物学Ⅱ 2 

生殖発生生物学Ⅰ 2 

生殖発生生物学Ⅱ 2 

環境生物学Ⅰ 2 

環境生物学Ⅱ 2 

分子遺伝学 2 

系統進化学 2 

脳と行動の進化 2 

環境分子生物学 2 

生物統計学 1 

生物科学技術基礎論 1 

臨海実習Ⅰ 1 

臨海実習Ⅱ 1 

海洋生態学実習 1 

海藻学実習 1 

生物学特別実習Ⅰ ［1］ 

生物学特別実習Ⅱ ［2］ 

生物学特別講義Ⅰ ［1］ 

生物学特別講義Ⅱ ［1］ 

生物学特別講義Ⅲ ［1］ 

生物学特別講義Ⅳ ［1］ 

生物学特別講義Ⅴ ［1］ 

生物学特別講義Ⅵ ［2］ 
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理学特別講義Ⅰ ［1］ 

理学特別講義Ⅱ ［2］ 

理学特別講義Ⅲ ［3］ 

理学特別講義Ⅳ ［4］ 

注 単位欄中の数字に［ ］のつけてある授業科目は，複数の講義題目により行われ，そ

れぞれ一の授業科目として履修することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：理学研究院・理学部規程集 
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○北海道大学通則

平成７年４月１日

海大達第２号

第１章 総則

（目的）

第１条 北海道大学（以下「本学」という。）は，教育基本法（平成 年法律第 号）の精神に則り，

学術文化の中心として広く知識を授けるとともに，深く専門の学術を教授研究し，平和的民主的な国

家社会の形成に寄与することを目的とし，かつ，最高の教育機関として国家社会の向上を図り，もっ

て人類の永遠の平和と福利に貢献することをその使命とする。

（学部及び学科又は課程）

第２条 本学に，次の学部及び学科又は課程を置く。

文学部 人文科学科

教育学部 教育学科

法学部 法学課程

経済学部 経済学科，経営学科

理学部 数学科，物理学科，化学科，生物科学科，地球惑星科学科

医学部 医学科，保健学科

歯学部 歯学科

薬学部 薬科学科，薬学科

工学部 応用理工系学科，情報エレクトロニクス学科，機械知能工学科，環境社会工学科

農学部 生物資源科学科，応用生命科学科，生物機能化学科，森林科学科，畜産科学科，生物環境

工学科，農業経済学科

獣医学部 共同獣医学課程

水産学部 海洋生物科学科，海洋資源科学科，増殖生命科学科，資源機能化学科

２ 各学部の学生の収容定員は，別表のとおりとする。

（共同教育課程）

第２条の２ 前条第１項の学科又は課程のうち，獣医学部共同獣医学課程は，大学設置基準（昭和 年

文部省令第 号）第 条第１項の共同教育課程とし，本学及び帯広畜産大学が共同して教育課程を編

成するものとする。

（現代日本学プログラム課程）

第２条の３ 本学に，第 条に規定する外国人留学生のための学位プログラムとして，現代日本学プロ

グラム課程（以下「現代日本学プログラム」という。）を置く。

（インテグレイテッドサイエンスプログラム）

資料Ⅰ（理学部）-35 北海道大学通則（平成31年４月最終改正）
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第２条の４ 本学に，第 条に規定する外国人留学生のための教育プログラムとして，インテグレイテ

ッドサイエンスプログラムを置く。

（学部への進級）

第３条 本学に入学した第１年次の学生に係る修学指導，学籍管理等については，国立大学法人北海道

大学高等教育推進機構（以下「機構」という。）において行うこととし，第１年次において所定の授

業科目を履修し，所定の単位を修得した学生は，第２条第１項に掲げる学部に進級するものとする。

２ 前項の規定にかかわらず，現代日本学プログラムの第１年次の学生に係る進級は，別に定めるとこ

ろによる。

３ 第２年次以降に所属する学部，学科等の決定は，別に定めるところによる。

（大学院）

第４条 本学に，大学院を置く。

２ 大学院については，別に定める。

第２章 学部

第１節 学年，学期及び休業日

（学年及び学期）

第５条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月 日に終わる。

２ 学年を分けて，次の２学期とする。

第１学期 ４月１日から９月 日まで

第２学期 月１日から翌年３月 日まで

３ 学部，機構及び現代日本学プログラムにおいて必要と認めるときは，前項に定める各学期の開始日

及び終了日を変更することができる。

４ 学部，機構及び現代日本学プログラムにおいて必要と認めるときは，第２項に定める各学期を分け

て，授業を行う期間を定めることができる。

（休業日）

第６条 授業を行わない日（以下「休業日」という。）は，次のとおりとする。

日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する法律（昭和 年法律第 号）に規定する休日

春季休業日

夏季休業日

冬季休業日

２ 前項の春季休業日，夏季休業日及び冬季休業日は，学部，機構及び現代日本学プログラムにおいて

別に定める。

３ 臨時の休業日は，その都度総長が定める。

712



４ 学部，機構及び現代日本学プログラムにおいて必要と認めるときは，休業日に授業を行うことがで

きる。

第２節 修業年限及び在学年限

（修業年限）

第７条 修業年限は，４年とする。ただし，医学部医学科，歯学部歯学科，薬学部薬学科及び獣医学部

共同獣医学課程にあっては，６年とする。

（在学年限）

第８条 在学年限は，８年とする。ただし，医学部医学科，歯学部歯学科，薬学部薬学科及び獣医学部

共同獣医学課程にあっては， 年とする。

２ 学部（第１年次の学生にあっては，本学）及び現代日本学プログラムにおいて必要と認めるときは，

進級等の基準を設け，同一年次等において在学することのできる年限を定めることができる。

第３節 入学

（入学等の時期）

第９条 入学，再入学，転入学，編入学及び転部の時期は，４月とする。ただし，学部及び現代日本学

プログラムにおいて必要と認めたときは， 月とすることができる。

（入学資格）

第 条 本学に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに該当する者とする。

高等学校又は中等教育学校を卒業した者

通常の課程による 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学

校教育を修了した者を含む。）

外国において学校教育における 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の

指定したもの

文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者

専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た

すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

文部科学大臣の指定した者

高等学校卒業程度認定試験規則（平成 年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度認定試

験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和 年文部省

令第 号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。）

本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

めた者で， 歳に達したもの

（入学出願手続）
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第 条 前条に規定する者で入学を志願するものは，所定の期日までに，別に定める書類に第 条第１

項第１号に規定する検定料を添えて提出しなければならない。

（入学試験）

第 条 前条に規定する入学出願手続を行った者に対しては，入学試験を行う。

２ 入学試験については，別に定める。

（入学）

第 条 前条に規定する入学試験を受験した者に対して，総長は，北海道大学入学者選抜委員会の議を

経て，合格及び不合格の決定を行う。

２ 前項の規定により入学試験に合格した者で，所定の期日までに，別に定める書類を提出したものの

うち，第 条第１項第２号に規定する入学料を納付した者又は第 条第１項の規定により入学料の免

除若しくは第２項の規定により入学料の徴収の猶予を申請した者に対して，総長が入学を許可する。

（編入学等の資格）

第 条 次の各号のいずれかに該当する者については，学部及び現代日本学プログラムにおいて選考し，

当該学部の教授会（現代日本学プログラムにあっては，現代日本学プログラム課程運営委員会。第

条第１項において同じ。）の議を経て，総長が入学を許可することができる。

本学の中途退学者で，再び同一の学部に入学を志願する者

他の大学に２年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した中途退学者又は外

国において学校教育における 年の課程に 年以上在学し，所定の学修の成果を有する中途退学者

で，入学を志願する者

本学若しくは他の大学を卒業した者又は外国において学校教育における 年の課程を修了した

者で，入学を志願する者

学校教育法（昭和 年法律第 号）第 条第７項の規定により学士の学位を授与された者で，

入学を志願する者

短期大学若しくは高等専門学校を卒業した者又は外国において学校教育における 年の課程を

修了した者で，入学を志願する者

外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における 年の課程を修了した者で，入学を志願する者

専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満た

すものに限る。第 条第１項及び同条第３項において同じ。）を修了した者（学校教育法第 条第

１項に規定する者に限る。）で，入学を志願する者

高等学校（中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部を含む。第 条第１項及び同条第

３項において同じ。）の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定

める基準を満たすものに限る。第 条第１項及び同条第３項において同じ。）を修了した者（学校
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教育法第 条第１項に規定する者に限る。）で，入学を志願する者

２ 前項に規定する者のほか，他の大学に１年以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修

得した中途退学者又は外国において学校教育における 年の課程に 年以上在学し，所定の学修の成

果を有する中途退学者で，法学部の第２年次に入学を志願する者については，法学部において，選考

の上入学を許可することができる。

（転入学）

第 条 他の大学から本学に転入学を志願する者がある場合は，欠員のあるときに限り，学部及び現代

日本学プログラムにおいて選考し，当該学部の教授会の議を経て，総長が入学を許可することができ

る。ただし，当該学部に別段の定めがある場合は，欠員がないときにあっても入学を許可することが

できる。

２ 前項の規定により転入学を志願する者は，その際在学する大学の学部長又は学長の許可証を願書に

添えなければならない。

（編入学等の入学出願手続等）

第 条 第 条及び第 条の規定は，前２条の規定により入学する場合に準用する。

（転部）

第 条の２ 一の学部の学生であって他の学部に転部を志願する者がある場合は，欠員のあるときに限

り，学部において選考の上，学部長が転部を許可することができる。ただし，当該学部に別段の定め

がある場合は，欠員がないときにあっても転部を許可することができる。

２ 前項の規定により転部を志願する者は，その際在学する学部長の許可証を願書に添えなければなら

ない。

第４節 教育課程及び履修方法等

（教育課程の編成方針）

第 条の３ 本学は，本学，学部，学科又は課程及び現代日本学プログラムの教育上の目的を達成する

ために必要な授業科目を自ら開設し，体系的に教育課程を編成するものとする。

２ 教育課程の編成に当たっては，本学は，学部，学科又は課程及び現代日本学プログラムの専攻に係

る専門の学芸を教授するとともに，幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を涵養

するよう適切に配慮しなければならない。

（教育課程の編成方法）

第 条 教育課程は，次に掲げる授業科目区分により開講する授業科目をもって編成する。

教養科目

基礎科目

専門科目

国際交流科目

715



２ 前項に規定するもののほか，外国人留学生のための授業科目区分として日本語科目及び日本事情に

関する科目を置くことができる。

３ 第１項第１号及び第２号並びに前項の授業科目区分の授業科目のうち，複数学部の学生（第１年次

の学生を含む。）を対象として共通の教育内容をもって開講される授業科目を全学教育科目（獣医学

部共同獣医学課程においては，一般教養教育科目）と称する。

４ 第１項第３号の授業科目区分の授業科目のうち，複数学部の学生を対象として共通の教育内容をも

って開講される授業科目を専門横断科目と称する。

５ 授業科目並びに授業科目の単位数及び履修方法に関し必要な事項は，学部及び現代日本学プログラ

ムの定めるところによる。

６ 前項の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を 時間の学修を必要とする内容をもって

構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等

を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

講義及び演習については， 時間から 時間までの範囲で学部及び現代日本学プログラムが定め

る時間の授業をもって１単位とする。

実験，実習及び実技については， 時間から 時間までの範囲で学部及び現代日本学プログラム

が定める時間の授業をもって１単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指導による実技の

授業については，学部が定める時間の授業をもって１単位とすることができる。

一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う

場合の単位数を計算するに当たっては，その組み合わせに応じ，前２号に規定する基準を考慮して

学部及び現代日本学プログラムが定める時間の授業をもって１単位とする。

７ 前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究等の授業科目については，これらの学修の成果を評

価して単位を授与することが適切と認められる場合には，これらに必要な学修等を考慮して，単位数

を定めることができる。

８ 第３項の全学教育科目に関し必要な事項は，北海道大学全学教育科目規程（平成７年海大達第３号）

の定めるところによる。

９ 第４項の専門横断科目に関し必要な事項は，北海道大学専門横断科目規程（平成 年海大達第 号）

の定めるところによる。

第１項第４号の国際交流科目に関し必要な事項は，北海道大学国際交流科目規程（平成９年海大達

第 号）の定めるところによる。

（授業の方法）

第 条の２ 授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により

行うものとする。

２ 前項の授業は，文部科学大臣が別に定めるところにより，多様なメディアを高度に利用して，当該
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授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 第１項の授業を，外国において履修させることができる。前項の規定により，多様なメディアを高

度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても，同様とする。

（成績評価基準等の明示等）

第 条の３ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，学生に対して，授業の方法及び内容並びに１年

間の授業の計画をあらかじめ明示するものとする。

２ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては，客

観性及び厳格性を確保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準に

従って適切に行うものとする。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第 条の４ 学部は，当該学部の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施

するものとする。

（履修科目登録の上限）

第 条の５ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修

するため卒業要件として学生が修得すべき単位数について，学生が１年間又は１学期に履修科目とし

て登録することができる単位数の上限を定めるよう努めるものとする。

２ 学部，機構及び現代日本学プログラムは，その定めるところにより，所定の単位を優れた成績をも

って修得した学生については，前項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。

（単位の授与等）

第 条 一の授業科目を履修した学生に対しては，試験の上単位を与えるものとする。ただし，卒業論

文，卒業研究等の授業科目については，学修の成果を評価して単位を与えることができる。

（他学科又は他学部における授業科目の履修）

第 条の２ 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が他の学科又は他の学部の専門科目及び

専門横断科目並びに国際交流科目を履修することを認めることができる。

２ 前項の規定の実施に関し必要な事項は，学部の定めるところによる。

３ 第１項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位の取扱いについては，学部の定

めるところによる。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第 条 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が他の大学又は短期大学の授業科目を履修す

ることを認めることができる。

２ 前項の規定の実施に当たっては，当該大学又は短期大学との間において，履修できる授業科目の範

囲等必要な事項について協議するものとする。

３ 前２項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位は， 単位を超えない範囲で当
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該学部における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

４ 前３項の規定は，学生が外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国におい

て履修する場合について準用する。

（大学以外の教育施設等における学修）

第 条の２ 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻

科における学修その他文部科学大臣が別に定める学修を，当該学部における授業科目の履修とみなし，

単位を与えることができる。

２ 前項の規定により与えることのできる単位数は，前条第３項の規定により修得したものとみなす単

位数と合わせて 単位を超えないものとする。

（休学期間中の外国の大学における学修）

第 条の３ 学部において教育上有益と認めるときは，学生が休学期間中に外国の大学において学修し

た成果について，本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２ 前項の規定により修得したものとみなすことのできる単位数は，第 条第３項，前条第１項及び第

条第２項の規定により当該学部において修得したものとみなす単位数と合わせて 単位を超えない

ものとする。

（入学前の既修得単位等の認定及び在学年数の取扱い）

第 条 学部において，教育上有益と認めるときは，新たに本学の第１年次に入学した学生が，入学前

に本学，他の大学若しくは短期大学において履修した授業科目について修得した単位（大学及び短期

大学において科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学

若しくは短期大学において学修した成果を，本学に入学した後の当該学部における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。

２ 学部において，教育上有益と認めるときは，新たに本学の第１年次に入学した学生が，入学前に行

った第 条の２第１項に規定する学修を，本学に入学した後の当該学部における授業科目の履修とみ

なし，単位を与えることができる。

３ 前２項の規定により修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数は，本学において修得

した単位以外のものについては，第 条第３項，第 条の２第１項，前条第１項及び第 条第２項の

規定により当該学部において修得したものとみなす単位数と合わせて 単位を超えないものとする。

４ 本学における科目等履修生（大学又は短期大学の学生以外の者に限る。）として一定の単位（学校

教育法第 条の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を修得した者が，本学に入

学する場合において，当該単位の修得により一の学部の教育課程の一部を履修したと認められるとき

は，第１項の規定により入学した後に修得したものとみなすことのできる当該単位数，その修得した

期間その他当該学部が必要と認める事項を勘案し，当該学部が定める期間を教授会（教授会に属する

職員のうちの一部の者をもって構成される代議員会，専門委員会等を含む。以下同じ。）の議を経て，
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本学における在学年数に算入することができる。ただし，その期間は，修業年限の２分の１を超えて

はならない。

（編入学生等の既修得単位等及び在学年数の取扱い）

第 条 第 条及び第 条の規定により入学を許可された者の，入学前に本学，他の大学，短期大学若

しくは高等専門学校において履修した授業科目について修得した単位又は専修学校の専門課程，高等

学校の専攻科の課程若しくは外国の大学若しくは短期大学において学修した成果は，その一部又は全

部を当該学部の教授会の議を経て，当該学部における授業科目の履修とみなし，単位を与えることが

できる。

２ 学部において，教育上有益と認めるときは，前項に規定する者が，入学前に行った第 条の２第１

項に規定する学修（前項の規定を適用したものを除く。）を，本学に入学した後の当該学部における

授業科目の履修とみなし，単位を与えることができる。この場合において与えることのできる単位数

については，前条第３項の規定を準用する。

３ 第１項に規定する者の入学前の本学，他の大学，短期大学，高等専門学校，専修学校の専門課程，

高等学校の専攻科の課程又は外国の大学若しくは短期大学における在学年数については，その一部又

は全部を当該学部の教授会の議を経て，本学における在学年数に算入することができる。

第５節 休学，転学，留学，退学，除籍及び懲戒

（休学）

第 条 学生が疾病その他の事由により２月以上修学できないときは，休学願に，疾病の場合は医師の

診断書を，その他の事由の場合は詳細な事由書を添えて当該学部長（第１年次の学生にあっては国立

大学法人北海道大学高等教育推進機構長，現代日本学プログラムの学生（第１年次の学生を除く。）

にあっては現代日本学プログラム課程長。以下この節及び第 条第２項において同じ。）に提出し，

許可を得てその学年の終わりまで休学することができる。

第 条 疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては，当該学部長は，休学を命ずる。

（復学）

第 条 休学している学生が，休学期間中にその事由が消滅したときは，復学願に医師の診断書又は詳

細な事由書を添えて当該学部長に提出し，許可を得て復学することができる。

（休学期間）

第 条 休学期間は，４年を超えることができない。ただし，医学部医学科，歯学部歯学科，薬学部薬

学科及び獣医学部共同獣医学課程にあっては，６年を超えることができない。

２ 第８条第２項の規定は，休学期間について準用する。

（休学期間の取扱い）

第 条 休学期間は，在学年数に算入しない。

（他大学への転学）
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第 条 学生が他の大学に転学を志願するときは，事由を記した書類を当該学部長に提出し，その許可

を受けなければならない。

（留学）

第 条 学部において，教育上有益と認めるときは，学生が外国の大学又は短期大学に留学することを

認めることができる。

２ 第 条第２項及び第３項の規定は，留学の実施及び学修の成果の取扱いについて準用する。

３ 留学期間は，在学年数に算入する。

（退学）

第 条 学生が退学しようとするときは，詳細な事由を記した退学願を当該学部長に提出し，その許可

を受けなければならない。

（除籍）

第 条 次の各号のいずれかに該当する学生は，当該学部の教授会（第１年次の学生に係るものにあっ

ては国立大学法人北海道大学高等教育推進機構学務委員会，現代日本学プログラムの学生（第１年次

の学生を除く。）に係るものにあっては現代日本学プログラム課程運営委員会。次条において同じ。）

の議を経て，総長が除籍する。

第８条に規定する在学年限に達し，なお所定の単位を修得していないとき。

欠席が長期にわたるとき，又は成業の見込みがないとき。

第 条第５項，第７項又は第８項の規定により納付すべき入学料を納付しないとき。

授業料の納付を怠り督促を受け，なお納付しないとき。

（懲戒）

第 条 総長は，学生が本学の規則に違反し，又はその本分に反する行為があったときは，当該学部の

教授会の議を経て，懲戒する。ただし，同一の事由により懲戒すべき学生が複数の学部（現代日本学

プログラムを含む。）にいるとき及び第１年次の学生が含まれるときは，当該学部の教授会及び教育

研究評議会の議を経て，懲戒する。

２ 懲戒は，譴責，停学及び退学とする。

（停学期間の取扱い）

第 条 停学期間は，在学年数に算入しない。

（第１年次の学生に関する読み替え）

第 条の２ 第 条の２から第 条まで及び第 条の規定は，第１年次の学生（現代日本学プログラム

の学生を除く。）の授業科目の履修等について準用する。この場合において，第 条の２第１項，第

条から第 条まで及び第 条中「学部において」とあるのは「本学において」と，第 条の２第１

項中「他の学科又は他の学部の専門科目及び専門横断科目並びに国際交流科目」とあるのは「国際交

流科目」（インテグレイテッドサイエンスプログラムを履修する学生にあっては「学部の専門科目及
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び専門横断科目並びに国際交流科目」）と，同条第２項中「学部」とあり，第 条から第 条の３ま

で及び第 条第１項から第３項まで中「当該学部」とあるのは「本学」と読み替えるものとする。

（現代日本学プログラムの学生に関する読み替え）

第 条の３ 第 条の２から第 条まで及び第 条の規定は，現代日本学プログラムの学生の授業科目

の履修等について準用する。この場合において，次の表の左欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字

句は，それぞれ同表の右欄に掲げる字句と読み替えるものとする。

第 条の 第 項，

第 条第 項，

第 条の 第 項，

第 条の 第 項，

第 条第 項，

第 条第 項，

第 条第 項，

第 条第 項

学部において 現代日本学プログラムにおいて

第 条の 第 項 他の学科又は他の学部の専門科

目及び専門横断科目並びに国際

交流科目

学部の専門科目及び専門横断科目

並びに国際交流科目

第 条の 第 項，

第 条の 第 項

学部 現代日本学プログラム

第 条第 項，

第 条の 第 項，

第 条の 第 項，

第 条第 項，

第 条第 項，

第 条第 項，

第 条第 項，

第 条第 項

当該学部 現代日本学プログラム

第 条第 項 一の学部 現代日本学プログラム

第 条第 項 教授会 現代日本学プログラム課程運営委

員会

第 条第 項，

第 条第 項

当該学部の教授会 現代日本学プログラム課程運営委

員会

第 条第 項 当該学部における 現代日本学プログラムにおける
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第６節 卒業及び学位

（卒業）

第 条 本学に第７条に規定する年限以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得し，か

つ，当該学部の定める卒業に必要な基準を満たした学部の学生に対しては，当該学部の教授会の議を

経て，総長が卒業を認定する。

２ 本学に第７条に規定する年限以上在学し，所定の授業科目を履修し，所定の単位を修得した現代日

本学プログラムの学生に対しては，現代日本学プログラム課程運営委員会の議を経て，総長が卒業を

認定する。

３ 前２項の単位のうち，第 条の２第２項に規定する授業の方法により修得した単位数は， 単位を

超えないものとする。ただし，卒業に 単位を超える単位の修得が必要な場合において，同項に規定

する授業以外の方法により 単位以上を修得しているときは，この限りでない。

（早期卒業）

第 条の２ 医学部医学科，歯学部歯学科，薬学部薬学科及び獣医学部共同獣医学課程を除き本学に３

年以上在学した者で，卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認められ，かつ，当該学部の定め

る卒業に必要な基準を満たした学部の学生に対しては，前条第１項の規定にかかわらず，当該学部の

定めるところにより，教授会の議を経て，総長が卒業を認定することができる。

２ 本学に３年以上在学した者で，卒業に必要な単位を優秀な成績で修得したと認めた現代日本学プロ

グラムの学生に対しては，前条第２項の規定にかかわらず，現代日本学プログラムの定めるところに

より，現代日本学プログラム課程運営委員会の議を経て，総長が卒業を認定することができる。

（学位）

第 条 前２条の規定により卒業を認定した者に対し，総長が学士の学位を授与する。

２ 学士の学位に関し必要な事項は，北海道大学学位規程（昭和 年海大達第 号）の定めるところに

よる。

第７節 検定料，入学料及び授業料

（検定料，入学料及び授業料の額）

第 条 本学における検定料及び入学料の額並びに授業料の年額は，次のとおりとする。

検定料 円

入学料 円

授業料の年額 円

２ 本学の入学者選抜において，出願書類等による選抜（以下「第１段階目の選抜」という。）を行い，

その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第２段階目の選抜」という。）を行う場合の検

定料の額は，前項第１号の規定にかかわらず，第１段階目の選抜に係る額は 円とし，第２段階目

の選抜に係る額は 円とする。

722



３ 現代日本学プログラム及びインテグレイテッドサイエンスプログラムにおける入学者選抜に係る検

定料の額は，第１項第１号の規定にかかわらず， 円とする。

４ 第 条及び第 条に規定する編入学等及び転入学に係る検定料の額は，第１項第１号の規定にかか

わらず， 円とする。

（入学料の免除及び徴収猶予）

第 条 特別な事情により入学料の納付が著しく困難であると認められる者に対しては，その者からの

申請に基づき，入学料の全額又は半額を免除することができる。

２ 経済的理由により入学料の納付期限までに入学料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められ

る者又は特別な事由により入学料の納付期限までに入学料の納付が困難であると認められる者に対し

ては，その者からの申請に基づき，入学料の徴収を猶予することができる。

３ 第１項の規定により入学料の免除又は前項若しくは第６項の規定により入学料の徴収の猶予を申請

した者に対しては，入学料の免除若しくは徴収の猶予が許可され，又は不許可とされるまでの間は，

入学料の徴収を猶予する。

４ 第１項の規定により入学料の免除又は第２項の規定により入学料の徴収の猶予を申請した者が入学

前に入学を辞退したときは，納付すべき入学料を納付しなければならない。

５ 第１項の規定により入学料の免除又は第２項の規定により入学料の徴収の猶予を申請した者が，入

学料の免除の不許可若しくは半額免除の許可又は徴収の猶予の許可若しくは不許可を告知されたとき

は，所定の期日までに納付すべき入学料を納付しなければならない。

６ 前項の規定により入学料の免除の不許可又は半額免除の許可を告知された者は，所定の期日までに

納付すべき入学料の徴収の猶予の申請をすることができる。

７ 前項の規定により入学料の徴収の猶予を申請した者が，徴収の猶予の許可又は不許可を告知された

ときは，所定の期日までに納付すべき入学料を納付しなければならない。

８ 第３項の規定により入学料の徴収を猶予された者及び第５項又は前項の規定により入学料の徴収の

猶予を申請し，その許可を告知された者が，当該猶予の期間中に退学を願い出たときは，所定の期日

までに納付すべき入学料を納付しなければならない。

９ 前各項に定めるもののほか，入学料の免除及び徴収猶予の取扱いに関し必要な事項は，別に定める。

（授業料）

第 条 授業料は，各年度に係る授業料について，前期（毎年４月１日から９月 日までとする。以下

同じ。）及び後期（毎年 月１日から翌年３月 日までとする。以下同じ。）の２期に区分して納付

するものとし，前期にあっては５月，後期にあっては 月にそれぞれ年額の２分の１に相当する額を

納付しなければならない。ただし，総長が特に必要と認めた場合には，この項本文の規定による納付

の時期を延期することができる。

２ 納付期限は，別にこれを定める。
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３ 前２項の規定にかかわらず，前期に係る授業料を納付するときに，当該年度の後期に係る授業料を

併せて納付することができる。

４ 入学年度の前期又は前期及び後期に係る授業料については，第１項及び第２項の規定にかかわらず，

入学を許可されるときに納付することができる。

（休学者の授業料）

第 条 前期又は後期の全期間を通じて休学するときは，その期分の授業料を免除する。

２ 前期又は後期の期間の全部又は一部の期間を休学するときの授業料の免除の取扱いについては，別

に定める。

３ 休学により授業料を免除された者が前期又は後期の中途において復学したときは，その者の授業料

の年額の 分の１に相当する額（その額に 円未満の端数があるときは，これを切り上げるものとす

る。以下同じ。）に復学した日の属する月から当該前期又は後期の末日までの月数（１月未満の端数

があるときは，これを１月とする。）を乗じて得た額を，復学した日の属する月に納付しなければな

らない。

（学年の中途で卒業する者の授業料）

第 条の２ 特別の事情により，学年の中途で卒業する者の授業料の額は，その者の授業料の年額の

分の１に相当する額に在学する月数を乗じて得た額とし，当該学年の５月に納付しなければならない。

ただし，卒業する月が 月以後であるときは，後期に在学する期間に係る授業料を 月に納付しなけ

ればならない。

２ 前項に定めるもののほか，学年の中途で卒業する者の授業料の取扱いについては，別に定める。

（退学者等の授業料）

第 条 前期又は後期の中途において退学し，又は退学を命ぜられ若しくは除籍された場合においては，

別に定める場合を除き，これらの場合のいずれかに該当することとなった日の属する期に係る授業料

を納付しなければならない。

２ 停学を命ぜられた期間中であっても，当該期間分の授業料を納付しなければならない。

（授業料の免除及び徴収の猶予）

第 条 経済的事由により納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる学生又は特別な事情により

授業料の納付が著しく困難であると認められる学生に対しては，授業料の全部若しくは一部を免除す

ることができる。

２ 前項に規定する授業料の免除の許可を受けようとする学生は，所定の期日までに，事由を付して当

該学部長を経て総長に願い出なければならない。

３ 授業料の免除を許可する学生は，各期ごとに定める。

４ 第２項の規定により授業料の免除の許可を願い出た学生に対しては，授業料の全部若しくは一部の

免除が許可され，又は不許可とされるまでの間は，授業料の徴収を猶予する。
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５ 授業料の免除を申請した学生が，免除の不許可又は一部免除の許可を告知されたときは，所定の期

日までに，納付すべき授業料を納付しなければならない。

６ 授業料の免除の許可若しくは第４項の規定による徴収の猶予（以下この項において「許可等」とい

う。）を受けている学生の当該許可等を受けることとなった事由が消滅したときは，当該許可等を取

り消すものとし，当該学生は，所定の期日までに納付すべき授業料を納付しなければならない。

７ 前各項に定めるもののほか，授業料の免除及び徴収の猶予の取扱いに関し必要な事項は，別に定め

る。

（検定料等の還付）

第 条 既納の検定料，入学料及び授業料は，還付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当すると

きは，納付した者の申出により当該各号に定める額を還付する。

本学の入学者選抜において，第１段階目の選抜を行い，第２段階目の選抜を行う場合に，検定料

を納付した者が，第１段階目の選抜で不合格となったとき 第 条第２項に定める第２段階目の選

抜に係る額に相当する額

大学入試センター試験を受けた者に対して行う本学の入学者を選抜するための試験において，検

定料を納付した者が，当該試験の受験に必要な大学入試センター試験の科目を受験しなかったこと

が明らかとなったとき 第 条第２項に定める第２段階目の選抜に係る額に相当する額

前期に係る授業料を納付したときに後期に係る授業料を併せて納付した者が，その年の９月末日

までに後期の全期間を通じて休学を願い出たとき又は退学し若しくは退学を命ぜられたとき 後期

に係る授業料に相当する額

入学を許可されるときに授業料を納付した者が，その年の３月 日までに入学を辞退したとき

当該授業料に相当する額

第８節 聴講生，科目等履修生，特別聴講学生，日本語研修生，研究生及び外国人留学生

（聴講生）

第 条 本学において一又は複数の授業科目を聴講しようとする者がある場合は，当該学部において適

当と認め，かつ，支障のないときに限り，聴講生として許可することができる。

２ 聴講生に関して必要な事項は，北海道大学聴講生規程（平成７年海大達第 号）の定めるところに

よる。

（科目等履修生）

第 条 本学において一又は複数の授業科目を履修し，単位を修得しようとする本学の学生以外の者が

ある場合は，当該学部において適当と認め，かつ，支障のないときに限り，科目等履修生として許可

することができる。

２ 科目等履修生に関し必要な事項は，北海道大学科目等履修生規程（平成５年海大達第 号）の定め

るところによる。
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（特別聴講学生）

第 条 本学において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学若しくは短期大学又

は外国の大学若しくは短期大学の学生がある場合は，当該大学又は短期大学との協議に基づき，学部

において，特別聴講学生として許可することができる。

２ 前項の規定によるもののほか，「北海道地区国立大学における教養教育の単位互換に関する協定書

（平成 年２月 日締結）」に基づき，本学において特定の全学教育科目を履修し，単位を修得しよ

うとする北海道地区の他の国立大学の学生がある場合は，機構において，特別聴講学生として許可す

ることができる。

３ 前２項の規定によるもののほか，本学において専門横断科目又は国際交流科目のうち日本語，日本

文化及び日本事情に関する特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする外国の大学の学生があ

る場合は，当該大学との協議に基づき，機構において，特別聴講学生として許可することができる。

４ 前項の特別聴講学生は，日本語・日本文化研修生と称する。

５ 第１項から第３項までの規定によるもののほか， ユニバーサルキャンパス・イニシアチブ

において実施する サマー・インスティテュートに係る専門横断科目を履修し，単位を修得し

ようとする他の大学又は外国の大学の学生がある場合は，当該他の大学又は外国の大学との協議に基

づき，機構において，特別聴講学生として許可することができる。この場合において，外国の大学の

学生に係る許可については，当該外国の大学との協議に基づかないことができるものとする。

６ 特別聴講学生に係る検定料及び入学料は，徴収しない。

７ 特別聴講学生に係る授業料の額は，北海道大学における聴講生等の検定料等の額に関する規程（昭

和 年海大達第 号。以下「検定料等規程」という。）の定めるところによる。

８ 特別聴講学生に係る授業料は，１単位ごとに，本学が指定する日までに納付しなければならない。

ただし，特別聴講学生が北海道大学における特別聴講学生及び特別研究学生に係る授業料等の不徴収

に関する規程（平成 年海大達第 号）に基づく学生であるときは，授業料を徴収しない。

９ 特別聴講学生に係る既納の授業料は，還付しない。

（日本語研修生）

第 条の２ 本学において日本語教育プログラムを受講しようとする外国の国籍を有する者がある場合

は，機構において，日本語研修生として許可することができる。

（研究生）

第 条 本学において特定の専門的事項について研究しようとする者がある場合は，当該学部において

適当と認め，かつ，支障のないときに限り，研究生として許可することができる。

２ 研究生に関し必要な事項は，北海道大学研究生規程（平成３年海大達第３号）の定めるところによ

る。

（外国人留学生）

726



第 条 外国人であって第 条又は第 条の規定によらないで本学に入学を志願する者がある場合は，

支障のないときに限り，外国人留学生（この条において「留学生」という。）として選考の上，総長

が入学を許可することができる。

２ 前項に規定する留学生として入学できる者の資格は，別に定める。

３ 第１項の規定により入学を許可する留学生について，総長が特に必要と認めた場合には，入学料及

び授業料を徴収しないことができる。

４ 留学生は，定員外とすることができる。

５ 留学生には，本通則を準用する。

第２章の２ 特別の課程

第 条の２ 総長は，学校教育法第 条に規定する特別の課程として本学の学生以外の者を対象とした

履修証明プログラムを編成し，これを修了した者に対し，修了の事実を証する証明書を交付すること

ができる。

２ 前項に定めるもののほか，履修証明プログラムに関し必要な事項は，別に定めるところによる。

第３章 教育職員免許

第 条 本学において，教育職員免許法（昭和 年法律第 号）に規定する基礎資格を取得し，かつ，

専門科目について所要の単位を修得した者は，同法に規定する教育職員免許状授与の所要資格を取得

することができる。

２ 前項に規定する所要資格の取得方法及び取得することができる教育職員免許状の種類については，

教育職員免許状授与の所要資格の取得に関する規程（昭和 年海大達第 号）の定めるところによる。

第４章 公開講座

第 条 社会人の教養を高め，文化の向上に資するため，本学に公開講座を開設することができる。

２ 公開講座講習料の額は，検定料等規程の定めるところによる。

３ 公開講座講習料は，受講の申込みをするときに納付しなければならない。

４ 既納の公開講座講習料は，還付しない。

附 則

１ この規程は，平成７年４月１日から施行する。

２ 平成７年３月 日に本学に在学する者（以下「本学在学者」という。）及び平成７年４月１日以降

に本学在学者の属する年次に入学する者（以下「平成７年度以降編入学生」という。）については，

改正後の北海道大学通則（以下「新規程」という。）の規定にかかわらず，なお従前の例による。

３ 教養部は，新規程の規定にかかわらず，平成７年３月 日に一般教育課程，医学課程又は歯学課程

に在学する者（以下「教養部在学者」という。）及び平成７年４月１日以降に教養部在学者の属する

年次に入学する者が，当該課程に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

４ 文学部の哲学科，史学科，文学科及び行動科学科，理学部化学第二学科，工学部の精密工学科及び
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電気工学科並びに水産学部の水産増殖学科，水産食品学科，水産化学科及び漁業学科は，新規程第２

条の規定にかかわらず，本学在学者及び平成７年度以降編入学生が当該学科に在学しなくなる日まで

の間，存続するものとする。

５ 平成４年４月１日以降に改組を行った学科の改組前の学科については，本学在学者及び平成７年度

以降編入学生が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

６ 平成 年度から平成 年度までの医学部医学科及び医学部の入学定員及び収容定員並びに全学部の

入学定員及び収容定員の総計は，別表の規定にかかわらず，次の各号の表のとおりとする。

医学部医学科

年度 入学定員 収容定員

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度から平成 年度まで

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

医学部

年度 入学定員 収容定員

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度

平成 年度から平成 年度まで

平成 年度

平成 年度から平成 年度まで

平成 年度

平成 年度
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平成 年度

平成 年度

平成 年度

全学部の総計

年度 入学定員 収容定員

平成 年度

平成 年度

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度から平成 年度まで （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

平成 年度 （ ） （ ）

附 則（平成８年４月１日海大達第 号）
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１ この規程は，平成８年４月１日から施行する。

２ 工学部機械工学第二学科は，改正後の北海道大学通則第２条の規定にかかわらず，平成８年３月

日に本学に在学する者（以下「本学在学者」という。）及び平成８年４月１日以降に本学在学者の属

する年次に入学する者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

附 則（平成９年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成９年４月１日から施行する。

２ 工学部の建築工学科及び衛生工学科は，改正後の北海道大学通則第２条の規定にかかわらず，平成

９年３月 日に本学に在学する者（以下「本学在学者」という。）及び平成９年４月１日以降に本学

在学者の属する年次に入学する者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

附 則（平成９年６月 日海大達第 号）

この規程は，平成９年６月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年９月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年９月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年１月６日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年７月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年７月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年３月 日海大達第８号）

この規程は，平成 年３月 日から施行し，平成 年３月７日から適用する。

附 則（平成 年９月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年 月１日から施行する。ただし，別表の改正規定は，平成 年４月１日から施

行する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）
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この規程は，平成 年 月 日から施行し，平成 年９月 日から適用する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。ただし，改正後の第 条第１号の規定は平成 年４月

１日から，改正後の第３条第１項の規定は平成 年 月１日から適用する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ 平成 年３月 日に本学に在学する者（以下「本学在学者」という。）に係る授業料の額及び同年

４月１日以降に本学在学者の属する年次に入学した者に係る授業料の額は，改正後の第 条第１項第

３号の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月 日から施行する。ただし，改正後の第 条第４項の規定は，平成 年４

月１日から適用する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ 工学部の材料工学科，応用化学科，情報工学科，電子工学科，システム工学科，応用物理学科，原

子工学科，機械工学科，土木工学科，建築都市学科，環境工学科及び資源開発工学科は，改正後の第

２条及び別表の規定にかかわらず，平成 年３月 日に本学に在学する者（以下「本学在学者」とい

う。）及び同年４月１日以降に本学在学者の属する年次に入学する者が当該学科に在学しなくなる日

までの間，存続するものとする。

附 則（平成 年 月４日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月４日から施行し，平成 年４月１日から適用する。

附 則（平成 年１月 日海大達第１号）

１ この規則は，平成 年１月 日から施行する。ただし，第 条第３項の改正規定は，平成 年４月

１日から施行する。

２ 平成 年３月 日に本学に在学する外国人留学生（以下この項において「本学在学者」という。）

に係る定員及び同年４月１日以降に本学在学者の属する年次に入学した外国人留学生に係る定員は，

改正後の第 条第３項の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ 薬学部の総合薬学科並びに水産学部の水産海洋科学科，海洋生産システム学科，海洋生物生産科学

科及び海洋生物資源化学科は，改正後の第２条及び別表の規定にかかわらず，平成 年３月 日に在

学する者（以下「本学在学者」という。）及び同年４月１日以降に本学在学者の属する年次に入学す

る者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。
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附 則（平成 年１月 日海大達第１号）

１ この規則は，平成 年１月 日から施行する。ただし，第 条の改正規定，第 条の３を第 条の

４とし，第 条の２の次に１条を加える改正規定及び第 条第２項を削る改正規定は，平成 年４月

１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日から引き続き在学する者及びこの規則の施行日の前日までに入学手続を終

了した者の除籍については，改正後の第 条第３号の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ 平成 年度における改正後の別表の規定の適用については，医学部の項中「５」とあるのは「 」

とし，「 」とあるのは「 」とし，総計の項中「 」とあるのは「 」とし，同表備考第３号中「第

２年次編入学定員」とあるのは「第２年次編入学定員５名及び第３年次編入学定員５名」とする。

附 則（平成 年 月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月１日から施行する。ただし，改正後の第 条第１項第４号の規定は平成

年 月１日から，改正後の第１条の規定は平成 年 月 日から適用する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月 日から施行する。ただし，第 条の次に１条を加える改正規定，第 条

の見出しの改正規定，同条第５項第２号の次に１号を加える改正規定，第 条の４を第 条の５とする

改正規定，第 条の３の改正規定及び同条を第 条の４とし，第 条の２の次に１条を加える改正規定

は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月 日から施行し，改正後の第 条第１項及び第 条の２第１項の規定は，

平成 年度に係る授業料から適用する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ 平成 年３月 日に本学に在学する者（以下この項において「本学在学者」という。）及び同年４

月１日以降に本学在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学通則の規定にか

かわらず，なお従前の例による。

３ 理学部の地球科学科は，改正後の第２条及び別表の規定にかかわらず，平成 年３月 日に在学す

る者（以下この項において「本学在学者」という。）及び同年４月１日以降に本学在学者の属する年
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次に入学する者が当該学科に在学しなくなる日までの間，存続するものとする。

附 則（平成 年３月 日海大達第 号）

この規則は，平成 年３月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ 平成 年３月 日に本学に在学する者（以下「本学在学者」という。）及び同年４月１日以降に本

学在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学通則の規定にかかわらず，なお

従前の例による。

３ 農学部の農業工学科及び獣医学部の獣医学科は，改正後の第２条及び別表の規定にかかわらず，本

学在学者及び平成 年４月１日以降に本学在学者の属する年次に入学する者が当該学科に在学しなく

なる日までの間，存続するものとする。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月 日から施行する。

附 則（平成 年８月 日海大達第 号）

この規則は，平成 年８月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ 平成 年３月 日に本学に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４月１

日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第 条第１項及び第 条の２第１項

の規定（当該学部の定める卒業に必要な基準を満たした学部の学生に係る部分に限る。）にかかわら

ず，なお従前の例による。

附 則（平成 年９月 日海大達第 号）

この規則は，平成 年９月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年７月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年７月１日から施行する。

附 則（平成 年 月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年 月１日から施行する。

附 則（平成 年 月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月１日から施行する。
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附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年 月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年 月１日から施行する。

附 則（平成 年８月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年８月１日から施行する。

附 則（平成 年 月１日海大達第 号）

１ この規則は，平成 年４月１日から施行する。

２ この規則の施行日の前日までに第 条第４号の規定に該当し除籍となった者に係る復籍については，

改正後の北海道大学通則の規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規則は，平成 年４月１日から施行する。

別表（第２条関係）

学部 学科又は課程 入学定員 編入学定員 収容定員

文学部 人文科学科

教育学部 教育学科

法学部 法学課程

経済学部 経済学科

経営学科

計

理学部 数学科

物理学科

化学科

生物科学科

地球惑星科学科

計

医学部 医学科

保健学科

看護学専攻

放射線技術科学専攻

検査技術科学専攻

理学療法学専攻
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作業療法学専攻

計

歯学部 歯学科

薬学部 薬科学科

薬学科

計

工学部

応用理工系学科

情報エレクトロニクス

学科

機械知能工学科

環境社会工学科

計

農学部 生物資源科学科

応用生命科学科

生物機能化学科

森林科学科

畜産科学科

生物環境工学科

農業経済学科

計

獣医学部 共同獣医学課程

水産学部 海洋生物科学科

海洋資源科学科

増殖生命科学科

資源機能化学科

計

総計 （ ） （ ）

備考
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○北海道大学学位規程

昭和 年９月 日

海大達第 号

（趣旨）

第１条 学位規則（昭和 年文部省令第９号）第 条の規定に基づき，北海道大学（以下「本

学」という。）が授与する学位については，北海道大学通則（平成７年海大達第２号）及

び北海道大学大学院通則（昭和 年海大達第３号。以下「大学院通則」という。）に定め

るもののほか，この規程の定めるところによる。

（専攻分野の名称）

第２条 本学において授与する学士，修士及び博士の学位には，別表第１に定める専攻分野

の名称を付記するものとする。

（専門職学位課程を修了した者に授与する学位）

第２条の２ 大学院通則第３条に規定する専門職学位課程を修了した者に授与する専門職

学位は，別表第１に定めるとおりとする。

（大学院の課程による者の学位論文等の提出）

第３条 本学大学院の修士課程による者が学位論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査を受けようとするときは，当該学位論文又は特定の課題についての研究の成果を，

研究科又は学院（以下「研究科等」という。）の長に提出しなければならない。

２ 本学大学院の博士課程による者が学位論文の審査を受けようとするときは，当該学位論

文，論文目録，論文内容の要旨及び履歴書を研究科等の長に提出しなければならない。

（論文提出による博士の学位授与の申請）

第４条 大学院通則第 条第２項の規定による博士の学位の授与を申請しようとする者は，

第 条の規定による学位申請書に，学位論文，論文目録，履歴書及び論文審査手数料を添

え，総長に提出しなければならない。

２ 本学大学院の博士課程において所定の修業年限以上在学し，所定の単位を修得したのみ

で退学した者が，再入学しないで博士の学位の授与を申請するときも，前項の規定による。

ただし，退学してから１年以内に学位論文を提出するときは，論文審査手数料を納付する

ことを要しない。

３ 論文審査手数料の額は，北海道大学における聴講生等の検定料等の額に関する規程（昭

和 年海大達第 号）の定めるところによる。

４ 既納の論文審査手数料は還付しない。

資料Ⅰ（理学部）-37 北海道大学学位規程（平成31年４月最終改正）
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（学位論文及び資料）

第５条 第３条又は前条第１項若しくは第２項の規定により提出する学位論文は，一篇に限

る。ただし，参考として他の論文を添付することができる。

２ 審査のため必要があるときは，学位論文の訳文，模型又は標本等の資料を提出させるこ

とができる。

３ 第３条第１項の規定により提出された学位論文及び特定の課題についての研究の成果

並びに同条第２項又は前条第１項若しくは第２項の規定により提出された学位論文は，返

還しない。

（学位の授与に係る審査等）

第６条 学位論文の提出があったときは，第３条第２項の場合にあっては研究科等の長が，

第４条第１項又は第２項の場合にあっては，第２条に規定する専攻分野の名称に応じて総

長が，当該研究科等の教授会（教授会に属する職員のうちの一部の者をもって構成される

代議員会，専門委員会等を含む。以下同じ。）に，学位論文の審査，試験及び試問（第３

条第２項の場合にあっては審査及び試験。以下同じ。）（以下「審査等」という。）を付

託する。

２ 試験は，学位論文を中心として，これに関連のある学術について行う。

３ 試問は，第４条第１項又は第２項の規定により学位論文を提出した者に対し，口答試問

及び筆答試問により行う。この場合，外国語を課すものとし，その種類は，研究科等の教

授会の定めるところによる。

４ 大学院通則第 条第２項ただし書の規定により，試問を免除することができるのは，第

４条第２項の規定により学位の授与を申請する者が，退学してから研究科等の教授会が定

める年限内に学位論文を提出したときとする。

５ 大学院通則第 条第２項ただし書に規定する試問以外の方法とは，学位の授与を申請す

る者の経歴及び学位論文以外の業績の審査とし，当該審査は，研究科等の教授会が特に認

めたときに行うことができる。

６ 第３条第１項の規定により提出された学位論文及び特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に関する事項は，各研究科等の長が別に定める。

７ 大学院通則第 条第２項に規定する試験及び審査に関する事項は，各研究科等の長が別

に定める。

（審査委員）

第７条 研究科等の教授会は，当該研究科等の研究指導を担当する教授（客員教授及び特任
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教授を含む。）のうちから３名以上の審査委員を選定して，前条第１項の審査等を行う。

２ 前項の研究科等の教授会は，審査等のため必要があると認めるときは，次に掲げる者を

前項の審査委員の一部の者として充てることができる。

当該研究科等の研究指導を担当する准教授，講師又は助教（客員准教授並びに特任

准教授，特任講師及び特任助教を含む。）

他の研究科等の研究指導を担当する教授，准教授，講師又は助教

他の大学若しくは外国の大学の大学院又は研究所等の教員等

３ 前２項の規定により審査委員に選定された者のほか，第１項の研究科等の教授会は，審

査等のため必要があると認めるときは，同項に規定する教授又は前項第１号に規定する准

教授と同等の能力を有すると認める者を審査委員に加えることができる。

第８条 削除

（審査期間）

第９条 審査委員は，第３条第２項又は第４条第１項若しくは第２項の規定により学位論文

が提出された日から１年以内に，審査等を終了しなければならない。ただし，特別の事由

があるときは，当該研究科等の教授会の議を経て，その期間を１年以内に限り延長するこ

とができる。

（審査委員の報告）

第 条 審査委員は，審査等を終了したときは，ただちにその結果を当該研究科等の教授会

に報告しなければならない。

（教授会の審議）

第 条 研究科等の教授会は，前条の報告に基づき，第３条第２項の規定により学位論文を

提出した者にあっては，課程の修了の可否について，第４条第１項又は第２項の規定によ

り学位論文を提出した者にあっては，学位の授与の可否について審議する。

２ 前項の教授会は，構成員の３分の２以上の出席がなければ，議事を開くことができない。

３ 海外出張中，休職期間中その他当該研究科等の教授会が特に認めた事由のため出席する

ことができない構成員は，前項に規定する定足数算定の基礎数に算入しない。

４ 第１項に規定する事項に係る議事は，出席構成員の３分の２以上で決するものとする。

５ 卒業の可否については学部の教授会（現代日本学プログラム課程にあっては，現代日本

学プログラム課程運営委員会。次条第２項及び第 条において同じ。）が，修士課程の修

了の可否については研究科等の教授会が，専門職学位課程の修了の可否については当該課

程を置く研究科又は教育部の教授会が審議する。
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６ 前項の教授会の定足数及び議決の方法は，各学部，各研究科等又は教育部の長（現代日

本学プログラム課程にあっては，現代日本学プログラム課程長。次条第２項において同

じ。）が別に定める。

（報告）

第 条 前条第１項の規定に基づき，学位の授与の可否について審議する研究科等の教授会

が，同条第４項の議決をしたときは，当該研究科等の長は，学位論文とともに学位論文の

内容の要旨，審査の要旨，試験の結果の要旨及び試問の成績を総長に報告しなければなら

ない。

２ 前条第１項又は第５項の規定に基づき，学部，研究科等又は教育部の教授会が卒業又は

修士課程，博士課程若しくは専門職学位課程の修了の可否について議決したときは，当該

学部，研究科等又は教育部の長は，可とした者を総長に報告しなければならない。

３ 前項の博士課程の修了の認定をした者を報告するに際しては，当該者の学位論文，学位

論文の内容の要旨，審査の要旨及び試験の結果の要旨を併せて報告しなければならない。

（学位の授与）

第 条 総長は，前条第１項の報告に基づき，大学院通則第 条第２項の規定による博士の

学位を授与すべき者には，学位記を授与し，学位を授与できない者には，その旨を通知す

る。

２ 総長は，前条第２項の報告に基づき，卒業を認定又は修士課程，博士課程若しくは専門

職学位課程の修了を認定した者に対し，学位記を授与する。

（学位論文要旨等の公表）

第 条 本学は，博士の学位を授与したときは，学位を授与した日から３月以内に，その学

位論文の内容の要旨及び審査の要旨をインターネットの利用により公表する。

（学位論文の公表）

第 条 博士の学位を授与された者は，学位を授与された日から１年以内にその学位論文の

全文をインターネットの利用により公表しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由があるとき

は，当該研究科等の教授会の承認を受けて，当該学位論文の全文に代えてその内容を要約

したものをインターネットの利用により公表することができる。この場合，本学は，その

論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

３ 前項の規定により学位論文の内容を要約したものを公表した者は，当該やむを得ない事

由がなくなったときは，学位論文の全文をインターネットの利用により公表しなければな
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らない。

４ 前３項の規定により学位論文の全文又はその内容を要約したものを公表する場合には，

北海道大学審査学位論文である旨を明記しなければならない。

（学位授与の取消）

第 条 学位を授与された者が，不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したとき

は，総長は，学部，研究科等又は教育部の教授会の議を経て学位の授与を取り消し，学位

記を返還させ，かつ，その旨を公表する。

２ 学部，研究科等又は教育部の教授会において前項の議決をするには，第 条第２項から

第４項までの規定を準用する。

（財産上の利益等の受領の禁止）

第 条の２ 第７条に規定する審査委員は，審査等の対象となる者から供応接待又は金銭，

物品その他の財産上の利益の供与を受けてはならない。その職を退いた後にあっては，通

常一般の社交の程度を超えて供応接待又は財産上の利益の供与を受けてはならない。

（登録）

第 条 本学において博士の学位を授与したときは，総長は，文部科学大臣に報告し，学位

簿に登録する。

（学位記及び書類の様式等）

第 条 学位記の様式並びに学位申請書関係書類の様式及びその提出部数は，別表第２のと

おりとする。

附 則

１ この規程は，昭和 年３月 日から施行する。ただし，修士の学位に関する規定は，昭

和 年１月１日から適用する。

２ 北海道大学学位規程（大正 年３月 日北大達第６号）は，この規程の施行にかかわら

ず，昭和 年３月 日（医学博士については，昭和 年３月 日）まで効力を有する。

３ 本学大学院の博士課程を経ない者に対する博士の学位の授与は，本学大学院の博士課程

を修了した者に同種の学位を授与した後において取扱う。

附 則（昭和 年９月 日海大達第 号）

この規程は，昭和 年４月１日から施行する。

附 則（昭和 年４月 日海大達第 号）

この規程は，昭和 年４月 日から施行し，昭和 年４月１日から適用する。

附 則（昭和 年１月 日海大達第２号）
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この規程は，昭和 年１月 日から施行する。

附 則（昭和 年４月 日海大達第 号）

この規程は，昭和 年４月 日から施行する。

附 則（昭和 年５月 日海大達第 号）

この規程は，昭和 年５月 日から施行し，昭和 年４月１日から適用する。

附 則（昭和 年３月 日海大達第６号）

この規程は，昭和 年４月１日から施行する。

附 則（昭和 年４月 日海大達第 号）

この規程は，昭和 年４月 日から施行し，昭和 年４月１日から適用する。

附 則（昭和 年５月 日海大達第 号）抄

（施行期日）

１ この規程は，昭和 年５月 日から施行し，昭和 年４月１日から適用する。

附 則（昭和 年３月 日海大達第 号）

この規程は，昭和 年３月 日から施行する。ただし，第１条中北海道大学大学院通則第

条第１項の改正規定及び第２条中北海道大学学位規程第２条第２項の改正規定は，昭和

年３月１日から適用する。

附 則（昭和 年 月 日海大達第 号）

この規程は，昭和 年 月 日から施行する。

附 則（平成２年２月 日海大達第２号）

この規程は，平成２年４月１日から施行する。

附 則（平成３年９月 日海大達第 号）

この規程は，平成３年９月 日から施行し，平成３年７月１日から適用する。

附 則（平成４年６月 日海大達第 号）

この規程は，平成４年７月１日から施行する。

附 則（平成５年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成５年４月１日から施行する。

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規程（平成５年海大達第 号）附則第２項に規

定する大学院環境科学研究科に在学し，所定の課程を修了した者の修士及び博士の学位に

付記する専攻分野の名称は，改正後の北海道大学学位規程別表第１の規定にかかわらず，

環境科学とする。

附 則（平成７年４月１日海大達第 号）
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１ この規程は，平成７年４月１日から施行する。

２ 北海道大学通則の全部を改正する規程（平成７年海大達第２号）附則第４項に規定する

文学部行動科学科に在学し，所定の課程を修了した者の学士の学位に付記する専攻分野の

名称は，改正後の北海道大学学位規程別表第１の規定にかかわらず，行動科学とする。

附 則（平成９年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成９年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規程（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する大学院文学研究科行動科学専攻に在学し，所定の課程を修了した者の修士及び博士

の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の北海道大学学位規程別表第１の規定にかか

わらず，行動科学とする。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年１月６日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年９月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年 月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する水産科学研究科及び地球環境科学研究科に在学し，所定の課程を修了した者の修士

及び博士の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，水
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産科学研究科にあっては水産科学とし，地球環境科学研究科にあっては地球環境科学とす

る。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 北海道大学通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規定する

薬学部に在学し，所定の課程を修了した者の学士の学位に付記する専攻分野の名称は，改

正後の別表第１の規定にかかわらず，薬学とする。

３ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する理学研究科，薬学研究科及び農学研究科に在学し，所定の課程を修了した者の修士

及び博士の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，理

学研究科にあっては理学とし，薬学研究科にあっては薬学とし，農学研究科にあっては農

学とする。

附 則（平成 年１月 日海大達第３号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する教育学研究科及び国際広報メディア研究科に在学し，所定の課程を修了した者の修

士及び博士の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，

教育学研究科にあっては教育学とし，国際広報メディア研究科にあっては国際広報メディ

アとする。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年 月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年 月 日から施行する。

附 則（平成 年５月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年５月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する工学研究科に在学し，所定の課程を修了した者の修士及び博士の学位に付記する専
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攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，工学とする。

３ 平成 年３月 日に生命科学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）

及び同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者が，所定の課程を修了した場合

の修士及び博士の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわら

ず，生命科学とする。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 平成 年３月 日に生命科学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）

及び同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者が，所定の課程を修了した場合

の博士の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，生命

科学又は薬科学とする。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年５月 日海大達第 号）

この規程は，平成 年５月 日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年１月１日海大達第３号）

この規程は，平成 年１月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

この規程は，平成 年４月１日から施行する。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する経済学研究科，医学研究科，歯学研究科及び獣医学研究科に在学し，所定の課程を

修了した者の修士及び博士の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定

にかかわらず，経済学研究科の修士及び博士の学位にあっては経済学又は経営学とし，医

学研究科の修士の学位にあっては医科学とし，医学研究科の博士の学位にあっては医学と

し，歯学研究科にあっては歯学とし，獣医学研究科にあっては獣医学とする。

３ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する経済学研究科の会計情報専攻に在学し，所定の課程を修了した者の専門職学位の名
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称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，会計修士（専門職）とする。

４ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する獣医学研究科に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年４

月１日以降に在学者の属する年次に入学する者が，北海道大学大学院通則の一部を改正す

る規則（平成 年海大達第 号）附則第６項に規定する に貢献する獣医科学グ

ローバルリーダー育成プログラムを修了した場合の学位記の様式は，改正後の別表第２の

規定にかかわらず，なお従前の例による。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 平成 年３月 日に生命科学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）

及び同年４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者が，所定の課程を修了した場合

の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，修士の学位

にあっては，生命科学又は薬科学とし，博士の学位にあっては生命科学，薬科学又は臨床

薬学とする。

附 則（平成 年４月１日海大達第 号）

１ この規程は，平成 年４月１日から施行する。

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成 年海大達第 号）附則第２項に規

定する文学研究科及び情報科学研究科に在学し，所定の課程を修了した者の修士及び博士

の学位に付記する専攻分野の名称は，改正後の別表第１の規定にかかわらず，文学研究科

の修士及び博士の学位にあっては文学又は学術とし，情報科学研究科の修士の学位にあっ

ては工学又は情報科学とする。

別表第１（第２条，第２条の２関係）

１ 学士

学部等 専攻分野の名称

文学部 文学

教育学部 教育学

法学部 法学

経済学部 経済学

経営学

理学部 理学

医学部 医学
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看護学

保健学

歯学部 歯学

薬学部 薬科学

薬学

工学部 工学

農学部 農学

獣医学部 獣医学

水産学部 水産学

現代日本学プログラム課程 学術

備考 専攻分野の名称中「経済学」は経済学部経済学科の卒業者の学位に，「経営学」は

経済学部経営学科の卒業者の学位に，「医学」は医学部医学科の卒業者の学位に，「看

護学」及び「保健学」は医学部保健学科の卒業者の学位に，「薬科学」は薬学部薬科学

科の卒業者の学位に，「薬学」は薬学部薬学科の卒業者の学位に付記する。

２ 修士及び博士

研究科及び学院 専攻分野の名称

修士 博士

法学研究科 法学 法学

水産科学院 水産科学 水産科学

環境科学院 環境科学 環境科学

理学院 理学 理学

農学院 農学 農学

生命科学院 生命科学

薬科学

ソフトマター科学

生命科学

薬科学

臨床薬学

ソフトマター科学

教育学院 教育学 教育学

国際広報メディア・観光学院 国際広報メディア

学術

観光学

国際広報メディア

学術

観光学
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保健科学院 保健科学

看護学

保健科学

看護学

工学院 工学 工学

総合化学院 総合化学 理学

工学

総合化学

経済学院 経済学

経営学

経済学

経営学

医学院 医科学

公衆衛生学

医学

歯学院 ― 歯学

獣医学院 ― 獣医学

医理工学院 医理工学 医理工学

国際感染症学院 ― 感染症学

獣医学

国際食資源学院 食資源学 食資源学

文学院 文学

学術

人間科学

文学

学術

人間科学

情報科学院 工学

情報科学

工学

情報科学

備考 一の研究科等において専攻分野の名称を複数掲げている場合，当該名称を付記する

対象者の範囲は，当該研究科等が別に定める。

３ 専門職学位

研究科，学院及び教育部 学位

法学研究科 法務博士（専門職）

経済学院 会計修士（専門職）

公共政策学教育部 公共政策学修士（専門職）
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別表第２（第 条関係）
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出典：国立大学法人北海道大学規則集 



○北海道大学理学部組織運営内規

平成18年４月１日 

制定 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この内規は，北海道大学理学部（以下「本学部」という。）の組織及び運営につい

て定めるものとする。 

第２章 北海道大学理学部の組織 

（学部の組織） 

第２条 本学部に，次の５学科を置く。 

数学科 

物理学科 

化学科 

生物科学科 

地球惑星科学科 

２ 学科に，学科目を置く。 

３ 学科目の名称は，別表第１のとおりとする。 

（学部長） 

第３条 本学部に学部長を置き，本学部を兼務する教授をもって充てる。 

２ 学部長候補者の選考に関し必要な事項は，別に定める。 

（評議員） 

第４条 本学部に評議員を置き，本学部を兼務する教授をもって充てる。 

２ 評議員候補者の選考に関し必要な事項は，別に定める。 

（学科長及び学科委員） 

第５条 学科に学科長及び必要に応じ学科委員を置き，本学部を兼務する教授のうち，当該

学科の担当教授をもって充てる。 

２ 学科長は，当該学科に関連する重要事項の整理及び連絡調整を行う。 

３ 学科委員は，学科長を補佐する。 

４ 学科長及び学科委員の選考は，当該学科の定めるところによる。 

５ 学科長及び学科委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の任期は，前

任者の残任期間とする。 

資料Ⅰ（理学部）-38 北海道大学理学部組織運営内規（平成27年4月1日最終改正）
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（学部教授会） 

第６条 本学部に教授会（以下「学部教授会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第７条 学部教授会は，国立大学法人北海道大学における教授会への意見聴取事項等に係る

規程（平成27年海大達第42号。次項において「意見聴取規程」という。）第２条第１号か

ら第５号まで，第10号及び第11号に掲げる事項を審議し，総長に意見を述べるものとする。 

２ 学部教授会は，前項に定める事項のほか，次に掲げる事項を審議する。 

(1) 組織運営に関すること

(2) 学術交流に関すること

(3) 学生の身分（退学，転学，留学，休学及び復学を除く。）に関すること

(4) その他本学部に関する重要事項

（構成員） 

第８条 学部教授会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 本学部を兼務する理学研究院専任の教授，准教授，講師及び助教

(2) 本学部を兼務する先端生命科学研究院，地球環境科学研究院及び創成科学共同研究

機構所属の教授，准教授，講師及び助教 

（会議の招集及び議長） 

第９条 学部長は，学部教授会を招集し，その議長となる。 

２ 学部長に事故がある場合は，あらかじめ学部長の指名した者がその職務を代行する。 

３ 学部教授会は，学部長が必要と認めた場合に招集する。 

４ ５名以上の構成員から連名で議題提案があった場合は，学部長は，教授会を招集し議に

付さなければならない。 

５ 構成員は，議題を提案する場合は，学部教授会の開催の少なくとも10日前までに議長に

文書で提出しなければならない。 

６ 学部長は，学部教授会を招集する場合は，あらかじめ日時，場所及び審議事項を構成員

に通知するものとする。ただし，緊急の場合は，この限りでない。 

（定足数及び議決） 

第10条 学部教授会は，構成員の過半数以上の出席がなければ，議事を開くことができない。

ただし，出張，研修，休職，病気休暇及び授業中のため出席できない者は，定足数算定の

基礎数に算入しない。 

２ 学部教授会の議事は，出席構成員の過半数でこれを決し，可否同数の場合は，議長の決
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するところによる。 

３ 前２項の規定にかかわらず，定足数及び議決方法について別段の定めがある場合は，そ

の定めるところによる。 

（構成員以外の者の出席） 

第11条 学部教授会が必要と認めた場合は，学部教授会に構成員以外の者の出席を求め，そ

の者から説明又は意見を聴くことができる。 

（学科長会議） 

第12条 学部教授会の下に，学科長会議を置く。 

（審議事項） 

第13条 学科長会議は，国立大学法人北海道大学における教授会への意見聴取事項等に係る

規程（平成27年海大達第42号。次項において「意見聴取規程」という。）第２条第１号か

ら第５号まで，第10号及び第11号に掲げる事項を審議し，総長に意見を述べるものとする。 

２ 学科長会議は，前項に定める事項のほか，次に掲げる事項を審議する。 

(1) 学部教授会の議題整理に関すること。

(2) 学科に共通する重要事項の連絡調整に関すること。

３ 前２項に定めるもののほか，学部教授会の議に基づき，審議を付託された次に掲げる事

項を審議する。 

(1) 聴講生，科目等履修生及び研究生の受入れ等に関すること

(2) 非常勤講師（全学教育科目関係を含む。）の任用に関すること

(3) その他学部教授会から付託された事項

４ 前３項の規定に基づき，学科長会議が行った議決は，学部教授会の議決とする。 

５ 学科長会議は，会議の審議結果等について，学部教授会構成員に報告するものとする。 

（構成員） 

第14条 学科長会議は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 学部長

(2) 理学部評議員

(3) 学科長及び学科委員

（会議の招集及び議長） 

第15条 学部長は，学科長会議を招集し，その議長となる。 

２ 学部長に事故がある場合は，あらかじめ学部長の指名した者がその職務を代行する。 

３ 学科長会議は，原則として年４回開催するものとする。ただし，学部長が必要と認めた
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場合は，臨時にこれを招集することがある。 

４ 学部長は，学科長会議を招集する場合は，あらかじめ日時，場所及び審議事項を構成員

に通知するものとする。ただし，緊急の場合は，この限りでない。 

第３章 各種委員会等 

（常置委員会） 

第16条 学部教授会の下に，学部教授会若しくは学部長が諮問又は付託する事項について審

議するため，学部教育の運営に関し，必要な常置委員会を置く。 

２ 前項に定める常置委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

第４章 雑則 

（雑則） 

第17条 この内規に定めるもののほか，本学部の組織運営に関し必要な事項は，別に定める。 

附 則 

１ この内規は，平成18年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院理学研究科・理学部組織運営内規（平成12年６月２日制定）は廃止す

る。 

附 則（平成19年３月１日） 

この内規は，平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日） 

この内規は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年３月24日） 

この内規は，平成27年４月１日から施行する。 

別表第１（第２条第３項） 

学科名 学科目の名称 

数学科 数学 

物理学科 物理学 

化学科 化学 

生物科学科 生物学 

高分子機能学 

地球惑星科学科 地球惑星科学 

 

出典：理学研究院・理学部規程集 

759



理学部のアドミッション・ポリシー 

理学部 
●学部の理念
北海道大学理学部は，自然界を支配する基礎的な法則や理論・原理を学び，様々な自然

現象の真理を解明することを理念としている。今われわれの生活を支えている様々な便利
さや高度に発達した文化・文明，並びにこれらを支える世界観は，自然現象に対する純粋
な知的好奇心に基づく基礎自然科学，つまり理学から生まれてきたものである。 
したがって，北海道大学理学部は，基礎自然科学の発展を支える優れた研究者を育成す

るとともに，科学的な思考に基づき社会に貢献する人材を育成することが使命であると考
え，基礎自然科学に関する以下の五つの主要分野の教育を行う。 
・数学科： 代数・幾何・解析の基本を学び，それを基にそれぞれの領域の専門知識を

学ぶ 
・物理学科：素粒子から宇宙に至る諸々の物質のことわり（理）や自然現象の基礎的原

理を学ぶとともに，新たな普遍法則を探り，また，科学全体の発展を考察
する 

・化学科：広範な現象や物質の構造・性質・変換過程を分子や分子集合体のレベルで理
解するとともに，分子を自在に操り所望の物質を作り出す 

・生物科学科：生物学と高分子機能学に分かれる。生物学では多種多様な生物を対象と
し，分子や遺伝子の働き，生物と自然との関わりなど，生物の営みの基
本にある原理や新しい真理を探る。高分子機能学では機能性高分子と呼
ばれる新しい特性と機能をもったバイオ新素材や医薬などの開発および
これらの生命分子の特性を解析する  

・地球惑星科学科：地球や惑星における自然のメカニズムを解き明かすとともに，自然
環境の問題や資源の確保，災害の軽減に関する基礎的な研究を行
う。また，地球や惑星上に起こる様々な自然現象を物理的に解明
し，環境科学の基礎研究としての役割ももつ。 

●教育目標
それぞれの専門分野に進むための幅広い自然科学の知識を習得するとともに，獲得し

た知識を演習や実験・実習などを通して実践できる能力を育成する。 
●求める学生像
・自然に関心をもち，自然現象のメカニズムを解明したいと考えている学生
・物事を論理的に説明したいと考えている学生
・時流に流されることのない真理を探究したいと考えている学生
・観察や実験が好きで，納得が行くまで観察や実験を続けたいと考えている学生

資料Ⅰ（理学部）-39 理学部のアドミッション・ポリシ-（2019年度） 
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●後期日程の狙い
大学入試センター試験によって基礎的学力をみるとともに，数学および理科の受験科

目・配点を学科ごとに定めることにより，各学科の専門教育を受ける上で必要とされる
能力・資質を重点的に評価する。

出典：理学部教務委員会資料 
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学
部
名

学
科
名

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度
入学定員に対
する平均比率

志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率
志願者数
合格者数
入学者数
入学定員

入学定員充足率
在籍学生数
収容定員

収容定員充足率

総
合
教
育
部

総合入試に係る数値

総合教育部（全学部の
１年次）に係る数値

学部別入試（学科
別）に係る数値

２～４年次に係る
数値

学部別入試（学科
別）に係る数値

２～４年次に係る
数値

学部別入試（学科
別）に係る数値

生
物
科
学
科

高
分
子
機
能

学
専
修
分
野

２～４年次に係る
数値
学部別入試（学
科・専修分野別）
に係る数値
２～４年次に係る
数値
学部別入試（学
科・専修分野別）
に係る数値
２～４年次に係る
数値

認証評価共通基礎データ様式【大学用】様式２（2016~2019年度）

備　考

数
学
科

理
学
部

化
学
科

生
物
科
学
科

生
物
学
専
修

分
野

学部別入試（学科
別）に係る数値

２～４年次に係る
数値

物
理
学
科

地
球
惑
星
科

学
科

学　部　合　計
総合入試，総合教
育部の数値は含ま
ない

資料Ⅰ（理学部）-40 理学部の入学定員充足率（2016～2019年度）
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＜編入学＞

学
部
名

学
科
名

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

入学者数（２年次）
入学定員（２年次）
入学者数（３年次）
入学定員（３年次）
入学者数（４年次）
入学定員（４年次）
入学者数（２年次）
入学定員（２年次）
入学者数（３年次）
入学定員（３年次）
入学者数（４年次）
入学定員（４年次）
入学者数（２年次）
入学定員（２年次）
入学者数（３年次）
入学定員（３年次）
入学者数（４年次）
入学定員（４年次）
入学者数（２年次）
入学定員（２年次）
入学者数（３年次）
入学定員（３年次）
入学者数（４年次）
入学定員（４年次）

［注］
１　学生を募集している学部・学科（課程）、研究科・専攻、専攻科・別科等ごとに行を追加して作成してください。

２　昼夜開講制をとっている学部については、昼間主コースと夜間主コースにそれぞれ分けて記入してください。
３　学部、学科の改組等により、新旧の学部、学科が併存している場合には、新旧両方を併記し、「備考」に記載してください。
４　学部・学科、研究科・専攻等が完成年度に達していない場合、その旨を備考に記載してください。
５　募集定員が若干名の場合は、「0」と記載し、入学者数については実入学者数を記載してください。
６　入学定員充足率は、入学定員に対する入学者の割合、収容定員充足率は、収容定員に対する在籍学生数の割合としてください。
７　入学定員に対する平均比率は、過去４年分の入学定員に対する入学者の比率を平均したものが自動計算されます。
８　編入学の定員を設定している場合、上の表（<編入学>の表ではない方）の入学定員には、編入学の定員を加えないでください。

出出典典：：評評価価室室資資料料

備　考

数
学
科

理
学
部

地
球
惑

星
科
学

科

　　なお、学部・学科等を追加する場合は、直下に追加しないと集計値がずれてしまうので、注意して下さい。

学　部　合　計

物
理
学

科
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回答者数 260

1. どの入試枠で入学しましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合入試　2.AO入試　3.帰国子女入試　4.私費外国人留学生入試　5.その他 216 6 0 1 37 0

83% 2% 0% 0% 14% 0%

2. 進級した学科をお答え下さい。 1 2 3 4 5 無回答
1.数学科　2.物理学科　3.化学科　4.生物科学科　5.地球惑星科学科 43 29 62 78 48 0

17% 11% 24% 30% 18% 0%

3. 生物科学科に進学した方は専修分野を選択してください。 1 2 3 4 5 無回答
1.生物学　2.高分子機能学 40 38 0 0 0 182

15% 15% 0% 0% 0% 70%

4. 進学先はどの振り分けで決まりましたか(総合入試入学者のみお答え下さい)。 1 2 3 4 5 無回答
1.第1次振り分け　2.第2次振り分け　3.補充振り分け 159 40 9 0 0 52

61% 15% 3% 0% 0% 20%

5. 進学した学科は第何志望でしたか(総合入試入学者のみお答え下さい)。 1 2 3 4 5 無回答
1.第1希望　2.第2希望　3.第3希望　4.第4希望　5.第5希望以上 115 44 22 7 19 53

44% 17% 8% 3% 7% 20%

6. 第1志望の学部/学科はいつごろ決めましたか(総合入試入学者のみお答え下さい)。 1 2 3 4 5 無回答
1.大学入学前　2.1年次前半　3.夏休み　4.第1回志望調査後　5.第2回志望調査後 77 26 27 53 26 51

30% 10% 10% 20% 10% 20%

7. 希望の学部/学科はいつ頃から意識しはじめましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.小学校　2.中学校　3.高等学校　4.大学入学後　5.分属直前 7 15 141 59 34 4

3% 6% 54% 23% 13% 2%

8. 学部/学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください[1](複数選択可)。 1 2 3 4 5 無回答
1.研究/教育分野　2.卒業後の進路/就職状況　3.総合教育部での成績順位 208 71 60 25 8 -
4.総合教育部での講義内容　5.予備校や大学情報誌等における評価 80% 27% 23% 10% 3% -

9. 学部/学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください[2](複数選択可)。 1 2 3 4 5 無回答
1.親/兄弟の意見　2.知人/友人の意見　3.高校/予備校の先生の意見 68 67 38 32 36 -
4.大学の先生の意見　5.一般的知名度 26% 26% 15% 12% 14% -

10. 学部/学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください[3](複数選択可)。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合教育部主催(9月と2月)の説明会　2.理学部主催の説明会(7月の理学部DAYと6月～ 83 38 102 63 52 -
10月のサイエンスグローブ)　3.理学部のホームページ　4.理学部のパンフレット　5.その他 32% 15% 39% 24% 20% -

11. 研究の紹介やカリキュラムの説明の他に学部/学科説明会で行った方が良いと思うことを 1 2 3 4 5 無回答
以下より選んでください(複数選択可)。 41 60 52 110 18 -
1.教員との個別面談　2.学生主催の相談会　3.実習/実験　4.施設の見学　5.その他 16% 23% 20% 42% 7% -

12. 最初の学部/学科説明会の開催時期はいつが適当だと思いますか(昨年は6月が最初)。 1 2 3 4 5 無回答
1.入学直後　2.大学祭の頃　3.夏休み前　4.夏休み後　5.その他 66 41 106 31 10 6

25% 16% 41% 12% 4% 2%

13. 学部/学科説明会は何回が適当だと思いますか(昨年度は総合教育部主催を含め3回)。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合教育部機構主催(9月と2月)の2回で十分　2.理学部主催も含めて3回 76 99 59 9 7 10
3.理学部主催も含めて4回　4.理学部主催も含めて5回以上　5.その他 29% 38% 23% 3% 3% 4%

14. 理学部主催の説明会(理学部DAYとサイエンスグローブ)を知っていましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.両方とも知っていた　2.理学部DAYだけ知っていた 94 25 26 108 0 7
3.サイエンスグローブだけ知っていた　4.両方とも知らなかった 36% 10% 10% 42% 0% 3%

15. 理学部主催の説明会(理学部DAYとサイエンスグローブ)に参加しましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.参加した　2.参加しなかった(参加しなかった方のみ次の問にお答え下さい) 53 204 0 0 0 3

20% 78% 0% 0% 0% 1%

16. 理学部主催の説明会に参加しなかった理由はどれですか(複数選択可)。 1 2 3 4 5 無回答
1.日時の都合がつかなかった　2.参加の必要性を感じなかった 68 81 3 2 56 -
3.開催時期が遅すぎた　4.開催場所が不便だった　5.その他 26% 31% 1% 1% 22% -

17. 大学入学前にオープンキャンパス等で北大理学部を訪れたことありますか。 1 2 3 4 5 無回答
1.ある　2.ない(ある方のみ次の問にお答え下さい) 68 191 0 0 0 1

26% 73% 0% 0% 0% 0%

18. その時の理学部の印象はどうでしたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.面白かったので理学部を目指そうと思った　2.面白いとは思ったが進学までは考えなかった 39 18 1 13 13 176
3.面白くなかった　4.特に印象に残っていない　5.その他 15% 7% 0% 5% 5% 68%

理学部2年次進級者アンケート

平成28年度
資料Ⅰ（理学部）-41 理学部２年次進級者アンケ-ト（2016～2019年度）
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【自由記述】

①転学部入試による

学部別入試

中学校の頃の夢から

後期入試

1.学部別入試（後期日程）

⑩教養科目の講議

①学部別入試

①後期学部別入試

⑯知らなかったから

学部別入試（後期日程）

①後期⑩なんとなく

①後期入試

物理学Ⅱを必ず移行点に算入しなければならないのが高校で物理未履修者にとって辛かった。
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回答者数 240

1. どの入試枠で入学しましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合入試　2.AO入試　3.帰国子女入試　4.私費外国人留学生入試　5.その他 195 8 1 0 35 1

81% 3% 0% 0% 15% 0%

2. 進級した学科をお答え下さい。 1 2 3 4 5 無回答
1.数学科　2.物理学科　3.化学科　4.生物科学科　5.地球惑星科学科 35 28 57 73 47 0

15% 12% 24% 30% 20% 0%

3. 生物科学科に進学した方は専修分野を選択してください。 1 2 3 4 5 無回答
1.生物学　2.高分子機能学 38 35 0 0 0 167

16% 15% 0% 0% 0% 70%

4. 進学先はどの振り分けで決まりましたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 1 2 3 4 5 無回答
1.第1次振り分け　2.第2次振り分け　3.補充振り分け 149 32 5 0 1 53

62% 13% 2% 0% 0% 22%

5. 進学した学科は第何志望でしたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 1 2 3 4 5 無回答
1.第１志望　2.第２志望　3.第３志望　4.第４志望　5.第５志望以上 110 35 20 8 14 53

46% 15% 8% 3% 6% 22%

6. 第１志望の学部/学科はいつごろ決めましたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 1 2 3 4 5 無回答
1.大学入学前　2.1年次前半　3.夏休み　4.第1回志望調査後　5.第2回志望調査後 63 23 37 39 23 55

26% 10% 15% 16% 10% 23%

7. 希望の学部/学科はいつ頃から意識しはじめましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.小学校　2.中学校　3.高等学校　4.大学入学後　5.分属直前 7 15 149 47 21 1

3% 6% 62% 20% 9% 0%

8. 学部/学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください[1]（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.研究/教育分野　2.卒業後の進路/就職状況　3.総合教育部での成績順位 190 68 54 25 10 -
4.総合教育部での講義内容　5.予備校や大学情報誌等における評価 55% 20% 16% 7% 3% -

9. 学部/学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください[2]（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.親/兄弟の意見　2.知人/友人の意見　3.高校/予備校の先生の意見 66 61 62 29 41 -
4.大学の先生の意見　5.一般的知名度 25% 24% 24% 11% 16% -

10. 学部/学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください[3]（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合教育部主催(9月と2月)の説明会　2.理学部主催の説明会(5月の理学部DAYと6月～ 79 36 110 67 53 -
7月のサイエンスグローブ)　3.理学部のホームページ　4.理学部のパンフレット　5.その他 23% 10% 32% 19% 15% -

11. 研究の紹介やカリキュラムの説明の他に学部/学科説明会で行った方が良いと思うことを 1 2 3 4 5 無回答
以下より選んでください（複数選択可）。 41 85 56 85 18 -
1.教員との個別面談　2.学生主催の相談会　3.実習/実験　4.施設の見学　5.その他 14% 30% 20% 30% 6% -

12. 最初の学部/学科説明会の開催時期はいつが適当だと思いますか(昨年は6月が最初)。 1 2 3 4 5 無回答
1.入学直後　2.大学祭の頃　3.夏休み前　4.夏休み後　5.その他 53 49 84 40 7 6

22% 21% 35% 17% 3% 3%

13. 学部/学科説明会は何回が適当だと思いますか（昨年度は総合教育部主催を含め3回）。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合教育部機構主催(9月と2月)の2回で十分　2.理学部主催も含めて3回 74 94 54 6 7 5
3.理学部主催も含めて4回　4.理学部主催も含めて5回以上　5.その他 31% 39% 23% 3% 3% 2%

14. 理学部主催の説明会（理学部DAYとサイエンスグローブ）を知っていましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.両方とも知っていた　2.理学部DAYだけ知っていた 73 48 15 100 3 0
3.サイエンスグローブだけ知っていた　4.両方とも知らなかった 31% 20% 6% 42% 1% 0%

15. 理学部主催の説明会（理学部DAYとサイエンスグローブ）に参加しましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.参加した　2.参加しなかった（参加しなかった方のみ次の問にお答え下さい） 46 193 0 0 0 1

19% 81% 0% 0% 0% 0%

16. 理学部主催の説明会に参加しなかった理由はどれですか（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.日時の都合がつかなかった　2.参加の必要性を感じなかった 56 84 0 1 51 -
3.開催時期が遅すぎた　4.開催場所が不便だった　5.その他 29% 44% 0% 1% 27% -

17. 大学入学前にオープンキャンパス等で北大理学部を訪れたことありますか。 1 2 3 4 5 無回答
1.ある　2.ない（ある方のみ次の問にお答え下さい） 53 186 0 0 0 1

22% 78% 0% 0% 0% 0%

18. その時の理学部の印象はどうでしたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.面白かったので理学部を目指そうと思った　2.面白いとは思ったが進学までは考えなかった 33 8 3 7 2 175
3.面白くなかった　4.特に印象に残っていない　5.その他 14% 4% 1% 3% 1% 77%

理学部２年次進級者アンケート

平成29年度
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【自由記述】

設問1：学部入試

設問1：学部別入試による入学

設問1：後期入試

設問1：学部別

設問16,18：存在をしらなかった

設問16：存在を知らなかったから

設問1：後期日程学部別入試

設問1：学部別入試入学です

設問1：後期入試

設問10：他学部・学科の説明会

設問1：学部別入試（後期入試）

設問1：後期入試

設問11：何かあった方が良いとは思いましたが、よくわからなかったのでその他を選びました。
設問12,13：何も知らなかったので無回答にしました。

設問1：学部別入試（後期）
人材育成本部のキャリア教育を取り入れたのは正しい判断だったと思う。大いに参考になった。
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回答者数 213

1. どの入試枠で入学しましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合入試　2.AO入試　3.帰国子女入試　4.私費外国人留学生入試　5.その他 177 6 0 1 28 1

83% 3% 0% 0% 13% 0%

2. 進級した学科をお答え下さい。 1 2 3 4 5 無回答
1.数学科　2.物理学科　3.化学科　4.生物科学科　5.地球惑星科学科 29 23 48 67 46 0

14% 11% 23% 31% 22% 0%

3. 生物科学科に進学した方は専修分野を選択してください。 1 2 3 4 5 無回答
1.生物学　2.高分子機能学 33 34 0 0 0 0

49% 51% 0% 0% 0% 0%

4. 進学先はどの振り分けで決まりましたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 1 2 3 4 5 無回答
1.第1次振り分け　2.第2次振り分け　3.補充振り分け 139 27 4 0 0 7

82% 16% 2% 0% 0% 4%

5. 進学した学科は第何志望でしたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 1 2 3 4 5 無回答
1.第１志望　2.第２志望　3.第３志望　4.第４志望　5.第５志望以上 114 31 14 5 6 7

67% 18% 8% 3% 4% 4%

6. 第１志望の学部・学科はいつごろ決めましたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 1 2 3 4 5 無回答
1.大学入学前　2.1年次前半　3.夏休み　4.第1回志望調査後　5.第2回志望調査後 53 26 24 41 27 6

31% 15% 14% 24% 16% 4%

7. 希望の学部・学科はいつ頃から意識しはじめましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.小学校　2.中学校　3.高等学校　4.大学入学後　5.分属直前 9 17 111 44 27 5

4% 8% 53% 21% 13% 2%

8. 学部・学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください［1］（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.研究/教育分野　2.卒業後の進路/就職状況　3.総合教育部での成績順位 162 62 41 34 6 -
4.総合教育部での講義内容　5.予備校や大学情報誌等における評価 53% 20% 13% 11% 2% -

9. 学部・学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください［2］（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.親/兄弟の意見　2.知人/友人の意見　3.高校/予備校の先生の意見 56 74 41 23 35 -
4.大学の先生の意見　5.一般的知名度 24% 32% 18% 10% 15% -

10. 学部・学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください［3］（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合教育部主催(9月と2月)の説明会　2.理学部主催の説明会(5月の理学部DAYと6月～ 86 28 81 47 43 -
7月のサイエンスグローブ)　3.理学部のホームページ　4.理学部のパンフレット　5.その他 30% 10% 28% 16% 15% -

11. 研究の紹介やカリキュラムの説明の他に学部/学科説明会で行った方が良いと思うことを 1 2 3 4 5 無回答
以下より選んでください（複数選択可）。 38 66 35 91 22 -
1.教員との個別面談　2.学生主催の相談会　3.実習/実験　4.施設の見学　5.その他 15% 26% 14% 36% 9% -

12. 最初の学部・学科説明会の開催時期はいつが適当だと思いますか(昨年は6月が最初)。 1 2 3 4 5 無回答
1.入学直後　2.大学祭の頃　3.夏休み前　4.夏休み後　5.その他 55 33 74 40 3 8

27% 16% 36% 20% 1% 4%

13. 学部・学科説明会は何回が適当だと思いますか（昨年度は総合教育部主催を含め3回）。 1 2 3 4 5 無回答
1.総合教育部機構主催(9月と2月)の2回で十分　2.理学部主催も含めて3回 61 95 37 9 6 4
3.理学部主催も含めて4回　4.理学部主催も含めて5回以上　5.その他 29% 46% 18% 4% 3% 2%

14. 理学部主催の説明会（理学部DAYとサイエンスグローブ）を知っていましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.両方とも知っていた　2.理学部DAYだけ知っていた 79 66 5 52 5 3
3.サイエンスグローブだけ知っていた　4.両方とも知らなかった 38% 32% 2% 25% 2% 1%

15. 理学部主催の説明会（理学部DAYとサイエンスグローブ）に参加しましたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.参加した　2.参加しなかった（参加しなかった方のみ次の問にお答え下さい） 58 151 0 0 0 3

28% 72% 0% 0% 0% 1%

16. 理学部主催の説明会に参加しなかった理由はどれですか（複数選択可）。 1 2 3 4 5 無回答
1.日時の都合がつかなかった　2.参加の必要性を感じなかった 69 41 0 1 43 -
3.開催時期が遅すぎた　4.開催場所が不便だった　5.その他 45% 27% 0% 1% 28% -

17. 大学入学前にオープンキャンパス等で北大理学部を訪れたことありますか。 1 2 3 4 5 無回答
1.ある　2.ない（ある方のみ次の問にお答え下さい） 45 166 1 0 0 1

21% 78% 0% 0% 0% 0%

18. その時の理学部の印象はどうでしたか。 1 2 3 4 5 無回答
1.面白かったので理学部を目指そうと思った　2.面白いとは思ったが進学までは考えなかった 22 13 0 8 2 0
3.面白くなかった　4.特に印象に残っていない　5.その他 49% 29% 0% 18% 4% 0%

理学部２年次進級者アンケート

平成30年度
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【自由記述】

設問1：後期
設問1：後期学部別

設問1：学部別入試です。

設問1：学部別入試

後期授業が終了した後の学部説明会ですが、1年間の成績が出てから開催した方が良いと思います。移行点が決定していない段階で今後3年間通うこと
になる学部を選ぶことになるので、前年度の最低移行点と比較しながら考えるということができず、希望している学部の移行点に届いていなかった場合、
他の学部を考えざるを得なくなります。

設問16：説明会があることを知らなかった
設問18：オープンキャンパスで理学部に来なかった。
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回答者数

どの入試枠で入学しましたか。 無回答

1.総合入試　2.AO入試　3.帰国子女入試　4.私費外国人留学生入試　5.その他

進級した学科をお答え下さい。 無回答

1.数学科　2.物理学科　3.化学科　4.生物科学科　5.地球惑星科学科

生物科学科に進学した方は専修分野を選択してください。 無回答

1.生物学　2.高分子機能学

進学先はどの振り分けで決まりましたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 無回答

1.第1次振り分け　2.第2次振り分け　3.補充振り分け

進学した学科は第何志望でしたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 無回答

1.第１志望　2.第２志望　3.第３志望　4.第４志望　5.第５志望以上

第１志望の学部・学科はいつごろ決めましたか（総合入試入学者のみお答え下さい）。 無回答

1.大学入学前　2.1年次前半　3.夏休み　4.第1回志望調査後　5.第2回志望調査後

希望の学部・学科はいつ頃から意識しはじめましたか。 無回答

1.小学校　2.中学校　3.高等学校　4.大学入学後　5.分属直前

学部・学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください［1］（複数選択可）。 無回答

1.研究/教育分野　2.卒業後の進路/就職状況　3.総合教育部での成績順位

4.総合教育部での講義内容　5.予備校や大学情報誌等における評価

学部・学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください［2］（複数選択可）。 無回答

1.親/兄弟の意見　2.知人/友人の意見　3.高校/予備校の先生の意見

4.大学の先生の意見　5.一般的知名度

学部・学科の選択で参考にしたものを以下より選んでください［3］（複数選択可）。 無回答

1.総合教育部主催(9月と2月)の説明会　2.理学部主催の説明会(5月の理学部DAYと6月～

7月のサイエンスグローブ)　3.理学部ホームページ　4.理学部パンフレット　5.その他

研究の紹介やカリキュラムの説明の他に学部/学科説明会で行った方が良いと思うことを 無回答

以下より選んでください（複数選択可）。

1.教員との個別面談　2.学生主催の相談会　3.実習/実験　4.施設の見学　5.その他

最初の学部・学科説明会の開催時期はいつが適当だと思いますか(昨年度は6月が最初)。 無回答

1.入学直後　2.大学祭の頃　3.夏休み前　4.夏休み後　5.その他

学部・学科説明会は何回が適当だと思いますか（昨年度は総合教育部主催を含め3回）。 無回答

1.総合教育部機構主催(9月と2月)の2回で十分　2.理学部主催も含めて3回

3.理学部主催も含めて4回　4.理学部主催も含めて5回以上　5.その他

理学部主催の説明会（理学部DAYとサイエンスグローブ）を知っていましたか。 無回答

1.両方とも知っていた　2.理学部DAYだけ知っていた

3.サイエンスグローブだけ知っていた　4.両方とも知らなかった

理学部主催の説明会（理学部DAYとサイエンスグローブ）に参加しましたか。 無回答

1.参加した　2.参加しなかった（参加しなかった方のみ次の問にお答え下さい）

理学部主催の説明会に参加しなかった理由はどれですか（複数選択可）。 無回答

1.日時の都合がつかなかった　2.参加の必要性を感じなかった

3.開催時期が遅すぎた　4.開催場所が不便だった　5.その他

大学入学前にオープンキャンパス等で北大理学部を訪れたことありますか。 無回答

1.ある　2.ない（ある方のみ次の問にお答え下さい）

その時の理学部の印象はどうでしたか。 無回答

1.面白かったので理学部を目指そうと思った　2.面白いとは思ったが進学までは考えなかった

3.面白くなかった　4.特に印象に残っていない　5.その他

理学部２年次進級者アンケート

平成31年度
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【自由記述】

自分の移行点を知ってから説明会があるといいのでは。

設問1：後期学部別入試

設問1：後期学部入試で

設問1：私は後期入試より当該学部に入学いたしました。

設問11：大学院後の進路について
設問12、設問13：現行の内容では開催しなくて良い。

設問1：学部入試
設問18：知らなかった

出典：理学部２年次進級者アンケート
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・ 出前授業の実績を示す資料

取組組織
実施件数

2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 
数学科 ２ １ ２ ２ 

物理学科 12 ６ 15 ５

地球惑星科学科 ４ ５ ３ ２ 

出典：教員への照会データ 

資料Ⅰ（理学部）-42 出前授業の実績を示す資料（2016～2019年度）
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平平成成２２８８年年度度数数学学部部門門ＦＦＤＤ報報告告書書 

実施日時（場所）：７月２１日（木）13:00～14:00（理学部３号館３０９室） 

参加人数：３０名（内訳：教員２２，事務職員２，院生６） 

＜実施概要＞ 

講師： 樋口直樹氏（人材育成本部・S-cubic） 

題目： DC・PDのキャリア意識改革／実践参加システムの構築と推進 

 「博士人材のキャリアパス（多様化・支援・創出に関する問題点など）」をテーマとし

て，人材育成本部の樋口直樹先生にご講演いただいた。北海道大学における理工系博士

の実態と施策，S-cubicによるキャリア教育とキャリアデザインの支援体制に関する説明

があり，学生への進路指導のあり方について情報の共有を図った。 

 質疑応答では，S-cubicで開催されている様々なキャリアパスセミナーに関する実地的

な内容，特に，赤い糸会や緑の会などの実践参加型プログラムに参加する企業や，博士

インターンシップ実施企業が求める学生像など具体的な事例について質問がいくつかあ

り，数学専攻の学生に対するプレゼンテーション指南等具体的なエピソードを交えた説

明があった。 

 参加者には，企業が求める博士人材の資質や支援の広がりについて考える良い機会に

なったと考える。 

実施日時（場所）：１２月１日（木）12:10～12:50（理学部４号館５０１室） 

参加人数：３１名（内訳：教員２９，事務職員２） 

＜実施概要＞ 

講師： 正宗淳先生，行木孝夫先生（数学部門） 

題目： WeBWorK：online homework system for math and sciences courses 

オンライン学習システム「WeBWorKs」で実現できる教育メリットを，正宗先生と行木

先生に，講義法の概念を解説と実演により紹介いただいた。全学教育・数学科目におい

て能動的・主体的な学習形態を促すための工夫，効果的な学習方法について議論した。

当日は，各自インターネット接続できる端末を持ち込み実演しながら，導入にあたって

の問題点などについて議論が行われた。 

参加者には，授業改善に一層の推進を図る良い機会となった。 

資料Ⅰ（理学部）-43 FD報告書（2016年度）
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平平成成２２８８年年度度物物理理学学科科・・物物性性物物理理学学専専攻攻合合同同ＦＦＤＤ報報告告書書 

 

実施日時（場所）：２月１５日（水）14:00～15:30（理学部２号館４０４室） 

参加人数：２２名 

＜実施概要＞ 

 「アクティブラーニング」をテーマとして，アクティブラーニング推進室の難

波准教授をお招きし，アクティブラーニングが求められるようになった経緯と現

状，そして今後「主体的・対話的で深い学び」の実現へ向けた方向性などについ

て，講演をしていただいた。引き続きアクティブラーニングを実践しておられる

木村准教授に，具体的な授業の内容について講演をしていただいた。 

その後，教員間での討論を行い，グループ学習や講義の合間に幾度か学生への質

問をなげかけるなど，様々な形態のアクティブラーニングを議論し，個々の授業

との「相性」などを討論する一方，基幹講義，演習，そして卒業研究といった総

合的な物理教育の視点から，「主体的・対話的な学び」について討論を行った。 
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平平成成２２８８年年度度理理学学部部化化学学科科ＦＦＤＤ報報告告書書 

実施日時（場所）：２月２３日（木）13:00～14:30（理学部７号館３１０室） 

参加人数：３６名 

＜実施概要＞ 

 「アクティブラーニング型授業とは何か ～授業形態に応じた導入のポイント

～」をテーマとして，高等教育推進機構高等教育研修センターの山本堅一特任准

教授に， 

１．アクティブラーニング型授業とは何か 

２．アクティブラーニング型授業を実践するためのポイント 

３．アクティブラーニングと学習動機 

などについて，解りやすい授業をしていただいた。特に，アクティブラーニング

の浸透を阻む要因としての 

１．教員にとっての壁 

２．学生にとっての壁 

３．学習環境の壁 

の話は多くの教員にとって大いに参考になったと思われる。その中でも，カリキ

ュラムにある各授業間（教員間）の密接な連携の重要さとその実現に向けての努

力の必要性を改めて認識させられた。 

 この山本特任准教授の授業の最後に１５分ほど時間を割いて，まさにアクティ

ブラーニングが行われた。化学科の教員が数名ずつのグループに分かれて，各教

員が行っている授業や実験・実習にどのようにすれば効果的なアクティブラーニ

ングを取り入れられるか，導入に際して困難な事柄は何か，などのディスカッシ

ョンが行われ，グループの代表者が発表し，また全体として質疑応答する形式で

あった。まさに，教員が学生になった気分でアクティブラーニングを体験したと

いえる。質疑応答も活発で，大変有意義な研修であった。
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平平成成２２８８年年度度生生物物科科学学科科((生生物物学学))・・自自然然史史科科学学専専攻攻・・生生命命シシスステテムム科科学学ココーースス・・

地地球球惑惑星星シシスステテムム科科学学分分野野合合同同ＦＦＤＤ報報告告書書  

 

実施日時（場所）：２月７日（火）14:00～15:00（理学部７号館219/220室） 

参加人数：４６名 

＜実施概要＞ 

 生物科学科（生物学専修）・理学院（自然史科学専攻）・生命科学院（生命シ

ステム科学コース）合同ＦＤ研修として行った。 

 講師として，今年度新設された理学部/理学院学生生活相談室のカウンセラー・

佐藤淳子先生を迎え，「理学部・理学院学生生活相談室の活動利用の現状と今後

の課題」についてお話いただいた。 

 主な講演内容は以下の通りであった。 

・学生生活相談室利用状況 

・事例の紹介：(1)自発的来談（1回で終結），(2)自発的来談（継続），(3)指導教

官のみ来談，(4)指導教官の紹介，(5)指導教官の紹介（保健センターと並行） 

・今後の課題：(1)自殺予防及び自殺未遂/既遂時の対応，(2)指導教官との連携，

(3)広報活動（潜在的ニーズの掘り起こし） 

 

 その後，活発な質疑応答となり，理学部内の学生生活相談室の存在，およびそ

の利用法を知るよい機会になったと思われる。 
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平平成成２２８８年年度度地地球球惑惑星星科科学学科科ＦＦＤＤ報報告告書書 

 

実施日時（場所）：２月１３日（月）16:30～17:30（理学部本館Ｎ３０８室） 

参加人数：１９名（地球惑星科学は１３名） 

＜実施概要＞ 

 フィリピン大学ディリマン校 Amelia Guevara教授に 

“Women, Gender and Development: The Philippine Experience” 
というタイトルで講演をいただき，その後討論を行った。 

 日本は Gender Gap Report 2016の世界ランキングで 111位と先進国中最低レベ

ルだが，フィリピンは 7位でアジアの中ではトップである。ゲバラ教授も含め，

フィリピン科学技術省の重要ポストの半数を女性が占め，フィリピン大学でも女

性の教授が数多く活躍している。講演ではこうしたフィリピン国内の紹介も含め，

世界のジェンダー問題に対する動きについて広くレビューをしていただいた。ジ

ェンダーの問題は，単に男女の平等というだけでなく，持続的，安定的な社会の

発展のために重要な視点であることが強調された。 

 

講師：Amelia Guevara教授 

 フィリピン大学ディリマン校の化学科教授，フィリピン大学全校の副総長を歴

任後，フィリピン科学技術省に入り，Undersecretary（副大臣相当）などを務め

た。今年からフィリピン大学ディリマン校に戻り教鞭をとっている。 
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平平成成２２８８年年度度宇宇宙宙理理学学専専攻攻ＦＦＤＤ報報告告書書 

実施日時（場所）：２月８日（水）10:30～11:30（理学部２号館４０４室） 

参加人数：２９名 

＜実施概要＞ 

 「教育における著作権関係について」をテーマとして，布施教授に講演をして

いただいた。これまで，学校などの教育機関において，授業を目的とし，必要と

認めらてる限度において，公表された著作物を複製することができるとされてき

た。しかし，昨今の授業形態の変化にともない，著作物の扱われ方も大きく変化

している。たとえば，資料をウェブサイトにアップし，その資料を学生が授業時

間外に，閲覧，ダウンロード等の利用をするなどである。このような事態にかん

がみ，文化審議会著作権分科会の法制・基本問題小委員会では，授業の過程での

著作権の扱い方について審議しており，権利制限規定，補償金請求権などが審議

されている。今後，補償金について議論が進む可能性がある。このような内容を

お話しいただき，その後教員間において，討論を行った。 
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平平成成２２８８年年度度理理学学部部生生物物科科学学科科（（高高分分子子機機能能学学））ＦＦＤＤ報報告告書書 

 

先端生命科学研究院でFDSD研修会「総会2016」 

実施日時（場所）：２月１３日（月）15:00～17:00（理学部５号館大講堂） 

参加人数：教員４９名及び事務部３１名，総数８０名 北大時報３月号報告 

＜実施概要＞ 

 教育・研究担当の全教員（特任，客員を含む）及び研究室の事務・技術職員を

対象とし，同研究院の諸研究・教育活動報告とともに理学・生命科学事務部の若

手代表による業務活動報告を実施した。 

 

 

生命科学院FD研修「ルーブリック入門」 

実施日時（場所）：９月１５日（木）（シオノギ創薬イノベーションセンター１Ｆ 

                 産学コミュニティホール） 

参加人数：教員２０名 北大時報１０月号報告 

＜実施概要＞ 

本学高等教育研修センターから講師を招き，アクティブ・ラーニング形式の学

修成果に係る評価に使用されるルーブリック評価について学習した。参加した教

員のほとんどが「ルーブリックは初めて聞く程度」だったが，講演終了後には，

若手教員からも実践する際の考え方の確認や課題について積極的な質問や意見交

換もあり，アクティブ・ラーニング授業を担当する各教員も学修行動調査や学習

到達度調査の評価方法の改善を再認識する研修となった。 

 

 

自然科学のためのアクティブラーニング 

２０１５年４月コースFDとして活用報告 

実施日時（場所）：３月１１日（木）13:30～16:40（理学部３０９教室） 

参加人数：教員３５名，学生１０名，学外者６名 北大時報５月号報告 

＜実施概要＞ 

 自然科学を教える大学教員のためのアクティブラーニング事例を学ぶシンポジ

ウムを開催した。先端生命科学研究院からは，教員１名が講師として講演。４人

の教員による具体的な実践例と「学習効果や課題」について紹介された。 
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研修・集会以外のFD活動 

【教育改善】 

・オープン教材（Open Educational Resources : OER）『北大・JEOL 第1回NMR技

術演習セミナー』の配信開始 北大プレスリリース(2016.11.8）

・Research Ethics Workshop for IGP students（研究倫理ワークショップ）開催

（2016.12.13）

・授業参観科目の提供「全学教育科目（はじめての生命科学）」（2016.12.26）

・シラバス作成ガイドラインの作成

・新PGAにともなう卒業認定基準の導入

・英語外部試験の活用とスコア把握

・海外渡航費支援(部局評価に基づく資源の再配分事業)

・TOEIC&TOEFL-ITP受験料支援(部局評価に基づく資源の再配分事業)

・理学アクティブラーニング推進室（H27.4～）との活動連携

・スーパーグローバル大学創成支援事業（新渡戸カレッジ・新渡戸スクール）

・生命科学院ソフトマター専攻設置に向けての教育体制の構築

【その他】 

国際化 

・海外ラーニング・サテライト（スウェーデン・カロリンスカ研究所＆北大）

事業報告会：平成28年6月9日「食・健康・医療に貢献するカロリンスカ研究所

ジョイント先端顕微鏡講習コース」

・北大サマーインシュチュート（３件，先端的光学顕微鏡による生命科学研究，

創薬イノベーションセミナー，北欧型サービスデザインワークショップ）

・学生交流検討中（スペイン・バルセロナ大学，スウェーデン・カロリンスカ研

究所）

・日中韓フォーサイト事業(JSPS A3プログラム）参加

・IGPプログラム「次世代の生命科学グローバルリーダー養成プログラム」博士学

位審査会とGP審査。修了者表彰式(2017.2.10）（4th 国際シンポ)，WS(国際本部) ，

2nd 交流会(理国際化支援室)

・国際化チームの設置。外国人教員に向けての事務メールの英語化促進。

・GI-CoRE拠点 4th (GSS)ソフトマターグローバルステーション(H28-)

出典：理学・生命科学事務部庶務担当データ
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令和元年度数学科（専攻）ＦＤ報告書 

１．実施日時（場所）：6月11日（火）（理学部4号館501室） 

参加人数：23名 

＜実施概要＞ 

題目：「魅力ある数学科目の授業に向けて」 

講師：神保秀一教授、坂井哲教授（講演時は准教授） 

 内容：学生をひきつける魅力的な数学の授業とはどのようなものか、また、そのよ 

うな授業を行うにはどのような工夫が必要か、という事をテーマに、2 名の講師

に、それぞれの取り組みについてご紹介いただいた。実際に授業で使用している

プレゼンテーションや、学生に興味とやる気を持たせる工夫やアイデアなど、良

い点・改善点ともに共有することができ、非常に有意義な研修会となった。 

２．実施日時（場所）：10月2日（水）15：30-17：00（理学部4号館501室） 

参加人数：24名 

＜実施概要＞ 

題目：「多様な背景を持つ学生への理解と対応 

 ～主に発達障害・精神的課題を抱える学生について～」 

講師：斉藤 美香氏（札幌学院大学心理学部臨床心理学科 准教授） 

内容：発達障害や精神疾患を背景にもつ学生への対応を求められることが増加し 

ていることから、専門家である斉藤美香氏を講師にお招きし、近の学生の心理

的特徴、発達障害や精神疾患の基礎知識と対応の留意点について、具体例をも

とにご説明いただいた。参加教員からは、「発達障害の学生が何を困難に感じて

いるかについてよく分かった」、「これまでは発達障害の学生への接し方が分か

らず戸惑うこともあったが、専門家の意見により理解を深めることができた」、

「進路や就職活動の状況が学生の精神面に大きく影響しているとわかり、改め

てサポートの必要性を感じた」等の意見が寄せられた。 

資料Ⅰ（理学部）-46 FD報告書（2019年度）

796



2 
 

令和元年度 物理学部門・物性物理学専攻ＦＤ報告書 

 

１．実施日時：２月２８日（金）～３月２日（月） （eラーニング） 

参加人数：２２名 

＜実施概要＞ 

  「研究内容発信に効果的なグラフィックデザインについて」をテーマとして、大津 

珠子 理学研究院付け准教授にご講演いただく予定でしたが、物理学部門の新型ウ 

イルス感染拡大防止策の一環として、開催方式をeラーニングに変更しました。大 

津先生作成の電子教材を聴講し、感想や質問を電子メールで集めました。 

 

内容 
大津先生がこれまで実践してきた「グラフィックデザイン」「研究アウトリーチ活 

動」を事例に、デザイン（コミュニケーション）の基本的な考え方の解説。デザイ 

ンの効果や重要性を適切に理解することが情報発信力の向上に繋がること、さらに 

視覚表現を高度化することが科学技術コミュニケーションの円滑化に大きく作用 

することを紹介。 

 
電子教材 
（１）サイエンスとデザイン（7:53） 
（２）図版の使い方（8:27） 
（３）デジカメの使い方（8:05） 

 
感想 
■ 絵が下手なのでイラストで表現することを苦手としていましたが、ネット上に 
沢山のイラストがあることが分ったので、これらを使ってみようと思います。 
■ 特に三つ目の「デジカメの使い方」が参考になりました。構図だけを考えるので 
はなく、背景に注意すること、また人物撮影のポイントなど、８年前のビデオと 
は言え、今でも参考になります。杉山先生のネクタイ姿、はじめて見ました。 
■ なかなかアウトリーチの資料を作成するのは難しいものですが参考にさせてい
ただきます。 
■ 研究室で、物理学会に向けて発表練習を企画、パワー・ポイント・ファイル作り
に入っておりました。毎回皆で意見交換しますが、その際必ず、 
○分野外聴衆にも理解できる、できないまでも興味喚起できる、ものになっている 
か？ 
○１０分でまくし立てる中で、人々に記憶に残る、頭にインプットしやすいものに 
なっているか？ 
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○説明がもれたとしても、パワー・ポイント画面のみで聴衆が何がしか想像できる

ものになっているか？

を議論します。

拝聴した教材には、商品広告とは違う科学トピックの特殊性、「ただでは興味をもっ

てもらえない」話題、論題に、いかに視線を傾けてもらうか、そのヒントがありま

した。

私どもの扱う、群論や場の理論、高等数学に関する題材は、拝聴した教材には登場

しませんが、一段二段高い視点から、科学、学術、ということに共通の広報技術と

いうものを、感じ取ることができました。

例えば、私が愛する概念に、“ポスターの真髄は空白である”という、逆説的な銘が

あります。ぎちぎち詰めない、スペイスこそが、料理（論題）を生かすというもの

がありますが、まさにそこを指摘する文言、スライドに遭遇し、手を打ちました。

ありがとうございました。

■ 一般向け講演や印刷物で気を付けなければいけないことを、改めて確認できた。

■ 我流と経験でデザインをしているのでこのような別の視点からの”具体的な”やりか

たの内容は今後の参考になりました。今後、フロンティア入試などの募集で高校生な

どに紹介活動をしなければいけないのでそのような場合の効果的な情報発信の方法

など助言がいただければと思います。

■ 普段研究に関連した図表を作成するときなどは、Simplicity, Style, Surprisingに視点・
思考がいっており（今思えば）、講演のポスター制作をする時も同様の考えでした。

Sensibility と Sympathy という観点は持っていなかったので、ハッとしました。サイ
エンティフィック・デザインの言語化・体系化は非常に参考になりました。

■ グラフィックデザインについては参考になりました。動画中ではアウトリーチ活動な

どの一般向けの工夫を中心に説明されていましたが、科研費の申請書などにのせる図

版やレイアウトなどについても、コツなど教えていただけると助かります。

■ 非常に役立つ情報をありがとうございます。
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令和元年度 生物科学科（生物学専攻）・生命科学院生命システム科学コース 

合同ＦＤ報告書 

１．実施日時（場所）：2020年２月１８日（火）15:00～16:30（理学部５号館5-813室） 

参加人数：２６名（教員２５名，技術職員１名） 

＜実施概要＞ 

「発達障害学生の対応と理解」をテーマとして，北海道大学・学生相談センター・ 

アクセスビリティ支援室の立田祐子氏に講演を依頼した。 

発達障害をもつ学生は，勉学に必要なスキル（アカデミック・スキル），人間関係

の構築と円滑化に必要なスキル（対人スキル），日常生活に必要なスキル（ライフス

キル／自己管理スキル）の３面に困難さを持ち，それらは相互に影響する。アクセス

ビリティ支援室を訪れる発達障害の学生は１年生に多く，２年生以降は少なくなる。

特に自然科学実験や情報学実習のレポート課題に悩みをもつ学生が多いのとことで

あった。現在，発達障害は医学的にASD（自閉症スペクトラム障害），ADHD（注意欠陥

多動性障害），LD(限局性学習障害)の３つに分類されるが，今回の講演では北大学生

に多い ASD と ADHD について，発達障害を持つ学生の特徴や困難，およびそれに対す

る対応策について解説していただいた。最後にアクセスビリティ支援室で対応した北

大学生の事例４つについて紹介してもらった。 

障害を持つ学生の具体的なトラブルや対応についての内容が豊富であり，大変参考 

になった。約１時間の講演後，学科内の教員から多くの質問があり，活発な議論が行 

われた。専門科目や研究活動での指導に役立つばかりでなく，逆にアクセスビリティ 

支援室の活動について学科内からの提案もあり，非常に有益なＦＤとなった。 
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令和元年度生物科学科（高分子機能学）・生命科学院生命科学専攻 

（生命融合科学コース）・ソフトマター専攻 ＦＤ報告書 

１．実施日時（場所）：4月18日（木）00:00～00:00（シオノギ創薬イノベーションセ 

ンター・産学コミュニティホール） 

参加人数：35名 

＜実施概要＞ 教育環境改善に係るFD研修会「ハラスメント防止のために」が行わ 

れました。https://life.sci.hokudai.ac.jp/fa/topic/6505  

２．実施日時（場所）：9月19日（木）00:00～00:00（シオノギ創薬イノベーションセ 

ンター・産学コミュニティホール） 

参加人数：45名 

＜実施概要＞ FD研修「大学評価におけるTOP10％論文の重要性」：9月19日（木） 

シオノギ創薬イノベーションセンター・産学コミュニティホールにて，大学力強化

推進本部・研究推進ハブ・URAステーション・主任URA 岡田直資氏を講師としてお

招きし，大学評価における被引用数TOP10％論文の重要性についてFD研修会を実施

しました（参加者約45名）。 https://life.sci.hokudai.ac.jp/fa/topic/6914  

３．実施日時（場所）：2月10日（月）00:00～00:00（理学部7号館310室） 

参加人数：77名（研究院等教職員44名，事務部30名，他3名） 

＜実施概要＞ 令和元年度 FDSD 研修会「総会 2019」を開催。教育・研究担当の全教

員及び研究室の事務・技術職員を対象とし，同研究院の諸研究・教育活動報告とと

もに，理学・生命科学事務部の業務報告も実施しました。 

https://life.sci.hokudai.ac.jp/fa/topic/7406  

４．その他のFD（教育改善に係る活動） 

(1) 学科の専門科目のシラバス作成要領を作成し、記載事項を標準化

(2) ４学期制を活用した「留年せずに協定大学への６ヶ月交換留学」を可能にする改善

(3) ICT環境改善（新渡戸ポートフォリオのバージョンアップ、クリッカー新型導入）

(4) 全学教育科目の新しい講義題目の提案：一般教育演習(SDGsと生命科学)

出典：理学・生命科学事務部庶務担当データ
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　　授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

 問Ａ　シラバス（授業計画）は、授業の目標、内容を明確に示していた。

 問Ｂ　授業はシラバスにそって行われていた。

 問Ｃ　教員の説明はわかりやすかった。

 問Ｄ　教員は学生の質問、発言などに適切に対応した。

 問Ｅ　授業全体として満足できるものであった。

平平成成2288年年度度　　理理学学部部　　第第１１学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない, ２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（
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資料Ⅰ（理学部）-48 授業アンケ-ト集計結果（2016～2019年度）
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  授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

 問Ａ　シラバス（授業計画）は、授業の目標、内容を明確に示していた。

 問Ｂ　授業はシラバスにそって行われていた。

 問Ｃ　教員の説明はわかりやすかった。

 問Ｄ　教員は学生の質問、発言等に適切に対応した。

 問Ｅ　授業全体として満足できるものであった。

平平成成2288年年度度　　理理学学部部　　第第２２学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない,２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（
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　　授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

問Ａ　シラバス（授業計画）は、授業の目標、内容を明確に示していた。 

問Ｂ　授業はシラバスにそって行われていた。 

問Ｃ　教員の説明はわかりやすかった。 

問Ｄ　教員は学生の質問、発言等に適切に対応した。 

問Ｅ　授業全体として満足できるものであった。 

平平成成2299年年度度　　理理学学部部　　第第１１学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない, ２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（
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　　授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

 問Ａ　シラバス（授業計画）は、授業の目標、内容を明確に示していた。

 問Ｂ　授業はシラバスにそって行われていた。

 問Ｃ　教員の説明はわかりやすかった。

 問Ｄ　教員は学生の質問、発言等に適切に対応した。

 問Ｅ　授業全体として満足できるものであった。

平平成成2299年年度度　　理理学学部部　　第第２２学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない, ２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（
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　　授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

 問Ａ　シラバス（授業計画）は、授業の目標、内容を明確に示していた。

 問Ｂ　授業はシラバスにそって行われていた。

 問Ｃ　教員の説明はわかりやすかった。

 問Ｄ　教員は学生の質問、発言等に適切に対応した。

 問Ｅ　授業全体として満足できるものであった。

平平成成3300年年度度　　理理学学部部　　第第１１学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない, ２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（

５５
32%

４４
44%

３３
22%

２２
2%
１１
1%

５５
32%

４４
44%

３３
21%

２２
2%
１１
1%

５５
32%

４４
40%

３３
19%

２２
6%

１１
3%

５５
37%

４４
41%

３３
19%

２２
2%
１１
1%

５５
30%

４４
40%

３３
22%

２２
6%

１１
2%

807



　　授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

問Ａ シラバスは、授業の目標、内容を明快に示していた。

問Ｂ 授業はシラバスにそって行われていた。

問Ｃ 教員の説明はわかりやすかった。

問Ｄ 教員は学生の質問・発言などに適切に対応した。

問Ｅ 授業全体として満足できるものであった。

平平成成3300年年度度　　理理学学部部　　第第２２学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない, ２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（
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　　授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

問Ａ シラバスは、授業の目標、内容を明快に示していた。

問Ｂ 授業はシラバスにそって行われていた。

問Ｃ 教員の説明はわかりやすかった。

問Ｄ 教員は学生の質問・発言などに適切に対応した。

問Ｅ 授業全体として満足できるものであった。

令令和和元元年年度度　　理理学学部部　　第第１１学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない, ２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（
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　　授授業業アアンンケケーートト　　全全体体平平均均

問Ａ シラバスは、授業の目標、内容を明快に示していた。

問Ｂ 授業はシラバスにそって行われていた。

問Ｃ 教員の説明はわかりやすかった。

問Ｄ 教員は学生の質問・発言などに適切に対応した。

問Ｅ 授業全体として満足できるものであった。

令令和和元元年年度度　　理理学学部部　　第第２２学学期期　　授授業業アアンンケケーートト集集計計結結果果

５５ 強くそう思う, ４４ そう思う, ３３ どちらとも言えない, ２２ そう思わない, １１ 全くそう思わない）アンケート評価ポイント（
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出典：理学部専門科目授業アンケート
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・ 標準修業年限内卒業（修了）率

2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

86.56％ 83.06％ 83.61％ 

（算出方法） 

標準修業年限内卒業（修了）率※注１ ＝ 

標準修業年限で卒業（修了）した者の数 

÷ 標準修業年限（例：４年制学部であれば４年）前の入学者数 

※注１ 長期履修制度を利用している学生及び編入学による学生については、基本的に算入

しないでください。算入する場合には、その旨を明記してください。 

79.22％ 

資料Ⅰ（理学部）-49 標準修業年限内卒業（修了）率（2016～2019年度）

出典：理学部教務関係資料
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・ 「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率

2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

94.70% 96.72% 96.07% 92.18% 

（算出方法） 

「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率※注１・２ ＝ 

  Ａのうち、（標準修業年限×1.5）年間に学位を取得した者の数※注３ 

  ÷ （標準修業年限×1.5）年前の入学者数（Ａ） 

※注１ 長期履修制度を利用している学生及び編入学による学生については、基本的に算入

しないでください。算入する場合には、その旨を明記してください。 

※注２ 「標準修業年限×1.5」の算出において、端数がある場合は、１年として切り上げる。

※注３ 博士課程においては、便宜上、単位取得満期退学後に学位を取得した者を含める。

資料Ⅰ（理学部）-50 ｢標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率（2016～2019年度）

出典：理学部教務関係資料
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◎学部学生による論文発表数・会議発表数の推移

本人発表 共同研究者発表 本人発表 共同研究者発表
2016 3 34 9 3 4
2017 3 44 29 2 7
2018 5 58 21 5 3
2019 5 11 13 1 8

出典：教員への照会データ

国内会議発表件数 国際会議発表件数学部学生が共著の
論文数

年度

資料Ⅰ（理学部）-51 学部生論文発表数・会議発表数（2016～2019年度）
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勝利チーム「アクアモウ（AQUAMOU）」のメンバーとハルトプライズ・ディレクター、審査員ら。東京
地域予選にて。（写真：ハルトプライズ提供）

 このたび、4⽉27⽇に東京で開催されたハルトプライズ地域予選において、北海道⼤学の学
⽣４⼈からなるチーム「アクアモウ（AQUAMOU）」が、⽇本の⼤学チームとして初めて優勝
しました。

ハルトプライズ（Hult Prize）は、ハルトプライズ財団が主催する世界最⼤の学⽣起業アイ
ディアコンペで、2009年より毎年開催されているものです。国連が⽰すSDGs（Sustainable
Development Goals）に関連したテーマが毎年設けられ、世界中の学⽣が起業アイディアを競
います。今年は「若者の雇⽤：10年で１万⼈の雇⽤を⽣むベンチャーの基礎を築く」をテーマ
に、勝利チームには起業資⾦として100万ドル（約１億１千万円）が贈られます。

 世界29都市で地域予選が開催され、東京予選には京都⼤学、デ・ラ・サール⼤学（フィリピ
ン）、ロンドン・クイーン・マリー⼤学（イギリス）などから約45チームが参加しました。ナ
イジェリアからの留学⽣でリーダーを務めるイフェアニー・チュクさん（⽔産科学院修⼠２
年）、同じくナイジェリアからの留学⽣ケルビン・イコグバさん（⼯学院修⼠１年）、錦織秀
伸さん（⽔産科学院修⼠２年）、そしてインドからの留学⽣ランジャニ・ラジャゴパルさん
（Integrated Science Program・理学部２年）の４⼈からなるアクアモウは、⼊念な準備と研

新着情報: ⽇本初、ハルトプライズ地域予選において北海道... https://www.hokudai.ac.jp/news/2019/07/post-546.html

1 / 3 2020/01/14 18:15

資料Ⅰ（理学部）-52 北大ウエブサイト新着情報お知らせ（2019年7月1日）
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ぎ澄まされたプランによって並み居る強豪校を破り⾒事優勝を果たし、全世界の地域代表40
チームの⼀つに選ばれるという快挙を成し遂げました。

ハルトプライズ2019東京地域予選の様⼦（動画：ハルトプライズ提供）

リーダーのイフェアニーさんは東京予選を次のように振り返ります。「会場に着いた時は私
もチームメンバーもその雰囲気に圧倒されましたが、北⼤で⼊念に準備を重ねてきたことを思
い出し、⾃信を取り戻すことができました。地域予選に勝ち、今はニューヨーク本戦を戦う６
チームに⼊ることだけを考えています。」
また、北⼤ハルトプライズ・キャンパスディレクターとしてチームを⽀援してきた坪井⾥奈

さん（国際⾷資源学院）は、予選の勝者としてアクアモウの名前が呼ばれた時の感動を思い返
し、「彼らのことを本当に⼼から誇りに思っています。彼らがこれからどうなるのか楽しみで
仕⽅ありません。」と期待に胸を膨らませます。

チーム名の「アクアモウ」とは、英語で⽔産物の養殖を意味する「Aquaculture（アクアカ
ルチャー）」と、⽇本語でネットワークを意味する「網（モウ）」を合わせた彼らの造語で
す。彼らのビジネスプランは、成⻑の早いティラピアという⿂を⽤いて持続可能な⽔産養殖
ネットワークをつくり、地⽅の若者の雇⽤を創出しようというものであり、まずはナイジェリ
アで始め、さらにアフリカの各地域に広げていくことを計画しています。

このビジネスプランの提案により、⾒事東京予選を勝ち抜いたアクアモウの次のステップ
は、この夏にロンドンで⾏われるアクセラレータープログラム、いわゆるトレーニングイベン
トとなります。ここで40チームが６チームまで絞られ、残ったチームだけがニューヨークの本

新着情報: ⽇本初、ハルトプライズ地域予選において北海道... https://www.hokudai.ac.jp/news/2019/07/post-546.html

2 / 3 2020/01/14 18:15
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戦に進むこととなります。
 現在、アクアモウはロンドンでのトレーニングイベントへの参加に向け準備を進めておりま
す。本戦出場を⽬指す彼らへのご声援をよろしくお願いします。

※ロンドンへの渡航費確保のためクラウドファンディングによる⽀援を募集中。
（外部リンク：https://actnow.jp/project/aquamou/detail）

左からケルビン・イコグバ（Kelvin Ikogba）さん、ランジャニ・ラジャゴパル（Ranjani Rajagopal）さ
ん、坪井⾥奈さん、イフェアニー・チュク（Ifeanyi Chukwu）さん、錦織秀伸さん。（写真：ハルトプラ

イズ提供）

新着情報: ⽇本初、ハルトプライズ地域予選において北海道... https://www.hokudai.ac.jp/news/2019/07/post-546.html

3 / 3 2020/01/14 18:15

出典：北海道大学ホームページ
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◎指示のない限り，次から回答
１．全くそう思わない　２．そう思わない　３．どちらともいえない　４．そう思う　５．強くそう思う 回答者数 189

[1] 所属学科をお答えください。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.数学科　2.物理学科　3.化学科　4.生物化学科　5.地球惑星科学科 23 19 42 69 36 0

12% 10% 22% 37% 19% 0%

[2] 生物科学科の方は専修分野を選択してください。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.生物学　2.高分子機能学 30 38 0 0 0 120

16% 20% 0% 0% 0% 64%

[3] 学部授業（２～４年次）で十分な専門知識を修得できたと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
3 33 42 89 22 0

2% 17% 22% 47% 12% 0%

[4] 学部授業で（２～４年次）で問題発見能力は身に付いたと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
2 17 47 99 24 0

1% 9% 25% 52% 13% 0%

[5] 自身の能力を高めるために卒業研究は重要であると思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
6 11 13 86 72 0

3% 6% 7% 46% 38% 0%

[6] 全学教育【総合教育部】（１年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
※学部一貫教育（旧カリ）学生は全学教育（１年次）に関し回答してください。 8 32 52 73 23 1

4% 17% 28% 39% 12% 1%

[7] 学部共通科目（２年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
※学部一貫教育（旧カリ）学生は学部共通科目（１～２年次）に関し回答してください。 3 20 56 95 13 2

2% 11% 30% 50% 7% 1%

[8] 学部専門科目（２～４年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1 18 45 103 22 0

1% 10% 24% 54% 12% 0%

[9] ４年間の学生生活における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
2 14 26 73 23 51

1% 7% 14% 39% 12% 27%
[10-1] 各学科で特徴的な科目についてお答えください。

数学卒業研究（４年次）などの授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（数学科の学生だけ回答してください） 1 2 2 9 9 0

4% 9% 9% 39% 39% 0%

外国語文献購読・必修科目演習・物理学実験の授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（物理学科の学生だけ回答してください） 2 1 5 9 2 0

11% 5% 26% 47% 11% 0%

必修科目演習、化学文献購読などの授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（化学科の学生だけ回答してください） 1 7 13 18 2 1

2% 17% 31% 43% 5% 2%

興味や進路によって自由に選択できる臨海実習を含めた多彩な実習に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（生物科学科（生物学）の学生だけ回答してください） 0 1 1 11 18 0

0% 3% 3% 35% 58% 0%

高分子機能学文献購読・卒業研究の授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（生物科学科（高分子機能学）の学生だけ回答してください） 2 2 7 19 8 0

5% 5% 18% 50% 21% 0%

地球惑星科学セミナー、各実習・演習、および野外巡検や地質学実習などに満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（地球惑星科学科の学生だけ回答してください） 2 0 5 17 12 0

6% 0% 14% 47% 33% 0%

[10-2] 各学科で特徴的な科目は、専門基礎能力を身に付ける点で教育効果が高いと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
3 19 37 101 29 0

2% 10% 20% 53% 15% 0%

[10-3] 各学科で特徴的な科目は、問題発見能力を養う点で教育効果が高いと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
6 21 61 82 19 0

3% 11% 32% 43% 10% 0%

[10-4] 各学科で特徴的な科目は、ディベート能力や発表能力を身に付ける点で 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
教育効果が高いと思う。 5 40 75 60 9 0

3% 21% 40% 32% 5% 0%

[11] TAによる指導は学部授業の教育補助として役立ったと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
3 22 44 91 27 2

2% 12% 23% 48% 14% 1%

[12] TA制度を学部授業でもっと拡充すべきだと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
8 22 75 54 29 1

4% 12% 40% 29% 15% 1%

[13] TAの指導が役立った授業を選択してください。（複数回答可） 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入） 7 57 126 45 2 -

3% 24% 53% 19% 1% -

[14] TAの指導があまり効果的でなかった授業を選択してください。（複数回答可） 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入） 93 29 13 32 1 -

55% 17% 8% 19% 1% -

[15] 卒業後の進路をお教えください。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.北大大学院進学　2.他大学院進学　3.就職　4.その他　5.未定 137 15 31 1 5 0

72% 8% 16% 1% 3% 0%
-

-

3.63

3.39

-

3.71

3.46

3.15

4.48

3.76

4.03

4.00

3.42

3.32

3.51

3.67

3.73

3.67

4.10

3.38

3.50

平成28年度理学部卒業時アンケート

-

-
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【自由記述】

全学理系基礎科目のクラス毎による講義内容、成績評価基準に差があり不公平に感じる

臨海実習ではTAの指導が大いに役に立ったと思う。
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回答者数 166

[1] 所属学科をお答えください。※地球科学科を含む 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.数学科　2.物理学科　3.化学科　4.生物科学科　5.地球惑星科学科※ 24 18 39 40 45 0

14% 11% 23% 24% 27% 0%

[2] 生物科学科の方は専修分野を選択してください。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.生物学　2.高分子機能学 21 19 0 0 0 0

53% 48% 0% 0% 0% 0%

[3] 学部授業（２～４年次）で十分な専門知識を修得できたと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
10 26 44 71 13 2
6% 16% 27% 43% 8% 1%

[4] 学部授業で（２～４年次）で問題発見能力は身に付いたと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
4 18 45 83 16 0

2% 11% 27% 50% 10% 0%

[5] 自身の能力を高めるために卒業研究は重要であると思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
8 8 12 68 70 0

5% 5% 7% 41% 42% 0%

[6] 全学教育【総合教育部】（１年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
※学部一貫教育（旧カリ）学生は全学教育（１年次）に関し回答してください。 22 30 41 48 23 2

13% 18% 25% 29% 14% 1%

[7] 学部共通科目（２年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
※学部一貫教育（旧カリ）学生は学部共通科目（１～２年次）に関し回答してください。 8 19 41 79 16 3

5% 12% 25% 48% 10% 2%

[8] 学部専門科目（２～４年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
6 14 34 82 28 2

4% 9% 21% 50% 17% 1%

[9] ４年間の学生生活における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
4 9 25 59 18 51

3% 8% 22% 51% 16% 31%
[10-1] 各学科で特徴的な科目についてお答えください。

数学卒業研究（４年次）などの授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（数学科の学生だけ回答してください） 3 0 4 9 7 1

13% 0% 17% 39% 30% 4%

外国語文献購読・必修科目演習・物理学実験の授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（物理学科の学生だけ回答してください） 3 4 5 4 2 0

17% 22% 28% 22% 11% 0%

必修科目演習、化学文献購読などの授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（化学科の学生だけ回答してください） 4 7 12 12 3 1

11% 18% 32% 32% 8% 3%

興味や進路によって自由に選択できる臨海実習を含めた多彩な実習に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（生物科学科（生物学）の学生だけ回答してください） 0 0 2 6 12 0

0% 0% 10% 30% 60% 31%

高分子機能学文献購読・卒業研究の授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（生物科学科（高分子機能学）の学生だけ回答してください） 3 0 2 9 4 0

17% 0% 11% 50% 22% 0%

地球惑星科学セミナー、各実習・演習、および野外巡検や地質学実習などに満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（地球惑星科学科（地球科学科を含む）の学生だけ回答してください） 1 3 10 11 20 0

2% 7% 22% 24% 44% 0%

[10-2] 各学科で特徴的な科目は、専門基礎能力を身に付ける点で教育効果が高いと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
5 12 29 85 31 4

3% 7% 18% 52% 19% 2%

[10-3] 各学科で特徴的な科目は、問題発見能力を養う点で教育効果が高いと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
6 16 50 71 21 2

4% 10% 30% 43% 13% 1%

[10-4] 各学科で特徴的な科目は、ディベート能力や発表能力を身に付ける点で 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
教育効果が高いと思う。 11 22 69 41 20 3

7% 13% 42% 25% 12% 2%

[11] TAによる指導は学部授業の教育補助として役立ったと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
9 9 40 75 30 3

6% 6% 25% 46% 18% 2%

[12] TA制度を学部授業でもっと拡充すべきだと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
8 19 60 52 25 2

5% 12% 37% 32% 15% 1%

[13] TAの指導が役立った授業を選択してください。（複数回答可） 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入） 16 56 111 50 1 -

7% 24% 47% 21% 0% -

[14] TAの指導があまり効果的でなかった授業を選択してください。（複数回答可） 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入） 77 17 8 15 1 -

66% 14% 7% 13% 1% -

[15] 卒業後の進路をお教えください。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.北大大学院進学　2.他大学院進学　3.就職　4.その他　5.未定 126 14 20 3 1 2

77% 9% 12% 2% 1% 1%

3.31

平成29年度理学部卒業時アンケート

-

-

3.54

4.11

3.12

3.47

3.68

3.68

3.74

2.89

3.08

4.50

3.61

4.02

3.77

3.52

3.23

3.66

3.41

-

-

-
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【自由記述】

なにもない

演習の際にTAさんが一部の学生と仲良くなってしまい、ずっとおしゃべりしていて質問しづらいことがあった。
全学教育について、一部のクラスのみ地球惑星科学Ⅱと心理学実験を両方履修できる等、移行点に影響する不平等が存在した。問題だと思う。

必修科目などでⅠとⅡに分かれている授業（力学Ⅰ、Ⅱなど）で、それぞれの学期ごとに教員が異なると内容に一貫性がないことがある。教員を同じにするか、
コンセンサスを計るべき。
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回答者数 123

[1] 所属学科をお答えください。※地球科学科を含む 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.数学科　2.物理学科　3.化学科　4.生物科学科　5.地球惑星科学科※ 18 18 30 34 23 0

15% 15% 24% 28% 19% -

[2] 生物科学科の方は専修分野を選択してください。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.生物学　2.高分子機能学 19 15 0 0 0 0

56% 44% 0% 0% 0% -

[3] 学部授業（２～４年次）で十分な専門知識を修得できたと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1 14 29 54 25 0

1% 11% 24% 44% 20% -

[4] 学部授業で（２～４年次）で問題発見能力は身に付いたと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1 8 29 67 17 1

1% 7% 24% 55% 14% -

[5] 自身の能力を高めるために卒業研究は重要であると思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
2 4 10 42 65 0

2% 3% 8% 34% 53% -

[6] 全学教育【総合教育部】（１年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
12 13 34 48 15 1

10% 11% 28% 39% 12% -

[7] 学部共通科目（２年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1 10 33 62 15 2

1% 8% 27% 51% 12% -

[8] 学部専門科目（２～４年次）における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
2 9 25 62 24 1

2% 7% 20% 51% 20% -

[9] ４年間の学生生活における教育に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
2 2 8 35 17 59

3% 3% 13% 55% 27% -
[10-1] 各学科で特徴的な科目についてお答えください。

数学卒業研究（４年次）などの授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（数学科の学生だけ回答してください） 1 0 0 6 10 1

6% 0% 0% 35% 59% -

外国語文献購読・必修科目演習・物理学実験の授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（物理学科の学生だけ回答してください） 0 0 6 7 4 1

0% 0% 35% 41% 24% -

必修科目演習、化学文献購読などの授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（化学科の学生だけ回答してください） 0 7 8 9 5 1

0% 24% 28% 31% 17% -

興味や進路によって自由に選択できる臨海実習を含めた多彩な実習に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（生物科学科（生物学）の学生だけ回答してください） 0 1 1 2 15 0

0% 5% 5% 11% 79% -

高分子機能学文献購読・卒業研究の授業に満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（生物科学科（高分子機能学）の学生だけ回答してください） 0 0 4 7 4 0

0% 0% 27% 47% 27% -

地球惑星科学セミナー、各実習・演習、および野外巡検や地質学実習などに満足している。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
　（地球惑星科学科（地球科学科を含む）の学生だけ回答してください） 0 3 2 12 6 0

0% 13% 9% 52% 26% -

[10-2] 各学科で特徴的な科目は、専門基礎能力を身に付ける点で教育効果が高いと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1 8 27 62 24 1

1% 7% 22% 51% 20% -

[10-3] 各学科で特徴的な科目は、問題発見能力を養う点で教育効果が高いと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1 13 42 52 13 2

1% 11% 35% 43% 11% -

[10-4] 各学科で特徴的な科目は、ディベート能力や発表能力を身に付ける点で 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
教育効果が高いと思う。 8 14 42 40 17 2

7% 12% 35% 33% 14% -

[11] TAによる指導は学部授業の教育補助として役立ったと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
2 4 30 60 25 2

2% 3% 25% 50% 21% -

[12] TA制度を学部授業でもっと拡充すべきだと思う。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1 12 52 36 19 3

1% 10% 43% 30% 16% -

[13] TAの指導が役立った授業を選択してください。（複数回答可） 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入） 6 46 75 21 1 0

4% 31% 50% 14% 1% -

[14] TAの指導があまり効果的でなかった授業を選択してください。（複数回答可） 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入） 58 13 11 12 0 0

62% 14% 12% 13% 0% -

[15] 卒業後の進路をお教えください。 1 2 3 4 5 無回答 評価点数
1.北大大学院進学　2.他大学院進学　3.就職　4.その他　5.未定 97 10 12 2 0 2

80% 8% 10% 2% 0% -

3.84

3.50

4.33

平成30年度理学部卒業時アンケート

-

-

3.72

3.75

-

-

-

3.52

3.34

3.66

3.80

3.98

4.41

3.88

3.41

4.63

4.00

3.91

3.82

3.36
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【自由記述】
［設問13］地質学実習・野外巡検等のフィールドワークを伴う実習。
地球惑星科学実験

出典：理学部卒業時アンケート
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[10]における学科に特徴的な科⽬
数学科：数学卒業研究
物理学科：外国語⽂献購読・必修科⽬演習・物理学実験
化学科：必修科⽬演習・化学⽂献購読
⽣物科学科（⽣物学）：臨海実習などの多彩な実習
⽣物科学科（⾼分⼦機能学）：⾼分⼦機能学⽂献購読・卒業研究
地球惑星科学科：地球惑星セミナー，各実習・演習，野外巡検・地質学実習

回答者数 平成28年度189名，平成29年度167名，平成30年度123名

授業の満⾜度・達成度・効果に関する卒業時アンケート結果の分析

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[3]⼗分な専⾨知識を習得できた

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[4]問題発⾒能⼒が⾝に付いた

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[5]卒業研究は能⼒を⾼めるのに重要

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[6]全学教育に満⾜している

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[7]学部共通科⽬に満⾜している

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[8]学部専⾨科⽬に満⾜している

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[9]4年間の学⽣⽣活に満⾜している

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[10‐1]学科に特徴的な科⽬に満⾜している

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[10‐2]学科に特徴的な科⽬は専⾨基礎能⼒を⾝につける点で効果的

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[10‐3]学科に特徴的な科⽬は問題発⾒能⼒を養う点で効果的

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[10‐4]学科に特徴的な科⽬はディベート・発表能⼒を⾝につける点で効果的

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[11]TAの指導は学部授業の教育補助に役⽴った

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成28年度

平成29年度

平成30年度

[12]TAを学部授業でもっと拡充すべき

そう思う・強くそう思う そう思わない・全くそう思わない どちらともいえない・無回答

出典：理学部卒業時アンケート
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[1] 
所属学科をお答えください。※地球科学科を含む

1. 数学科　2. 物理学科　3. 化学科　4. 生物科学科　5. 地球惑星科学科※

[2] 
生物科学科の方は専修分野を選択してください。

1. 生物学　2. 高分子機能学

[3] 学部授業(２〜４年次)で十分な専門知識を修得できたと思う。

[4] 学部授業(２〜４年次)で問題発見能力は身に付いたと思う。

[5] 自身の能力を高めるために卒業研究は重要であると思う。

[6] 全学教育【総合教育部】(１年次)における教育に満足している。

[7] 学部共通科目(２年次)における教育に満足している。

[8] 学部専門科目(２〜４年次)における教育に満足している。

[9]
[10-1]

４年間の学生生活における教育に満足している。
各学科で特徴的な科目についてお答えください。

数学卒業研究(４年次)などの授業に満足している。
　(数学科の学生だけ回答してください)

外国語文献購読・必修科目演習・物理学実験の授業に満足している。
　(物理学科の学生だけ回答してください)

必修科目演習、化学文献講読などの授業に満足している。
　(化学科の学生だけ回答してください)

興味や進路によって自由に選択できる臨海実習を含めた多彩な実習に満足している。
　(生物科学科(生物学)の学生だけ回答してください)

高分子機能学文献講読・卒業研究の授業に満足している。
　(生物科学科(高分子機能学)の学生だけ回答してください)

地球惑星科学セミナー、各実習・演習、および野外巡検や地質学実習などに満足している。
（地球惑星科学科（地球科学科を含む）の学生だけ回答してください)

[10-2] 各学科で特徴的な科目は、専門基礎能力を身に付ける点で教育効果が高いと思う。

[10-3] 各学科で特徴的な科目は、問題発見能力を養う点で教育効果が高いと思う。

[10-4]
各学科で特徴的な科目は、ディベート能力や発表能力を身に付ける点で教育効果が
高いと思う。

[11] TAによる指導は学部授業の教育補助として役立ったと思う。

[12] TA制度を学部授業でもっと拡充すべきだと思う。

[13]
TAの指導が役立った授業を選択してください。（複数回答可）

1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入）

[14]
 TAの指導があまり効果的でなかった授業を選択してください。（複数回答可）

1.講義　2.演習　3.学部実験　4.全学自然科学実験　5.その他（裏面に記入）

[15]
卒業後の進路をお教えください。

1.北大大学院進学　2.他大学院進学　3.就職　4.その他　5.未定

RR22..33  理理学学部部卒卒業業時時アアンンケケーートト（（学学部部教教育育全全体体ににつついいてておお聞聞ききししまますす））
授授与与式式終終了了後後にに提提出出ししててくくだだささいい

学学部部教教育育全全般般、、少少人人数数教教育育ななどどのの各各学学科科でで特特徴徴的的なな教教育育、、TTAA制制度度、、全全学学教教育育((11年年次次))等等
ににつついいてて、、ごご意意見見ががああれればば裏裏面面にに自自由由ににごご記記入入くくだだささいい。。TTAAのの指指導導がが役役立立っったた授授業業ああるるいいはは
効効果果的的ででななかかっったた授授業業でで「「そそのの他他」」をを選選んんだだ方方はは、、そそのの授授業業名名をを裏裏面面にに記記入入ししててくくだだささいい。。

指指示示ののなないい限限りり，，次次かからら回回答答ししててくくだだささいい．．

11.. 全全くくそそうう思思わわなないい

22.. そそううおおももわわなないい

33.. どどちちららととももいいええなないい

44.. そそうう思思うう

55.. 強強くくそそうう思思うう

学学部部課課程程でで実実施施ししてていいるる教教育育全全般般、、各各学学科科でで特特徴徴的的

なな教教育育、、テティィーーチチンンググアアシシススタタンントト((TTAA))制制度度、、全全学学教教育育

（（11年年次次））にに関関すするる意意識識調調査査でですす。。皆皆様様ののごご協協力力ををおお願願

いいいいたたししまますす。。

出典：理学部卒業時アンケート

資料Ⅰ（理学部）-55 理学部卒業時アンケート様式（2019年度）

824




